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無視し続けた強制力曰く、僕は悪役らしい。　下







　幕間　カランザラの刺客たち①







　カランザラ帝国元第二皇子リカルド。

　彼はカランザラからとある策略の為ために送り込まれた工作員だ。しかし、彼１人で計画を進めるわけではない。協力者は当然いる。

　リカルドは放課後になると、寮に真まっ直すぐ帰り、自室に幻術をかけ自分がいるように見せかけると、密ひそかに転移魔術を使い、とある場所に向かう。

　向かう場所は、ヤンファンガル国の王都最大の繁華街ナチェイル……その地下に広がる闇やみ市場。仄ほの暗ぐらい商売が罷まかり通とおるヤンファンガルの闇だ。ヤンファンガルでは絶対に許されない非合法な商売を中心に扱う業者が集う市場では、盗品や違法ドラッグ、奴ど隷れいなど望めば何でも手に入る。

　ヤンファンガルの病巣とも言われる場所を、リカルドは顔を隠して、歩く。

　そして、とある場所に辿たどり着ついた。

　そこは地下街の中でも入り組んだ先にあり、来客を拒むような重厚な黒い鉄の扉がリカルドを出迎える。その扉を躊ちゆう躇ちよなく、リカルドは開けた。

　中に入ると、ランタンに照らされた、地下街の更に最下層に続く階段があり、彼はそこを下っていく。階段を下るにつれ、会話が聞こえてくる。

「……だからさ。黒髪の男の子にキュンと来ちゃって、正に満点なんだよ」

「クソどうでもいい」

「でさ。その子にまた会えないかなぁなんて」

「どうでもいいと言っておろうが！　ラファエロ、黙ってろ！」

　リカルドがその部屋に辿り着くと、顔を真まっ赤かにして怒る立派な白髭ひげを蓄えた初老の男と、そんな老人の前で飄ひよう々ひようと笑うラファエロがいた。

「短気だなぁ。御老人は」

「ふん、関係のない話をするお前が悪い」

　鼻息を荒くして苛いら立だつ男と呑のん気きな彼の会話を横目に、リカルドは部屋に入った。

　地下のその部屋はアパートの一室くらいの大きさで、当然地下なので窓はない。真ん中に執務机、その目の前に２人がけのソファが１つ。家具はそれだけしかない。しかし、部屋は殺風景な場所ではなかった。床に大量の書類が何十、何百枚と山積みになって足の踏み場もないほど置かれている。塔のように積み上がったその書類は全すべて暗号で書かれており、簡単に読めるものではない。

　ふと、その御老人と呼ばれた男がリカルドに気づいた。

「来たか。リカルド」

　御老人。彼に名前はない。経歴、年齢、全てが不詳。人間臭い性格をしているがどこか胡う散さん臭くさい雰囲気を漂わせている男。しかし、彼こそがリカルドの協力者だった。

　彼は長年このナチェイルの地下で、情報屋をしており、その人脈、ネットワークの広さと的確かつ正確な情報を入手する手腕の凄すごさから、『闇の生き字引』と言われている。

　リカルドはカランザラ皇帝である父からこの男を紹介された。カランザラの皇帝が何故なぜ、ヤンファンガルの情報屋と繋つながりがあるのかは知らない。しかし、信用ならないとしても、ヤンファンガルに大したコネを持たないリカルドは、この胡散臭い御老人に頼らざるを得なかった。とはいえ、手腕は本物だ。それだけは信頼に足る。

　御老人にソファを勧められ、リカルドが座ると、ラファエロは心得たように部屋の隅に移動した。そんなラファエロを視線で追いつつ、リカルドは御老人の方に視線を移す。

　リカルドは御老人に数ヶ月前、アーシェルと……テオドアについて調べて欲しいと依頼した。当然、表向きの情報ではない。裏情報の方だ。

　御老人は、早速とばかりに話し始めたが……しかし、それは悪い報告だった。

「先に言おう。不可能だった」

「……え？　どういうことだ？」

「やはりマイナスル公爵家は厄介だ。情報一つ掴つかめん」

「……」

　マイナスル公爵家……今までヤンファンガルとは無縁で生きてきたリカルドでも知っている。

　約70年前、カランザラ帝国とヤンファンガルの間で引き起こされた戦争、ヤンファンガル国境戦争でヤンファンガルの和平交渉人となり、帝国の侵攻を止めた貴族だ。カランザラでは、自国の栄光への道を断った仇きゆう敵てきとしてその歴史に名の残る貴族。

　……どう考えても一筋縄ではいかない相手なのはリカルドでも分かる。

　御老人は話し続けた。

「表向きの情報は幾らでもあるがな。お前も知っての通り、アーシェル・マイナスルはマイナスル公爵家次期当主。ヤンファンガルの第一王子の側近にして第二王子の婚約者候補でもある。表立った活躍はないが、とかく有能だ。レオドール殿下の側近になったのも、カルロス殿下の婚約者候補になったのもその有能さを買われてのことらしい。

　そして、テオドアはマイナスル公爵家の養子で、ヤンファンガルの貴族では知らぬ者がいない天才だ。歴代最年少の魔法騎士。剣も魔術も全て極みの域にある最強の騎士にして魔術師。元はエスパダ伯爵家の庶子だったそうだが、アーシェルに見み出いだされて、マイナスル公爵家の養子になり、才覚を発揮して、多方面で活躍している時代の寵ちよう児じだ。しかし、２人に関しては本当にここまでだ。あとは分からぬ」

　そう断言し、嘆息した御老人は表情を曇らせた。

「まぁ、やはりだったな。そもそもマイナスル公爵家は、普通の貴族ではない。あの公爵家はヤンファンガルで最も恐れられている貴族。その名を口にするだけで畏おそれ厭いとう人間は多いからな。調べようにも、皆、口を閉ざしてしまう」

「何故です？」

　カランザラでも有名な貴族だ。しかし、恐れられる理由まではリカルドは知らない。

　訝いぶかしむリカルドに、御老人は、言いにくそうに、だが、はっきりと言った。

「……マイナスル公爵家。表向きには政庁の文官だが、その実、彼らは……」




「ヤンファンガルの秘密警察だ」




　秘密警察……。

　リカルドは目を見開いた。

　国家体制の維持を目的とした治安維持組織……政治警察とも言われるそれ。国家の安定化の為の反体制分子の排除、スパイやテロリストの摘発、政治犯への捜査、拷問……そして、国家運営に不要な存在の抹消……そうした国家の汚れ仕事を一手に引き受ける存在だ。

　マイナスル公爵家は、その秘密警察だという。

　リカルドは瞠どう目もくしてしまう。カランザラでは知り得なかった情報だ。御老人はそんなリカルドを無視して続けた。

「秘密警察と呼ばれるだけあって、その活動内容は全て秘されている。彼らの行動は誰だれにも読めず、誰にも勘づけない。気づかぬまま、ある日摘発されて、家も財産も未来も失うなどよくあることだ。その上、マイナスル公爵家は冤えん罪ざいで摘発することはない。確実に的確に罪を犯した人間だけを地獄へ引きずり込む。そうして、彼らは裏からヤンファンガルの国家体制の維持をしている」

　マイナスル公爵家、普通ではないと思っていたが、ここまでとは。リカルドは見開いていた目を細めた。

「つまり、それが、４００年もヤンファンガルの王政が続いた理由か？」

「いや、違う。ヤンファンガルに秘密警察が置かれるようになったのは、ここ70年の話だ」

　リカルドの推論に間髪入れずに御老人は否定した。

「70年前、つまりヤンファンガル国境戦争が起こった当時、敗戦したヤンファンガルは未み曾ぞ有うの不況に陥った。今でこそヤンファンガル国境戦争は肯定的に受け止められているが、その敗戦による経済的打撃は甚大でな。不況に喘あえぐ市民が闇商売に手を出し、反体制組織が秘密裏に幾つも結成され、当時の王家の求心力まで低下するような事態になった」

　よくある話だ。戦乱によって国が混迷するなんてことは。そして、そんな混迷期に治安維持組織が結成されるのも……。

「そんな情勢を変えるべく、秘密警察を組織し、その地位を確立させたのが、マイナスル公爵家だ」

　マイナスル公爵家は政治警察として、国家の脅威と判断した人間達は全て摘発し排除し抹殺した。ヤンファンガル国境戦争後の10年はヤンファンガルの再興期でもあったが、秘密警察が常に市民を監視し管理していた暗黒期でもあった。

　闇商売や違法行為に手を染めた者は、このナチェイルの地下街に運良く逃げ込めた者以外は処罰され、反体制組織は全て解体、駆逐された。投獄され処刑された人間は数知れず、貴族も平民も平等にその恐怖に晒さらされた。

「だから、今も尚なお、マイナスル公爵家は恐れられている。実際、マイナスル公爵家に目をつけられたか、楯たて突ついた人間は凄せい惨さんな末路を辿る。

　闇に生きる人間にとって、マイナスル公爵家は天敵だ。奴やつらに目をつけられたら、文字通り、命がない。ナチェイルの地下が無事なのは、あちら側に潰つぶす気がなく、ただ放置されているだけ。

　だから、公爵家に探りを入れるなんて誰もやりたがらん。故に情報が一向に集まらぬ。思った以上にマイナスル公爵家の情報統制が完かん璧ぺきなのもあるがな」

　その話を聞いて、リカルドは考え込む。

　協力者である御老人がお手上げと言わんばかりに語る姿を見て、リカルドは険しい表情になる。マイナスル公爵家がカランザラで伝わっている以上に厄介な存在なのは確実だ。

　しかも、秘密警察。ということは、必ずカランザラの障害になるだろう。特にあの人間。

　アーシェル・マイナスル。

　彼は元々の計画上最も重要な存在だが、同時に身近な脅威でもあるということだ。

　カランザラからやってきたリカルドは、既にヤンファンガルの王家に目をつけられているだろう。彼だって既に動いているかもしれない。

　そして……気になるのが。

「御老人。テオドアのことも本当に調べられないか？」

　彼がエスパダ伯爵の子だとしたら、おかしい。

「彼は、お祖父じい様に……前皇帝に似すぎている」

　カランザラの大英雄にして、前皇帝のリツウェル・カランザラに……。







　幕間　仕組まれていた（テオドア視点）







　数ヶ月前。

　マイナスル公爵家、王都の屋敷。

　すっかり日の暮れた薄暗い屋敷内には明かりがつけられ、屋敷は淡いオレンジ色に照らされていた。その屋敷の奥、代々のマイナスル公爵家当主だけが使う、その執務室に珍しい人間が入ってきた。

「おや、テオドアじゃないか」

　閉じる扉を背に立つ彼を、マイナスル公爵家現当主ヒューベルト・マイナスルは執務室のソファに座って、出迎えた。まるで待ち構えていたかのように。テオドアの行動は全て読まれていたらしい。ゾッとしたものを感じるくらい準備が良すぎる。

　思わずテオドアは眉まゆをひそめてしまうが、気を取り直し、ヒューベルトの目の前にあるソファに座ろうと一歩踏み出す。しかし、ヒューベルトはそれを手で制した。

「あぁ、テオドア。そのままでいい。すぐに終わるからね」

「……」

　全てお見通しというわけか。テオドアは思わず、舌打ちしたくなった。テオドアが何を聞きに来たのかまで、ヒューベルトは把握している。恐らく、テオドアを今までずっと隠おん密みつに裏で監視していたのだろう。話が早くて助かるが、実に不愉快な話だ。

　そんなテオドアにヒューベルトは、紅茶が注がれたティーカップを片手に口角を上げた。

「早速、本題に入ろうか。私も暇じゃないんでね。君ィ、見つけたんだね。ルーファス祖父様の遺品を」

「……」

「そして、信じられないものを見た。そうだね？」

「……あれは何ですか」

　自分の亜空間収納に入っているあの絵。ルーファス・マイナスルとともに書かれたあの男……自分でも驚く程、自分に似ていた彼。ヒューベルトが知らないわけがないだろう。そう思って、ヒューベルトを見据えると、ヒューベルトは笑みを深めた。酷ひどく意味深な笑みだった。

「何、ねぇ……？　うーん、今のテオドアには詳しくは話せないけど、マイナスル公爵家の秘密の１つさ。我が家は、元々秘密がとても多いけれど、あれは最大級だろうね。まぁ、見ての通り、あの人は君ィの縁者さ。あぁ、君がいたエスパダ伯爵家は全く関係ないよ。第一、君、あそこの子じゃないもん」

　ヒューベルトのその言葉に、テオドアは瞠目した。

　エスパダ伯の子ではない？

　あまりの衝撃に言葉を失う。しかし、納得もする。

　エスパダ伯爵は、自分のような黒髪青目ではなく金髪碧へき眼がんだった。顔立ちも身体からだの作りも違う。その上、魔力の保有量に天と地ほどの差がある。

　血が繋つながっていない方が納得いく。

　しかし、何故なぜ、自分はエスパダ伯爵家にいたのか。

　だが、ヒューベルトがそのテオドアの疑問に答える様子はなかった。代わりに、

「マイナスル公爵家は生粋の貴族である以前に王族なのだよ。テオドア、分かるかい？」

　そうテオドアに投げかけた。

「我が公爵家は、基本的に利のあることか、意味のあることしかしない。それが国の為ためなのか、家の為なのか、自分の為なのか、その時々によって目的が変わるけれどね。王族だから、基本、自分本位だし、傲ごう慢まんだよ？　私達は国と民の為に存在するが、社会も他人も自分でさえも全て道具だ。必要不必要で存在を判断し、要るものだけは残し、不要なものは即座に廃棄する。

　テオドア、ここまで言えば、君ィが何故、生かされているか分かるよねぇ？」

　何でもないように語る彼。アーシェルの前で見せる飄々とした子煩悩な彼はいない。そこにいるのは人の姿をしたおぞましい悪魔だ。彼から感じる得体の知れない恐怖に、テオドアは眉をひそめた。

　そんな彼をヒューベルトはクスクスと嗤わらう。

「……ねぇ、テオドア。ヒントだよ？　君ィは今まで不思議に思わなかったかい？　たかだか伯爵の庶子でしかない自分が、公爵家、それもマイナスル公爵家の嫡男とすんなり婚約出来るなんておかしいと。それもこの私が許可を出すだなんて」

「！」

　確かに言われてみればおかしい。

　高位な貴族ほど血筋にはこだわる。アーシェルが異常なだけで、伯爵程度の、それも愛人や子どもを数多く作り、この公爵家に借金をしていた素行の悪い貴族の子、しかも、誰かも分からない行きずりの女との子どもを、王族の親しん戚せきでもある気高き公爵家が、何の思惑もなく自分の血族に入れるわけがない。特にアーシェルを溺でき愛あいしているヒューベルトが、類まれなる才覚があるとはいえ、そんな自分とアーシェルの婚約を許すはずがない。

　恐らく婚約自体、ヒューベルトの策略だったのだろう。そして、見事にテオドアはヒューベルトの思惑通りに動いた。

　……最初から、仕組まれていた。

　テオドアの与あずかり知らないところで。最初から！

　何の為かは分からない。しかし、テオドアがエスパダで育ったのも、マイナスル公爵家に引き取られたのも、アーシェルと恋仲になったのも、全て、仕組まれていたことだった。

　血の気が引いていくのが分かる。動どう悸きが異様に速くなる。テオドアはヒューベルトに悟られないよう息を呑のむのが精一杯だった。




「テオドア」




　ヒューベルトが、浮かべる笑みとは正反対の硬く冷淡な声音で、テオドアの名前を呼んだ。

「じきに、君が何者なのか分かるさ。自おのずとね。ま、自分で探すのも手段だがおすすめはしない。

　アーシェルを優先することを私としては推すよ。最近、アーシェルの周りに嫌なネズミがチュウチュウと、本当ウザすぎる。全く、カランザラは昔からロクなことをしない」

　そこで話は終わったのか、ヒューベルトは紅茶を飲み干して、テオドアをしっしっと手で払い、出て行くよう促した。

　こうなってしまえば、会話は終わりだ。１枚も２枚も上手なヒューベルトからこれ以上聞き出すのは不可能だろう。

　テオドアは煮え切らない思いをぐっと呑み込み、ヒューベルトに背を向け、退出しようとした。

「あぁ、そうそう。テオドア、君とアーシェルを引き会わせる手て筈はずを整えたのは私ではない」

「！」

　足が止まる。テオドアは思わず、ヒューベルトの方を振り返った。

「私はあの人の思惑を叶かなえたに過ぎない。ま、ちょっと私も便乗したけどね。アーシェルが生まれたあの時、私の願いとあの人の思惑が綺き麗れいに合致してしまったのさ。それまで君のことは任されたのだからと割り切って管理していた。ホント、本心では割とどうでも良いと本気で思っていたのだけどねぇ。

　でも、君のおかげで私の望みはあと半分というところまで来た。一応、感謝しよう。だが、その結果、まさかアーシェルを完全に君に取られるとは想定外だったけれどね。今でも不服だよ。ま、あの人は望み通りの展開で、ほくそ笑んでいるだろうけどね」

　そう言って、ヒューベルトはテオドアに告げた。




「感謝しなよ。今は亡きルーファス祖父様に」







　幕間　カランザラの刺客たち②







　現在。ナチェイル地下街。御老人の部屋。

「彼は、お祖父様に……前皇帝に似すぎている」

　リカルドの言葉に御老人は眉をひそめた。




　前皇帝、リツウェル・カランザラ。




　彼についてカランザラで知らぬ者はいないだろう。

　今のカランザラ帝国を作った大英雄。その絶大なカリスマ性と比類なき無二の強さを持ったその人。

　リツウェルは前々皇帝の息子だった。戦争に駆り出される前まで、平民として生きていたが、まだ若年だった70年前のヤンファンガル国境戦争、そこで彼の才能は花開いた。

　当時のヤンファンガルの国土の６分の１を奪ったのは他でもないリツウェルだ。彼は征いく先々の戦地で、華々しい武勲を上げ、同時に、震え上がるほどの殺さつ戮りくを行い、名声を上げた。

　カランザラ帝国の民衆はこの流星の如ごとく現れた英雄に狂喜した。世間は強き者が好きだ。皆、彼に期待し、信頼し、このままリツウェルの手でヤンファンガルは我らのものに、そう国民、皆が思った。

　しかし。

　カランザラ帝国は、あのマイナスル公爵家と和平交渉し、ヤンファンガル側の意見を呑んで、国境戦争は不完全燃焼のまま終了した。

　当時、戦勝したにもかかわらず、カランザラ帝国内は荒れた。再戦を望む声が後を絶たなかった。

　それをおさめたのは、やはり、リツウェルだった。

　リツウェルはそのカリスマ性で国民を抑え込むと、ヤンファンガルから奪い取った領地を使い、カランザラ帝国の産業化に着手し、的確な政策と事業展開で、恐ろしい速度で国を豊かにしていった。

　その功績は素晴らしすぎた。カランザラ帝国は貧民が１人もいなくなり、治安は財布を落としても元の持ち主に戻ってくるまで良くなった。

　ヤンファンガルがマイナスル公爵家による暗黒時代を迎えている頃ころ、カランザラ帝国は栄華と繁栄の時代を迎えていた。

　そんなリツウェルが次期皇帝になるのは当然の流れだった。

　しかし、リツウェルの父も皇帝。親子２代で皇帝になるなど、カランザラでは前代未聞の事態。

　そこで議会は、リツウェルの父を始祖とする皇族を作り、皇帝職を世襲制にすることを提案し、国民投票を行った。結果、僅きん差さではあったものの、リツウェルの一族は皇族になり、皇帝職は世襲制となった。

　その結果、リツウェルは皇帝として、カランザラ帝国に君臨した。

　皇帝としてのリツウェルは名実ともに名君だった。カリスマ性を発揮し、議会や国民を良くまとめ、常に国を発展させてきた。素晴らしすぎる人物だった。

　しかし、20年ほど前、高齢を理由に突如、皇帝職を退位し、息子であるウィリアムに譲位すると、隠居してしまった。

　それ以来、リツウェルは一切、表舞台に出ていない。

　帝国郊外のヤンファンガルに程近い場所にある離宮に侍従も殆ほとんど付けずに引きこもったままだ。今回のカランザラの大スキャンダルも、国家の危機にも、結局、何もしなかった。

　訃ふ報ほうは噂うわさでも聞かない為、まだ存命ではあるようだが、もしかすると、もう国政に関われない程、衰弱しているのかもしれない。

　そんなリツウェルに、瓜うり二ふたつのテオドア……。

　裏に何かあるのは確実だった。

　御老人は思案した。

「……あるとすれば、リツウェル陛下の娘か……」

　もう何十年前になるか。

　リツウェルには正妃との間にもうけた二人の子どもがいた。ウィリアム陛下と……そして、娘が１人。しかし、その娘の容姿や容よう貌ぼう、更に名前まで誰一人知らない。

　かなり病弱だったらしい。彼女は社交界に姿を現すことはなく、王宮から出ることもなかった。しかし、ある時、病弱な身体をおして、カランザラ帝国から出奔した。

　その直後に、娘が出奔したショックでリツウェルの正妃が亡くなり、宮殿や議会は大混乱に陥った。それを御老人は今でも覚えている。

　リツウェルは彼女を部下に血ち眼まなこで捜させたらしいが、王妃の急逝で宮殿が混乱していたのもあり、結局、今も行方ゆくえ知れずのままだ。

「まさかな……」

　彼女とカランザラ帝国の仇きゆう敵てきマイナスル公爵家にどのような繋がりがあるか分からないが、調べる価値はある。

　それに、あの御方……ウィリアム陛下の命もある。

　妹君の行方を探さなくてはいけない。

　皇帝は大英雄リツウェルの系譜でなくてはいけないのだから。










「リカルド。テオドアについてはこちらでどうにか調べよう。してどうする？」

「とりあえず、今まで通りやる。だが、マイナスル公爵家……アーシェルが気になる。彼がマイナスル公爵家の次期当主だというなら、いつか邪魔になるだろう」

　逆に、もう嗅かぎつけられていてもおかしくないのに、リカルドがこうして無事なのが不思議だ……。

　何か理由が？

　リカルドは危機感を抱く。しかし、向こうの動向を探れず、全く感知出来ない以上、こちらからはどうしようも出来ない。

「出来れば、遠ざけるか丸め込むかしたい。いざとなれば、カランザラに逃げればいいとはいえ、マイナスル公爵家が本格的に敵に回ると厄介だ」

　そうリカルドが言うと、今までずっと黙っていたラファエロが名案を思いついたのか、はっとして挙手した。

「はいはい！　じゃあ、そのアーシェル、俺に任せてよ！」

　笑みを浮かべ、自信満々にそう告げるラファエロにリカルドは面倒くさそうに目を細めた。

「お前が？」

「うん、本命の計画がバレない為にも、アーシェルには別のものに夢中になってもらうのさ！　それで上手うまい具合に行けば、味方に出来るかも！」

　そんな上手くいくはずがないだろうに……。リカルドは冷めた目でラファエロを見るが、ラファエロは有り得ると本気で思ってるらしかった。

「こういう時は、ハニートラップだよ！　ま、とはいえ、アーシェルってヤツのタイプが分からないから、どんなトラップが合うかまだ見当もつかないけどね。まぁ、やってみるさ」

　ラファエロはそう言うと、部屋から颯さつ爽そうと出て行った。すぐにでも何かするつもりらしい。

　２人きりになった部屋で、御老人が頭を抱えた。

「アイツめ、アレでは知らなそうだな……。リカルド、お前にはまだ言ってなかったが、表向きはカルロスの婚約者候補となっているものの、アーシェル・マイナスルは、テオドアと恋仲になっている。後からラファエロに言え。あれでは失敗する」

「……え？　こ、恋仲……？」

　その言葉に頬ほおが赤くなるリカルド。その反応に御老人は眉まゆをひそめる。

「さては童貞で、初心うぶか。貴様」

「う、うるさい！」







　第四十五話　何も変わらない







　その日、僕とテオドアは南側の食堂モデラートで、いつものように過ごしていた。

「美味おいしすぎる……！」

　今日の日替わり限定スイーツ、キャラメルアップルタルト。濃厚なキャラメルの甘さとリンゴの甘酸っぱさがたまらなくおいしい。

　ここのシェフは腕が良すぎる！　出すスイーツ全すべて美味しい！　僕が卒業する時には公爵家にスカウトしよう！

　そんなスイーツにうっとりする僕の前では、テオドアが分厚い紙束を広げて赤ペンを走らせていた。そこには魔術に関する研究論文が書かれているみたいだけど、何しているんだろう？

「テオドア？　何のお仕事？」

「今度、グレインが本を出すらしいから。その添削」

「グレインって、魔術論の先生か。先生、本出すの？」

「あぁ」

　テオドアはそう言いながら、淡々と赤ペンで論文を修正していく。やってることが学生のすることじゃない。テオドアって本当に凄すごいな。

「テオドアはこの先、どうなるんだろうね……」

「どうした？　突然」

　論文からテオドアが顔を上げて僕を見る。

「いや、ただテオドアって今も昔も凄いからさ。将来、どうなるんだろうって。才能に限界が見えないじゃん。あれかな？　超スーパー魔法騎士になるのかな？」

「……何だ、その頭悪い肩書き。超もスーパーも同じ意味だし」

「でも、思うんだよ！　テオドア、本当に凄いもの。魔術も剣も出来るし、頭も良いし、容姿だってバッチリだし……時代が時代なら、王様にだってなれたと思うんだ」

　そう僕が言うと、テオドアは嫌そうに顔を歪ゆがめた。あ、これ、絶対なりたくないって思ってるな。

「なれって言われても王だけは絶対に嫌だ。何で俺が他人の幸せの為ために骨を折る貧乏クジ同然の職業に就かなきゃならないんだ」

「……王様の職務をそんな風に表現する人、初めて見た」

「大体、身に余る過剰な金と権力を持って、何が楽しい。そんなものの代わりに死ぬまで国民への奉仕と庇ひ護ごとか、被虐趣味でもなければ無理だろう」

「それは流石さすがに偏見！」

　普通、王様って憧あこがれられる地位なんだけどな……。テオドアから見れば、忌避したいものらしい。何でだろう？　悟り？　テオドアもうその歳としで悟りを開いてるの？

「アーシェル。俺は王なんていう面倒くさすぎる職業なんて死んでもごめんだ」

「わ、分かったよ。ま、それによくよく考えたら、テオドアが王様なんてらしくないか……」

　確かに、テオドアって超凄いけど、玉座に座ってるイメージないや。レオドール殿下とかカルロス殿下なら凛り々りしい表情で玉座に座ってるだろうけど、テオドアの場合、性に合わない！　って言って玉座蹴けったくって、政策だけ考えて臣下に丸投げして、ずっと剣振るっているか魔術研究に没頭してそう。

　ふと、テオドアが僕をじっと見つめ始めた。

「なーに？　テオドア、なんかついてる？」

「いや。アーシェルの場合、王だけはないな、と思っただけ」

「…………確かに」

　僕は自信を持って頷うなずいた。

「僕、完全に参謀タイプなんだよね。リーダーシップとかカリスマ性とかないから、公爵家の跡継ぎで丁度いいというか……。あと、王様の毎日って、たとえ最高級の材料を手に入れても、スイーツなんて食べる暇のない超過密スケジュールだもの。これが一番の理由だよね」

「アーシェルらしい……」

「うん、僕は今も昔もスイーツが中心だからね」

　フォークでタルトを一口分だけ切り分けて、口に入れる。本当に美味しい。幸せすぎる。思わず、笑みが溢あふれちゃう。そんな時、テオドアは赤ペンに蓋ふたをしながら、小さくため息を吐ついた。

「……お前は俺がどんな人間だろうと変わらないんだろうな。スイーツ片手に呑のん気きに過ごしてそうだ」

「確かに。テオドアがたとえ、どんなに凄い人になっても、雲の上の存在になっても、僕はずっとテオドアの傍そばにいるだろうし、ずっとスイーツを食べてるだろうね」

　余裕で想像出来る未来だ。

　テオドアが世界を股またに掛ける存在になっても、公爵家の屋敷で僕はずっとスイーツに舌鼓を打ちつつ、遅いなーテオドアって言いながら待ってるはず。全然、今と変わらない。

　そう思いつつ、夢中でしっとりとしたタルトクッキーと甘いリンゴをフォークで口に運んで頬張ってると、ふと、テオドアが僕を真剣な表情で見つめていることに気づいた。

「んー？　テオドア？」

「……アーシェル」

　そのテオドアは、数年ぶりに見るアンニュイなテオドアだった。




「俺達の出会いがたとえ、仕組まれたものでも、それは言えるか？」




　変なこと聞くなぁ……分かりきってるのに。思わず、テオドアを笑ってしまう。

「テオドア、僕は仕組まれていたとしても絶対言えるよ？　だって、テオドアと過ごした日々に嘘うそとかないもん。たとえ、この出会いが誰だれに仕組まれたものだとしても、僕達がこうして毎日一緒にいるのは、誰かの策略じゃなくて、テオドアも僕も一緒にいる時間が好きだからでしょ？　そこに嘘偽りはない。なら、僕の結論も真実も変わらない」

　その実、僕らの出会いが仕組まれていたっていうのは有り得る話だ。何せあの父上、いや、マイナスル公爵家。元々目的の為なら、どんな手段も策略も厭いとわない、そんな一族だ。僕がまだ若輩者だから知らないだけで、裏で何をしてても何をやっていたとしてもおかしくない。

　だけど、それはそれ、これはこれ。

　どんな人間も存在も他人の心までは操れない。

　テオドアと出会って良かったと思うのも、テオドアのことが好きなのも、本心だ。誰かの策略に乗せられて出会ったとしても、テオドアと僕が積み上げてきたものは、ちゃんと僕らの意思で出来たもの。

「だから、この先、何があっても、何が分かっても変わることはないよ。例えば、ある日、突然、僕がマイナスル公爵家の人間じゃなくなっても、テオドアは変わらないでしょ？」

　僕がそう聞くと、テオドアはハッとしたように目を見開いて、やがて安あん堵どしたように息を吐いた。

「そうだな。公爵家の跡取りではなくても、アーシェルはアーシェルのままだからな」

「そういうこと。僕だってテオドアの立場が変わってもテオドアへの気持ちは変わらないよ？」

　最後の一口のタルトを味わって食べる。はぁ、明日の限定スイーツなんだろう……今から楽しみ。

　そんな僕の目の前でポツリとテオドアが漏らした。

「……本当に、言って欲しいことを言う奴やつだよ。お前は……。つまるところ、俺はアーシェルさえいればいい……自分が何者であろうと関係ない、ということか……」

　声が小さすぎて聞こえなかったそれに僕は首を傾かしげた。

「テオドア？　なんて言った？」

　思わず、聞き返すとテオドアは何でもないと答え、赤ペンを片手に手にある論文に視線を戻した。

　一体何だったんだろ？

　けど、さっきまでのアンニュイな雰囲気が消えて、何処どこか晴れやかな様子のテオドアに、僕は自然と口角が上がった。

　よく分かんないけど、これでいっか。




　　　　＊　＊　＊




　一方、その頃ころ。

　そんな２人を観察する人間が１人いた。

　彼は２人の話など全く聞こえないほど離れた隅の席から、じっと観察……いや、見蕩みとれていた。

「……あれがアーシェル……」

　ラファエロは思わず、息を呑のみ、朱に染まった頬を両手で押さえた。

「え？　あれがターゲット？　マジで？　理想なんですけど！」

　手足の長さ、身長、体つき、ヒップ……その全すべてがラファエロの理想だった。更に、テオドアと和気あいあいと話しながら、満面の笑みでスイーツを食べる……守ってあげたくなるような、可愛かわいがって甘やかしたくなるような……あの幸せそうな顔！

　実に映えるだろう！

　そう！　女装が！

「これは何としても落とさねば……！」

　まずはエプロンドレスだな、ラファエロの心は決まった。







　第四十六話　理想がターゲット







　アーシェルは最近、視線を感じていた。

「んー？」

「どうしました？　アーシェル様」

　隣にはエイダンがいる。彼は不思議そうに首を傾げ、アーシェルを心配している。

　そんなエイダンにアーシェルは大丈夫というように笑みを浮かべた。

「気のせいみたい。エイダン、次の授業行こう。テオドアも待ってるし」

「分かりました。アーシェル様がそう仰おつしやるなら……。あ、そうだ。アーシェル様、次の定期試験も近いですし、コンラッド様も呼んで、４人で一緒に放課後勉強しませんか？」

「いいね！　４人で勉強！　打倒！　定期試験！」

　和気あいあいと２人は語り合うと、次の授業が行われる教室に入っていった。

「ちょっと！　ラファエロ！」

　隣から甲高い声がして、ラファエロは視線を外して振り返る。隣には最近付き合ったばかりの子爵令嬢がいる。貴族でありながら、ラファエロの美しさに惚ほれ込んだ彼女は、身分も義務も忘れて、ラファエロに熱を上げていた。

「隣に私がいるのに！　余所よそ見み厳禁よ」

「あはは、ごめんね！　さ、僕らも授業行こっか？」

「うん、当然、隣同士よね？」

「あぁ。でも、マーキスとカイナもいるからね」

「え？」

　マーキスもカイナもラファエロの恋人を自称する同級生だ。所謂いわゆる、恋敵。思わず、令嬢は顔を顰しかめたが、ラファエロがにっこり笑うと、途端に気分は高揚し、２人のことなど、どうでも良くなった。

　そんな彼女を見て、ラファエロは内心、ちょろいと思った。

「世の中、君みたいな人だらけなら良かったなぁ」

「まぁ、それ褒めてるの？」

「褒めてるよ。君みたいに可愛くて素直な子が俺は好きだからね」

「まぁ！」

　物は言いようだ。正直に言えば、ラファエロは彼女のことを、可愛くて扱いやすい素直でバカな子と思っているが、上手うまく端折はしよって伝えれば、女の子を舞い上がらせる美辞麗句の出来上がりである。

　機嫌のいい彼女と並んで歩きながら、彼女に見えないところで、ラファエロは小さくため息を吐いた。

　……やっぱり男に限るな……。




　この令嬢の外見は悪くない。１００点中65点。男ではない。それが最も欠点だった。

　まぁ、それでもラファエロの愛が欲しいが為に、商会を贔ひい屓きしてくれる太客ではあるから、無下にはしないが。

　しかし、そのドレスの下に何もないというのは残念すぎる話だった。




　その点、あの２人は完かん璧ぺきだった。

　１００点中１００点。堂々たる満点である。

　いつぞやの東側の食堂で出会った黒髪メガネの少年、そして、今回のターゲット、アーシェルである。

　黒髪メガネの少年は、日雇いされた少年だったらしく、あれから東側の食堂に毎日通っているが全く会うことはない。１００点中93点のデイビッドには会うが、７点の差は大きい。よって、優先順位は圧倒的に黒髪メガネの少年である。

　彼の女装は完璧だった。男の娘こという概念そのものだった。とにかく可愛かった！　華きや奢しやな体つき、メガネ越しでも分かるパッチリした瞳ひとみ、滑らかそうな白磁の肌……そして、倒錯的でありながら見事にマッチしたメイド服！　手放しレベルで可愛い！　スカートの下がズボンで残念だったが、そんなのどうでも良くなるくらい、全ラファエロが涙するレベルの可愛さだった。もう口説くしかなかった。秒で振られたけど、あの時、あれ以外考えられなかった。あの瞬間、学院に入って良かったと思った。

　そして、アーシェル・マイナスル！

　華奢な体つき身長肩幅腰回り、全てに於おいて完璧な素質。やや平凡とも言える顔立ちだが、そこがいい！　むしろ、あれは至高の天然素材だ。化粧と服、アクセサリー次第で可愛くもなるし雅みやびにもなれる。正に可能性の塊。あんな子、滅多にいない。

　そして、何より表情が良い！　あのスイーツを頬ほお張ばる幸せそうな可愛い顔……！　あれで落ちない男はいないだろう。実際、ラファエロは落ちた。可愛すぎる！　リスかハムスターか妖よう精せいか天使かと思うほどだ！　あれで女装してくれたら、全俺が歓喜する！　胴上げ！　拍手喝かつ采さい！　スタンディングオベーション！

　カルロス殿下の婚約者候補なのも頷ける！　あれはキープしておきたい。俺だったらする。絶対キープして他の男は寄せ付けない。

　はぁ、タイプど真ん中。

　ラファエロはこれ以上ないと断言出来る最高の理想の存在に出会ってしまった。

　既に、ラファエロの頭の中では、如何いかに彼を落として、付き合い、女装してもらうまで仲良くなれるか、その算段で忙しかった。

　そう、この時、ラファエロはターゲットであるアーシェルに既にゾッコンになっていたのである。

　ターゲットとはいえ、出会った理想の存在に浮かれきっている。

　まず、着せるなら、エプロンドレス。次にメイド服。その内、白のワンピース。ラファエロの妄想と希望はどこまでも膨らんでいく。

　とはいえ、仕事は忘れていない。

　甘い考えではあるが、ラファエロはアーシェルを自分に夢中にさせてしまえば、マイナスル公爵家を無力化できるのではと考えていた。

　アーシェルは、御老人から聞いた恐ろしいマイナスル公爵家のイメージとはかけ離れている。可愛く明るくて素直な純粋そうな子だ。穏やかに伸び伸びと育った子な気がする。公爵家というかなりの高位貴族だが、元は伯爵家の庶子だというテオドアや元子爵で現伯爵家の次期当主エイダンと仲良くしているのを見る限り、差別や偏見というのもなさそうだ。

　そうアーシェルを分析して、ラファエロは思った。

　相手は自分と同い歳だし、ツボとタイミングさえ押さえて、駆け引きすれば、純粋そうなアーシェルはこちら側にコロッと落ちると。前に、リカルドからアーシェルがテオドアと恋仲らしいという話を聞いたが、それがどうした。そんなものどうでも良くなるくらい自分が夢中にさせてしまえばいい。

　ただ、懸念はある。

　アーシェルの周りの人間を調べてみると、皆、自分と同レベルかそれ以上の美び貌ぼうを持つ美少年しかいないのである。




　ややひねくれた雰囲気があるが、王子らしい容よう貌ぼうのカルロス。

　儚はかなげで可か憐れんな美しさがあるエイダン。

　クールなカッコ良さがあるコンラッド。

　完璧超人眉び目もく秀しゆう麗れいなレオドール。

　そして、非の打ち所のない完成された美であるテオドア。




　顔面偏差値Ｓランク。イケメンのインフレ。美の飽和状態。ヤンファンガルの美少年図鑑……アーシェルの周りは度を越えた器量良しばかりで、基本的に平凡な顔立ちの人間はいない。

　アーシェルが面食いなのか、たまたま揃そろったのが絶世の美少年ばかりだったのか。真相は分からないが、やたら周囲が美少年だらけのアーシェルである。ラファエロの顔で釣れるだろうか？

　懸念はまだまだある。

　アーシェルは基本的に１人で行動しない。ほぼ一日中、彼の隣にはテオドアがいる。彼がいなくとも、エイダンやコンラッドがいて、アーシェルは必ず誰かと一緒なのだ。１人になることがない。特に厄介なのがテオドアで、彼は殆ほとんどアーシェルから離れない。何かの執念を感じるほどまでに、登校から帰宅までずっとアーシェルの傍にいる。

　これではラファエロがアーシェルと２人きりで会話するタイミングがない。

　どうやって彼を落とすかも課題だが、そもそも彼とどう接触するかも問題だ。しかし、きっと必ず機会はある。それまで慎重に虎こ視し眈たん々たんと時機が来るのを待って、彼を観察しよう。

「やってみるしかないな……」

「ラファエロ？　どうしたの？」

「ううん、何でもないよ。行こうか」







　第四十七話　進級した！







　あっという間に時は経たって、僕は２回目の定期試験を乗り越え、進級した！

　そう進級した！

　進級出来た！　学院の試験を乗り越え、単位認定されて、進級出来たんだ！　凄すごく嬉うれしい！

　試験はめちゃくちゃ難しかったけど、わざわざ放課後に居残りして勉強を教えてくれたみんなのおかげで、助かった……！

　しかも、僕らの世代は特に難しかったらしく、６３２人いた生徒も今や２００人いかないくらいしかいない。

　この学院、留年という制度はないから、試験に落ちると退学なんだよね。どうしても学院を卒業したかったら、入学し直すしかない。

　３分の２以上の人がいきなりごっそり消えた僕らのクラスはびっくりするほど静かになった。寮暮らしのエイダン曰いわく、寮もすっからかんらしい。

　まぁ、もうすぐしたら、新入生が入るから、賑にぎやかになるだろうけど。

　因ちなみに、僕の周りで進級出来なかった人はいない。テオドアはもちろん、エイダンもコンラッドもカルロス殿下も進級した。更に言うなら、デイビッドも。

　デイビッドとは去年色々あったけど、あれから積極的には関わっていない。

　僕とカルロス殿下が、テオドアとデイビッドを会わせないようにしているからだ。

　まぁ、当然だよね。デイビッドと恋人になりたいカルロス殿下にとってテオドアは障害になる。僕とテオドアにとっても、僕らの間にデイビッドが割り込んでもらうと困ってしまう。

　だから、カルロス殿下とは会うけど、授業が被かぶるとかそんなことがない限り、僕やテオドアがデイビッドと直接会うのは避けた。そして、僕はカルロス殿下の後方支援に徹した。

　その甲斐かいがあったのか、だいぶカルロス殿下とデイビッドの仲は進展している。今では文通し、誕生日プレゼントを贈り合い、街に遊びに行くくらいの仲になった。

　カルロス殿下は僕に感謝して欲しい。文通のアドバイスに、誕生日プレゼントの渡し方のレクチャー、理想的なデートコースプランまで、教えたのも考えたのも僕だ。立派に恋愛アドバイザーしたんだからね！　この僕が！　カルロス殿下の為ために！　限定スイーツの為とはいえ！

　あ、そうそう。

　カランザラのリカルドも無難に進級したらしい。

　らしいというのも、今まで彼に僕は直接会ったことがないからだ。遠目からだけなら、何回か見たことはある。だけど、不思議と授業が被らないから、会ったことはないんだよね。

　それにしてもリカルドの兄のラフェエルの方は未いまだに所在不明だ。本当にこの国にいるのかな？

　とりあえず、卒業まであと２年。頑張るかぁ！

「アーシェル」

「ん？　どうしたの？」

「今年から俺は授業をすることになった」

「じゅぎょー？　え？　テオドア、先生になるの？」

　テオドアの言葉に、僕は驚きすぎて、口をポカンと開けるしかなかった。

　なんと！　今年から入る新入生の魔術関連の授業の一部をテオドアがやるらしい。

　なんでも、去年、僕に魔術論を教えてくれたあの先生、本を出版したら、それが予想外の売れ行きで、評判になり、ヤンファンガル各地に出張して講師として講義をすることになったそうだ。その為、先生不在の間だけテオドアが臨時教師として学院の授業をやることになったんだそうだ。

　凄い。尊敬の目でテオドアを見ちゃう。代役とはいえ、テオドアが授業するんだよ？　本当に凄い！

　けど、何故か、テオドアは不満げだった。

「……アーシェルとの時間が減る……」

　テオドアは授業を受け持つ関係で、どうしても僕と帰宅時間が変わる。だいたい１時間くらい。それがテオドアには不満なようだった。

「学院の教師にグレインの代わりが出来るような奴がいないらしい。どいつもこいつも魔術は教えられないだとよ。というわけで、俺が代役になった」

　はぁ、とため息を吐つくテオドアに同情する。

　この国の最高学府の教師が魔術を教えられないなんて嘘うそに決まっている。恐らく、テオドアに教師になって欲しかった学院側が無理やり理由を作って、そう言って押し切ったのだろう。で、テオドアの力を以もつてしても、断れなかった、と。

　じゃあ、僕はどうしようかな？　先に帰るのも寂しいし、あ、そうだ！

「それなら、僕、テオドアの仕事が終わるのを学院の図書館で待とうかな？」

「……先に帰らないのか？」

「うん。帰らない。待ってる間は、公爵家の仕事があるから、そっちをする時間に充てる。それに……テオドアがいない家に１人は少し寂しいかな」

　その僕の一言に、テオドアは、うっ、と声を漏らした。そんなテオドアに気づかず、僕は続けた。

「だから、１時間ぐらい待つよ。テオドアが残業しても終わるまでずっとね。図書館でテオドアを待ってる方が、誰だれもいない家よりは良いもの……」

　そう僕が言うと、テオドアは小さく舌打ちした。

「……出来るだけ早く終わらせる。迎えに行くから」

「うん！　待ってる！」

　というわけで、僕は毎日図書館でテオドアを待つことになった。うん。せっかくだし、仕事しよう。……流石さすがに僕も我慢の限界だし。

「ネズミ退治は大事だよね」

「なんの話だ？」

「何でもないよ！　テオドア」







　side 47.5　チャンス来た!?（ラファエロ視点）







　チャンスが来た！

　俺は確信した！

　チャンスが来たと！

　進級して１ヶ月。俺はとうとうやってきたチャンスに上機嫌になっていた。

「ラファエロ、機嫌良さそうだね」

　付き合って半年が経った男爵令息から、そう言われる。まぁ、ちょっと浮かれているのは確かだよね。

「また誰か良い人見つけたの？」

「うん。ちょっとチャンスがなくてね。でも、やっとチャンスが来たみたい」

「へえ、会わせてよ。どうせ君のことだから、落とすでしょ？」

「まあね。付き合えたら紹介するね」

　しかし、ラッキーすぎる。こんなチャンスはもうないのではなかろうか。

　あんなにアーシェルに纏まとわりついていた……ゴホン、傍にいたテオドアが新入生の授業をやることになり、アーシェルは、テオドアの仕事が終わるまで図書館で！　１人で！　待つらしい！

　１人だ！　つまり、邪魔になる奴らはいない。

　幾らでも口説ける！

「じゃ、いってきまーす」

「君の浮気性にも本当に困ったものだよ。行ってらっしゃい。今度の日曜日遊んでね？」

「りょーかい！」

　俺は彼と別れ、夕暮れの中、意気揚々と図書館に向かった。

　ヤンファンガル最高学院に図書室というものはない。あるのは図書館だ。

　この図書館は、最高学府らしくヤンファンガル１の蔵書量を誇る場所で、学院の学生だけでなく、許可さえ下りれば誰でも入れる、開かれた学び舎やでもある。中央に吹き抜けのある４階建て、あまりの蔵書量に、読み切るのに２００年かかると言われている。

　そんな図書館は意外にも私語ＯＫだ。だから、放課後は勉強する奴らがたむろって、賑やかに過ごしているのが日常風景だ。

　さて、お目当てのアーシェルを探さないと……。

　何せ広い図書館。人を探すのもなかなか大変だ。

　ようやく見つけた時には陽ひが沈んでいた。

　アーシェルは図書館の１階、図書館の中でもかなり奥まった古書が並ぶ人ひと気けの少ない場所にいた。

　彼は穏やかな表情で静かに勉強していた。かなり奥まった場所のせいか、周囲の喧けん騒そうは全く聞こえない。その古い紙の匂においが漂う静せい謐ひつな空間に、ペンの音だけ響いていて……何だか彼だけの特別な空間にやってきたようだった。

　俺はそうっと彼に近づいた。

「ねぇ、何してるの？」

　話しかけると、彼は顔を上げて俺の方に視線を向けた。その緑色の瞳ひとみに俺が映る。それに俺はドキドキした。アーシェルはぱちぱちと瞬まばたきすると、首を傾かしげた。

「君は……？」

「俺はラファエロ・ダリモア。ねぇ、何してるの？」

「数学の勉強。ダリモアってあの有名な商会の？」

「そうだよ。知ってる？」

「ちょっとだけね。凄く大きいんでしょ？」

　アーシェルは見込んだ通り、純粋な少年のようだ。目をキラキラさせながら、俺とお話ししてくれる。

「ねぇ、君はどうして僕に話しかけたの？」

「だって、たまたまこんな図書館の奥まで来たら、すっごく可愛かわいい子がいたから、話してみたかったんだ！」

　ニコニコとアーシェルは笑う。その笑顔が可愛いこと可愛いこと。ついつい色々喋しやべってしまいそうになる。

　あーほんと、女装して欲しい！　絶対似合うから！　とにかくお近づきになり……。




「ねぇ、ラファエロ。そうやっていつも色んな人を誑たぶらかしているの？」




　アーシェルの唇が弧を描いた。

　思わず、俺は「え？」と漏らしてしまった。アーシェルは純粋無垢むくなその瞳で、俺を見ていた。

「ダリモア商会はよく知らないけど、みんな知ってるよ？　君が色んな人と付き合ってるって。ねぇ、恋人何人いるのー？」

「ひ、ひみつ、かな？」

「えー？　気になるのに？　僕ずっと君がどんな人か知りたかったんだよね」

　俺の噂うわさを知っていた。知りたかった？　もしかして興味持ってくれてた？　え？　もしかして……。

　これは脈アリでは？

　内心、浮かれてしまう。最初から興味を持ってくれているなんて、すっごく嬉しい。

　クスクスと笑うアーシェルが、ふと、席から立った。いつの間にか勉強道具は片付けられていた。

　どうやら、もうタイムオーバーらしい。

　今回はここまでかとそう思った瞬間だった。アーシェルが去り際に、ふいに俺に近づいて耳打ちしてきた。アーシェルから漂う甘いバニラのふんわりとした匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

「僕、この時間なら、いつでもここにいるからおいでよ。……でも、あんまり余所よそ見みするといなくなっちゃうかも？」

「えっ!?」

「じゃあね」

　アーシェルは手を振ってここから去っていった。

　まだ残る甘い彼の残り香に、思わず、頬ほおが赤くなっちゃう。

　……な、なに、あの子、ドキドキするんだけど!?
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　待ってるってこと？　俺を？　しかも、いつも俺を見てるってこと？　それって他の子に嫉しつ妬としちゃうくらい俺が好きってことなのかな！

　で、でも、待て！　そんな簡単に釣られちゃいけない。主導権は握らなくては！　相手のペースに巻き込まれたら、ハニートラップの意味がないじゃないか！　本気だけど、そもそも！　これはアーシェルを落とす為なんだから！

　俺は火照った顔を振りかぶり、改めて意気込んだ。




「アーシェルを落とす！」




　今までのテクを全部使ってでも、アーシェルを……！　そして、その女装を拝む！










　２ヶ月後。

　俺はものの見事にアーシェルを落とす……なんて出来ず、むしろ、俺の方が虜とりこになっていた。

「どうしたの？　ラファエロ？」

「今度デートでも……！」

「えぇーなんでー？」

「俺がアーシェルを街にエスコートしたいんだよ。好きなものだって買ってあげる」

「んー気乗りしないなー。僕、大概のものは自分のポケットマネーで買えちゃうんだよね……そうだな、ねぇ、ラファエロ……」

　僕に一緒にデート行きたいって言わせてみてよ？

　楽しげに、蠱こ惑わく的に、そう笑うアーシェルに俺はただ頬を赤くして惚ほうけるしかなかった。

　アーシェルは今までにいないタイプだった。今まで付き合った連中は恋愛に初心な奴やつが多くて、この顔を使って、ちょっと甘い言葉を囁ささやいたり、軽く駆け引きしたりすれば、すぐ熱を上げる。

　ところが、アーシェルは手て強ごわい。簡単には触らせてもくれない。俺はまだ手すら握れていなかった。

　これまで俺は粉骨砕身、あらゆる手段でアーシェルを夢中にしようとしたが、アーシェルの方が数段上だった。甘い言葉もプレゼントも彼には効かない。




「口説き文句、ありきたりすぎてびっくりしちゃう。そんなに僕に構って欲しいなら、出直してきて？」




「プレゼント？　うーん、好みだけど気分が乗らないなぁ。記念日でもないし。プレゼントに特別感もないし、もっと雰囲気とか演出とか考えてよね」




　そう言って、すげなく突き返された。甘い言葉もプレゼントも普通に贈るだけじゃ彼を喜ばせられない。けど、俺が頑張れば、褒めて喜んでくれる。




「へぇ、さっきの言葉、ちょっとキュンと来ちゃった。ドキドキしたかも」




「サプライズとは考えたね。うん、嬉しいなぁ」




　バニラの甘い香りの中、彼に微笑ほほえまれると、どうしようもなく歓喜してしまう。

　手のひらの上で転がされているのはわかっている。でも、どうしても彼の期待に応こたえたい。失望されたくない。彼の眼中に入りたくてたまらない。顔や言葉で彼を落とすことは不可能だ。でも、ただの愛でも振り向かせられない。

　彼が帰宅するまでの１時間、図書館で、俺は彼に好かれる為に努力するしかなかった。でも、努力しただけ、彼は俺と心を通わせてくれる。恋人なんて遥はるか遠い話だけど、今は恋人になるより、アーシェルの期待に応えたい。それだけが望みだった。

　……今まで付き合ってた奴らとは全員、別れた。

　結局、アーシェルと出会う前の恋愛はままごとだった。顔の良さだけで付き合えてしまうような恋愛なんてただの遊びで、アーシェルとのこの駆け引きこそが本物だ。俺は、すっかりアーシェルに骨抜きになっていた。

　そんな俺にアーシェルが微笑みながら告げた。

「ねぇ、ラファエロ。君、最近、僕の為に頑張ってくれてるよね」

「……え？」

「陰ながら、僕の為に色々勉強してるのを知ってるよ？　だからね……ご褒美をあげようかな？　って思ってるんだよね」

「ご、ご褒美!?　俺に？」

　思わず、驚きよう愕がくして歓喜する俺に、アーシェルは内緒話をするように、耳打ちしてきて、小さな、でも、ハッキリした声で告げた。

「女装、好きでしょ？」

「！」

「だから、もうちょっと頑張ったら……着てあげるよ？　君の好みの服を」

「……っ」

　何故なぜ、アーシェルは俺の女装好きを知っているんだろう？　でも、そんな疑問は直すぐに興奮に掻かき消きえた。

　アーシェルが女の子の格好をしてくれる……！　ずっと念願だった女装を！　しかも、俺の好みに合わせてくれる！

　これは……ご褒美というより神の施しじゃないだろうか。神様なんて信じたことないけど、目の前にいるアーシェルは確かに神だった。

「だからね。ラファエロ、頑張ってして欲しいことがあるんだ……ね？　お願い！」

　アーシェルからバニラの香りが一際香る。

　最近、この匂においを嗅かぐと思考が蕩とろけてしまう。アーシェルのことしか考えられない……。

　そして、アーシェルからの〝お願い〟に俺は何の抵抗もなく頷うなずいた。

「……分かった。やる」










　数日後。

　ナチェイル地下街の一角。

「やぁ、御老人、リカルド。久しぶり」

　俺は御老人とリカルドに会っていた。

　御老人は機嫌の良い俺をじろりと探るように見た。

「……最近、アーシェル・マイナスルと上手うまくいっているようだな」

「うん！　ばっちり！　ま、骨抜きにされてるの俺だけど！」

「それは問題大ありじゃないのか」

「いやいや！　付き合ったヤツら全部切って、手練手管、ありとあらゆる手段を使って、やっとアーシェルを騙だましたのは本当だから！　実際、収穫はあった！　俺ってば、お気に入りだから、ちょっと聞いたら裏事情まで教えてくれたよ？」

　俺が自信満々にそう言うと、御老人が驚いたように目を見開いた。

「本当か？　まさかマイナスル公爵家にハニートラップが効くとは思わなんだ。で、何か有益な情報でも聞き出せたか？」

「えぇ！　あの王子様カルロスがデイビッドに惚ほれ込んでいるのは、知ってるでしょ？　……カランザラに関する決定権はカルロスが全部握ってるらしい」

「なに……？」

「王様がそう決めたんだって。だから、マイナスル公爵家もカルロスが命令しない限り、カランザラに関しては手が出せないんだと。だけど、そのカルロスは今、すっかりデイビッドに夢中で、カランザラの問題を放置しているらしい。凄すごい情報でしょ？」

　俺がアーシェルから聞いたその情報に、御老人は片かた眉まゆを上げ、リカルドは心底から驚いた。

「ラファエロ、それ、本当か？」

「ほんと！　ほんと！　苦労したんだからね！　アーシェル愚痴ってたよ、カルロス殿下は恋してから無能になったって」

「……嘘うそだろ」

　２人は俺のハニートラップを舐なめてたらしい。まさかマイナスル公爵家がそんなカルロスの無能っぷりを表すような重要な情報を漏らすとは思わなかったらしい。

　カランザラはかなり分かりやすくヤンファンガルを脅かす脅威として元皇子を送り込んだ。でも、北側の国境にカランザラの軍を配備させているとはいえ、ヤンファンガルはリカルド達を静観するばかりで何もしようとはしない。こうして、俺らが裏でコソコソしていても、監視の目すらないんだ。

　だけど、その原因が、第二王子が恋に盲目になった結果だったなんて、びっくり仰天だよね。で、第二王子が命令しない限り、マイナスル公爵家は手が出せないなんて。

　そして、その話を平民でしかない俺が聞き出せた事実に、御老人は息を呑のんだ。

「お前は三流だと思ったんだがな……評価を変えざるを得ないらしい」

　御老人でさえもマイナスル公爵家関係の情報は集められない。それを俺がしたんだ。御老人は内心悔しがっているだろう。それでも、そんな気持ちを外に出さない辺り、仕事人だ。

「マイナスル関連はお前に任せよう。引き続き、アーシェルを惹ひきつけつつ、内情を探れ」

「分かってるよ。それで、これからどうするの？」

「……そうだな。カルロスに決定権があるというなら、本命の方に注力しよう。とはいえ、頑張れよ？　お前も」

「うん！　全力を尽くすよ。楽しみだね、リカルド」

「何がだ？」

「当然、目的達成だよ。お互い、良い仕事をしようじゃないか」

「なんだよ。気持ち悪い。お前、調子乗ってんだろ、やめろ。……ま、少しは使えるみたいだけどさ」

　そう言って、リカルドはため息を吐ついた。こちらを疑う素振りはない。御老人はまだまだ警戒しないといけないけど、リカルドはもう大丈夫みたいだ。

　……はぁ。

　これで褒めてくれるかなぁ……きちんとお願い通りしたよ。嘘もついたし……仕込みもした……ふふっ、俺は全力を尽くすよ。

　……コイツらの為ためじゃなく、アーシェルの為にね。







　第四十八話　やりすぎた……







　ヤバい……。

　やりすぎたー！

　僕は笑顔で演技しながら、目の前にいるラファエロを見る。

　彼は頬ほおを紅潮させ、はぁはぁと荒い息をしながら、跪ひざまずいていた。そこには以前のプレイボーイだった面影は完全になく、変態のそれに近い。ご褒美を待つ犬のようにも見える、お預けくらって喜んでいる変態……。

　ヤバイものを開花させてしまった……。

　彼は、彼の恋愛テクを無下にすればするほど、ご褒美を焦じらせば焦らす程、興奮する厄介な質たちみたい。放置プレイも言葉責めも快感らしく頬を赤く染める。多分、これで調教とかお仕置きとかされたら、更に興奮して熱を上げるタイプだ。

　性癖がヤバすぎる。とんでもない人に手を出してしまった。

　彼はすっかり僕に心酔してしまっており、あと一歩で崇拝の域にまで行きそうだった。僕の寵ちよう愛あい欲しさに、あっさり今まで付き合っていた人達と別れ、仲間も裏切った。

　そんなラファエロは今が最高に幸せらしく。今までの日々はままごとだった、アーシェルのいない日々なんて考えられない、貴方あなたの傍にいたい、とか本気で言ってくるようになった。










　そもそも何で僕がラファエロにこんなことをしたのかと言えば、きっかけは、数ヶ月前になる。

「アーシェル様、貴方にハニートラップをしかけようとする輩やからがいます」

　ナチェイルを監視している部下がそう報告してきたのだ。

　ナチェイル……あの地下街。あそこはヤンファンガルの闇やみだ。様々な人間が集い、悪事に手を染めている。でも、王家もマイナスル公爵家もあそこだけは放置してある。監視はしているけどね。

　その理由は簡単だ。あの地下街は必要悪だからだ。

　例えは悪いが、小バエやゴキブリみたいな害虫を集めようと思ったら、生ゴミが捨てられたゴミ箱を用意するのが一番手っ取り早い。ああいう場所がなければ、彼らはヤンファンガルの各地で悪事を働く。そうしたものをシラミ潰つぶしに潰していくのは骨が折れる。だから、最初から溜たまり場ばを作ってしまえば、大挙して彼らはそこにやってきて、自然と集団になって悪事を働く……。

　そうなれば、実に監視、管理が楽だ。犯罪者が全国各地に分散していると潰すこちらは大変だけど、地下街を放置するだけで、向こうから集ってくれる。あとは、定期的に目に余る犯罪者だけを間引いておけば、ヤンファンガルの秩序は守られる。

　清廉潔白な善良なる国なんて、おとぎ話。どうしたって悪事を働く奴やつは出てくる。そういう奴らを楽に監視する為に、ナチェイルは放置されている。

　そんなナチェイルを監視している部下からの報告。

　僕にハニートラップだって？

「誰だれが？」

「ラファエロ・ダリモアです。詳細は報告書にて」

「げぇ、あの変態？　分かった。ありがとう」

　報告書には色々書かれていたけど、とりあえず、ハニートラップを先にどうにかしないといけない。

　カランザラのこともある。ラファエロがカランザラ側の間者だというなら、あまり状況を荒立たせると向こうを刺激して何が起こるか分かったもんじゃない。部下達を使って、秘密裏に潰してもいいけど、マイナスル公爵家の行動を表に出すにはまだ早い。しかも、カルロス殿下との計画に支障が出ないようにしたいなら、穏便に済ませる方が良い。

　そこで思いついたのが、ハニートラップにハニートラップで返すというものだった。

　マイナスル公爵家には、ルーファス曽祖父ひいじい様が遺のこした様々な色仕掛けの技が残されている。父上もエドガー祖父様も性に合わなくて放置していたそれを僕が使おう。

　丁度その頃ころ、僕の周りでラファエロを見るようになった。機会を窺うかがっているらしい彼に気づかない振りをしながら、彼の行動を警戒していた。

　どのタイミングでラファエロのハニートラップが仕掛けられるか分からなかったから、惚れ薬を希釈した水で作られた香水を用意して、常に備えていた。

　こちらを罠わなに嵌はめにくるだろう彼を逆に嵌める。

　そうして、彼を破滅させれば御の字。出来そうなら、彼から情報を引き出せられればいいなぁと軽いノリで考えていた。

　そして、とうとうその時は来た。

　テオドアが授業を受け持つようになって、僕が１人になる時間が出来た。彼はこの時間を狙ねらってやってくるつもりだ。絶好の機会だしね。

　だから、僕も動く。いい加減、毎日のように僕を嫌な目でジロジロと見ながら、周りをうろつくラファエロが目障りになっていたところだ。丁度いい。ネズミ退治だ！　僕はそう思って、彼を待ち構え、罠に嵌めた。

　ところが、ラファエロは変態だった上に、ハニートラップを仕掛ける側として三流の腕しかなかったし、惚れ薬の耐性もなかった。

　やりすぎた……。

　ルーファス曽祖父様直伝の色仕掛けは、ハーレム男だったとはいえ、まだ10代のラファエロには刺激が強すぎたし、惚れ薬の香水は、耐性のないラファエロには効きすぎたらしく、本気で惚れさせてしまった。あの香水……水とそう代わりないぐらい惚れ薬を希釈したもので、少しでも耐性があれば、僕に何故か惹かれるなぁぐらいしか思わないはずなんだけど……どうしてこうなった。

　もうしくじったとしか言えない。相手を見誤った。

　しかも、ラファエロは可能性の塊だった。

　ちょっと演技が下手へたと言えば、猛勉強して、技を磨いて、ほんのちょっとの間で名優になれるくらい色っぽく甘い口説き文句を吐けるようになるし、プレゼントを毎回拒否すれば、手を替え、品を替え、あらゆる方法で僕を喜ばせようとしてきた。そのうち、無意識に容姿や所作まで磨き上げるようになり……そうして、あっという間に恋愛マスターと呼べるまで己を高めた。

　そんな彼の扱いに僕は困っていた。

　ラファエロはヤンファンガルの裏切り者で、カランザラの内通者だ。本来なら情報を吐かせた後に、秘密裏に処罰するものだけど、さっきも言った通り、向こうを刺激したくない。かといって、このまま放置しておくのも悪手だ。ラファエロが良い思いするだけで僕に利がないし、それに、テオドアにラファエロの存在がバレたらと思うと……ゾッとする。

　そこで僕は考えた。

　このままラファエロを自分の味方にしてしまうのが手ではないかと。

　彼が本気で恋してるのは厄介だけど、それはさておき、本人のやる気と資質は十分にある。上手く誘導して手ほどきすれば、凄く良い人材になる。

　実際、僕の女装をチラつかせて、ちょっと色々仕込めば、あっという間にエリートスパイに成長した。

　おかげで色々と助かった。向こうの動向は筒抜けになったし、新事実も見つかった。個人的に気になることもあるけど、それはおいておこう。とにかく、僕は有能な味方を手に入れた。

　もちろん、裏切らないよう監視はしている。同時に彼の実家であるダリモア商会にも監視を派遣した。

　ダリモア商会は表向き平民向けの商品で繁盛している大商会だが、その会長はカランザラと黒い繋つながりのある人だ。彼は裏で、カランザラの人間と取引して、人身売買や薬の密輸など、様々な闇商売に携わっていた。ラファエロがカランザラに与くみしたのも、その繋がりからだろう。でも、跡取りのラファエロはこちら側になったし、時機がくれば潰すつもりだ。

　とはいえ……やっぱり……。

　僕は目の前にいるラファエロに内心を悟られないよう、微笑ほほえみながら、彼に次の指示を出す。

「次は、これして欲しいなぁ？　ラファエロなら出来るでしょ？」

「うん、出来る！　だ、だから次……！」

「うん分かってるよ。次は白ワンピでしょー？　服はラファエロが買ってきてね？」

　そう言うと、首が千切れそうなくらいラファエロは何度も頷うなずいて、熱っぽい視線と恍こう惚こつとした顔を僕に向けた。うっとりしてる……もう貴方しか見えませんと言わんばかりだ。

　僕が女装するだけで、どんなこともやってくれるのは嬉うれしいけど、この心酔ぶりは僕がやりすぎたせいとはいえ、ドン引きする……。

　僕、ルーファス曽祖父様の指南通りに演技しているだけで変態を喜ばせるような趣味はないんだよ！

　ため息が出そうになる、僕は頭を抱えたくなった。

　その同時刻、テオドアも頭を抱えていることを知らずに。







　幕間　ラファエロについて







　ぐぅ……ぐぅ……。




『こんにちは！　お久しぶりです。私は案内役。このＢＬゲーム、「Dolce/bitter/sugar」をお遊びいただきありがとうございます。

　今度はラファエロルートですか！　なかなか癖の強いルートをお選びになったようですね。説明はお任せください！』




　……ぐぅ……カップか、ワッフルコーン……。

　絶対、コーン一択……。

　ぐぅ……ふふ、まずバニラ味１個……。




『ラファエロは特殊な立ち位置にいる攻略対象です。しかも、シュガーエンドとビターエンドで、人が変わる仕様です。

　ラファエロは平民でダリモア商会の跡取りです。このダリモア商会というのは平民向けの商売で儲もうかっている大商会で、彼は学院を卒業した後、この商会の跡を継ぐ予定です。

　そんな彼は所謂いわゆる、モテ男。その美び貌ぼうに数多くの生徒達は虜になり、恋に落ちます。また、彼も惚ほれっぽく様々な生徒達を自ら口説き落とす為、彼の周りには常に大勢の恋人達がいます。

　ラファエロルートはそんな恋人達……そして、アーシェル・マイナスルから、如何にラファエロを手に入れ、真実の愛を育むかというルートです』




　ふふ……クッキーアンドクリーム味が１個……。

　……どんどん重ねよう。




『デイビッドは偶然出会ったラファエロに一目惚れされ、プレゼントを貢がれるようになります。そのプレゼントのスイーツをきっかけにデイビッドとラファエロは仲良くなっていきます。ですが、しかし、ラファエロの周りには多くの恋人がいます。デイビッドは彼にとって大勢いる恋人の１人でしかありませんでしたが、デイビッドのある素質にラファエロは次第に惹ひかれるようになります』




　コーヒー味が１個……。

　キャラメル味が１個……。




『ラファエロはノリが軽く、好奇心旺おう盛せいで、浮気性の少年ですが、その実、根っからの女装少年好き、そう男の娘が好きなのです』




　うぅ……ん……次はストロベリー味かなぁ……。

　ダブル？　トリプル？　もっと重ねたい……。




『デイビッドは正にラファエロの理想に近い存在でした。そんなラファエロの趣味を偶然知ったデイビッドは、若干引き気味ながらも、彼の趣味に付き合うことになります。

　そうして仲良くなっていく２人……しかし、ラファエロは数多くの恋人を持っています。その上……ラファエロの正に理想そのものの容姿をしているアーシェル・マイナスルの存在がいたのです』




　ふっふっ……ワッフルコーン無限アイスのせ、幸せすぎる……。次はミルクティー味だ……。




『ラファエロはどうしても理想そのもののアーシェルに惹かれ、やがて、うっかり彼に近づいてしまいます。

　それを好機と見たアーシェルは、彼に惚れ薬を嗅かがせ、彼を自分に惚れさせてしまいました。

　ラファエロをアーシェルに取られたデイビッドは、アーシェルからラファエロを解放し、ラファエロとの真実の愛の為ため、奮闘することになるのです』




　あ……チョコレート味とメープル味も捨て難い。

　チーズケーキ味とかも良いなぁ……。

　全部欲しい……ワッフルコーン、まだのせられるかな。




『ラファエロのシュガーエンドは、アーシェルの惚れ薬なんて効かなくなるほどの真実の愛を手に入れた２人が、ゴールインする甘い幕引きで終わります。デイビッドへの愛に目覚め、デイビッド以外の恋人をすっぱり切り捨て、誠実さを手に入れたラファエロとデイビッドは隣国で結ばれるのです。

　……そして、ビターエンドですが、ラファエロに真実の愛を証明出来なかったデイビッドが、アーシェルが使った惚れ薬よりも強力な惚れ薬を用意し、無理やりラファエロを取り戻すというものです。

　惚れ薬の効果によって、ラファエロはすっかりデイビッドに骨抜きになるのですが……彼はやがて人が変わっていきます。過剰に惚れされられたラファエロは、デイビッドを愛すのではなく崇拝するようになります。ラファエロは狂信的にデイビッドを想おもうようになり、デイビッドはそんな彼にした責任から彼を受け入れ、正に教祖とその信者という奇妙な関係になっていきます。因みに、アーシェルに惚れ薬を嗅がされた時には既に、この状態に片足を突っ込んでいて、デイビッドが彼を救おうとしなければ、いずれ彼はアーシェルを崇拝し、アーシェルの信者になっていた可能性もありました。しかし、ゲームの仕様上、デイビッドがいればそんな展開にはなりません。デイビッドがいれば、ですけど』




　……むぅ……なんだと……ワッフルコーン１つじゃ足りない……。




『また、ラファエロは隠しエンドルートでは、立ち位置が違い、実家がカランザラと繋がっていることから、ヤンファンガルの敵として立ちはだかります。

　以上が、ラファエロ・ダリモアの説明です。では良いゲームプレイ生活を……』




　やっぱりあれだね……。

　……いっぱいアイスを食べるならパフェグラスに盛り付けて食べるのが一番……ああ、こんなにいっぱいのアイスクリーム！　めちゃくちゃ贅ぜい沢たく！

　ふふっ、いっただきまーす！










　そこで、僕は目が覚めた。

　あれ？　アイスは……？

　パフェグラスに盛り付けまくった、僕のアイス達は……！

「まさかの夢オチ!?」

　僕は朝から絶叫することになった。

　うわぁーん、夢オチなんてサイテー！

　僕の幸せを返せー！










　…………後日、僕は王宮での仕事帰りにテオドアとアイスクリームの大量買いをしに行った……。

「お前、買いすぎだろう。何種類あるんだ、それ」

「１５６種類」

「は？　全部食べるのか？」

「食べる。リベンジマッチだからね！」

　テオドアもドン引きするような量を買っちゃったけど後悔はない。ふへへ、アイスクリームって、どうして存在しているだけで惚れ惚れしちゃうんだろ。惚れ薬でも入ってるのかなぁ？　ふふっ、では、改めて……いただきまーす！







　side 48.5　嘘うそだろ、こんな展開（テオドア視点）







　無難に進級し、去年と同じように過ごすかと思いきや……俺は面倒くさいことに巻き込まれていた。

　いや……百歩譲って、グレインの代わりに授業するのはいい。新入生の授業しかないし、アーシェルは俺を待ってくれる。

　だが……何故なぜ、コイツが新入生の授業にいる。

　デイビッド・クライナ……！

　教壇から最も近い目の前の席に座っているソイツを一いち瞥べつすると、デイビッドと目が合う。ずっとこちらを見つめていたようで、ぱあっと表情を輝かせた。

　そんな彼に、正直、内心、舌打ちしたくなった。










　デイビッドに関して、今まで何か思ったことはない。アーシェルがいる俺にとって邪魔者でしかなく、さっさとカルロスが落とせばいいと思っている。

　なのに、何故か奴やつは俺の授業を受けに来た。

　基本的に新入生の授業を他学年の学生が受けることはない。意味がないからだ。

　学院のルールで他学年が新入生の授業を受けても単位にならない仕組みになっている。受けても労力と時間の無駄だ。それより自学年の授業を受けて、試験対策した方がいい。だから、そんなことをする人間はいないはずだった。

　だが、存在した。

　それがデイビッドだった。

　とはいえ、一応、受ける理由はあるらしい。カルロスを脅して聞き出した話によると、デイビッドは去年、止やむを得ない理由から無断欠席してグレインの授業全すべて、出禁を食らったらしい。そのせいで、魔術関連の授業のほとんどを受けられず、今の授業についてこられないんだと。その為、新入生の授業を受け直しているという話だった。

　確かに、俺はグレインの代わりに彼が受け持っていた授業を引き継いだせいもあって、受け直すとなったら俺の授業になるだろう。だが、デイビッドは試験に合格し進級した優等生だ。そんな優等生なら、わざわざ新入生の授業を受けずとも自力で追いつける。授業を受け直すなんて回りくどいことをせず、自習すれば何も問題ない。

　なのに、コイツは俺の授業を受けに来た。しかも、わざとなのか、何なのか、俺が受け持っている授業、全部にいる。

　そして、不快なことに。

「テオドア……あの教えて欲しいんだけど……」

　授業が終わると奴は必ず引き止めてくる。質問したい、と。しかも、馬鹿みたいな内容の質問ばかり。

「あのここなんだけど、聞きたくて……」

「……なぁ、お前、本当に試験に合格した奴か？　基礎だろうここは……」

「あ、う……」

　応用だとか難解な問題ならば分かる。だが、アイツが質問するのは、基礎中の基礎。それが分かっていなければ、進級どころか試験も合格出来ないような問題ばかり。グレインの授業を受けられなかったでは済まない。本当にコイツは試験受けたのか。思わず、またカルロスを脅して聞いてしまったくらいだ。だが、受けたのは本当らしい……。

　一応、教師を任せられている身だから教えるが、しかし、奴は輪をかけて面倒なことに、さっさと教えて退室しようとすると。

「ま、待ってください。まだ質問ありますから！　ここなんですけど！」

　更に引き止めてくる。そして、また基礎中の基礎な問題をさも知らないという顔で質問する。

　厄介なのが放課後だ。授業の後なら移動教室や昼飯など適当な理由を言えば諦あきらめてくれるが、放課後は予定がないと思っているのか、待ってるアーシェルの為に早く切り上げたいのに、アイツは悲ひ愴そうな顔をして、しぶとくしつこく煩わしく粘ってくる。

「お願いです。まだ質問したいことがあるんです。時間を……」

「……はぁ……。俺にも予定があるんだ。いつまでも引き止めるな。教科書読め」

「教科書読んでも分からないんです！　お願いします！」

「……入学前からやり直したらどうだ？」

　そんな押し問答を毎回10分20分……。とにかくしつこい。嫌がらせでわざとそうしているんじゃないかと勘繰ってしまうほどに。

　はぁ……アーシェルに会いたい……疲れる……。とりあえずカルロスは一発殴ろう。アイツがこのお邪魔虫デイビツドをとっとと捕まえないのが悪い。

「カルロスにでも聞け。アイツの方が時間とってくれるだろ」

「えっ!?　テオドアがいいんです！　カルロスに聞くのは恐れ多いですから……」

「……はあ。アイツにもう１発追加しよう」

「？」

　頭を抱えたくなる。

　こうして無駄な時間を浪費している間に、アーシェルとの時間が消えていくのが我慢ならない。しかし、教師という面倒極まりない立場にある以上、生徒を無下にも扱えない。

「とにかく俺は帰る。自習ぐらい出来るだろ」

「…………っ！」

　切り捨てるようにそう告げると、奴は腕を掴つかんできた。だが、瞬時に振り払った。

「……な、なんで……」

　何故かソイツは振り払われて呆ぼう然ぜんとしている。いや、当然だろ……。好きでもない人間に腕を掴まれて、抵抗しないはずがないだろう。

　面倒くさくなった俺は、呆然としている彼を置いて帰った。










　図書館の玄関に真まっ直すぐ向かうと、アーシェルが待っていた。俺と目が合うと、明るく笑って出迎えてくれる。

「テオドア、おかえり！　ん？　なんかお疲れ？」

「…………まぁな」

　デイビッドがアーシェルだったらいいのに……。そうだったら、あんな馬鹿みたいな質問でも、何時間でも教えられた。

　デイビッドは控えめな雰囲気をしているのに、とにかく押しが強い……何となくわざとそうしているような気がするが、アイツはとにかくこちらの事情などお構いなしに話しかけてくるから、話していると不快感が募る。アーシェルはその点、気遣い上手で、相手を思いやって行動してくれる。

　現に、今だって。

「はい、そんなお疲れ様なテオドアに！」

　そう言って瓶に入った冷たい炭酸水を俺にくれる。

　学院の購買で売ってるレモン果汁が入った炭酸水……最近、俺がハマってるそれを、こっそり買って用意してくれていた。

　実を言うと、アーシェルには心配かけたくなくて、デイビッドのことは一切言っていない。だが、機微に聡さといアーシェルは、何も言わなくても気を利かせてくれる。

「助かった……」

「どういたしまして」

　そう言って微笑ほほえむアーシェルに救われる。デイビッドに振り回されて、疲れていた心が軽くなる。

　はぁ……カルロスも見る目がない奴……。あんな野郎のどこがいいんだろうか？　見る目なさすぎだろう。恋は盲目というやつか？　いや、しかし、見る目がなかったから、俺の隣にアーシェルがいるのか。それはそれで逆に感謝しなければならないな。だが。

「カルロスめ……２発は殴らないと気が収まらない」

「どんな事情か知らないけど、カルロス殿下は殴っちゃダメだよ、あれでも一国の王子様なんだから。テオドア」

「……チッ」

「そういえば、カルロス殿下、最近、より一層、テオドアに怯おびえているんだけど、何か知ってる？」

「知らないな」

　陰でカルロスの野郎を脅しているのはアーシェルには秘密だ。なんだかんだ言って、アイツに甘いアーシェルは、アイツを庇かばって俺を宥なだめるだろう。想像はつくし、アーシェルの為を考えるなら、やめた方がいいことは分かっている。

　だが、しかし、イラつくものはイラつく。カルロスの野郎、一向にアーシェルとの婚約を解消しないし、まだデイビッドに告白しないヘタレだし、アイツ本当にムカつく……。

　迷惑千万なデイビッドと合わせ、ストレスで仕方がない。思わず、ため息を吐ついた。いい加減、休息が欲しい……。

「なぁ、アーシェル」

「んー？」

「今度の土曜日空いてるか？」

「側近の仕事が終われば空いてるよ？　どうしたの？」

「……どこか行かないか？」

　気分を変えたいと思い、誘った。

　すると、アーシェルの目が輝く。心底嬉うれしそうに笑う彼に、自然と俺も笑みが零こぼれた。

「行く行く！　早く仕事終わらせるね！　テオドア、どこ行こう？　ナチェイル？　それとも郊外？　プチ旅行でも良いよ！」

「……お前の行きたいところで……」

「じゃあ、ナチェイルに行こうよ！　レストラン行って、帰りに買い物してさ。僕、そろそろ新しい服欲しいんだよね。で、一緒に街を巡ろう！」

　かなり楽しみらしく、鼻歌を歌うアーシェルと手を繋つないで帰る。土曜日、久々に良い日になりそうだ。

　……だが、俺は油断していた。

　そんなたわいない会話を、よりによって一番聞かれたくない奴やつに聞かれていた……。










　待ちに待った土曜日。

「お、ま、た、せ！」

　側近の仕事を終えたアーシェルと落ち合う。

「やっと仕事終わったよ！　ま、正確に言うとベン兄様達に残業押し付けてきちゃったんだけどね！　テオドアとナチェイルに行くからどうしてもって頼んだんだ～。で、どこに行く？　今、お昼ちょっとすぎ、お腹なか空すいてるなら、どこかレストランに行く？」

「そうだな、行くか」

　良い飯屋はある程度、この日の為に下調べしている。とりあえず、他人の目を気にせず談笑しながら食べられるようなところを……また、マジックレストランに行くのも手だな。

　そう考えていると、アーシェルがそうそうと話し出した。

「テオドア、今、カルロス殿下とデイビッドもナチェイルに来てるらしいよ」

「………………は？」

「何か急にデイビッドに誘われて行くことになったんだって。カルロス殿下、かなり舞い上がっててさ。舞い上がりすぎて、僕が仕事中だって分かってるくせに、通信魔術飛ばしてきた。正直うざかったね。レオドール殿下も、あんなカルロス初めて見たって、びっくりしてた」

　その話を聞いて、俺は思わず悪寒を感じ、言葉を失った。アーシェルは続ける。

「でね、今日、僕もテオドアとナチェイル行くんですよってレオドール殿下に話したらさ。レオドール殿下、何故か妙に上機嫌になって、アーシェル楽しんで！　テオドア良い気味だねーって話して……殿下、何でテオドアに良い気味だなんて言ったんだろう……テオドア、分かる？」

　あんの野郎……！　俺がデイビッドで苦労していることを知ってて！　あークソッ！　アイツの腹立つ笑みが目に浮かぶ……！

「テ、テオドア？　大丈夫？　なんかどす黒いオーラが見えるんだけど、気のせい？」

「……気のせいだ。……なぁ、アーシェル。２人のデートルートは？」

「え？　あ、えーと。平民街の方に行くみたいだよ。デイビッドの希望でレストラン行って服見るんだって。あれ？　よくよく考えたら僕らと一緒？」

「……チッ」

　思わず、舌打ちする。これは偶然じゃない。明らかな作意を感じる。何を考えているか全く分からないが……確実に言えるのは、この前の俺達の会話を聞いていたな、デイビッド！

　鉢合わせすると面倒なことになるのは目に見えてる！　マジックレストランは平民街の中だ。避けた方が良いだろう。

「アーシェル。２人を避けよう」

「うん。僕もカルロス殿下と鉢合わせたくないし」

　そして、アーシェルは２人を避ける為考え込み始めた。こういったものはアーシェルの方が得意だ。俺より遥はるかに頭が回る。しばらくしてアーシェルは閃ひらめいた。

「貸切なんてどう？　テオドア」

「貸切？」

「そう。レストランも服屋も貸し切るの。お金とコネはあるし。それで、平民街じゃなく貴族街で過ごすの。どう？」

「……いいな、それ」

　そう決まって、俺達は貴族相手に商売する高級店が立ち並ぶ貴族街へ向かった。

　行くのはそこにある高級レストランと、その近くにある貴族の若者向けのブランドの店。

　ダイヤモンド鉱山と銀鉱山を管理しているアーシェルは今、一生遊んで暮らせる程の資産家になっている。だから、とんでもない高級店……男爵であるデイビッドでは入店すら出来ないような店にも余裕で行ける上に、貸切も出来る。

「ふふっ、お金があるとこういう時、良いね。ルーファス曽祖父ひいじい様に感謝しないと」

「……まぁ、そうだな」

　正直、アーシェルの曽祖父さんにいい印象は全くないが、役に立っているのは確かだ。まぁ、少しは感謝しなくもない。

　……そういえば、あの絵を見つけてからもう一年以上経たつ。公爵は直に分かると言っていたが、未いまだにあの人が誰だれで俺と一体どういう関係なのか分からない。最低でも50年前の人物、親と言うには歳としが離れすぎている。……祖父？　しかし、何故なぜ、アーシェルの曽祖父さんは、俺とアーシェルを引き合わせるなんてしたんだか……。

「……テオドア、テオドア……」

　ふと呼ばれていることに気づく。振り返ってみれば、慌てた様子のアーシェルが俺に店の外を見るようジェスチャーで伝えてきた。

　今、俺達は服屋に来ている。ヤンファンガルの貴族なら誰でも知ってる仕立て屋で、オーダーメイドで服を作ってくれる。普段なら採寸と生地選びで人がごった返しているそこは、今日は俺達だけしかいない。

　だが、その服屋の入口が俄にわかにざわついていた。

「今日は貸切ですので、他のお客様は……」

「そんなこと分かってる！　けれど！　理由があって！　とにかく早く入れて欲しいんです」

「お断りします」

「な、なんで、困ります。どうしても会いたい人がいるんです！」

　そんな押し問答が続く入口。それが気になったのかアーシェルはこっそり見に行った。そして、帰ってくると、やや困った顔で無言のまま俺に視線で物陰から入口の方を見るよう言ってきた。嫌な予感がする……言われるままに見ると……。

　何故か、カルロスと、そして、デイビッドがいた。

「嘘うそだろ……」

「デートコース変えたみたいだね。だからって、なんでここに来たんだろ？」

　困惑した顔で眉まゆ尻じりを下げるアーシェル。一方、俺は背中に冷や汗が流れるのを感じた。

　店員と押し問答を繰り返すデイビッド。カルロスは店員と一緒になって宥めるが、デイビッドは切羽詰まったような酷ひどく焦った様子で店員に入れるよう迫っていた……今にも店員を押しのけて、無理やり入店しそうだ。

　自分の顔が怒りで引ひき攣つるのが分かる。

　アーシェルとの時間を邪魔される……学院だけでなく休日までも……尽ことごとく。段々と怒りが湧わいてきた。

　そんな俺に気づいたのか、アーシェルが慌てて俺を抑えるように宥めた。

「落ち着いて、テオドア。

　と、とりあえず、カルロス殿下達だって僕らと鉢合わせなんて困るだろうし。店員さんに断って、こっそり転移魔術でここ出よう？　服はどこにでも売っているんだし」

　アーシェルはデイビッドのことを知らない。だから、偶然２人のデート先が自分達と重なったと思ってるらしい。苛いら立だつ俺とカルロス達を慮おもんぱかってそう言う。

　はぁ……あんな奴らに気を遣うことないのに。しかし、転移魔術か……俺は思わず口角を上げる。

「そうだ。邪魔する気ならそもそも接触しないようにすればいい」

　アーシェルに勘づかれないようデイビッドに魔術をかける。探知魔術と転移魔術その他諸もろ々もろ、多重に魔術をかける。いや、もうこれは魔術というより呪のろいかもしれない。日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんの分も上乗せした。

　これでもうアイツは俺とアーシェルの半径２００ｍ以内に入れない。それ以上、近づこうとすれば、強制的に半径２００ｍの外に転移する。

　そんな魔術をかけた。

「え？」

「あっ？」

　デイビッドが声を漏らすと同時にカルロスと一緒に転移する。一瞬で消えた迷惑な客に店員が驚いて、声をあげた。

　ざまあみろ。俺は満足した。だが、聡いアーシェルに気づかれてしまった。

「テオドア！　何したの！」

「文字通り、退場してもらっただけだ」

「え？　僕らが出て行けば良かったんじゃないの？」

「嫌だ。何で邪魔するアイツらが悪いのに、俺達が出て行くことがある。これ以上、貴重なお前との時間を邪魔されたくない」

「……もう、そう言われたら何も言えないって。後でカルロス殿下には謝っておくよ……」

　アーシェルは肩を竦すくめて、しかし、どこか嬉しそうに笑った。本当はコイツだってこの服屋から出て行きたかったわけじゃないのは見て取れた。まったく、アーシェルに気を遣わせるカルロスめ……。

　その時、ここから２００ｍ先で、何やら喚わめく声がしたが気にしない。カルロスがどうにかすればいい。

　……だが、デイビッドは想像以上に手て強ごわく、こんなことでへこたれる人間ではなかった。

　服屋で買い物を済ませ、数日後に服を取りに行く約束をとりつけた後、俺達が店から一歩踏み出した瞬間だった。




「テオドア！」




　見たくなかった顔がこちらに迫る。

　嘘だろ……。

　デイビッドは、根性で俺の魔術を解いたらしい。俺の魔術を無理やり壊した痕こん跡せきがある。なんて執念だ……俺はコイツをどうやら甘く見ていたらしい。

　目の前にやってきたのは三人。デイビッドと、そのデイビッドに引き摺ずられるようにしてやってきたカルロス……そして、あれは誰だ……？　やけにレオドールやカルロスに似た少年が険しい表情で俺達を睨にらみつけている。

「ライネル殿下？」

　アーシェルが驚いていたように目を瞬しばたたいた。ライネル殿下……そういえば、忘れていたが、あの兄弟は三兄弟だったな。つまり、レオドールとカルロスの弟か。

　しかし、ライネルが何故ここにいるんだ？

　デイビッドは満面の笑みを浮かべて、俺に向かって駆け寄ってくる。思わず、ぎょっとして、すぐさま結界を敷くと、奴やつは結界に突っ込んでいき、勢い良くぶつかった。

「……ぐ！」

「テオドア!?　デイビッドに何してるんだ！」

　カルロスが非難の声をあげる。だが、それはこちらのセリフだ。

「お前らこそ何しているんだ」

「そ、その出かけていてな……って！　違う！　とにかくデイビッドは何もしていないじゃないか、なのに……！」

「本当に何もしていなかったように見えるのか。馬鹿か。今頃、コレ、俺にぶつかっていたぞ」

「うっ。そ、そうかもしれないが……」

　カルロスが慌ててデイビッドを助け起こす。奴は軽い脳のう震しん盪とうでも起こしたのか、ふらついていた。

　そんな俺達の間で、アーシェルは戸惑いの表情を浮かべた。

「えっと、これはどういう状況で？」

　だが、今、アーシェルに説明してやる時間はない。

「アーシェル行くぞ」

　どう考えても、これ以上関わったら面倒だ。アーシェルの手を引き、連れて帰ろうとすると、先程から睨ねめつけていたライネルが怒鳴り声をあげた。

「お前！　なんて不敬なことを！　カルロス兄様を馬鹿呼ばわりだと！　貴様、牢ろうにぶちこんでやる！」

「…………はぁ？」

　瞬時に察した。第三王子様はどうやらレオドールやカルロスとはまた違った面倒くさいタイプらしい。

　そんなライネルをカルロスが止める。

「ライネル。やめろ」

「しかし！　この男！　カルロス兄様とご友人を傷つけたんですよ！　牢に！」

「その男も俺の友人だ。しかも、この程度で牢に入れられるわけないだろう。馬鹿なことをするな！」

「は？　はぁ!?　では、カルロス兄様の友人に相応ふさわしくないので縁を……！」

「ライネル。縁も切らない。相応しいか相応しくないかは俺が決める。口を出すな」

「ですが、こんな不敬な人間、僕は許せません！」

　ライネルはまだまだ何か喚いている。そんなライネルにカルロスはどこか参っている様子だった。

　その２人を横目にアーシェルはこっそり俺に耳打ちしてきた。

「ライネル殿下は、所謂いわゆる、ブラコンなんだよ」

「は？」

「レオドール殿下への劣等感をお互いに抱えて生きてきた戦友、同時に、誰だれより大切な兄。あの人、昔から、カルロス殿下のこととなると突っ走る……いや、暴走する癖があって……。カルロス殿下がしっかりしてるから大きな問題になったことはないけど……まあ、見ての通りだよ」

「うわぁ、面倒な弟」

　そんな会話をしていると、脳震盪から復活したらしいデイビッドがカルロスの手を振り切って、俺にまた向かってきた。

　でも、結界は解除していないから、やはり、足止めされる。

「っ！　て、テオドア！　結界を解除してよ！」

「何故なぜ……？」

「だって、君に近づけないじゃないか！　一緒にお話ししようよ」

「近づかなくていい。会話なんて結構だ。帰れ」

　何故か信じられないという顔をするデイビッド。そこにライネルが絡んできた。

「貴様！　彼が近づきたいと言うんだ。結界を解除しろ！」

「いいえ、絶対にしません」

「何を言っている!?　このデイビッドという彼は、貴様に会いたくてここまで来たんだぞ!?　その思いを無下にする気か……！」

「何故、俺とアーシェルのデートの邪魔をする、友人でも何でもない彼の思いを汲くまなくてはならないのですか。埒らちが明かない。……アーシェル行くぞ」

　今度こそアーシェルを連れてここから離れようとするが、デイビッドが声を張り上げた。

「僕はただ貴方と仲良くなりたいのに……！　分かりました！　アーシェルのせいですね。貴方が僕から離れるのは」

　はあ!?

「馬鹿か！　お前自身のせいだ！　俺の邪魔ばかりしやがって。自分の行動を省みろ。お前みたいな奴に誰が関わりたいと思うか！　誤解も甚だしい！」

「……っ！」

　おっと、あまりに荒こう唐とう無む稽けいなことを叫ばれたから、思わず、即座に怒鳴り返してしまった。アーシェルが何をしたって言うんだ。自業自得だろう。

　どうせここは学院じゃない。教師と生徒でもない。まぁ、怒鳴ってもいいか。

「そこの奴と弟連れて余所よそに行け」

　カルロスにそう言い放つと、奴は疲れたようにため息を吐ついて。

「……そうする。俺達が邪魔して申し訳ない」

　デイビッドとライネルの分も含めて、そう謝罪した。それにライネルは目を剥むいた。

「兄様！　何故、兄様が謝るのですか!?」

「ライネル！　何も知らないお前が首を突っ込むな。デイビッド、行こう？」

　カルロスが手を引いてデイビッドを連れて行こうとする。デイビッドは戸惑うようにカルロスと俺を交互に見たが、俺が睨みつけると、ショックを受けたように目を見張り、俯うつむいて大人しく背を向けた。

　どっと疲れた。

　俺はアーシェルを連れて、さっさとその場から立ち去った。もたもたしているとまた来そうだ。

「なんか……疲れたね。テオドア」

「あぁ」

「ライネル殿下は相変わらずだし、デイビッドは何がしたかったんだろう？　カルロス殿下は舞い上がっていたのが嘘うそみたいに疲れてたし……それにしても、ライネル殿下に目をつけられたのは、ちょっと面倒なことになったね」

「どういうことだ？」

「あの方、かなり根に持つタイプだから……。来年から学院に入ってくる予定だけど、嫌な予感がする」

「はあ……」

　折角のアーシェルとのデートだというのに……デイビッドといい、あのライネルといい、面倒な連中に絡まれる。

　特に、あのデイビッドの野郎はヤケに切羽詰まった顔をしてウザ絡みしてきやがって……その上、自分を棚上げしてアーシェルに難癖つけやがった。

「もう疲れた……」

「うん、僕も……」

　アーシェルと２人、ため息を吐いた。







　第四十九話　膨れ上がる違和感（カルロス視点）







「っ！　て、テオドア！　結界を解除してよ！」

「何故……？」

「だって、君に近づけないじゃないか！　一緒にお話ししようよ」

「近づかなくていい。会話なんて結構だ。帰れ」

　テオドアに手酷く断られ、何故か信じられないという顔をするデイビッド。

　そんな彼に俺は動揺を隠せなかった。

　俺は一体、彼のなんなのだろうか……？










　今日、俺はデイビッドに誘われてナチェイルに来ていた。

　デイビッドから外出を誘われるのは初めてで、片かた想おもいしている相手からの誘いに俺は浮かれきっていた。通信魔術で普段は関わりたくないアーシェルに緊急で通信するくらいには。いつもアイツのテオドアには酷い目に遭わされているんだ、このくらい許せよな、アーシェル。

　とにかく、これ以上ないほど舞い上がっていた。

　これはもう告白か？　告白なのか!?

　俺はすっかり幸せの絶頂にあった。

　だが、蓋ふたを開けてみれば、デイビッドは……テオドアを探しに来ただけだった。

　ナチェイルに着いて早々、彼は焦った様子で人探しを始めた。

　最初、テオドアを探しているとは言われず、戸惑ったものだ。そして、質問攻めしてやっとテオドアを探しに来たのだと打ち明けられた。

　今日、テオドアとアーシェルがナチェイルでデートしているのは、アーシェルから聞いていたが、まさかデイビッドが彼を探すとは思わず、俺は最初聞いた時、ポカンと口を開けてしまった。当然、舞い上がっていた気持ちは霧散した。

「すみません……。我わが儘ままに付き合わせてしまって」

「いや、それは……。とりあえず、なんで彼を探しているんだ」

「……」

　最近、テオドアにデイビッドが妙に執着しているのは、他でもないテオドアから俺は聞いていた。尋常じゃない怒気を放ちながらどうにかしろと理不尽に俺は詰なじられて、そして……いや、思い出さないでおこう。思い出すだけで寿命が縮んでしまう。

　そんな恐怖の記憶を振り払い、俺はデイビッドを見つめる。デイビッドはテオドアを探す理由を言いにくそうに、それでも、ぽつりぽつりと話し始めた。

「……あの人と仲良くなれると思ったのです。しかし、どうも避けられるばかりで……仲良くなりたいだけなんですが……」

　正直に言えば、要領を得なくて、よく分からない理由だった。でも、どうしても仲良くならないといけない、そんな焦燥を彼から感じる。

　しかし、どう考えても無理な話だ。特に今日は。だから、俺は彼をやんわりと宥なだめた。

「……今日は絶対やめておいた方が良い。彼は君に会う為ためにここに来たわけじゃない。アーシェルとデートする為にここに来ているんだから……邪魔したら、嫌われるよ？」

　テオドアの性格からして、アーシェルとの時間を邪魔した時点で、修復不可能なぐらい嫌われるだろう。もう既に遅いかもしれないが……。

　それを伝えるが、彼は首を横に振った。

「そんなことでやめられません！　というか、今までがおかしくて、なんで予言通りに……」

「どうした？」

「と、とにかく、僕は今日、テオドアに会わなくちゃいけないんです！」

　そう頑かたくなにテオドアに会いたいと言うデイビッドに俺はショックを受けた。

　今まで順調にデイビッドと仲良くなってきたつもりだった。アーシェルのサポートがあったとはいえ、彼との仲を深められたのは、今まで俺が積み重ねてきた努力の結果だと思っていた。




　彼が好きだ。




　それは確かだ。確かに彼が好きだ。出会って一年以上。告白すら出来ていないが、でも、それでも彼と両想いになる日を夢見ている。

　しかし……自分がいるというのに、目の前で、テオドアに執着するデイビッドに俺は戸惑いが隠せない。何故なぜ、俺を誘ったんだろう……？

　そんな時だった。

「カルロス兄様？」

　たまたま出かけていたらしいライネルと会った。

　ライネルは悪い奴やつではないのだが、思い込みが激しく、ちょっと困った奴だ。小さい頃ころはそうでもなかったはずなのに、最近は周囲が避けるほどになっている。

　そんなライネルが俺とデイビッドを見つけて、やってきた。ライネルはデイビッドに俺が片想いしているのを知っている。恐らく浮かない顔をしている俺に気づいて、やってきたのだろう。

「どうされましたか、兄様？」

　俺に問いかけられたその言葉に何故かデイビッドが答えた。

「友人に会いたいのですが、見つからなくて……」

「なんと！　それは大変ですね！」

　……嫌な予感がして、冷や汗が出た。

　せっかちなライネルはすぐさまデイビッドの手を取り、走り出した。

「私が貴方を助けましょう！　兄様のお友達ですからね！　私が貴方を助けない理由なんてありません！　貴方が探している人はどんな方で？」

「あ、あのテオドアっていう魔法騎士の……！」

「え！　そんな有名人が御友人でしたか！　衛兵！　ほら散れ！　探せ！」

　こうなるとライネルは止まらない。俺は思わず、空を仰いだ。

　すぐにテオドアとアーシェルは見つかった。

　２人がいたのは、一般人では到底入れないような超高級ブランド服の店……流石さすが、アーシェルだ……。

　そこにデイビッドはどうにか押し入ろうとした。なりふり構わず、必死に入ろうとする彼に、本当に仲良くなりたいだけなのか？　と俺は勘繰ってしまう。

　その後、テオドアに転移魔術をかけられたデイビッドが店に近づくことすら出来なくなったり、それを無理やり解いて、またテオドアに突撃しに行ったり、ライネルがいらない介入したりして、何とも俺にとって頭の痛いことになった。

　俺はテオドア達と別れた後、２人と喫茶店に入り、デイビッドに待ってもらって、店の外でライネルを叱しかり飛ばした。彼の行動は王族以前に、家族として見過ごせない。

「お前はどうして一方からの意見だけ聞いて、勝手に相手が悪いと決めつけ非難するんだ。それに、権力を振りかざすな、と何度言えばいい。権力は振りかざすものではない。権力は民の為にあるんだ。不都合な相手を一方的に断じる為にあるんじゃない」

「しかし、兄様……！　あれはテオドアが！」

「彼は悪くない。何度言えば分かる!?　彼は恋人とデートしてたんだ。無断でそこに割り込んでいった俺達が悪い。そもそもあの程度で牢に入れる？　周りからどう思われるか分からないのか？　権力をひけらかすな……はぁ、いや、デイビッドとお前を止めなかった俺が一番悪いか」

「兄様は悪くありません！　ですが、あの者は明らかに兄様を軽んじていました。あの者の恋人も窘たしなめませんでしたし！　あの２人は許せません！」

「ライネル、何度も言うが彼は友人だ。軽んじているわけではない、あれが俺と彼の関係だ。その彼の恋人もだ。お前が処罰するなんてことがあれば、俺がお前の相手になる！」

「……っ！」

　ライネルにそう告げると、彼は悔しそうな表情で、俯いた。

　はぁ……昔はまだ素直だったんだが……。

　叱り飛ばし、俺は彼を置いて、デイビッドのもとに行った。

　聞かなくてはならないと思った。

　どうして今日、俺を呼んだのか。

　俺は一体、彼のなんなのか……？

　……俺よりもテオドアの方が好きなのではないか。

　だが、そう心して、店の中に戻ると予想外の光景に出会でくわした……。




「おかしい……上手うまくいかない……。予言は確かに合っているのに、どうすればいいんだ……」




　デイビッドは背中を丸めて俯き、悩ましげにブツブツと呟つぶやいていた。その手が妙な震え方をしてるのがやけに目についた。

「カルロスとは上手くいった……。なのに、他の攻略対象とは関わりが薄かったり、そもそも会わなかったり……。テオドアに至っては、僕じゃなくてアーシェルと付き合っているし……。

　どうにか修正出来ないか、テオドアだけに絞って、僕が予言の通りに魔術の質問をしても外出中に会っても全く好感度が上がらない、むしろ下がってしまう……。何がどうなっているんだ。あの本の通りにすれば、簡単だって話じゃなかったのか。きっと何か僕が読み違いをしているんだ。そうだ。そうじゃなきゃ予言がおかしいってことになる……」

　彼の独り言に俺は聞き耳を立てつつ、その理解し難い意味の分からない話に、目を細めた。

　攻略対象……好感度……予言……。

　何を言っているんだ。

　俺はその不可解な言葉に首を傾かしげるしかない。

　しかし、１つ確かなことは……。

　彼の行動は、何者かによる予言……何かの本に沿って行われていたということだ。やっとデイビッドの理解不能な行動の理由がおおよそ掴つかめた。

　では……予言とは何なのか……。

　彼は一体何をしようとしているのか……。

　疑問が尽きない。

　そんな時だった。

　喫茶店の奥から店員らしき女性がやってきた。彼女はデイビッドに気づくと、ぱあっと表情を輝かせて駆け寄った。

「デイビッド様、デイビッド様ではありませんか！　学院に入る前以来ですわね！　お元気でしたか？」

「え、えぇ……」

「あら、いつもみたく、そんなことよりケーキくれ！　と言わないのですか？　デイビッド様は本当にスイーツがお好きでよく熱弁されてましたよね。今日はフルーツケーキですよ？　自信作です！　再会のお祝いにお１つサービスしましょうか？」

「いや、僕、スイーツは苦……いらないです……」

　どうやらデイビッドはここの店員と知人だったようだ。店員は親しげにデイビッドに話しかける。元々よく話す仲だったみたいだ。しかし、それにしてはデイビッドの態度は酷ひどくよそよそしい。

「デイビッド様、いらないのですか？　あんなに好きでいらっしゃったのに……」

「はい……」

「大丈夫ですか？　昔はショーケースを空にするまで食べていらしたでしょう……？」

「あ、あぁ……そうでしたね……」

「まぁ、しかも、デイビッド様が私に敬語なんて……。学院で恋でもしました？」

「そ、そうじゃないんだけど……」

　戸惑う彼に俺は近づき、そして、わざと聞いた。

「デイビッド、こちらは？」

「カルロス!?　あ、えっと……」

「あら？　お友達？　はじめまして、私はレナよ。デイビッド様はここの常連でね？　よくお話ししていたの。あ、そうそうデイビッド様はグラブジャムンが大好物でしたよね。王都郊外に支店が出来たの知ってます？　今度行くといいですわ」

「へぇ、デイビッドはグラブジャムンが好きなのか」

「え、えっと……はい……」

　心こころ做なしか、彼の顔が青い。

　その様子を見て、俺は彼に猜さい疑ぎ心しんを抱かずにいられなかった……彼、本当はスイーツが苦手なのではないだろうか？　この反応はどう見てもそうだ。しかし、昔からの知り合いらしいレナの言葉を聞くに、デイビッドはかなりのスイーツ好きのようだが……どちらが本当の彼なんだろうか？

　そう考えた途端、突然、フッと頭がすっきりする。まるで自分の頭の中の霧が晴れたような感じだ。妙な感覚に驚いて、デイビッドを見る。

　そして、今更になって気づいた。

　彼の顔と身体からだに、妙にちぐはぐな印象と違和感を覚える。平凡な顔に整った華きや奢しやな身体……顔だけ別人にすげ替えてるような妙な違和感。そして、その彼の手は異様に震え、その額からは汗が吹き出ている。目は焦点が合わず、絶えず泳いでいる……そこにいる彼は、自分が想ってきた彼と同一人物のはずなのに、何かが違う。

　これは早急にアーシェルと会わなくてはならない。

　まるで今までずっと幻を見せられていたみたいだ。頭がくらくらする。

　デイビッド、君は一体、誰だれなんだ……？







　side 49.5　デイビッド坊ちゃんはどこに？（デイビッドの御者視点）







　俺は御者。ここの男爵家で働いている。

　辞めようか辞めまいか悩んで数年、なんだかんだ未いまだに御者をしている。ずるずると怠惰に生きた結果だ。

　それに、昔はよくデイビッド坊ちゃんをナチェイルに連れて行って、謝罪行脚していた俺だけど、今は平穏そのものだ。

　なぜかって？

　デイビッド坊ちゃんがヤンファンガル最高学院に入ったからだ。坊ちゃんは向こうで寮生活。滅多に実家に帰ってこられないし、ナチェイルに行くこともない。今の俺の仕事は、たまに出かける男爵や夫人をどっかに連れて行くだけ。うーん、楽だー！

「そこの御者、執務室に来なさい」

「はい！　なんでしょうか！」

　突然、男爵から呼び出される。どうした俺の雇い主。俺真面目まじめに働いているんだが、なんかやらかしました？

「１つ聞きたいことがあるんだが」

「聞きたいことですか？」

「あぁ、デイビッドについてだ」

　今日、男爵はデイビッド坊ちゃんに久しぶりに学院の寮まで会いに行った。

　先触れも出し、時間も指定して、学院側の了解もとって、会いに行ったのだが、しかし、30分もしないうちに男爵はデイビッド坊ちゃんのいる寮から出て、深刻な様子で屋敷に帰ってきた。

　まさか、あの坊ちゃんのことだから、学院の食堂という食堂からスイーツを食べ尽くして、怒られたのだろうか？　え？　また俺が坊ちゃんの代わりに謝罪しろとかないよね!?　嫌だ！　絶対嫌だ！

　だが、俺の懸念とは反対に、男爵は眉み間けんに皺しわを寄せ、ため息を吐ついた。

「なぁ、お前から見てデイビッドはどんな子だった？」

　何故なぜ、そんなことを聞くんだろうか？

「忌き憚たんなく言わせていただきますと、デイビッド坊ちゃんは、向こう見ずで短慮短気、我儘自己中で、自分の思い通りにならないと癇かん癪しやくを起こす子どものような方で、なのに、異様に肝だけは据わっている方でしたね……あと、スイーツがとにかく好きでした。よく色んな店のスイーツを爆食して、大変でした。食べる甘さの劇薬、グラブジャムンが特にお気に入りでしたね」

　結構失礼なことを言っているが、そうとしか言えない。デイビッド坊ちゃんはそういう方だ。

　だが、俺がそう話すと、男爵は段々と青くなり、最後には俯うつむいてしまった。

「そうだ。そうだったよな……。私の息子はそういう子だった」

「ご当主？」

　男爵の様子が明らかにおかしい。どうしたというのだろう。

「デイビッド坊ちゃんがどうかなさいましたか？」

「学院に入ってから、デイビッドの様子がおかしいのだ……」

「？」

「確かにあの子は元から聞き分けが良いとはいえない、よく人を困らせる子だったが……スイーツを食べている間は確かに可愛かわいい我が子だった」

　男爵は項垂うなだれている。

「学院にいる我が子は、確かに我が子だ。だが……今のあの子はスイーツを食べない」

「スイーツを食べない!?　天変地異でも起こったんですか!?」

「だが、本当に食べないのだ。いつもなら私が持ってきたスイーツを私のことなどそっちのけで無我夢中で食べるのに……」

　デイビッド坊ちゃんといえば、スイーツ！　スイーツに生き、スイーツを愛し、そして、スイーツを食べ尽くす、蝗こう害がいのような方だ。

　その方がスイーツを食べない……!?

　男爵は頭を抱えた。

「違和感を感じる。あの子は我が子なのか？　私の知ってるデイビッドと、彼は何か違う。おかしいと思う私が間違っているのか？」

　どうやら今の坊ちゃんは何かおかしいらしい。

　妙な話だ。あのデイビッド坊ちゃんがスイーツに興味を示さない辺りで既に。

　恋した？　いや、あの人は恋をしようがそうでなかろうがスイーツを貪むさぼり食らいつくす暴食の悪魔のような方だ。恋程度では変わらない。

　では、何が……。

「中身が入れ替わったとかないですよね？」

「……まさかそんなはず……」

　ない。

　そう続くはずだった男爵の言葉を、遮るようにどこからともなくソイツは現れた。

「お初にお目にかかります。クライナ男爵」

　ソイツは濃紫の軍服を着ていた。

　突然、現れたソイツに俺は飛び上がって驚き、男爵は途端に真っ青になった。男爵は呆ぼう然ぜんと呟いた。

「マイナスル公爵家……」

　マイナスル？　公爵家……？　貴族なのは分かるが、どこの家だ？　俺が戸惑っていると、軍服を着た男は胡う散さん臭くさいにっこりとした笑みを浮かべ、男爵を見つめた。

「早速、本題からお話しさせていただきます。クライナ男爵。貴方のご子息が……カランザラ帝国に拉ら致ちされた可能性があります」







　幕間　全すべての始まり②







　約70年前。

　ヤンファンガル国境戦争は、佳境を迎えていた。

　拮きつ抗こうしていた戦況は、カランザラ帝国の一方的な展開となっていた。

　リツウェルたった一人の手によって。

「砦とりで崩壊！　防衛線維持出来ません!!」

「第５部隊壊滅！　至急、援軍を！　ああああああ！」

　砦は次々と崩壊し、大量の負傷者が溢あふれかえり、前線は地獄絵図と化し、既にヤンファンガル側の敗色は濃厚となっていた。

　それもこれもリツウェルが、その手で目につく全てを破壊したからに過ぎない。

　砦は当然、彼はヤンファンガルの基地や壕ごうだけでなく、村や街も破壊し、彼の攻撃で地形が変わるほどだった。敵の全て、時に味方も巻き込んで、ヤンファンガルの国土を破壊し尽くし、カランザラは急速に領土を広げ、ヤンファンガルを追い詰めていた。

　既に彼は、ヤンファンガルから死神と呼ばれ、カランザラでは英雄と称たたえられていた。

　そんな戦況の最中さなか、リツウェルにある一報が伝令から届けられた。

「リツウェル様！　ヤンファンガルより、和平交渉の申し入れが！　皇帝陛下より、早急にリツウェル様に帰還するよう命令が出ています」

「何故、俺が……？」

　正直、和平交渉なんて参加する気にはならなかった。むしろ、突っぱねて、このままヤンファンガルを潰つぶし、手中に収める気でいた。

　全てはあの美しい花を手に入れる為ために……。

　だが、伝令の言葉にリツウェルは目を見開いた。

「ヤンファンガル側が知人だからとリツウェル様の参加を希望しておりまして……。交渉人の名はルーファス・マイナスル……リツウェル様、お知り合いですか？」

　その言葉に、リツウェルは即座に転移魔術を展開して、王城に帰還した。










　丁度、その時、王城の謁えつ見けんの間では、突然やってきたその来客に、皇帝も宰相も衛兵も皆、目を奪われていた。

　玉座と国旗が飾ってあるだけの大理石で出来た無骨で無機質な謁見の間に、一輪の花が咲いている。

　花は……彼は鈴を転がすようなその声音で、惚ほうけたように彼を見つめたまま一言も発せなくなっている皇帝に跪ひざまずき、告げた。

「お初にお目にかかります。ルーファス・マイナスルと申します」

　そして、花開くように、皇帝に笑みを浮かべた。その可か憐れんさ、美しさのなんたるや……謁見の間にいた全ての人間が一瞬で魅了されてしまうほど。

　皇帝は思わず玉座から立ち上がり、ルーファスに駆け寄り、手を伸ばした。

「和平でも何でも受け入れよう！　だが、条件がある！　そなたが我が妻に」

　なってくれれば、という皇帝の言葉は、謁見の間に飛び込んできたその人が放った槍やりに掻かき消けされた。

　皇帝の横髪を切り裂きながら、皇帝のすぐ横を槍が通過していき、玉座に深々と突き刺さった。

　謁見の間が静まり返る。

　だらだらと冷や汗を流しながら皇帝がやっとの思いで、謁見の間の入口を見れば、そこには……死神、いや、自分の息子がこれ以上ない程、冷たい目で自分を見ていた。

「リ、リツウェル!?　父に武器を向けるとは一体何を……！」

　父の言葉を無視しリツウェルは答えない。しかし、その背から感じる凄すさまじい激情、そして、彼から放たれる殺気に皇帝は思わず口を閉ざしてしまう。次、下手へたなことを言えば、自分の命がない気がした。

　そんな皇帝とは逆に、リツウェルの来訪に、ルーファスはゆっくりと立ち上がり、リツウェルに微笑みを向けた。

「あら、お久しぶりですね。お元気でしたか？」

「……」

　前線を闊かつ歩ぽしていた血と泥に塗まみれたその靴で、リツウェルは当然のように謁見の間に入る。そして、父親たる皇帝とルーファスの間を割くように、その間に立った。

　リツウェルから漂う死の匂においと尋常ではない雰囲気に、思わず、皇帝は青ざめて後あと退ずさる。

　そんなリツウェルの様子にルーファスがクスクスと楽しげに笑った。

「私がそんな簡単に誰かのものになると思っているのかい？　心外だなぁ」

　そんなルーファスをリツウェルは苛いら立だたしげに睨にらんだ。

「……黙れ……。誰彼構わず誘惑しやがって」

「あらあら、狭量な御方」

　楽しげにルーファスが笑うだけで、謁見の間は華やいだ。それにリツウェルは舌打ちしながら、ルーファスに迫った。

「何しに来た？」

「和平交渉ですよ。流石さすがにヤンファンガルがこれ以上疲弊するのは後々の時代に響くので。どうです？　戦争やめませんか？」

「却下だ」

「まぁ、なんと悲しい……」

　残念そうにルーファスが目を伏せる。その悲しげな雰囲気に周囲まで悲しくなる。しかし、リツウェルは違った。

　静まり返る謁見の間に彼の声は良く響いた。

「なんと言おうと、拒否する。何の為にヤンファンガルを俺が潰していると思っている？　……全ては、お前を手に入れる為だ」

　その言葉に、皇帝も宰相も絶句した。

　リツウェルを戦争に参加させたのは皇帝だ。だが、当初、面倒くさいと難色を示していた息子がいきなり英雄視されるまでに戦争に意欲的になった理由は知らなかった。

　それが目の前の麗しい花にあるとは……我が子ながら想像つかない理由だ。

　一方、勘のいい宰相は不味まずい状況なのに気づいた。ここに英雄の戦う理由がいるということはつまり。

　そんなリツウェルの言葉に、ルーファスは目を見開くと、困ったように首を傾かしげた。だが、そんな表情で告げられた彼の言葉は予想外すぎた。

「私の為？　まぁ、そんなつまらない理由でヤンファンガルを潰してるのかい？　なーんだ、君ならもっと面白い理由でしてるかと思ってたのに。意外とありきたりでノーマルなんだね、君ィ」

「………………は？」

　思わず、リツウェルも絶句してしまう。先程まで悲しげにしていたその人は打って変わって、にっこりと笑った。

「ねぇ、リツウェル。私は死体の山では咲けないのだよ。花には適切な環境と適切な世話が必要でね。それがなければ、枯れるだけだ。君が潰しまくってるのはてっきり私を枯らしてから愛めでる気なのかと……だったら、実に奇抜で面白いのにと思っていたんだ。しかし、実際は花の世話の仕方すら知らなかったのだね、君は」

　不可解だとばかりに、リツウェルの顔は険しいものになる。そんなリツウェルと反比例して、美しいルーファスの笑みは深くなっていく。

「リツウェルったら、まだまだ青二才だねぇ。無理やり花を引き千切るのは悪手だよ。すぐ枯れちゃう。というわけで、私を手に入れたかったら、もう１回考えてね？　ヤンファンガルを潰しちゃうと、私、息子と心中しちゃうかも？」

「…………息子……？」

「あっ、言ってなかったね。私、実は君よりそこそこ歳とし上うえなのだよ。しかも、いわゆる、私は子持ちの未亡人というやつでね。亡きパートナーの間に出来た２歳の可愛かわいい息子がいるのだよ。全く私に似ていないけど良い子だよ？」

　そう話しながら、息子のことを思い出したのか、ふと彼が花ではなく愛いとし子を想おもう親の顔になる。余程、大事にしているのだろう。それこそ心中を覚悟しているくらいには。

　そんな彼の様子に、リツウェルの心は……嫉しつ妬との炎で燃え上がった。

　最も早はや、そこにいるのは、英雄ではない。花が自分以外の存在を想うのが許せない、狭量で嫉妬深く、彼に対するどろりとした執着を露あらわにした男だった。

「……戦争、やめればいいのか」

　謁見の間に静かに響いたリツウェルの言葉に、直感が当たってしまった宰相は顔面蒼そう白はくになって叫んだ。

「リツウェル様！　何を仰おつしやいますか!?　その男の為にやめると!?　愚かなことはおやめください！」

　あと少しなのだ。ヤンファンガルはリツウェルたった１人にもう消耗しきっている。もう少し、もう少しであの国は敗戦する。そうすればヤンファンガルは我が国の手に……！　しかし、ここで、こんなところで、そのリツウェルはたった１人の人間の戯たわ言ごとに揺さぶられて、やめようとしている。

　しかし、全すべて手遅れだった。

　ルーファスはクスッと……本当に可憐な花であれば出来ないような、妖花に相応ふさわしい妖よう艶えんで色めいた妖あやしい笑みを浮かべた。

「うん、それで良いのだよ。リツウェル。私を愛でたいならね。綺き麗れいに咲いた花が好きなら尚なお更さら。仲良くしようじゃないか。お互いの未来の為にも……」

　ふと、ルーファスの目が先程からすっかり黙り込んでしまった皇帝の方に行く。

「……もちろん、停戦してもらうわけですから、それなりの対価は払いますよ。……例えば……」

　今後70年くらいの未来、知りたくないですか？







　第五十話　有り得ない現実







　早いなぁ……半年が早い……。

　時間ってこんなに早く過ぎるもんだとはね……。

　２年目の学院生活ももう折り返し地点、もうすぐ試験が待ってる僕らは今、必死に勉強していた。

　放課後、すっかり僕らの貸切状態にしてしまっている自習室で、僕が伸びをして欠伸あくびをすると、隣に座るエイダンが苦笑した。

「お疲れですか？」

「うん、試験勉強で毎日寝れてないもん。今回から赤点の基準が大幅に変わったじゃん。あれホントにプレッシャーなんだけど」

「75点でしたっけ？　厳しすぎますよね……」

　そう！　何故か、今年から赤点の基準が変わった。去年までは全学年45点が赤点だったのに、新入生以外は75点になった。８割近く取れないと試験落とされるとか、たまったもんじゃない。だから今、僕らは試験勉強にいつも以上に励み、こうして各々の勉強道具や参考書を広げて、過去問を解いていた。

　……まぁ、目の前にいるコンラッドや、今は授業してるからいないけど、テオドアみたいに余よ裕ゆう綽しやく々しやくな人もいるけど。コンラッドはすらすらと過去問を解き、涼しい顔で正解を書いていく。……頭の出来が違う……。

　不意に、エイダンが席から立った。

「……少し、休憩しませんか。アーシェル様。購買で何か買ってきますよ」

「ホント!?　良いの？」

「はい。もうすぐテオドア様も来るでしょうし、コンラッドの分も買いますよ」

「やった！　僕、ミルクティー！　テオドアは炭酸水ね。コンラッドは？」

「俺はカフェイン入ってるなら何でも……」

「じゃあ、甘ったるいカフェラテですね」

「いっそのこと、甘いコーヒーゼリーとか！」

「甘いもん苦手なのに鬼か、お前ら！　ブラックコーヒー！」

　そんないつも通りのやり取りをして、エイダンにそれぞれ代金を渡し彼を見送り、僕とコンラッドは静かに勉強に戻った。

　それからたった数十分後。

「あ、コンラッド、これ分かる？」

「あぁ、分かる。この魔術公式はαアルフアをこうして……」

　コンラッドに質問していると、自習室の外から人と人が言い争うような、騒がしい声が響いた。

「だから！　違いますって!!　僕が進んでやったことなんですって！　パシリじゃないんです！」

「いや、絶対パシリだよ！　君を下僕みたいに酷ひどい人間だ！　しかも、こんなにいっぱい持たせて！」

「だーかーら！　差し入れなんですって！　あ、ちょっと！」

　突然、僕達しかいない自習室の扉が勢い良く開け放たれる。

　そこには購買の袋を両手で抱えたエイダンと……そのエイダンを庇かばうように立つデイビッドがいた。

　へ？　何でデイビッド？

　僕とコンラッドは、教えてもらってる最中のその姿勢のまま、デイビッドを見て固まった。コンラッドがポツリと「誰だ、あんた？」とデイビッドに聞いたが、デイビッドは答えず、僕を指差した。

「貴方！　エイダンをパシリにしていただけでなく、今、見ましたよ！　コンラッドに試験内容教えるよう強要していたんですね！」

　いーいーがーかーりー！　超言いがかり！　めちゃくちゃ言いがかり！　突然、難癖をつけられた！

　デイビッドのあまりの発言に僕は言葉を失う。その隣で、コンラッドは眉まゆをひそめた。

「何だ、突然……。アーシェルはそんなことしてねぇし、そんなことする奴やつじゃない」

　そうコンラッドが庇ってくれるが、デイビッドは親の仇かたきでも見るような目で僕を睨みつけた。

「悪人を庇わなくて大丈夫です！　僕は知っているんですからね！　貴方方がアーシェルに虐げられているのを！　これまでは誤ご魔ま化かせたかもしれませんけど！　目撃しました！　もう終わりです！」

「はぁ？」

　コンラッドが呆あきれたような声を出す。

「アーシェルは悪人じゃないし、俺達は虐げられてなんかいない。正真正銘、俺達はダチだ。俺達が虐げられてるなんてデマだ」

　しかし、デイビッドは意に介さず、僕の罪を詳つまびらかにしようとエイダンを見た。

「僕は本当に知ってるんですよ！　まず、エイダン、貴方は彼に水商売していることで脅されているでしょう？　アーシェルに子爵令息なのもバカにされて」

　ちょっ、え？　突然、なんて話をしてるの!?

「水商売!?　子爵!?」

　エイダンの顔がさあっと青ざめて、首をブンブンと何度も横に振った。

「どなたと勘違いされているか知りませんが、水商売なんてやったことありませんし、第一、僕の実家は伯爵です！　アーシェル様は恩人なので悪く言わないでください！」

　そうエイダンが否定すると、そんなはずないとデイビッドは信じられない顔で瞠どう目もくする。慌ててデイビッドはコンラッドの方を見た。

「う、嘘うそだ！　コンラッド、君だって！　研究の成果をアーシェルに奪われただろう！　５属性の同時展開の魔術についての……！」

　僕が研究を奪う!?　そんなことしないよ！　ん？　待って、５属性の同時展開？　ん？

　首を傾かしげる僕の隣でコンラッドはため息を吐ついた。

「はあ、意味が分からない。５属性の同時展開なんて、何年も前にテオドアが開発した魔術じゃないか。なんでそんな時代遅れな研究を俺がやってるんだよ。大体、アーシェルが研究を奪う意味も分からん。コイツ、俺とテオドアが教えないと簡単な理論も分からないポンコツだぞ!?」

　失礼な！　魔術苦手でポンコツなのは認めるけど、そんなにはっきり言わなくても良いじゃないか！

　おっと……話が逸それた。

　デイビッドは目を見開いて、ポツリと嘘だと呟つぶやいた。そして、その視線は僕の方を向く。

「て、テオドア、そうテオドアだ！　君は借金のカタでやってきた彼を陰で虐いじめているんだろ!?　金と権力、人を使って、子どものイジメのようなものからシャレにならないものまで！　だから、彼は人間不信のひねくれ者になったんだ」

　え？　イジメ？　僕がテオドアを？　そんなことしたことないのに、何を根拠にそう言っているんだ。それに、テオドアは人間不信のひねくれ者なんかじゃない。世話焼きオカンから、ドＳな恋人にシフトチェンジしたイケメン狼おおかみだぞ！　勘違いも大概にして欲しい。

　うぅ、僕と彼は接触しない方針だけど、方針を変えて、これ反論した方が良いか？　僕のこともそうだけど、彼はテオドアを勘違いしすぎだ。

　でも、かなり動揺して興奮した状態の彼に目の敵にされてる僕が何を言っても火に油を注いでしまって、駄目な気がする。

　僕が悩んでいると、エイダンとコンラッドが代わりに言ってくれた。

「……何言ってるんです？　テオドア様は借金のカタではなく、アーシェル様が伯爵家から公爵家にわざわざ引き抜いて養子にした方ですよ」

「それに、イジメだって？　このスイーツ馬鹿がイジメなんてするはずないだろう？　テオドアだって、やられっぱなしで終わる奴じゃないし。それに人間不信でひねくれ者？　絶対アイツじゃないよ。頭おかしいんじゃないか？」

　有り得ないと告げる２人の言葉にデイビッドは追い詰められたようだった。

「ど、どうなって……？　最近、カルロスもラファエロもおかしいし……」

　ん？　カルロス？　ラファエロ？　その２人がおかしいって？　元からの間違いじゃない？　片や万年慢性苦労症、片や女装男子好きのガチ変態だぞ。

　そんな時だった。

「……何の騒ぎだ」

　テオドアが授業から帰ってきた。

　気け怠だるげにため息を吐いて、自習室にやってきたテオドアはデイビッドの存在に気づいて、舌打ちした。

「……何でコイツが……」

　嫌そうに目を細めるテオドアに、デイビッドは縋すがるように見つめた。

「ね、ねぇ、テオドア？　本当はアーシェルに虐げられているんだろう？　アーシェルは君を虐げる悪人でしょ？　な、なぁ？　この人達の言うことが間違っているんだよね？」

「………………はぁ？」

　デイビッドの言葉にテオドアが本気で怒ったのを僕は察した。デイビッドを見つめる目が絶対零度だ。

「何言ってる。アーシェルが俺を虐げる？　冗談は止よしてくれ。俺のアーシェルがそんなことするはずがないだろう。コイツは誰かを虐めるなんて出来ない根っからのお人ひと好よしだ。気遣いに世話になったことは何度もあっても、虐げられたことはない。

　この前といい、２度も俺のアーシェルを貶おとしめやがって、覚悟は出来ているだろうな？」

「……ひっ！」

　激げき昂こうしたテオドアに睨まれ、青ざめたデイビッドは小さく悲鳴をあげた。現実が受け入れられないみたいで頻しきりに首を横に振る。

「何がどうなっているんだ！　こんなの嘘だ。これじゃ僕が悪役じゃないか！」

　そうヒステリックに叫ぶと、自習室から逃げるように飛び出していった。




　嵐あらしが過ぎ去って静かになった自習室。疲れたようにため息を吐いたテオドアがエイダンに聞いた。

「アレなんだったんだ？」

「僕にもさっぱり。購買で買い物して自習室に向かおうとしたら、ばったり会いまして。なぜかアーシェル様にパシリにさせられているんだろうと詰め寄られたんです。でも、アーシェル様はそんなことしない方です。すぐに否定したのですが……あの人、頑なに庇わなくていいと聞く耳を持ってくれなくて。

　それにしても、自己紹介もしたことないのに、彼、僕の名前を知っていたんですが、何ででしょう？」

　そんなエイダンの疑問に、コンラッドも頷うなずいた。

「確かに。俺の名前も知っていたな……。面識ないんだが。アイツと授業が被ったこともないはずだ」

「僕もそうです。入学式で隣だったような気もしますが……ほぼ初対面のはずです」

「そもそもアイツ誰だれだよ……結局、名前も言わずに出て行きやがって」

「そうですね……」

　エイダンもコンラッドも彼と面識ないの？　面識もないのに、２人ともあんなこと言われたの？　はあ？　……ちょっと許せないかも……。

「勘違いだか妄想だか分からないけど、みんなに変な誤解をして……なんて奴」

「僕達のことで怒ってくれるのは有難いですが、一番の被害者はアーシェル様ですよ。あの方、やたら、アーシェル様を悪役にしたがってましたし……」

　エイダンがため息を吐く。コンラッドも苛いら立だったように舌打ちした。

「それな。全く言いがかりも甚だしい。アーシェルがそんな奴じゃないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろ。この人畜無害そうな普通平凡並としか言いようがないちんちくりんの何処どこに悪役要素あるよ。本当に訳が分かんない奴だったな……あの野郎」

　みんなが僕をフォローしてくれる。正直嬉うれしい……。でも、コンラッド、テメーはダメだ！　貶けなしてるよね！　それ！

　思わず、ふくれっ面でコンラッドを睨にらむと、コンラッドから鼻で笑われた。くそぅ……コイツ……。そんな時、ふと僕の隣にテオドアが座った。そして、僕の腰にさも当然のように手を回し、抱き寄せた。

「て、テオドア!?」

「疲れた。アーシェル、癒いやせ」

「ま、ま、ま、ま、ま、待って！　突然のそういうのは、耐性がないと言いますか！　恥ずかしいのですが！　せめて帰ってからとか！　ちょっと更に力を込めないでいただきたいのですが!?」

「黙れ。大人しくしてろ」

　そんな様子の僕とテオドアを、コンラッドは呆れた目で見た。

「アーシェルがテオドアを虐めるとか絶対ないな。……むしろ、テオドアが虐めてる側だろコレ……」

　そんな時、エイダンはずっと両手に抱えていた袋を机の上に置くと、腰に手を当てて、場の空気を変えるように言った。

「とりあえず、皆様、休憩タイムと致しましょう。お菓子も買ってきましたし。そして、改めて、定期試験の為ために皆様頑張りましょう」

　そのエイダンの言葉に、皆、さっきのことは忘れることにして、切り替えた。

　ちなみに、結局、帰る直前まで、テオドアは僕を放してくれなかった……。










　一方、その頃……。

　デイビッドは困り果てた様子で、学院の奥、人ひと気けのない廊下をふらつく身体からだを抑えながら歩いていた。

　そして、もう灯あかりもないようなところに辿たどり着つくと、壁に凭もたれ掛かり、膝ひざから崩れ落ちるように床に座り込んだ。

「何がどうなって……」

　デイビッドは両手を顔に当て、頭を抱えた。

　その手に脂汗がじっとりとした不快な感触とともに滲にじむ。

　あの本、あの通りにすれば、全すべて上手くいっていたはずだった。

　ところが、今になって、本と現実があまりにも乖かい離りしていることに気づいた。

　いつから……？　いや、元々……？　もう分からない……。

　だが、このままでは……これでは……。

　ただでさえ、身体も心ももう限界を迎えているのに……。

「……母上……」

　デイビッドはどうにか耐えるように歯を食いしばり、その場から立ち去った。







　第五十一話　歪ゆがんだ脚本







「はぁ、死んだ……」

　机で項垂うなだれる。

　今日は試験最終日。頭をフル回転で使って疲れた……。これで八割取れてなかったらどうしよう……。あとでテオドア達に合流して、答え合わせだな。

　学院は生徒数が多いこともあって試験会場が分かれている。同じ学年でも試験会場が違うなんてしょっちゅうで、この会場に彼らはいない。

　……代わりに、今、あまり会いたくない人はいる。

　デイビッドだ。

　デイビッドは試験勉強の時に突撃してきた時以来、僕達に関わることも、テオドアに纏まとわりつくこともなくなった。

　だから、僕達の周りは概おおむね平穏だ。表向きには。

　僕は項垂れながら、ちょっと前のカルロス殿下との会話を思い出していた。










「予言ですか？」

「あぁ、確かにそう言っていた」

　カルロス殿下から聞いた話は、珍妙な話だった。

「攻略対象、好感度……何ですかそれ」

「あぁ、予言というのがあって、彼はその通りに動いているらしかった。だが、どうやら予言通りに事が起こらないらしくて、焦っていた」

「ふーん……」

　予言。起こりうる未来……そんな不確かなものでデイビッドは何かしようとしてたのか……でも、目的がイマイチ分かんないな。

「この前、僕もちょっと変なことがあったんですよ。聞きます？」

「変なこと？」

　そこで、この前起こった奇妙な事件を話した。エイダンやコンラッド、テオドア……そして、僕。誤解というには悪質な、現実の僕らとは全く違う彼の荒こう唐とう無む稽けいな話。話を進めていくうちにカルロスの表情が険しくなっていく。

「……何だ、その馬鹿みたいな話。虚言や妄言にしても無理がある」

「分かりませんよ。でも、もしかしたら、それが予言の内容だったのかもしれません」

「だとしても、実情と違いすぎる。辻つじ褄つま合うのか？」

「そこなんですけど、実は、あながち違いすぎるというわけでもないんです。過去の話ですけど」

「どういうことだ？」

　僕はテオドアやエイダン達には言えなかった話をカルロス殿下にすることにした。だって完全にアウトな個人情報だしね。

「テオドアは表向きには僕が連れ出したことになってますけど、実は、エスパダ伯爵の借金のカタだったんです。僕がその事実を揉もみ消しましたけど。

　コンラッドは父親が３属性の同時展開を開発したので、テオドアがいなければ、５属性の同時展開を研究していたと思いますし。

　そして、エイダンが水商売という話ですが……彼、数年前、実父に嵌はめられて売春する一歩手前だったんです。僕が介入して事無きを得ましたけどね。

　だから、あながち全ての予言が外れている訳でもない。デイビッドの予言も、もしもの話だったら有り得る気がしませんか？」

　僕は冷静になって後から考えたのだ。彼の話を整理すると、実はそこまで乖離していないのではないかと。それこそ何かの拍子に変わってしまった未来とか、そんな可能性がある……。

　そんな僕の話を聞いて、ふと、カルロス殿下は何かに気づいたようだった。

「というより……まるで、お前がいなかった世界の話だな。いや、違うか？　お前がもっと悪い奴やつで最低な奴だったらって話か？　そう考えると、辻褄は合う。お前はマイナスル公爵家だ。あの権力に胡座あぐらをかいて、好き勝手したら……デイビッドの予言の通りになるだろう。

　しかし、実際は、お前は弁わきまえた馬鹿で、テオドアを虐めていないし、コンラッドもエイダンもお前から何もされていない。むしろ、救われたぐらいだ」

「そうですね。僕は弁えた馬鹿……って！　馬鹿言うな！　阿あ呆ほう！」

「阿呆言うな、馬鹿。話が逸それる黙れ」

　はぁ、本当にカルロス殿下嫌い。陰湿陰険マジ嫌味な奴。ま、限定スイーツを奢おごってくれる間だけは協力するけどね。

　……それにしても、気になる。デイビッドの言う予言。彼がそれに沿って行動しているとしたら……カルロス殿下はどうなる？

「僕達はもう予言の通りではないと確定して、カルロス殿下はどうなんでしょうね？　そもそもデイビッドの行動からして、カルロス殿下に故意に近づいた可能性がありますが？」

「……」

　カルロス殿下は黙り込み俯うつむいた。まぁ、そうだろう……。この人、デイビッドに恋してたんだ。でも、その片かた想おもいしていた人間は自分を騙だましていた。殿下の胸中は計り知れない。

　でも、だからといって、僕は彼を甘やかしてあげられない。彼は王子で王太子になるかもしれないんだから。

「……殿下、調査結果と、僕の直属の工作員からのリーク情報、聞きます？」

「……聞こう」

　そして、僕は開示する。

　入学する前、この厄介な問題に僕らを巻き込んだカルロス殿下。あの時……恋をする前の殿下が提示した計画は実に単純な計画だった。

　……自分を囮おとりにする。

　ヤンファンガルに入ってきたカランザラの彼らが狙ねらうとしたら、国家の混乱だ。それも王家の求心力と信用がなくなるような混乱。その混乱に乗じて、カランザラは侵攻するはずだ。

　その混乱はきっと、カランザラがそうであったように、王族が大衆の前で馬鹿を晒さらすような……支持率急落必ひつ至しのスキャンダルを起こすとかそういったものだろう。

　だから、殿下は自分を囮にすることを考えた。

　自分を囮にして向こうが食いついてきたら、それを一斉検挙し一網打尽に捕縛する。その計画だった。

　もうカルロス殿下は覚悟を決めていたはずだ。あの計画を立てた時、既に。だから、僕は嘘偽りも誇張もしないで、ただただ事実を話した。

「……結論から言いましょう。デイビッド・クライナは二人います。本物のデイビッド・クライナは拉ら致ちされてカランザラにいます。じゃあ、殿下の目の前にいるデイビッドは誰かって話ですけど、それは後で話すとして……」

　僕はカルロス殿下を真まっ直すぐ見つめた。

「最近、ヤンファンガルに厄介な違法薬物が出回っているんです」

「……違法薬物？　どんな？」

「魔法の粉ですよ。対象を任意の容姿に変えるあれです。しかも、既存品より効果が高い分、副作用が酷ひどいものが出回っている。長期で常用すれば、身体的にも精神的にも深刻なダメージを負う……そんな代物が出回っているんです」

　カルロス殿下の表情は厳しい。流石さすがにカルロス殿下でもここまで話せば分かるだろう。カルロス殿下という囮に確かに向こうは食いついたのだ。カルロス殿下にとって最悪の形で。

「今後、どうするのかは貴方が決めてください。僕は従うだけなので」

　苦悩するように黙り込むカルロス殿下に、僕はにっこりと笑う。カルロス殿下はため息を吐ついた。

「違和感はあったんだ。それがまさかこんな……成り代わりだった上に、魔法の粉だなんて……」

　そう成り代わり。カルロス殿下が恋したあの人は、劇薬を使い本物の振りをしている偽物だ。

　その事実に苦悩し、カルロス殿下は俯いた。

　その瞬間、幻聴くんの気配がした。




　成り代わったって意味がないのに、馬鹿な奴ら。第一、主人公デイビツドが本物デイビツドじゃないんだ。その時点で脚本が歪むだろうに。




　……脚本……？　幻聴くんは何を言っているんだろう。疑問に思っていると、幻聴くんがクツクツと嫌な笑い方をした。




　それに、もう遅いよ。……テオドアがデイビッドを撥はね除のけた時点で、テオドアがカランザラ帝国の姫君の子であることが判明してしまうあのルートに片足、突っ込んでんだから。




「へぁっ!?」

「なんだ！　突然、カエルが潰つぶれたみたいな醜い声出しやがって」

　幻聴くんの言葉に、僕が絶句する番だった。










　あれからカルロス殿下と今後の計画を改めて立て直して、僕は裏でフルに公爵家の力を使って、色んなことをしている。

　でも、まだ僕は幻聴くんの言っていたことを確認出来ずにいる。

　昔から幻聴くんは不思議なことを言うけど、事実と違うことは言っても、意外と嘘はついたことはない。何とも不思議で煩わしい存在だけど、その幻聴くんが言ったあの言葉……。

　テオドアがカランザラ帝国の姫君の子……。

　それが正しければ……テオドアは……とんでもなく危険な位置にいる。

　だって、カランザラが今、もっとも欲しいのは……リツウェル前皇帝の直系の子どもなんだから。







　幕間　カランザラの刺客たち③







　ナチェイル地下街。

　御老人は大量の紙束に埋もれるように、書類を精査していた。

「やはり、動向は掴つかめぬか……しかし、興味深い事項はある」

　彼はあらゆる伝手つてを全すべて使って、ここ数十年分の情報を洗い出していた。探すのは、テオドア……ひいては、カランザラから出奔した姫についてだ。

　だが、前皇帝が調べても見つからなかった姫だ。足取りは全く掴めない……どの情報も明らかに操作された後で、痕こん跡せきは全て消されている。

　しかし、テオドアという人間を調べると、段々と見えてきた。

　彼はエスパダ伯爵の庶子として生まれた……とあるが、本当にエスパダ伯爵の子だったか疑わしい。

　調査していくと、伯爵家で生まれた子どもではなく、どうやら、18年前、エスパダ伯爵の家に見知らぬ女とその侍従らしき人間がやってきて、伯爵の子だと半ば強引に押し付けて出ていったらしい。

　その時点で疑わしいが、女の容姿は黒髪ではあったが瞳ひとみの色は翡ひ翠すい。エスパダ伯爵は金髪碧へき眼がん。あの特徴的なアクアマリンの瞳の色はどこから来たのか……考えると、なかなか興味深い。

　仮定の話をしよう。

　もし、姫君がカランザラを出奔したら、何処に向かうだろうか？　他国に行くにしても、追っ手と皇帝の目を誤ご魔ま化かせるところに行くはず。

　実際、彼女の足取りは完かん璧ぺきに消されている。つまり、彼女は自分の痕跡を綺き麗れいに消してくれるような人間がいる国に行ったということだ。

　ならば……ヤンファンガルではないか？

　ヤンファンガルはカランザラにとって、いつか滅ぼす国ではあったが、リツウェル皇帝陛下の治世ではついぞ侵攻することはなかった。何故なぜか？　とある筋の話だと、リツウェル皇帝陛下が諦あきらめざるを得ない何かが、ヤンファンガルにあったからだと言われている。

　十中八九、マイナスル公爵家関連だろう。あの時はまだルーファスが存命であったから、尚なお更さら。

　それが正しければ、リツウェル皇帝陛下はヤンファンガルに手が出せなかったことになる。

　姫君が逃げ込むには当時のヤンファンガルはうってつけだっただろう。

　御老人は推測する。

　姫はマイナスル公爵家に助けを求めたのではなかろうか？

　マイナスル公爵家はカランザラでは最も有名なヤンファンガルの貴族。リツウェルさえ手が出せないその貴族に助けを求め、ヤンファンガルに逃げ込んだ。やがて、姫は子どもを作り、しかし、育てられなくなったか、何か事情があったか、マイナスル公爵家を通してエスパダ伯爵に押し付けられることになる。

　押し付けた理由は、恐らく出生を誤魔化す為ためだろう。

　だが、わざわざそんなことをした理由が分からない。不可解だ。マイナスル公爵家なら伯爵家に押し付けなくとも出生の偽造など容易たやすいだろう。手間をかけて伯爵家の子どもにして誤魔化し、成長してから引き取った理由は何だろうか。

　テオドアを調べ始めた当初、マイナスル公爵家はカランザラ帝国を裏から掌握しようとして、テオドアを引き取り、カランザラ帝国の真の統治者に仕立て上げる気ではないか、そんな陰謀論も考えたが、それにしては、公爵家は回りくどいことをしている上に、テオドアは何も知らないようである。世間もテオドアはカランザラの前皇帝にあれほど似ているのに私達以外誰も疑問に思わない。誰も彼もエスパダの庶子だと認知している。

　もしやこんな不可解なことをしたのは、姫やカランザラとの繋つながりを徹底的に消したかっただけ……？　いや、そんなまさか。

「……今一度、更に詳細にテオドアを調べる必要があるな」

「その必要はない」

　御老人が顔を上げると、そこにはリカルドがいた。その手には小さな粉が入った紙袋がある。地下街で買い物をしてきたらしい。

　リカルドはソファに座り込むと、ため息を吐いた。

「……作戦を変えようと思う」

「ほう？　何故？」

「予言と現実が違う」

「は？　なんだと!?」

　御老人は勢い良く立ち上がる。あまりの勢いに書類が部屋中に舞い上がる。紙束が部屋を舞う中、御老人は顔を真まっ赤かにして、リカルドに詰め寄った。

「予言が違うなど有り得るか！　あれは、カランザラ帝国の秘宝にして国宝。ヤンファンガルを追い詰める為に、誰がリツウェル陛下のいる離宮から盗んできたと思っている」

　予言。だが、それは通称名だ。

　正式名称は、複製写本『Dolce/bitter/sugar』。

　誰が書いたのか、どうしてこんな名前なのか。複製ということは何処かに本物があるのか……謎に包まれたその本は、カランザラの秘宝の１つで、いつからカランザラにあるのか不明だが、未来の全てが書かれた禁断の書物だ。

　出奔した姫君の行方ゆくえなど細かい事象は抜けが多いが、一分一秒、詳細にカランザラと周辺国の未来が書かれており、災害や政変など国を揺るがす全ての事件が記載されていた。

　リツウェルの父はこれを使って政治を行っていたらしい。そのおかげか、リツウェルの治世程ではないにしろ、国境戦争の前後で世情は荒れていたのに、リツウェルの父の治世は、リツウェルがいたのもあり、かなり安定していた。

　だが、リツウェルは皇帝になると、即位して早々、この本を離宮に封印し、誰も閲覧出来ないようにした。当然、自分の息子である現皇帝ウィリアムにもだ。理由は分からない。しかし、理不尽に閲覧を禁止されたウィリアムはずっとそれを恨んでいた。

　そして、ウィリアムは行動を起こした。

　きっかけはあの大スキャンダルが起こり、革命派を台頭させてしまったあの事件。

　予言書にはきちんとその事件も書かれていた。つまり、予言書があれば、回避出来たはずの事件だったのだ。ウィリアムの胸中は実に荒れただろう。

　磐ばん石じやくな治世とヤンファンガルを手に入れる、その為に、ウィリアムは離宮に間かん諜ちようを送り込み、本を盗ませたのだ。

　そして、予言を基にリカルド達にヤンファンガルに工作するようウィリアムは命令した。

　あと１年後、この国では王家を揺るがすような不祥事が起きる。予言ではたった１人の貴族が処刑されるだけで終わるその不祥事。しかし、それさえ起こせば、確実にヤンファンガルは混迷する。

　その事件をリカルド達は起こそうとしていた。その不祥事が起こるのはヤンファンガル最高学院。あとは仕掛けるだけだった。条件は厳しいが予言があれば失敗しない。確実にヤンファンガルを混乱に陥れられる。……その隙すきをついて、カランザラはヤンファンガルに侵攻する。

　そして、ヤンファンガルを物にする……。

　その計画だった。

　しかし、その予言と現実が違う……？

　御老人は有り得ないと首を振った。

「あれ程の正確無比な予言書はないのだぞ!?　あの予言書にはウィリアム陛下の危機もお前達の始末も全て書かれていた」

「だが、何もかも違っていたそうだ。しかも、予言と同じことをしても予言と違う結果ばかり起こるとな。アイツが……デイビッドが言っていた」

「……なに……？　しかし、カルロスは……」

「それも既に怪しいらしい。最近、妙に冷めた行動も多くなったそうだ」

「なんと……」

　御老人はふらつきながらリカルドから離れる。

「何故だ？　何故ここに来て予言が外れる？」

　御老人は激しく動揺していた。予言通りに行動すれば、全て上手うまくいくはずだった……。しかし、裏目に出ている。浅慮だったか、御老人は舌打ちした。

　リカルドは嘆息し、こめかみを押さえた。

「それにデイビッドが限界だ。副作用で段々と……いや、やめておこう。デイビッドを使う以外に道はないんだ。アイツを慮おもんぱかる選択肢はない」

　そう呟つぶやくリカルドに御老人は鼻を鳴らした。

「そうだ。１年後の本命を思えば、デイビッドにはまだまだ頑張ってもらわねば……。それで？　お前はどのように作戦を変えるというのだ？」

　御老人の問いにリカルドの瞳が剣けん呑のんに輝いた。

「……狙ねらいを絞る」

「ほう？　誰に？」

「アーシェル・マイナスル……。とはいえ、ついでにカルロスも巻き込めればいいと思ってるがな」

　リカルドの言葉に、探るように御老人の目が光る。リカルドは淡々と説明した。

「御老人。１年後のアレを確実に起こす為にも、やり方は臨機応変に変えるべきだ。

　この際、テオドアが本当に祖父の血を引いているかは関係ない。父だったあの人が欲しいのは確かに正統な血統だろうけど、あの見た目だ。疑いようがない。あの人は信じるだろうさ。だからこそ、テオドアは放置し、アーシェルに注力すべきだ。それに」

　アーシェルこそが、予言で語られていた処刑される貴族なのだから。







　第五十二話　レオドール殿下から手紙







　アーシェル・マイナスル、もうすぐ19歳。

　今、僕は今日家に配達された成績表を片手に震え上がっていた……この歓喜に！

　成績表にはこの前の試験の点数と、試験を通過した旨と単位を認め、進級を認める旨が書いてあった。

　進級出来る！

　そして、試験を……乗り、切っ、たあー！

「やったああああ！」

　あまりの嬉うれしさに家の中で跳ね回っていると、ソファで読書していたテオドアがため息を吐ついた。

「ウサギみたいに跳ね回って……そんなに嬉しいことか？」

「だって、乗り切ったんだよ！　僕、頑張ったと思わない？　嬉しい！　あとは卒業まで頑張るのみ！」

「ま、確かにそうだな」

　そう淡々と言うテオドアは涼しい顔だ。絶対進級出来て嬉しいとか思ってないな。うむむ……。

「そういうテオドアはどうだったのさ？」

「……いつも通り」

　テオドアはリビングの床に無造作に放置していた成績表を僕に渡した。

　開けてじっくり見てみると、僕は目が点になるしかなかった。

「お、オール満点……」

　全科目全すべての項目で１００の数字が並ぶ。成績表からキラキラした後光とオーラを感じる。流石さすが、テオドア。いつも一緒に勉強していたのに、ぼ、僕、大体80とか76とかギリギリなんだけど……。

　スゴすぎる……。

　そして、それをいつも通りと言ってしまうテオドア……もう僻ひがみもやっかみも感じないね。

「やっぱり凄すごいね。テオドアは」

「別に。それに今回はコンラッドもオール１００だったとよ。大臣が喜んでいた」

「え？　本当に？」

　コンラッドもオール満点？　えぇ、２人ともどんな頭してるの？　普通、学院の試験でオール満点なんてないんだよ!?　僕の周りには天才しかいないの？　エイダン、君だけが僕の仲間だ……。

　そんな時、ふと、僕の成績表の下に何か紙が挟まっていることに気づいた。

「ん？　なんだこれ？」

　引っ張り出すと、それは王家が使う封筒だった。封筒には王家からであることを示す赤い封ふう蝋ろうと……見慣れたサインが書いてある。なんでこんなところに？

　気になったらしいテオドアがソファから立ち上がって、僕の肩に手を置いて覗のぞき込んできた。

「どうした？」

「……レオドール殿下からの手紙だ」

「は？」

　確かにこれはレオドール殿下のサイン……。でも、なんで学院の成績表に殿下の手紙が入ってるんだろうか？　しかも、レオドール殿下とは仕事で週１回は会っているんだけど？

　何でわざわざこんなことを？

　封筒を開けて、中身を出す。手紙が１枚。

　それを早速読み始めると、思わず、僕は目を細めてしまった。




　　　　＊　＊　＊




　時候の挨あい拶さつは良いよね。僕とアーシェルの仲だし。

　突然の手紙、失礼する。学院にいる友人に頼んで、このような形を取らせてもらった。びっくりさせて申し訳ない。普通に君に手紙を出したり、仕事中に話したりすると、マイナスル公爵に勘づかれてしまうからね。あの人、僕がアーシェルと過度に接触すると、公務を妨害してくるんだよ。酷ひどい話だよね。

　さて、こうして手紙を出したのは、君と雑談がしたかったからじゃない。君に公的な場では到底話せない重要な話を伝えたかったからだ。

　今から伝えることは口外を禁ずる。伝えるにしてもテオドアまでだ。マイナスル公爵にも言ってはいけない。読み終わったら、即刻、魔術で灰まで燃やし尽くすように。




　アーシェル、君が19歳から20歳になるまでの１年間のみ。

　君が行う全ての行動に罪を問わないこととする。




　　　　＊　＊　＊




　手紙にはまだまだ続きがあったけど、僕は思わず、顔を上げた。

「ど、ど、どういうことー!?」

　思わず、絶叫してしまった。いや、叫ばずにいられないでしょ！

　つまり、これって僕が犯す全ての罪を不問にするってことだよね？　へ？　なんで？

　慌てて手紙に視線を戻した。




　　　　＊　＊　＊




　驚いていると思う。

　君は１年間だけヤンファンガルでは裁けない存在になる。国王やその側近であってもだ。王子である僕やカルロスも、君を罪に問うことは出来ない。君のあらゆる罪は不問となる。

　これは特例措置ということで、僕が主導して決めたことだ。このことは国王陛下と裁判局長、学院の学長、そして僕しか知らない。３年前から準備して、やっと今、君にこうして伝えている。

　当然、理由はある。しかし、その理由伝えることはできない。でも、察しのいい君だ。僕の意図も理由もすぐに分かるだろう。

　それに君なら悪用せずに、この特権を上手く使えるはずだ。どうか身を守る為に使って欲しい。武器は多いに越したことはない。

　君の健闘と幸運を祈るよ。




　追伸。

　今度、２人きりで外出しない？

　ヘンディルウェインの宝石のレモンタルトとかどう？　今なら、僕が奢おごるよ！




　　　　＊　＊　＊




「ヘンディルウェイン！　あ、違った。特権……と、とんでもない物をもらっちゃった……」

　そんな特権を今どうして？　疑問は尽きない。

　しかも、３年前から準備していたってことは……まだカランザラ帝国の話の前じゃん。なんで、こんなものを僕に……。

　悩んでも答えは出てこない。けれど、レオドール殿下は確実に僕の身に起こる何かを掴つかんだから、準備していたんだ。

　この特権を使うようなこと……なんだろう。考えてもちょっと分からないや。

　………………それにしても。

　ヘンディルウェイン……いいなぁ……。ヤンファンガルの高級スイーツ店。僕も何回か行ったことあるけど、そこはレオドール殿下の言うように、宝石のレモンタルトが有名だ。

　しっとりとしたタルトの上にレモンクリーム、そして、更に上に、企業秘密で作られた透明なレモンカードがのって、日に当たるとキラキラ宝石のように光るタルトだ。食べるとレモンの爽さわやかな酸味と甘み、ふくよかなレモンカードの味に昇天してしまう。美味、最高！

　あぁ、いいなぁ、レオドール殿下はともかく、レモンタルトは食べたい。

　行きたいなぁ……行きたいな……行きたい……。

　なんだろう……さっきから、肌がピリピリするくらい凄く怖い不穏なオーラを隣から感じる……何故なぜだか悪寒もするし、冷や汗が出てきた……。

　ちらりと恐る恐る隣を見ると、どす黒いオーラを放つ僕の恋人がいた。

　ま、魔王が降臨していらっしゃる……！

「あ、あの……テオドア……だ、ダメ……」

「ダメに決まっているだろ！」

　その瞬間、僕の手の中で、手紙が一瞬で灰すら残さず燃え消された。

　でーすーよーねー！

　分かってた。こうなるって。もしかして、こうなると予想して、レオドール殿下、あんな追伸を書いたんじゃなかろうか……。ああ、タルト……奢り……。ううん、今度、テオドアと一緒に行こう。

　苛いら立だたしげに舌打ちするテオドアに、僕は苦笑いするしかなかった。

　さて、レモンタルトはとにかく、折角、レオドール殿下からもらった特権だ。有効活用させてもらおう。

　だって、好き勝手していいってレオドール殿下から許可されたようなものだもん。これは良い武器だ。

「ふふっ、良いことも悪いこともいっぱいやりたい放題……」

「アーシェル……何か企たくらんでないか？」

「ナンデモナイヨー」

「……お前、今、義父ちち上と同じ顔になっているぞ」







　第五十三話　波乱の幕開け（カルロス視点）







　学院の入学式に、俺は来賓として出席していた。当初は在校生代表としてスピーチする予定だったが、それは、前回の試験でオール満点という快挙を成し遂げたコンラッドに譲った。学院の平等の気風を考えるに、あまり王族色を出すべきではない。実力主義であり平等であることを、前面に押し出さなくては。そう思ったからだ。

　壇上では、コンラッドが新入生に向けて、スピーチしている。

　新入生は皆、そんな成績優秀者の言葉に真剣に耳を傾けている。そんな中、真面目まじめに聞いてない新入生が、１人いるのに気づいた。

　コンラッドを親の仇かたきが如ごとく睨にらみつける……自分の弟、ライネルだ。

　嫌な予感がした。

　入学式が終わり、俺はすぐさま、コンラッドを探した。すると、学院の教室棟で……予想通り、ライネルに絡まれるコンラッドがいた。

「貴様！　何故、貴様が在校生の代表なのだ！　ここは兄様であろう!?」

「はぁ……カルロス殿下に依頼されたことですから……」

「嘘うそつくなぁ！　嘘でないとしても、辞退するのが筋であろう！　兄様は王族なのだぞ！」

「いや、この学院では王族だとか関係ないですし……」

「な！　貴様、王族を軽視したな！　不敬だぞ！」

　俺は頭痛がする頭を押さえ、止めに入る。

「黙れ、ライネル。お前、何をやっているんだ」

「あ、兄様！」

「コンラッドに俺が依頼したのは事実だ。この学院の入学式でスピーチするのは彼が相応ふさわしいと俺が選んだ。文句あるか？」

　そう言うと、ライネルは顔を歪ゆがめて、悔しそうに唇を噛かみ締しめた。そんな様子のライネルに、コンラッドは嘆息して、ライネルに背を向け、俺に詫わびた。

「ありがとうございます。殿下。申し訳ありません。私が未熟だったせいで、ライネル殿下を怒らせてしまったようです」

「いや、問題ない。うちの弟が失礼した」

　俺が謝ると、ライネルの怒りが膨れ上がるのが分かった。誰だれのせいで俺が謝ることになってるのか、分かっていない……。これはまた説教だな。凄すさまじいどっとした疲労感に目眩めまいすら感じる。

「……カルロス殿下、心中お察しします。苦労されてますね……」

　そんな俺に気づいたコンラッドが俺だけに聞こえるような小さな声で労いたわってくれる。はぁ、優しさが沁しみる……。










　俺は王宮に帰ってからライネルを自室に呼びつけた。

「ライネル、学院は平等主義だと言っただろう？　分かってないのか」

「しかし、王族が権威を見せるのは当然のことでしょう！」

「……はぁ、分かってない……！　良いか、学院はあらゆる越権行為と、身分差別を禁じている。王族の権威なんてものは学院には不要だ。あの学院は全すべてが実力主義だ。問われるのは己の品位と努力、そして、結果だ。それだけだ。ライネル。それをよく噛み締めて理解しろ。今回の騒ぎは、お前と俺の品位が問われる。恥を晒さらすな」

「な！　悪いのは向こう……！」

「まだ言うか！　コンラッドは何も悪くない！　俺より彼の方が相応しかった。それが何故分からない。実力主義とはそういうことだ。もし、それでも違うと言うなら、コンラッドと並ぶ実力を身につけてから言え。学院の試験でオール満点なんて、本当に実力のある人間でなければ無理だがな」

「……」

　悔しげに俺を見るライネル。あぁ、理解しているようには見えない。学院に通っている間は護衛か付き人が必要だ……でないと何処で今回のような騒動を起こされるか分からない。これでは王族としてだけでなく、人間として問題だ。

「ライネル。尊敬される人間になるには、それではダメだ。権力を振りかざしてふんぞり返ってる人間に、ついてくる人間なんていない。どうか、王族以前に、俺が誇れる弟になってくれ」

「……兄様……」

「そのためにも、まず権力にこだわるな。いいか、分かったか？」

　……本当なら、ライネルにもカランザラの問題の為ために協力して欲しかったが、これではどうしようもない。せめて、卒業するまでに少しは人間的に成長していると良いんだが……俺はこめかみを押さえ、ため息を吐ついた。










　そんな時、カルロスの自室の扉をノックする軽快な音が響いた。

「入るよ、カルロス」

　入ってきたのは……兄上だった。

　嘘だろ……。あまりのタイミングの悪さに俺は目眩を感じた。

　それと同時に、ライネルの眦まなじりが吊つり上がり、やがて、ギリギリと歯ぎしりする音が響く。

　兄上は昔からライネルの地雷そのものだった。

　片や完かん璧ぺき超人、片や劣等感の塊……どう考えても相性が悪い。

　しかも、俺が説教した直後でライネルの気が立ってる、こんな時に兄上が来るなんて……大量の冷や汗が流れるのを感じた。

　そんな俺達の気など知らず、兄上はいつもの兄のまま、にっこりと笑っている。

「先触れは出したんだが、取り込み中だったか、では、出直そう」

　先触れ？　俺は首を傾かしげるが、すぐに思い当たって、謝罪した。

　単純なことだ。俺はライネルのことで頭がいっぱいだったから、先触れを見てなかったのだ。

「すみません。兄上。手が空いたら、俺から出向くので……」

「うん、それで構わないよ。では、また後で」

　そう言って、兄上は早々に出て行った。

　その途端、ライネルが顔を真まっ赤かにして、兄上が出て行った扉に向かって、舌打ちした。

「兄上！　悔しくないのですか！　あのような態度！　まるで、我々が下だと言っているようです！」

「……何処がだ……」

　ため息が出る。ライネルは兄上のどんな言葉も行動も神経を逆さか撫なでる言葉に聞こえるらしかった。そんなことはないと少し考えるだけで分かるのに。

　しかし、かくいう俺も14歳の頃ころは、いつまでも兄らしくいるレオドールに、相手にもされていないんだと勘違いして歯は痒がゆく思っていたから、ライネルの気持ちも分からなくはない。

　しかし、最近やっと理解したが、兄上はそもそも、ああいう人なのだ。

「ライネル。兄上は俺やお前のことを下に見てる訳ではない。兄上は、ただ兄として当然の行動をしているだけだ」

「はぁ？　それって眼中にないってことではないですか！　俺達を同じ土俵で見てないんですよ！」

「それは違う。本当に深い意味はないんだ。あの人は公的なことをプライベートに持ち込まない。確かに俺達は政治上対立しているが、それはそれ、これはこれってことだ。そもそも誰が王太子になるかは、父上の一存だ。常に兄上を目の敵にしていても、意味はない」

「……」

　ライネルは苛立ちを押し殺した顔で、黙ってしまう。やはり、納得していないようだ。

　俺は今日、何度目かのため息を吐いた。







　第五十四話　最終学年！







　最終学年に進んだ僕ら。もちろん、エイダンやコンラッド、テオドアもみんな進級した。

　カルロス殿下はもちろん……あのデイビッドもリカルドも当然のように進級してる。

　ちなみに、ラファエロはかなり進級が危うかったので、うさ耳パーカーで釣って、死ぬ気で進級させた。流石さすがに彼がいなくなるにはまだ早い。

　彼には情報をどんどん持ってきてもらわないとね。

　あれから、僕らの学年の生徒数は随分減って、60人ちょっと。そんな学院３年目が始まった初日、教室に向かいながら、僕はテオドアと話していた。

「ねぇ、テオドア。今年も新入生の授業するの？」

「その予定だ。グレインが地方講演から帰って来ないからな。だが……」

「？」

「今年も今年で面倒くさそうだ」

　去年、デイビッドに悩まされ続けたテオドア。結局、デイビッドはあの試験勉強の時の一件から、テオドアを悩ますことはなくなったけど……。

　今年は……。

　僕達はちらりと廊下から見える中庭の方を見た。

　そこにはライネル殿下がいた。

　そして、そのライネル殿下はどこかの令嬢を公衆の面前で怒鳴り散らしていた。途切れ途切れに聞こえる内容曰いわく、歩いているライネル殿下に令嬢が気づかず、道を譲らなかったせいらしい。令嬢は青い顔で頻しきりにライネル殿下に気づかなかったことを詫びている。

　そんなこと、しょっちゅうあることなんだから、気にせず、寛大な心で許せばいいのに。

　見てられないなぁ……。

　僕がそう思っていると、ライネル殿下の侍従らしき人が走ってきて、ライネル殿下を諌いさめ、令嬢を逃した。しかし、火に油だったのだろう。ライネル殿下が侍従に邪魔するなと喚わめいている。

　はあ……前途多難だ……。

「テオドアの授業、彼も受けるの？」

「あぁ……最高に最悪なことに……」

「……ご愁傷さま……」

　絶対、大変なはずだよ、あれは……。




　　　　＊　＊　＊




　一方、同じ頃。

　リカルドは誰だれもいない空き教室から、中庭で怒鳴り散らすライネルを観察していた。

　彼が侍従を詰なじり、苛立たしげに立ち去っていく。そんな彼に、リカルドは段々と口角を上げていった。

「使える……」

　これは実に出来すぎた偶然ではなかろうか？

　計画を実行するには、うってつけの人材が向こうからやってくるなんて、本当に幸運だ。

　鴨かもがネギを背負ってやってきた。

　使わない手はない。

　ただ、慎重に、ゆっくりと仕込まねば……。

「利用価値があっても、実際に使えなければ、全く意味がないからな」

「そうだね。買かい溜だめした女の子の服も、実際に誰か着てくれなきゃ、ただの布だもんね」

「……」

　そんなリカルドの呟つぶやきに割り込んできた場違いすぎるその発言に、リカルドは顔を顰しかめて、突然隣に現れた変態、否、ラファエロを睥へい睨げいした。

「おい、学院では接触しない方針だろ……」

「分かってるよ！　人払いはしてきたから安心して！　早めに耳に入れて欲しいことがあってね」

「なんだ？　下らないことなら突き落とすぞ」

「大丈夫、大丈夫。重大事項だから。結論から伝えるね。デイビッド、勘当されたらしいよ」

「………………は？」

　驚きすぎて開いた口が塞ふさがらない。

　リカルドはまさかの事態に目眩を感じた。




　　　　＊　＊　＊




　デイビッドは、青ざめた顔で東側の食堂のテラスに一人でいた。

　クライナ男爵家からデイビッドを勘当するという連絡がデイビッドにあったのは、今日の早朝だった。

　理由は分からない。

　ただ今後デイビッドのことは一切関知しないと言ってきた。何故なぜ？　もしかしてバレた？　でも、バレたなら何故、自分をヤンファンガル王家に突き出さない？　何か別の理由があって勘当したのか……なら今まで放置されていたのは何故？

　問題はそれだけじゃない。

　デイビッドは焦っていた。

　勘当されたということは、デイビッドは学院に通えなくなるということと同義だ。まず学費を払う人がいなくなる。学院は、何か問題があって勘当されたとはいえ、生徒を退学させるようなことはしない。しかし、学費が払えないとなると話は別だ。このヤンファンガル最高学院は、学費が払えない人間を置いておくような優しい学校じゃない。

　デイビッドは意味も分からず勘当されたこと以上にそれに悩んでいた。

　卒業まであと少しというところで、どうして！

　デイビッドは俯うつむき、爪が食い込む程に手を握った。

　これからなのだ……まだこれから……！

　その時、その手を誰かの手がやんわりと包んだ。

「……っ!?」

「大丈夫か？　あまりすると怪け我がしてしまうぞ」

　デイビッドが顔を上げると、デイビッドの隣に当然のようにカルロスがいた。そんなカルロスを見て、デイビッドは内心、困ってしまう。

　カルロスは新入生だった頃ころからデイビッドと共にいてくれる……しかし、それはデイビッドが予言を使ってカルロスを騙だました結果だ。向こうはともかく、デイビッドは、友情やそれ以上の感情を彼に持っていなかった。ただ打算と計画の為ために、カルロスを利用しているに過ぎない。

　……過ぎないはず、だけど……。

　事情を聞いたカルロスは、デイビッドに微笑ほほえんだ。

「……それは災難だったな。だが、デイビッドは学院を辞めたくないんだろ？」

「は、はい！　学院を辞めたくない、です」

「なら、奨学金制度を使えばいいんじゃないか？」

「しょ、奨学金……」

「そうだ。成績優秀者であれば、学院は学費の全額を負担してくれる。まぁ、卒業後に返さないといけないが……そうすれば、デイビッドも今まで通り、通えるだろう？」

「……」

「条件は厳しいし、俺達の代は特に成績優秀者が多いから大変だと思う。でも、デイビッドなら大丈夫だろう。何だったら、俺も手伝うから。スケジュールを空けよう」

　そうカルロスが言うと、丁度、食堂のウェイトレスがやってきて、２人分の紅茶を置いた。デイビッドは頼んでいない。恐らく、カルロスがデイビッドを気遣って、注文してくれたのだろう。

　そっと一口だけ飲む。かなり良い紅茶なのだろう。渋みが少ないが香りが高く深みがある。デイビッドは甘いものが大の苦手だ。しかし、昔から紅茶は好きだった。ついつい飲んでしまう。特に、この紅茶は高級なものなのだろうか、身体からだがほんのり温かくなって、不思議と頭がすっきりしてくる。

「美味おいしい」

「だろう？　ハートレス伯爵がやってる商会のお茶なんだが、食堂で仕入れてくれるよう頼んだんだ。デイビッドも好みそうだと思って」

「……」

　カルロスはターゲットだ。

　でも……。

　その優しさに……絆ほだされそうな自分がいる。

　だから、彼の親愛が目障りで、同時に、彼に酷ひどく謝りたくなる……。

　だからといって、命令に背くことは出来ない。

　……母上の為にも……。

「とりあえず、デイビッド、後で一緒に奨学金の申し込みに行こう。恐らくだが、去年のデイビッドの成績なら認められるはずだ」

「うん、ありがとう……」

　デイビッドは思う。

　予言はもう使えない。

　多分、自分が本物じゃないから歪ゆがんだんだと思う。

　だからもう手段は選んでいられない。なりふり構っていたら、立場が危うくなるのは自分だ。

　この人を利用するしかない……それに酷く心が痛んでも。







　第五十五話　面倒事が次々と（テオドア視点）







　最終学年になって１ヶ月。

　あぁ、本当に……！

　面倒な奴やつが次から次に！

　本当になんなんだ……。

　俺は教壇に立ちながらも苛いら立だちが収まらない。舌打ちしたい気分だが、それをすると更に面倒なことになるので耐える。

　全すべてはこの目の前にいる王子のせいだ。

「だから分からぬと言っている！　再度説明しろ！」

「質問は、授業が終わった後でお願いします」

「はぁ!?　この俺が言っているのだ。さっさと今、説明しろ。第一、分からぬ授業をするお前が悪い！」

　予想通り、ライネルは迷惑千万、もしくは悪質クレーマーという言葉に手足が生えたような奴だった。

　そもそもライネルは頭の出来があまり良くない。今までどんな学習をしてきたのか聞きたくもないぐらい、学力が他の16歳の新入生よりかなり低い。14歳の頃のアーシェルが天才に思えるくらいだ。そんな奴が、最高学府である学院に入って授業についてこられるはずがない。学院の入学、取りやめた方が良かっただろ、これは。

　そんなものだから、コイツは意味が分からないと授業を頻繁に中断させ、理解出来ない授業をする俺が悪いといちゃもんをつける。その上、課題は難しいからとやってこない上に、他人が自分より優秀だと嫉しつ妬として突っかかる。

　……本当にウンザリする。

　あまりにウザすぎて、カルロスに八つ当たりするのも仕方がない。カルロスもライネルに手を焼いているようだが、知るか。管理出来ないような人間に、学院の入学を許してしまった方が悪い。大体、もっとコイツの学力にあった進路選択をしてやれよ。王子だから学院に入るのが儀礼だとしても、あれでは馬鹿を晒さらすだけで、逆に憐あわれだぞ。

　はぁ……とはいえ、奴は今目の前にいる。デイビッド並のストレスメイカーに頭が痛くなる。

　だが、去年のようにただただ迷惑を被り続ける俺ではない。

「ライネル殿下。そこまで仰おつしやるのなら、これからこの授業に来なくてよろしいですよ」

「はぁ!?　何を……！」

「俺の授業が分からないのでしょう？　こんな基本理論で分からないと仰っている状況では、俺の試験は受からないでしょうし、他の授業を受けた方が余程、身になるのでは？」

　お前がついていける授業があれば良いがな。

　そう告げると、ライネルは顔を真まっ赤かにして、歯ぎしりし出した。

「お、お前！　誰だれがわざわざ受けてやってると思って……！」

「おや、わざわざ授業を受けてくださっているのですか。では、その気遣いは無用です。どうぞ、貴方が理解出来る授業が出来る他の教師の方へ行ってください」

「クソッ……覚えてろよ！」

　そう捨すて台詞ぜりふを吐いて、ライネルは俺の授業から逃げるように出て行った。

　ため息が出る。

　新入生の定期試験は赤点の基準が低いから何とかなるかもしれないが、あの調子じゃ別の授業でも問題を起こしてるだろう。どこの教師からも受講を断られる未来が見える……。単位取得が出来なくて、進級は無理だろうな。

　ライネルの親……王族は何考えてんだか……。

　ため息がどうしても漏れる。

　俺の授業を受けている他の新入生も安あん堵どしたように息を吐いた。

「あの王子様、出て行って良かった……」

「はぁ、マジ嫌な王子様。レオドール殿下やカルロス殿下は良い方なのに……」

「やっぱり、出で涸がらし王子だから、仕方がないよ」

　そう俄にわかに騒がしくなる新入生達の声を注意しつつ、俺は切り替えて、授業に戻った。

　はぁ、これで俺の周りが少しは静かになるといいんだが……。




　ところが、この数日後。

「デイビッドを虐めたのはお前かぁ!!」

　俺とアーシェルがいつものように食堂で寛くつろいでいると、奴はやってきたのだ……。







　side 55.5　出涸らし王子（ライネル視点）







　俺は、ライネル。

　この国の第三王子……。

　兄はレオドールとカルロス兄様……レオドールはとにかく完かん璧ぺき超人で、全ての行動が鼻につく嫌味な奴。でも、そんな嫌味な奴と違ってカルロス兄様は勉強も出来て、俺と２歳しか変わらないのに優しくて頼りになる、俺にとって兄というより父みたいな人。素晴らしい人だ。ひたむきに、目標の為ためにずっと努力が出来る……そんな凄すごい人。俺の憧あこがれであり、俺では成し得ないことを成せる人……。

　だから、俺が小さい頃ころ、カルロス兄様がレオドールと対抗すると言った時も、真っ先にカルロス兄様の味方になった。カルロス兄様が国王になれば、ヤンファンガルはきっと今より素晴らしい国になる。見てくれだけが良いレオドールよりよっぽど！

　そんな兄達を持つ俺はそんな２人とは逆に……なんの取り柄もない、凡庸な人間だった。勉強も剣術も魔術もそこそこしか出来ない。特に勉強は元々投げ出したくなる程に嫌いだった。出来ないと皆、責めるからだ。出来たところを褒めるか称たたえるかすればいいのに、家庭教師共は皆、俺が嫌いな奴らばかり、俺の出来ないところを粗探しして責め立ててくる。不快だ。

　俺はそんなものより、賭と博ばくが好きだった。大損することの方が多いが、大勝ちした時の快感、あれはいい！　正直言えば、俺はずっと賭博だけをやっていたかった。

　そんな俺を周囲の人間は出涸らし王子と蔑さげすんだ。




「確かにレオドール殿下は優れていますから。越えられないのは分かりますけど、カルロス殿下にすら及ばないとは……」

「我わが儘まま仰るばかりで努力もしないわね……」

「レオドール殿下にカルロス殿下、確かに才能の差はあってもお二人は王子としてあんなに優秀なのに」

「出涸らしね。才能も人徳も上のお二人が持っていったんだわ」

「出涸らしだから、あんなに愚かなのか？　あぁ、またお勉強をサボられた。あれでは幾ら勉強しても身につかんな」

「あら、また賭かけ事ごとをしてらっしゃるわ。ライネル殿下、誰のお金で賭け事をしているのか分かってなさそうね」

「嫌だわ……我が国の王子が賭博に夢中なんて、それだけで醜聞よ。流石さすが、出涸らしと呼ばれるだけある。実に不味まずい」




　どいつもこいつも俺を馬鹿にする。俺を馬鹿にしないのはカルロス兄様ぐらいだった。けど、馬鹿にする奴らは権力を見せつけると面白いように黙った。




「……申し訳ございません」

「どうかこのことはご内密に……！」

「お許しを……」




　王子に生まれて良かった。俺の悪口を言う奴は皆これで黙らせることが出来る。こんな便利な力を生まれながらに持っているなんて、なんと恵まれていることだろう。

　……そして、俺は次第に命令に従わせる為に権力を使うようになっていった。

　勉強は、嫌な教師を追い出し、優しく教えてくれる教師だけにした。痛いだけの剣術は王子の俺を害する気かと言えば堂々とサボれた。魔術は俺の魔術を褒め称える奴だけを傍に置いた。

　王族であることをひけらかせば、どんな人間も命令に従った。従わなかった奴は家を人質に脅せば直ぐに従う。俺が王族だから誰も文句言わない。

　権力さえあれば、俺の行いは全すべて許される。賭博で大損した時もなかったことに出来た。何だったら、殺人さえ許されるかもしれない。

　しかも、嬉うれしいことに、俺だけでなく兄様を馬鹿にする奴らも撃退出来る。俺は兄様を守れるようになった。

　こうして俺は理想の生活を手に入れた。

　権力だ。

　権力こそが、俺の最大の力だ。

　だが、カルロス兄様は権力をひけらかすようなことはあまり好まれない。

　俺は侍従や教師達に、俺が権力を振るって従わせていることをカルロス兄様に黙っているよう告げた。皆、不満げだったが、直ぐに従った。

　やはり、権力は素晴らしい。

　なんの取り柄もない俺だが、これがあるだけで俺は無敵になれる。

　全て俺の思い通り!!




　だから、ヤンファンガル最高学院に入学する時も、これさえあれば、どうにかなると思っていた。

　学力が足りないからと入学を止めようとする奴やつもいたが、それは今まで通り尽ことごとく権力で黙らせた。学院は実力主義だというが、権力だって力だ。権力を使えば、誰だって従うだろう！　それにヤンファンガルの王子は学院に入るのが通例だ。学院側だって、王子の俺に相応の対応をするだろう。

　俺はそう本気で思って、学院に入った。




　ところが。

「いや、この学院では王族だとか関係ないですし……」

「な！　貴様、王族を軽視したな！　不敬だぞ！」

　コンラッドには嘆息され、

「ライネル、学院は平等主義だと言っただろう？　分かってないのか」

「しかし、王族が権威を見せるのは当然のことでしょう！」

「……はぁ、分かってない……！　良いか、学院はあらゆる越権行為と、身分差別を禁じている。王族の権威なんて学院に不要だ。あの学院は全てが実力主義だ。問われるのは己の品位と努力、そして、結果だ。それだけだ。ライネル。それをよく噛かみ締しめて理解しろ。今回の騒ぎは、お前と俺の品位が問われる。恥を晒すな」

「な！　悪いのは向こう……！」

「まだ言うか！　コンラッドは何も悪くない！　俺より彼の方が相応ふさわしかった。それが何故なぜ分からない。実力主義とはそういうことだ。もし、それでも違うと言うなら、コンラッドと並ぶ実力を身につけてから言え。学院の試験でオール満点なんて、本当に実力のある人間でなければ無理だがな」

　カルロス兄様にはそう言われ、

「ライネル殿下。そこまで仰るのなら、これから授業に来なくてよろしいですよ」

「はぁ!?　何を……！」

「俺の授業が分からないのでしょう？　こんな基本理論で分からないと仰っている状況では、俺の試験は受からないでしょうし、他の授業を受けた方が余程、身になるのでは？」

　そう俺に告げたテオドアに、馬鹿にされ鼻で笑われた。

　クソクソクソ！　何もかも上手うまくいかない！

　学院では王族の権力など全く使えなかった。ひけらかしても、学生ならまだ命令を聞くが、教師で命令に従う奴は誰だれもいなかった。

　皆、別の授業をどうぞ、とテオドアみたいなことを言って追い出す。分からない授業をする方が悪いと言っても、貴方に合わせる道理はないとばかりに無視される。

　クソッ、一応、王族だから免除されている授業もあるが、これでは単位が取れない。試験を受ける以前の問題だ。

　しかし、授業についていけない……！

　レベルが高すぎる。今から勉強して追いつくか分からない。悔しくてたまらず、歯ぎしりするが状況は変わらない。

　……原因は分かっている。

　やりたくないからとサボったり、気に入らないからと教師を変えたり、勉強の質を落とし続けたツケが回ってきたのだ。しかも、カルロス兄様は俺がこんなに勉強が出来ないことを知らない。バレたら、悲しませてしまう。

　チッ……どうすれば……。

　中庭のベンチで項垂うなだれている俺を慰める奴はいない。

　傍らにはカルロス兄様がつけた侍従がいるが、この侍従は俺の命令を一切聞かないから嫌いだ。いつも無愛想で俺を称えることさえしない。

　はぁ、イライラする。

　どうしてこうも上手くいかない。

　思わず、歯ぎしりしてしまう。




　そんな時だった。

　ぽたぽたと水滴が落ちる音がした。

　雨かと思い、空を見るが青空だ。おかしい。あまりに奇妙で音がした方を見た。

　!?

　中庭の隅でずぶ濡ぬれの人が蹲うずくまっている。俺は思わず駆け出した。

「なぁ！　どうした!?」

　よく見るとずぶ濡れになっているその人は……ヘーゼル色の髪、茶色の目をしている。前に一度だけ会ったことがある。

　俺は確信した……デイビッドだ。

　カルロス兄様が片かた想おもいしているその人が、何故かずぶ濡れになっていた。かなりの水をかけられたらしく頭から足の先まで濡れている。あまりの酷ひどさに侍従が慌てて、人を呼びに行った。

　デイビッドは何が起こったか未いまだ呑のみ込めていないようで呆ぼう然ぜんとしていた。演技には見えない。本当に突然、水をかけられたのだろう。

「何故、そんな姿に？」

「……分かりません。突然、空から水が……」

　魔術で水をかけられたのか？　悪戯いたずらか？　……いや、この場合、イジメかもしれない。

「しかし、一体、誰が……？」

　ふと、デイビッドが悩ましげに表情を歪ゆがめた。

「……視界の隅に茶色の髪の人を見た気がしますが……その人が犯人かは分かりませんし……」

　その言葉に俺はピーンと閃ひらめいた。

　デイビッドはカルロス兄様の想い人だ。想い人を害する奴なんて決まっている。カルロス兄様を恋い慕っていて、デイビッドに嫉妬するような奴！

　婚約者だ！

　そして、カルロス兄様の婚約者で茶色の髪はただ１人しかいない！




　アーシェル・マイナスルだ！




　カルロス兄様の想い人は、俺にとっても大切な人！　アーシェルめ！　絶対に許さない！

　俺はデイビッドの手を引っ張り歩き出した。

「ほら行くぞ！　犯人は分かっている!!　許さない！　処罰しよう！」

「あ。あの……その前に着替えを……」

「そんなもの、浄化魔術を使えばいいではないか！」

「そんな魔術出来ません……」

「はぁ!?　お前、出来ないのか？　仕方がないな」

　濡れたままのデイビッドに浄化魔術をかけると、直ぐに乾き、デイビッドはすっかり元に戻った。

「す、凄いですね。ありがとうございます」

　デイビッドは心底驚いている。そんなデイビッドに、俺は鼻が高くなった。こんな魔術すら出来ない奴がこの学院にもいるなんて……俺より下の奴がいると分かって、気分が良くなった。

　さぁ、アーシェルを糾弾しに行こう!!

　俺は久しぶりに気分が高まった。この学園に入って初めてのことかもしれない。

　間違いは正さなきゃな！

　それにデイビッドに良いところを見せれば、カルロス兄様の評価も上がるかもしれない！

　人を呼びに行って帰ってこない侍従を放置して、俺はアーシェルのもとへ向かった。







　第五十六話　いーいーがーかーりー！







　んぅん！

　モンブラン美味おいしい。はぁ、栗、栗良いよね……。

「甘露……！　あーあ、このモンブランを山盛り食べたい……」

「まるでリスみたいに食べるな……」

　ほっぺをパンパンにして食べる僕に、隣に座るテオドアが感心したようにそう言った。

　授業が終わって、デザートタイムに直行した僕は、今日の限定スイーツ、モンブランに舌鼓を打っていた。甘い栗とコクのあるマロンクリーム、ふわふわなケーキに、もうメロメロだ。

　幸せ……。

　そんな僕を横目に見ながら、テオドアはブラックコーヒーを飲んでいる。

　もう恒例と化した、このデザートタイム。

　周りも慣れて、僕らの行動を注視する人はいない。

　新入生の頃ころは、テオドアがイケメンなせいもあって、注目を集めていたけど、今はすっかり、僕らは風景の一部になっていた。

　のんびりした時間が流れる。

　平和だー……。

　僕がそう思いながらモンブランをもぐもぐ食べていると、慌ただしい音が食堂に響いた。バタバタとした騒々しい音が気になって、そちらを見ると……。

　何故か不敵に微笑ほほえむライネル殿下と、ライネル殿下に引きずられるように連れてこられた、困惑顔のデイビッドがいた。

　ライネル殿下は誰かを探すように食堂を見回す。ふと、僕と目が合うと、見つけたとばかりに悪い笑みを浮かべた。

　あ、嫌な予感。

　僕はすぐさまライネル殿下の見えないところで、それをする。
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　デイビッドも何か察したのだろう顔が段々青ざめていく。そんな彼に気づかないのか、ライネル殿下は無理やりデイビッドを引き連れ、僕の目の前にやってきた。

　ライネルは胸を張り、まるで自分は英雄だと言わんばかりに堂々と、このそこそこ人のいる食堂のど真ん中で叫んだ。

「デイビッドを虐めたのはお前かぁ!!」

　ライネルの言葉にデイビッドは青い顔で、首を横に振った。しかし、ライネル殿下の口は止まらない。

「このデイビッドは、魔術で水をぶっかけられ、ずぶ濡れになっていた！　そこをたまたま俺が通りかかったから良かったものの！　なんと嘆かわしい！　お前がやったのだろう！　アーシェル・マイナスル！」

　ライネルはそう自信満々に僕を糾弾するが、デイビッドは頻しきりに首を横に振っている。ライネル殿下はそんなデイビッドに気づかないようで、「今すぐ謝罪しろ！」と吠ほえている。

　うわぁ、カオス。

　当然、僕はそんなことはやっていない。違う人間によるものだろう。大体、された本人が否定してるし、僕はずっとここにいたしね……。

　そんなライネル殿下にテオドアは呆あきれた目を向けている。ため息を吐ついて面倒くさそうに聞いた。

「証拠は？」

「デイビッドが茶髪の奴やつを見たそうだ！」

「それだけ？」

「それだけだと!?　十分な証拠ではないか！　第一、デイビッドを虐めるとしたら、アーシェル以外誰がいる！　カルロス兄様の傍にいるデイビッドに嫉しつ妬として虐めたのだろう！」

　胸を張り、そう告げるライネル殿下。

　僕は、隣にいるテオドアの機嫌が急降下したのを、肌で感じた。殿下！　なんて命知らずなことを！

「ほう？　俺のアーシェルが、嫉妬？」

「そうだ！　貴様みたいな意地悪い人間より、アーシェルが素晴らしいカルロス兄様に思慕するのは当然のこと！　だから、デイビッドに嫉妬したのだ！」

「へぇ……」

　どうだ！　俺の名推理は！　とライネル殿下は自慢げに笑っている。だけど、その隣にいるデイビッドの顔は青から白に変わっている。足元がふらついて、あれは失神寸前だ。

　そして……ライネル殿下はどうして目の前にいる魔王に気づかないんだろうか。テオドアから凄すさまじい殺意と怒気が放たれている。

　魔王いやテオドアがライネル殿下を害する前にどうにかライネル殿下の勘違いを正さなきゃ！

「ライネル殿下。僕はやってませんよ？」

「はぁ!?　嘘うそつくな」

「そこのデイビッドが証明してくれます。あと、僕はテオドア１人しか愛していないので、嫉妬とか有り得ないです」

　そう僕が言うと、ライネル殿下はここで初めて、デイビッドの方を見た。デイビッドは恐る恐る声を出した。

「あ、あの、茶色の髪の人を見ただけで、アーシェルと決まったわけじゃ……」

「なんだと!?　何故なぜ、それを早く言わない！」

　ライネル殿下は先程とは一転して、一気に不機嫌になり舌打ちしてキレた。うわぁ、短気……。

「デイビッド！　お前のせいで恥をかいた！　カルロス兄様に免じて許してやるが、次はない！　寛大な俺に感謝しろよ！」

　ライネル殿下はデイビッドにそう詰なじるように言い含めた。そして、ライネル殿下の血走った目が僕の方を向く。あぁ、飛び火……。

「だが、貴様は許さん！　貴様！　カルロス兄様の婚約者の癖にテオドアを愛しているだと!?　カルロス兄様がお前達を恋人同士と言う時点でおかしいとは思っていたが、堂々と公的な場で浮気をしているということか！　なんと非常に度し難い！」

　えー!?　ライネル殿下、もしかして僕とカルロス殿下の関係性を知らないの？　無知なの？　第一、婚約者じゃないし！

　もう社交界では、僕らの関係なんて暗黙の了解だし、カルロス殿下の婚約者候補だけど、政治的な理由でそうなってるだけで、僕が婚約者になることはないってちゃんと周知されているんだけど……!?

　公衆の面前で浮気だと叫ばれて辱められたことも大問題だけど、知らないのもかなり問題じゃない？

　何処から突っ込んだらいいの!?

「ライネル殿下、僕はカルロス殿下の婚約者ではなく、婚約者候補です……」

「同じことではないか!!」

「いえ、フィナンシェとマドレーヌぐらい違います。似たようなものでも、まるで違うんです。僕は婚約者候補なんですよ。こ、う、ほ！　婚約者が夫婦になる仮決定なら、婚約者候補は仮決定の前段階、とりあえず押さえておきましたくらいなもんですよ。それを婚約者と同列に考えないで欲しいです」

　他国は知らないけれど、候補の意味なんてそんなものだ。いつでもキャンセルできる予約でしかない。交わしたらもう断れないような契約ではない。

「それに、この婚約者候補の話自体、第一王子、第二王子の派閥間の釣り合いをとる為ためのものです。それ以上の意味はありません。いずれ婚約者候補を解消する方向でカルロス殿下と約束しています。

　だから、僕がカルロス殿下を想おもうなんて有り得ない話なんですよ。政治的な意味以外何もないんですから。解消する前提の形だけの話です。なので、恋人がいても浮気になりません。醜聞にもなりません。もうこの話はカルロス殿下も承知してますし、社交界でも理解されています」

　そう僕は語る。よし、分かりやすく端的に説明出来たんじゃなかろうか！　これで何とか……そう思ってライネル殿下を見る。だけど、予想に反して、目の前いるライネル殿下はしきりに目を瞬いて、ポカンとした顔でそこにいた。

　…………え？

　ライネル殿下は不愉快そうに表情を歪ませた。

「そんなごちゃごちゃした話を聞きたい訳じゃない！　端的に言え！　端的に！」

「はい？」

　え？　もしかして、殿下、頭が……いやいや、親しくない王族の悪口は思ってもダメだ。

「つまり、そうですね……カルロス殿下と僕の間には何もないということです」

「そんな訳あるか！　お前はカルロス兄様を想っているから、婚約者候補になったんだろ！」

　その発言に、先程の説明が全すべて無意味で、ライネル殿下が１ミリも僕の言葉を理解していないことに気づいた。思わず、こめかみを押さえて天を仰ぐ……。

　一方、食堂内は、隣にいるテオドアが放つ殺気のせいで絶対零度のブリザードが吹き荒れているようだった。恐怖を覚えた周りの生徒達が避難するように食堂から早足で出ていく。

　その時、そんな食堂から出る人々の間を掻かき分わけて、とうとうその人が来た。

「何をしている！　ライネル！」

　先程、ライネル殿下に隠れて送った僕の通信魔術に呼ばれてやってきた、カルロス殿下だった。







　第五十七話　ライネルお前ぇ！（カルロス視点）







　アーシェルからの通信魔術で呼ばれて、南側の食堂モデラートに来た俺が見たのは、気絶しそうな程に青ざめたデイビッドと、その隣で喚わめいているライネル、その目の前で頭を抱えるアーシェル……そして、絶対零度の殺意を放つテオドアだった。

　カオス……。

　正直、行きたくない……。特に今のテオドアに会えば、本気で殺されそうだ。

　しかし、顔面蒼そう白はくになっているデイビッドと騒ぎを起こしているライネルを放っておけない。




「何をしている！　ライネル！」




　彼らに近づくと、そうライネルを怒鳴りつけ、ふらついているデイビッドを支える為にその肩を抱いた。突然の俺の行動にデイビッドは目を見開いているが、今はライネルが先だ。

　やってきたライネルは、俺に気づくとアーシェルを指差して、声を荒らげた。

「兄様！　コイツ、カルロス兄様の婚約者の癖に、カルロス兄様とは何もないと言うんですよ！　カルロス兄様を想うから婚約者のはずなのに！」

「………………は？」

　一瞬、全く何を言っているのか理解出来なかった。

　アーシェルを見る。長い付き合いで自然と出来るようになったアイコンタクトで、アーシェルの意図を汲くむ。それで、俺は大体の状況を理解した。

　……ライネル、アーシェルが説明しても理解出来なかったんだな。

「ライネル。アーシェルの言う通りだ。俺達の間には何もない。政治的な必要に迫られて、俺がアーシェルに頼み込んだんだ。婚約者候補になってくれと。それ以上の意味はない」

「う、嘘だ！　何故王族である兄様がその辺の一貴族でしかないアーシェルに頼み込むことがありますか！　嘘をつかないでください！　アーシェルが兄様に婚約者にするよう頼み込んだのでしょう！　アーシェルが兄様に恋して！」

　あぁ……。そういう勘違いをしているのか、コイツは。頭が痛い……。無知にも程がある。

　ライネルはさも当然とばかりに、胸を張っている。……一方、そんなライネルの発言にどんどんテオドアの怒りが膨れ上がっているのを感じる。同時に、俺に向けられる殺気も……。衆目とアーシェルがいるから抑えているみたいだが、これ以上は俺も生きた心地ここちがしない。地雷を！　地雷を踏み抜いていくな！

「ライネル、俺が言ってることが信じられないのか」

「！」

「既に恋人がいて、兄上の側近であるアーシェルが、婚約者候補とはいえ、そんな損しかない役目、自分からなるはずがないんだ。全ては兄上に対抗する為、友人として協力してくれるよう頼んだ。馬鹿なことを言うな」

　というか、なんでライネルはこの話を知らない？　ちょっと調べれば分かる話だし、婚約者候補だが、アーシェルにはテオドアがいることを社交界に周知させたのは他でもない俺自身だ。無理に頼み込んだ負い目もあったし……何よりテオドアが怖かった……本当に怖い、アイツ。

「そういうことだ。分かったか、ライネル」

　ところが、ライネルは納得いっていないようだった。不服そうに顔を歪ゆがめている。

「何故、そんなことを兄様がするのですか！　兄様は王族なのですから、下の者が自ら進んでするものでしょう！」

　あぁ……そんな気はしていたが、ライネルは完全に王族を勘違いしている。

「ライネル、王族は確かに国の頂点だが、だからといって、身分が下だからと他の人間を軽んじて良いわけではない。むしろ、重んじなければ国が荒れる。だから、王族とはいえ、頭を下げることもあるし、素直に非を認めることもある。特に、アーシェルはその辺の一貴族ではなく、偉大なマイナスル公爵家の次期当主だ。その肩書きだけで価値がある……時に王族よりも……いや、ヤンファンガルという国よりもだ。だから、分かってくれ。そもそも王族なんて地位自体、民衆に認められなければ、吹けば飛ぶような価値しかないのだから」

　そう諭すが、妙に権力に固執しているライネルに理解してもらえる気がしない。実際、ライネルは信じられないと目を見開いて、顔を真まっ赤かにしていた。

「吹けば飛ぶ、ですって!?　兄様！　御冗談を！　王族こそ重んじられるべきでしょう！　民衆なんて、我々の為に生きる下僕ではありませんか！」

　……嘘うそだろ。

　その言葉に俺は絶句した。

　ハア？　何言ってるんだ？　ライネルは？　王子教育で真っ先に否定される思想を、今コイツさも当然のように言ったぞ。

「その発言を今すぐ取り消せ！　ライネル！　お前は今まで何を王宮で学んできたんだ！　まさか王子教育を受けなかったのか、お前！」

「……！」

　顔を真っ赤にしていたライネルだが、俺がそう言うとさあっと青ざめて、食堂から走って出て行った。せめて発言を謝罪して帰れ！　と言っても聞かない。脱だつ兎とのごとく逃げてしまった……。

　まさかアイツ、本当に王子教育を……！

　はぁぁ……。王宮に帰ったら、調べなくては……。ライネルのことだ。聞いても口を割らないだろう。頭が痛い。

　しかも。

　更に頭が痛いことに……ライネルが去っても、テオドアはまだここにいるのだ……。




「なぁ……カルロス……？」




　ひぃ……。

　恐怖で喉のどが引ひき攣つる。この数年にわたってテオドアに植え付けられた恐怖が身体からだを震わせる。恐る恐るテオドアの方を見る……。すると、そこには魔王……いや、死神がいた。

「なぁ、アイツ。俺のような意地悪い人間にアーシェルが恋するはずがないとのたまったんだが？」

　ライネル……！　お前、お前ぇ……！　虎の尾を踏むなぁ！

「て、テオドア、後できつく言っておくから！」

「きつく言って聞くかは分からんがな！　あの知能じゃ！　なぁ？　アイツの中であんな馬鹿げた腹立つ勘違いが起こっているのはお前が未いまだに候補を解消しないのが原因だろう？」

「それはすまない！　だが、婚約者候補の件は……」

「あぁ、事情は理解しているとも。腹立たしいがな。だが、お前の責任だ。あの野郎が諳そらんじられるまで叩たたき込こめよ？」

「わ、分かった」

　その時、テオドアはため息を吐ついた。

「なぁ、お前の家、どういう教育してるわけ？　躾しつけがなってねぇ犬以下なんだが、あれ」

「う……」

「レオドールやお前が持ってるような王子としての自覚どころか、常識すらないじゃないか。何であんな奴やつを学院に入れた？」

「……それは俺も思う。アイツの学院入学は、父が教育係から問題ないか聞いて許可したはずだ。これについては、王宮に帰ってから父に報告する」

　自然と背筋が伸びる。冷や汗がダラダラと流れるのを感じる。しかし、テオドアの眼光は未だに鋭いまま……恐怖で寿命が縮む。

　そんなテオドアをアーシェルがまぁまぁと宥なだめた。

「テオドア、落ち着いて。カルロス殿下がライネル殿下を退けてくれたんだから、ね？」

　そうアーシェルに言われて、テオドアから殺気が消える。本人はまだまだ怒りがおさまらないようだが、アーシェルに言われれば、落ち着くしかない。

　今日ばかりはアーシェルが神に見えた。

　俺はアーシェルに謝った。

「……アーシェル、お前を辱めることになって申し訳ない。ライネルには後で公的な謝罪文を書かせる。まずは弟に代わって謝ろう」

　そう告げる俺に、アーシェルは俺にニッコリと意味深に微笑ほほえんだ。嫌な予感をひしひしと感じる……まさか、ライネルめ、まだ何かしたのか!?

「公的な謝罪も必要ですけど、僕、ライネル殿下にその辺の一貴族とか言われた上に、カルロス殿下とは政治的な繋つながりしかないのに、テオドアと浮気してるって詰なじられたんですよ？」

　……は？　嘘だろ、ライネル……。

「ねえ、カルロス殿下、僕、こんな大衆の面前で、辱められて傷ついたんですけど……？　どう落とし前をつけるつもりですか？」

　ふふっ、とアーシェルは笑った。その顔はいつもの平和ボケした顔ではなく、冷酷な貴族の顔だった。

　嘘だろ、軽んじるだけでなく、そんな暴言まで!?

　目眩めまいがする。謝罪文なんて紙切れ一枚では足りない。腐れ縁のアーシェルとはいえ、マイナスル公爵家の跡取りに王族が暴言を吐いて、公衆の面前で辱めたのだ。しかも、俺の派閥の王子が！　俺が責任を取らなければ……なぁなぁでは済まない。誠意を見せなければ、俺はマイナスル公爵家、いや、アーシェルの父であるマイナスル公爵の反感を買う。あの人、ただでさえ苦手なのに……この件に生半可な処分を下せば、完膚なきまでに俺を潰つぶしに来るのは目に見えている。

　婚約者候補の解消は俺の派閥が危うくなるから回避したい。なら、出来るのは……。




「……今回の騒動は、全面的にアーシェル・マイナスルに非はなく、完全にライネルの非として公的に謝罪させ公表する。ライネルは王宮にて任意の期間、謹慎処分とする」




　そう俺が諦あきらめたように言うと、アーシェルはにっこりと笑って頷うなずいた。

「えぇ、それで構いません。婚約者候補はまだこの情勢ですから続行しましょう。とはいえ、しばらく、ライネル殿下だけでなくカルロス殿下も白い目で見られるでしょうし、第二王子派に醜聞が纏まとわりつきますが、ま、身から出た錆さびということで。どんな内容であれ、マイナスル公爵家を辱めるとはそういうことですから、ごめんなさいね？　カルロス殿下」

　はぁぁ……ライネルの馬鹿野郎……！

　俺は頭を抱えた。







　第五十八話　友人の為ためなら（カルロス視点）







　俺はアーシェルとテオドアに平謝りしてから、デイビッドを連れて、食堂を出た。

　俺が食堂に来た時は、今にも気絶しそうだったデイビッドだったが、今は少し落ち着いたようだ。それでも心配になった俺は彼を保健室に連れて行った。

「すみません。カルロス。まさかこんなことになるなんて……」

「一体、何があった……？」

「それが……」

　デイビッドの話を聞いて、俺は驚いた。

　デイビッドは、何者かに水をかけられたそうだ。それをライネルに助けられたらしい。しかし、誰だれにやられたかは分からず、視界の隅に茶髪の人間を見たような気がして、それをライネルに伝えたら、何をどう勘違いしたか分からないが、犯人はアーシェルだと思い込んだライネルがアーシェルのもとに直行し、あんな騒ぎになったらしい。

　はぁ、デイビッドを助け、服を乾かしてくれたのは良いがライネルめ……。水をかけられたデイビッドの手は異常に冷たく震えている。服は乾いても水を被ったことは変わりない。身体が冷えて、デイビッドは明らかに体調を崩していた。

　そんな状態でライネルの暴走に付き合わせてしまって、本当に申し訳ない。

　俺は自分の亜空間収納から、水筒に入ったお湯とポットとコップを２つ、そして、紅茶の茶葉を取り出した。

「カルロス……？」

「あまり飲めたもんじゃないかもしれないが、紅茶でもどうだ？」

「紅茶……？　カルロスが淹いれるのですか？」

「そうだ」

「でも、貴方は王子で……」

「確かに王子だが……友人の為に紅茶を淹れるくらいするさ」

　そう俺が何でもないように言うと、驚いたようにデイビッドは目を見開いた。確かに、友人の為とはいえ、侍従がやるようなことを王子がするなんて有り得ないもんな。

　そんなデイビッドに紅茶を渡した。

「苦っ……」

　一口飲んだデイビッドがたちまち顔を歪める。かなり渋かったらしく顔を顰しかめて呻うめいた。まだ練習中なんだよな……紅茶。しかし、見事な渋面に思わず、笑ってしまう。

「悪かったな、苦くて」

「わ、笑わないでよ！　本当に渋いこれ！」

　あまりの渋さに体調の悪さも敬語も吹っ飛んだらしく、いつも大人しくて控えめな彼も耐えられないとばかりに声を張り上げた。

「ねえ、君、一度でも紅茶を習ったことあるのかい！　こんなの飲めたもんじゃないよ！　紅茶への冒ぼう涜とくすら感じるんだけど……！」

「飲めたもんじゃない……冒涜……」

「紅茶に謝るレベルだよ！　美味うまいものを不味まずくしてすみませんでしたって言うべきだよ！　君は！　何をどうしたら、こんなのが出来るのさ！」

　デイビッドはもしかしたら紅茶に一家言あるタイプだったのかもしれない。凄すさまじい勢いで駄目出しされる。しかし、彼はなんだかんだ言いながら、俺の淹れた紅茶を飲み干した。

「……紅茶に罪はないからね。それに君の厚意はきちんと受け取っておくよ……」

「ありがとう。デイビッド」

「でも、次は……キチンと手順を習ってよね。不味くしたら紅茶に失礼だよ！」

「そうだな」

　声を張り上げたせいか、青ざめていたデイビッドの顔色はすっかり健康的な色になっている……怒りで真まっ赤かになっているともいうが。

　体調の悪さも治ったらしい。うん、相変わらず、効果は折り紙付きだな。この紅茶。

　良かった。マイナスル公爵家を通して、ハートレス伯爵の商会に秘密裏に入手させただけある。

「……ところで、あと２人分あるんだが、もう１杯どうだ？」

「君は作る量もこれから考えて！　最早、苦行だ！　うっ、でも、紅茶に罪は……分かった、飲むよ」

　デイビッドはそう言いながら、２杯目を受け取る。

　彼は気づいていない。この紅茶を飲んでいる間、彼のヘーゼル色の髪の毛先が金色になっているのを。

「元気が出たようで良かったよ」

「味覚は死んでしまったけどね……」

「水をかけた犯人、探さないとな」

「そうだね……」

　不安げに俯うつむくデイビッド。しかし、その視線が俺から逃げるように逸それ、表情に戸惑いがあるのが分かる。だてに２年、一緒にいる訳じゃない。少しはデイビッドのことを察せるようになっている。

　だからこそ、分かる。

　最近、俺に罪悪感を覚え始めていることを。

　……ライネルという悩みの種はある。しかし、それよりももっと俺にとって重大で重要なことがある。

「デイビッド、何かあったら、すぐに俺を呼べ。助けになってみせるから」

「……そんな。カルロスの手を煩わせられない」

「いや、俺がしたいんだ。友人だからな。デイビッド、友人の手は借りられないか？」

「！」

　困ったように目を伏せるデイビッド。俺はそんなデイビッドに微笑ほほえみかけながら、紅茶のポットやコップを片付けた。

　とりあえず、今後、紅茶の淹れ方を練習しなくてはならないな……。







　幕間　カルロスについて







　……すぴ……。

　ぐぅ……むにゃむにゃ……。

　うぅ……無性にシュークリームが食べたい……。




『こんにちは！　お久しぶりです。私は案内役。このＢＬゲーム、「Dolce/bitter/sugar」をお遊びいただきありがとうございます。

　今回はカルロスルートについてご説明しに参りました!!』




　何か声が聞こえた気がしたけど、まあいっか！

　ん？　あそこに見えるのは……あぁ、凄すごい！　シュークリームの山がある！　１００？　２００？　１０００？　わお！　食べたいって言ったらシュークリームの方から来た！　包まれたら、絶対幸せじゃん！

　ダイブしよ！　ダイブ！　３、２、１！　ダーイーブッ！




『カルロスルートはとにかく如何にカルロスを支えていくかが問われます！

　カルロスはヤンファンガル王国の第二王子。優秀すぎるレオドールを兄に持つが故に自己肯定感が低く、アーシェルに虐められ続けたせいもあり、卑屈で荒れた性格をしています』




　はぁ、シュークリーム美味おいしすぎ！　ふわさくとろは最強だよね！　カスタードクリームがプディングくらい甘かったら、尚、良いんだけどなぁ。

　ああ、美味しい……！




『デイビッドは中庭で猫を助けた時に、偶然、そんなカルロスと出会います。カルロスの凄せい惨さんな状況とその悲哀を感じたデイビッドは彼の傍にいることに決めました。

　カルロスは、傍にいてくれるデイビッドに徐々に心を開き、やがて、一緒に授業を受け、昼食を共にするようになります。２人は王子と男爵ではありますが、身分の垣根を越え、友情を育んでいきます。やがて、２人は自然と惹ひかれ合うようになりました』




　ん？　やっぱり遠くから声が聞こえるような？

　でも、すんごい遠くからだから、何言ってるか聞こえないや。

　まあいいか。そんなことより、シュークリーム！




『しかし、カルロスはアーシェルから苛か烈れつなイジメを受けていました。どうしても反りが合わない２人は、幼少期から対立することが多く、アーシェルがレオドールの側近になっても続きました。

　また、カルロスはレオドールが優れた才覚を発揮する度に評価され比べられ、カルロスがどれだけ努力しても認められずに荒れるようになりました。

　荒れるカルロスに追い討ちをかけるようにアーシェルのイジメは苛烈さを増し、すっかりカルロスは卑屈になり、自信を失いました』




　んー？　ボソボソって誰かの声が聞こえるけど、やっぱり何言ってるか分かんないや。

　シュークリーム、美味しい！　ダブルクリーム！　カスタードと生クリームの悪魔的組み合わせ最高！




『しかし、やがてアーシェルのイジメはカルロスの友人であるデイビッドにも向くようになったのです。

　アーシェルは思いつく限りのイジメをしました。水をかけたり、教科書を切り裂いたり、靴を隠したり……怪け我がをするようなものはなく、命を脅かすようなイジメではありませんでしたが、悪質なイジメを繰り返し、時に人を雇って、悪い噂うわさを流しました。

　このアーシェルの所業に、カルロスは怒り、デイビッドの為ために立ち上がることにしたのです。

　カルロスは、ヤンファンガル最高学院の卒業パーティーでアーシェルを追い詰めます。

　王子とその友人を害したとして彼を糾弾したのです。王子。つまり王族とはこの国の頂点、その民衆は王族に従う下僕！　カルロスはアーシェルに権力を分からせてやったのです！　権力という力で黙らせたカルロスは、デイビッドとともに、アーシェルの呪縛から解放され、アーシェルを処刑にまで追い詰めたのです』




『その後、デイビッドと結ばれたカルロスは、２人で隣国に逃れ、仲なか睦むつまじく暮らすのです。

　正にシュガーエンドに相応ふさわしい甘々な終わりです！　因みにカルロス殿下のビターエンドでは、卒業パーティー直後に、レオドールに騒動を起こした責任を問われ、廃嫡された後、終身刑を言い渡され、２人で地ち下か牢ろうに入れられ餓死してしまいます』




『そして、どの攻略対象のエンドにも言えることですが、ゲームエンドの後、レオドールはアーシェルの後を追い、断罪イベントを起こしたカルロス殿下は処罰された為に、ライネルが王太子になります。ヤンファンガルはライネルの下で統治されるようになるのです。ヤンファンガルは２人の王子の喪失により混迷の時代に入り、数年後、他国に吸収されてしまうのです』




　…………。

　声が聞こえなくなった気がする。

　何だったんだろう？　ボソボソ何か言ってる気がしたけど。

　まぁ、いっか！

　シューーークリーーーーームッッッ！







　あむっ……！　ん？　何か柔らかいけど、硬い……。実際に食べたことないけど、まるで鉄芯しんの入ったパン生地を噛かんだみたいな変な感触、しかも、味しないし……一体なんなんだろう。

　そこで僕は、パチッと目が覚めて、瞼まぶたを開いた。

　何故なぜか僕の目の前にはテオドアが添い寝していて、痛そうに表情を歪ゆがめている。そして……僕はそのテオドアの長くて綺き麗れいな指を咥くわえていた。

　あまりの状況にあんぐりと口を開けてしまう。テオドアが僕の口から指を出すと、その綺麗な指に僕の歯型が綺麗についてしまっているのがバッチリ見えた。

　……ヤバイ……僕、シュークリームと間違って、テオドアの指、食べちゃった。

「ごめんなさああい！」

　僕は朝から絶叫しながら謝った。










　……僕はテオドアと朝食を食べながら、縮こまっていた。

　昨日きのう、ライネル殿下の一件に予想以上に疲れた僕は、家に帰ってきて早々、リビングのソファで寝落ちした。

　ただでさえもカランザラのことや公爵家の仕事、側近としての仕事があるのに、ライネル殿下の対応で、流石さすがにキャパオーバーになった……。

　そんな僕を、テオドアが気を利かせて、着替えさせて僕の部屋まで運んでくれたらしい。そして、僕のベッドでテオドアも寝た。

　で、寝ぼけた僕はテオドアの指を食べちゃったと……。

「痛かったよね！　ごめんね！　テオドア！」

　しかし、謝る僕の目の前に座るテオドアは噛まれた指を見て、何故か……妙に機嫌が良さそうだった。

「お前のことだから、何かのスイーツと間違えて食べたんだろうが。……なるほど、痕あとが残るってのは良いな」

「テオドア？」

　何故だろう。嫌な予感がする……。

　テオドアは、そんな僕ににんまりと悪い笑みを向けた。

「なぁ？　ライネルみたいな勘違い野郎でも分かるような所有印が必要だと思わないか？　アーシェル？」

　例えば、キスマークとか……。










「アーシェル様、おはようございます」

「おはよう……。エイダン」

「あら、朝からお疲れですね」

「うん、ずっとテオドアから全速力で逃げ回ってね」

「なんでそんな最初はなから勝ち目がないことを……ん？　アーシェル様、その首筋の無数の赤いのは……あぁ、察しました……。朝からお熱いですねぇ」

「うぅ、恥ずかしいよぉ……」

　今日は人目のつくとこ行けないよ……もう！　テオドアの馬鹿！







　第五十九話　卒業まであと半分







　あれからあっという間に５ヶ月が経たった。

　最終学年もあと半分、卒業までもう少し。

　僕は何度目かの定期試験を乗り切った！　頑張った！　今回、試験勉強あまり出来なくて、ギリギリだったけど！

「疲れたぁ……」

　あまりに疲れて机に突っ伏すと、たまたま試験会場が同じだったコンラッドに話しかけられた。

「随分疲れてるな……アーシェル」

「うん、最近、忙しくて……」

「身体からだ持つか？」

「持たせてみせる……」

　最近、僕は忙しくて、授業が終わったら直ぐ帰るし、帰っても家じゃなくて公爵家や王宮に直行して仕事することが多い。で、夜遅くまで仕事して、家に帰るのは深夜。

　何、このブラックスケジュール。僕、まだ19なのに……大人ばりに頑張ってる……。あまりに多忙で、限定スイーツを食べる暇もない。それもこれもカルロス殿下のせいだ……。

　……まぁ、スイーツは食堂のじゃないけど、家の地下室に大量に保存しているから、いつでも食べられるんだけどね……。

　それにしても疲れた。１日でいいから惰眠を貪むさぼりたい。

　そんな時、コンラッドが僕の疲れ目を開けるようなことを言ってきた。

「ところで、聞いたか？　あのライネル殿下、学院に戻ってくるってよ」

「へ!?」

　思わず、帰路につく生徒で溢あふれかえっている試験会場の中で、大声を出してしまった。










　５ヶ月前、謹慎処分を言い渡されたライネル殿下は、カルロス殿下の監視下で徹底的に再教育されたらしい。

　なんでも、授業態度の悪さや他の生徒への威圧的な態度も問題視されていたから、マナーと礼儀から叩たたき直されたとか。王族らしい振る舞いや思想も暗記させたそうだ。

　そして、学習の遅れも死にものぐるいで取り戻させたらしい。……ただ、半年前のライネル殿下の学力を思うに、本当に取り戻せたかは怪しいところだと思うなぁ……。

　で、そのライネル殿下が学院に帰ってくる。

　何故、あんなライネル殿下を学院に戻そうなんて、国王陛下は思ったんだろうか？

　いや、理由は大体予想がつく……。

　国王陛下、とうとう覚悟を決めたんだな……いや、もしかしたら……一いち縷るの望みで……。

「はぁ……まあ、どちらにせよ。僕の過密スケジュールは変わらない……」

「アーシェル、本当に大丈夫か？」

「カルロス殿下にクレームを１００件くらい突きつけたい……」

　とはいえ、僕の過密スケジュールは、カルロス殿下が一番の理由だけど……テオドアのこともあるんだよね……。

　僕はため息を吐つきつつ、両手で頬ほおを叩いて気合いを入れる。

　やらないといけない……頑張らなくっちゃ。

　そう思っていると、試験会場の入口からテオドアがやってきた。

「アーシェル、帰るぞ」

「うん！　コンラッド、また明日」

「ああ、気をつけてな」

　コンラッドに見送られて、試験会場を出ようとした瞬間だった。

　バタッ！

　僕の目の前で、人が思いっきり転倒した。

　……ヘーゼル色の髪、デイビッドだ。

　突然のことに、僕は思わず固まった。

　デイビッドは床に倒れ込むと、伏せったまま、動かなくなった。

　その時、僕は気づく……倒れ込んだデイビッドの服の隙すき間まから覗のぞく身体が、異様に痣あざが多く、傷だらけなのを……。

　嫌な予感がする。

　僕はカルロス殿下との計画、約束も忘れて、荷物を放り出し、デイビッドに駆け寄った。

「デイビッド、しっかりしろ！」

　そう声をかけたけど……デイビッドは完全に気を失っていた。










　気を失ったデイビッドを急いで保健室に運び込み、担当の保健医にデイビッドを預けて、外に出る。テオドアが保健室の前の廊下で待っていた。テオドアは僕を見るなり、ため息を吐いた。

「何故なぜ、助けた？」

「だって、可哀かわい想そうだったんだもん……」

「だからって……」

「分かってる……でも、アレはちょっとね。……人として見過ごせなかった」

「はぁ……お人ひと好よしめ……」

　テオドアが呆あきれたようにため息を吐いた。

　多忙な僕は一度も現場を見たことはないけれど、デイビッドは今、何者かに過度に虐められている。

　水をかけられたり、教科書を切り裂かれたり、私物を隠されたり、トイレの個室に閉じ込められたり……。デイビッドの悪い噂うわさも流されて、男爵家から勘当された件や、カルロス殿下との仲を揶揄からかうような悪質な噂が流布している。

　カルロス殿下が手を尽くして、デイビッドを守っているが、どうも上手くいっていない。

　先程の傷はそんなイジメの中で出来たもの……いや、きっとそれだけじゃない……あれは、酷ひどすぎる。もしかすると……。

　そんなことを思っていると、慌てた様子で廊下を駆けてくる影があった。




　カルロス殿下だ。




　息を切らして、全速力で走ってきたらしい。

「すまない。助かった」

「いえ。後はお任せします」

「ありがとう」

　そう軽く会話すると、カルロス殿下は真まっ直すぐ保健室に駆け込もうとする。

　そんなカルロス殿下とすれ違い様に、僕は告げた。

「かなり酷いです。１年持つかどうか……」

「……っ！」

　カルロス殿下の目が僅わずかに見開いたが、直ぐに平静を装って、保健室に入っていった。

　強いなぁ、あの方は。決意すると本当に強くなる。

「……帰ろうか、テオドア」

「……そうだな……」

　僕とテオドアは保健室に消えていったカルロス殿下を見送って、帰宅した。







　第六十話　優しさが痛い（カルロス視点）







　カルロスが保健室に入ると、ベッドで眠っているその人を見つつ、保健医に聞いた。

「デイビッドは大丈夫か？」

「はい、殿下。今、安静にしています。ついでに、頼まれた薬剤も打っておきました」

　この保健医は、カルロスの息がかかっている学院内の協力者だ。カルロスの意図を汲くみ、こうして動いてくれる。しかし、その協力者は苦々しい表情をしていた。

「殿下、確かに打ちましたが、しかし、あまり効果は期待しない方がよろしいかと」

「……」

「はぁ、カランザラも酷なことを……」

「それ以上はここで言うな」

「申し訳ございません……」

　カルロスは、眠るその人の枕元に座る。

　出会った時は健康的な身体をしていたその人は、骨が浮く程、すっかり痩やせている。相当、消耗しているようで、その表情は眠っているというのに、酷く昏くらかった。

「すまないな……」

　そう、カルロスが漏らすと、デイビッドの瞼が震え始めて、やがて、ゆっくりと開かれた。

「……ここは……？」

「目覚めたか、デイビッド。ここは保健室だ」

　カルロスの言葉に、寝起きでさまよっていたデイビッドの目がカルロスの方を向き、カルロスをその瞳ひとみに映した。

「カルロス？　えっと……僕は何を……？」

「お前は試験が終わった後、失神して倒れたらしい。見つけた生徒が保健室に運んでくれた」

「倒れ……」

　記憶がないのか頭を押さえながら、デイビッドはベッドから起き上がる。そんな彼にカルロスはこっそり用意していたそれを差し出した。

　いつもの紅茶だ。

「今日は上手くいったと思うんだが」

「……」

　デイビッドは静かに受け取ると、口をつけた。５ヶ月前程ではないが、顔を歪めた。

　……やはり渋かったらしい。

　呆れたようにデイビッドは肩を落とした。

「カルロスは紅茶をダメにする天才ですね……」

「５ヶ月前よりマシだろう？」

「マシってだけですよ。飲めなくもないレベルの紅茶って、結局、不味まずいってことなんですよ？　二に番ばん煎せんじの薄い癖に苦くて不味い紅茶みたいな味がする」

「うーん、まだまだ精進が必要らしいな……」

「えぇ、これでは、茶葉が泣きますよ」

　カルロスの紅茶でデイビッドは、すっかりいつもの調子を取り戻したらしい。空になったコップを両手で包んで、安あん堵どしたようにほっと息を吐いた。

　実を言うと、デイビッドは、思いの外、この下手くそで渋味しか感じない紅茶が気に入っていた。

　飲むと、頭痛がする程靄もやがかかった頭から痛みが引いてすっきりするし……何よりカルロスの温かな思いやりを感じた。

　……そんなもの向けられる資格なんてないのに。

　しかし、デイビッドがそう考えていても、カルロスは相変わらず、デイビッドを心配してくれる。

「まだイジメの犯人見つからないな。犯行する瞬間も見られないし、どのタイミングでやってるかも分からない。不安じゃないか？」

　デイビッドのイジメは、確かに加害者がいるのに見つからない。

　カルロスとデイビッドが共にいても、２人が意識を離した瞬間、デイビッドの私物が壊されていたり隠されたりしている。そして、気を抜くと泥水をかけられる。転ばされたり暴力を振るわれたりはないが、非常に陰湿で狡こう猾かつだった。

　しかし、何回も現場に立ち会っているのにカルロスは犯人を見たことがない。不自然な程に。

　だが、デイビッドの自作自演ではない。それだけは確かだ……でなければ、こんなに消耗していない。

　デイビッドは目を伏せた。

　紅茶を飲んで、すっきりした頭は、自分を正気に戻す。だから、いつもなら副作用で感じないような感情も感じる。




　……イジメについて話すのが辛つらい。

　犯人を知ってるが故に。




　デイビッドは困ったように笑ったその人に、気づかれないよう息を吐く。カルロスの優しさが痛い。

「ううん。大丈夫」

「そうか？　強がらなくていい。デイビッド。今日、倒れたと聞いた時、焦った。無理しなくていいんだ」

「……」

「……なぁ、デイビッド、また怪け我がが増えてないか？」

　カルロスはずっと疑問に思っていた。デイビッドのイジメは身体的に怪我するようなイジメではない。なのに……その身体は痣だらけだ。……でも、その理由をデイビッドは言わない。

「医者を呼ぼうか？」

「大丈夫です。放っておけば、治ると思います……」

「……治らずに新しい傷が増えていっている気がするんだが……」

　カルロスは嘆息する。そんなカルロスからデイビッドは俯うつむいて、視線を逸そらす。

　どう考えても口に出せない話だ……。

　本当は痛くてたまらない。

　……だが、医者が処置する回復魔術ではもう自分を治せない……耐えるしかない。

「カルロス、お気遣いありがとうございます」

　デイビッドには、そう返すのがやっとだった。







　第六十一話　嵐の前の静けさ







「意外だったな」

「そうだね……。意外と平和」

　僕とテオドアは目の前の光景を見ながら、そう話した。

　あのライネル殿下が学院に戻ってきて、１ヶ月。

　入学当初、あれだけ問題を起こしていたライネル殿下はすっかり大人しくなって、前のように授業にクレームをつけたり、他の生徒と問題を起こしたりもせず、黙々と勉強している。

　……不満そうな顔で。

　学院の試験も特例ということで受けて、合格している。かなり猛勉強したんだそうだ。

　……ギリギリの合格だったらしいけど。

　そんなライネル殿下は監視の意味も含めて、授業以外は殆ほとんどカルロス殿下とデイビッドと一緒にいる。

　その３人は今、教室に移動してる最中で、表面上穏やかに会話していて問題はなさそうだ。そんな彼らを僕達は２階にある教室の窓から見ていた。

「それにしても、ライネル殿下があんなに大人しくなるなんて、カルロス殿下、頑張ったんだなぁ……」

「……どうだか……」

「ん？　テオドア？」

　感心している僕に、テオドアは眼下の景け色しきに疑いの目を向ける。

「人なんて、そう簡単に変わらないだろう？　特に性根なんてものは」

「確かにそうだけど……」

「カルロスの手前、抑えているだけだと思うぞ。どうせそのうち本音を抑えられなくなる……今は嵐の前の静けさってやつだ」

　妙に説得力があるテオドアの言葉に、瞬きして、ライネル殿下を見る。

　嵐の前の静けさねぇ……。

　ライネル殿下は憮ぶ然ぜんとした表情をしている。確かにテオドアが言うようにいつ何が起こってもおかしくなさそうだった。

　そんなことを思っていると、３人が校舎の廊下の向こうに消えていった。




　　　　＊　＊　＊




　同時刻。

　カルロスとデイビッドが授業の話で盛り上がっている中、ライネルは彼らの後ろを歩いていた。

　そんなライネルの周りを行き交う生徒達は笑顔で生き生きとしていて学院生活を心底楽しんでいるようだった。

　……こっちは全然楽しくないのに……。

　勉強、勉強、そればっかりで飽きる。その上、皆、半年前はともかく、今は何もしていないというのにライネルを避ける。ライネルに関わろうとする人間はカルロス以外にはいなかった。

　……つまらない。何故なぜ、こんな鬱うつ屈くつとした気分で毎日、こんな場所に通わなくてはいけないのだろう。

　そう思っていると、次の授業に行く為ため、デイビッドとカルロスが階段を上がり始める。話に夢中の彼らはあまり前を見ずに歩いていた。

　その瞬間だった。

　階段の上の方から風属性の魔術が吹き荒れ、デイビッドを階段から突き落とした。

「!?」

「デイビッド！」

　体勢を崩し、宙に放り出され落ちていくデイビッドをカルロスが庇かばうように抱きしめる。２人一緒になって階段から落ちる。ライネルは咄とつ嗟さに落ちる２人を避よけた。

　酷い音がして、２人は床に倒れ込む。

　落ちたデイビッドは自分の身体からだが痛くないことに気づく。ハッとしてデイビッドがカルロスを見ると、デイビッドを庇って、彼が下敷きになっていた。

　カルロスは酷く身体を打ったようで、気を失っていた。顔面蒼そう白はくになりデイビッドがカルロスの身体を揺するが、反応はない。

「カルロス、カルロス！」

　突然のことに辺りは騒然となる。

　そんな状況を目の前にして、ライネルは、激しい怒りが湧わき上がるのを感じた。







　side 61.5　待っていろよ！（ライネル視点）







　この半年間。

　苦痛でしかなかった。




　半年前、アーシェル・マイナスルという王族でもないただの貴族に恥をかかせたという訳の分からない理由で俺は謝罪文を書かされ、謹慎処分を言い渡された。




　クソッ！　何故王子である俺が謝罪なんか！




　腹立たしいのが、すっぽかそうとしたそれを、カルロス兄様だけでなく、アーシェルに恥をかかせたと聞いた貴族達や、あの嫌いなレオドールも早くやれと言ってきたことだ。

　兄様からは、こっぴどく叱しかられた後に。

「いいか。絶対にマイナスル公爵家の怒りを買うな。アーシェルだけで終わるなら、アイツには良識があるから何とかなるが……そうならなかったら、俺の人生まで恐ろしいことになる」

　そう言われ、レオドールにも。

「王子でありたいなら、アーシェルに誠心誠意謝りなさい。アーシェルのことだから、カルロスは庇ってくれるとは思うけど、ライネルは分からない。君の代わりに先に謝罪したカルロスの為にも、早くマイナスル公爵家に届けなさい」

　そんなことを言ってきた。渋々書いたが、何故一貴族にそんなに周りは大騒ぎするんだ。




　意味が分からない。マイナスル公爵家が何だって言うんだ！　あんな奴やつの為に何故こんな惨めな思いを……！




　だが、マイナスル公爵家を詰なじるようなことを言おうとすると、今まで俺の権力に従ってきた連中も口を噤つぐむよう言ってくる。

「そんな命知らずなことはやめてください！」

「殿下、処罰されてしまいますよ！」

「恐れ知らずにも限度がある！」

　窘たしなめる奴の中にはマイナスル公爵家を恨む俺から逃げるように離れる奴も出てきた。一体なんなんだ。

　そして。




　……一番ムカついたのは、父の言葉だ。




「ライネル。５ヶ月だけ時間をやる。その間に我が王族に相応ふさわしい振る舞いを身につけなさい。５ヶ月、努力して学院に戻れ。これが最後のチャンスだ」

「さ、最後のチャンス……？」

「そうだ。カルロスを支える立派な弟だと聞いていたのに、実のところ、学院でお前は自分勝手な振る舞いをし、地位に胡座あぐらをかいて、王族に相応しくない恥を晒さらした。お前は王子として努力してきたカルロスの足を引っ張ったのだ。その上、マイナスル公爵家の人間を辱めたとはな。分かるか？　お前は、兄の顔と努力に泥を塗っただけでなく、踏んではいけない地雷まで踏んだのだ」

　そう言って、父は俺を冷たい目で見据えた。

「まぁ、お前だけに打ち明けるが、お前を王太子にしようなど全く考えていない。お前の将来は良くて国内の貴族に婿入りだろうよ。大公は十分足りているからな。今の情勢とお前の能力を考えるに婿入り先は侯爵家辺りだろう。

　王子だからと随分今まで好き勝手してきたようだが将来的に王族の血を引くだけの……お前の言葉を借りるなら……下の身分の者になるわけだ。それもマイナスル公爵家より下の、な。身の振り方をよく考えるように。

　お前の恥ずべき行動は王族としても人間としても見過ごせん。故に、これが最後のチャンスだ。もし次、問題を起こしたら、お前の処遇を考える。侯爵家に婿入りという将来が幸運に思えるような処罰だって考える。兄２人とは言わん、お前を大切に思うカルロスだけは裏切るなよ……」

　そして、いつも無関心な癖にこういう時だけ父親面する父はそう告げて、俺を鼻で笑った。




　腹が立つ……！

　カルロス兄様が王太子の候補に入ったままなのは良いが、最後のチャンスだと!?　カルロス兄様にこの俺が泥を塗っているだと!?　しかも、俺の未来は大公ではなく、侯爵なんて中途半端な身分に婿入り……！　問題を起こしたら、それも考えるだと!?

　クソッ！　腹立つ……!!

　だが、俺は王子。国王である父だけには逆らえない。それにカルロス兄様の名前を出されては、今まで通りに権力を使ってキレ散らかすことは出来ない。

　大人しくせねば……。いくら腹立たしくても……。




　だから、俺は謝罪文も謹慎処分も不承不承とはいえ、大人しく受け入れた。

　それからしばらくして始まった勉強。カルロス兄様が雇い入れた家庭教師にマナーから叩たたき直され、勉強も基礎から叩き込まれた。

　５ヶ月、苦痛で苦痛で仕方がなかった。

　どいつもこいつも王子である俺に当たりが強く、厳しい奴ばかり、逃げ出そうとしたり、サボろうとしたりすると、鞭むちを持って追いかけてくる。

　スケジュールは全すべて管理され、好きな賭と博ばくも禁止された。腹が立って仕方がない日々だが……しかし、カルロス兄様の手を煩わせるのだけは嫌だった。




　それに、今は大人しくして、しばらくすれば、父も俺のことなんて眼中になくなるだろう。そうなれば、また権力を使えばいい。今度はもっと上手うまく使う。カルロス兄様だって今まで騙だまし通してこられたんだ。……俺はやれる。










　そして、俺は学院に戻ってきた。

　誰だれ一人俺のことを敬わず避けるばかりの周り、相変わらず意味の分からない授業を聞く日々……鬱屈とした生活にうんざりする。

　そんなうんざりする日々に、衝撃的なことが起こった。

　デイビッドを庇ってカルロス兄様が階段から落ち気を失ったのだ。

　デイビッドが虐められているのは知っていた。しかし、カルロス兄様がいれば、解決するだろうと思って、手を出さなかった。

　しかし、目の前で蒼白になってカルロスを呼ぶデイビッドと、気を失って傷ついたカルロス兄様……。

　俺は激怒した。

　誰だ！　誰が！　兄様を!!

　兄様はすぐさま保健室に運び込まれ、デイビッドも付き添いで保健室に行ったのを横目に、俺は階段を駆け上がる。階段の上に犯人がいる。

　しかし、階段の上は無人だった。

　もう授業が始まってしまったせいだ。人ひと気けがない。

　卑ひ怯きよう者め！　教室に逃げ込んだな！

　１つずつ教室を調べて、１人ずつ問い質ただしたいが、それは出来ない。やったら、問題を起こしたと父に報告がいってしまう。

　俺は無人の廊下に舌打ちして、その場を去るしかなかった。犯人らしき怪しい人間を探し、吊つるし上げたいが、これではどうしようもない。

　苛いら立だちが収まらない。どうしても何かに八つ当たりがしたくて、学院の裏に俺は歩を進めた。

　クソッ、クソッ、誰だ、犯人は！

　１人であることを確認して、苛立ちを紛らわせる為ために、その辺に咲いていた野花を踏ふみ潰つぶした。元の形も色も分からないぐらいに。

　クソ、誰なんだ。兄様を！　絶対許さない！　見つけたら、絶対、この花のようにしてやる！

　そんな時だった。




「どうかされましたか？」




　ソイツが現れたのは。

「あ？　誰だ？」

　金髪に赤色の瞳ひとみ、見たことのない人間だったが、随分美しい人間だった。だが、ガタイがいい。鍛えているのかもしれない。

　そんな人間が俺に恭しく頭を下げた。

「私はリカルドといいます。ライネル殿下」

　家名を言わない……平民かコイツ。げっ。俺の中のコイツの評価は一瞬にして地に落ちた。何でこんな泥臭い汚らしい身分の人間に話しかけられなきゃならないんだよ。

「去れ。平民なんて話すだけで穢けがれる」

「そう言わずに。もしかしたら、助けになれるかもしれませんよ？　殿下は何か悩んでおられる様子。それも殿下おひとりでは解決が難しいようなものではないですか？」

「…………」

　よくよく考えれば、平民とはいえ、使えるかもしれない。使えなければ直ぐに切り捨てればいいわけだし、使い捨ての便利な道具と思えば悪くはない。

　俺は兄が友人を庇って、気を失ったこと、兄の友人が虐められていることを奴やつに教えた。

「なるほど……。それなら、１つ、良い情報を持っています」

「なに!?」

「丁度、その時間帯、その階段近くで、アーシェル・マイナスルを見ました」

「なに!?　では、ソイツが犯人ではないか！」




　……アーシェル！　またアイツか！

　だが、何故なぜだ。デイビッドへの嫉しつ妬とか……？　いや、それはカルロス兄様が否定されたことだ。違うだろう。

　はっ！　まさかレオドールの手先として、カルロス兄様を脅かしに……！　有り得る！




　そう考えていると、リカルドが俺に言う。

「しかし、アーシェル・マイナスルが犯人としても、そう簡単に尻尾しつぽを掴つかませないのでは？　あの方は名のある公爵家。手段もやり方もずる賢いものでしょう。もし、貴方が正論を言っても、いつぞやのように辱められたと殿下が謝罪するという屈辱的なことになる。違いますか？」

「そうだ……」




　クソッ、なぜ思いつかなかったんだ！

　公爵家なのだから揉もみ消けしなんて簡単に出来る。半年前だって、俺やカルロス兄様もアイツの話術に丸め込まれたんだ！　口では何とでも言える。アイツは嘘うそをついていた！

　特に背後にあの狡こう猾かつなレオドールがいるなら、尚なお更さらだ。アーシェルはレオドールの命令で、カルロス兄様を騙して近づいて、デイビッドも巻き込んでカルロス兄様を貶おとしめようとしている!!

　レオドールめ！　あんなことを言いながら、裏でほくそ笑んでいたんだな！

　俺がカルロス兄様の足を引っ張ったんじゃない！　貶められたんだ！

　だが、同じ屈辱は絶対受けたくない！　ならば、どうすれば……！




「……とりあえず、兄様にこのことを……！」

「ライネル殿下。それは悪手では？」

「なに？」

　リカルドの言葉に、思わず、奴を睨にらむ。平民の癖に俺の考えに水を差すなど恥知らずな！

　だが、リカルドは俺の睨みにも平然としていた。

「ライネル殿下。よくお考えください。カルロス殿下までアーシェルを警戒してしまえば、アーシェルとてバレたと思い、痕こん跡せきを残さず手を引くでしょう。そうなれば、糾弾が難しくなる、違いますか？」

「う……確かに」

「それにライネル殿下、これはチャンスですよ？」

　チャンスだと……？

「ここでカルロス殿下の手を借りず、御自身の手を使ってアーシェル・マイナスルを糾弾出来れば、カルロス殿下の敵であるレオドール殿下も処罰を免れないでしょう。そうなれば、殿下の名誉も回復し、カルロス殿下は王太子になれる。貴方は称たたえられるでしょう。お前のおかげで王太子になれたと」




　そう聞いて、俺は鬱屈とした気分が一気に晴れやかになった。

　そうだ。アーシェルを追い詰めれば、レオドールも追い詰められる！　兄様は晴れて、王太子に……！　俺も褒められる！　もしかすれば、マイナスル公爵家に無駄に恐怖していた周りも、俺を称えるようになるかもしれない！




　そう考えると気分が良くなる。全て上手くいけば、俺の人生は薔薇ばら色いろだ！

　……その為にも駒こまは必要だな。

「なぁ……リカルド、お前、頭が回りそうだな。今ならお前をこの偉大な俺に協力させても良いぞ？」

「喜んで協力させていただきます」




　聞き分けのいい平民は膝ひざをついてひれ伏した。

　あはは！　アーシェル・マイナスル！　待っていろよ！







　第六十二話　距離感（カルロス視点）







　カルロスが目を覚ますと、保健室のベッドだった。

　一瞬、自分はどうしてこんなところにいるのか、分からなかった。

　自分は何をしてたんだったか……。

　そうだ。デイビッドが階段から落ちて……咄とつ嗟さに受け止めようとして、自分も落ちたんだ。じゃあ、つまり、デイビッドも……。

　カルロスははっきりそこまで思い出して、ベッドから飛び起きた。




　デイビッド……！




　すると、隣に人がいることに気づいた。

「カ、カルロス……」

　……そこには泣きそうな、苦しそうな表情を浮かべるデイビッドがいた。

　カルロスは彼を見つけるなり、思わず、デイビッドの肩を両手で掴んだ。

「大丈夫か？　怪け我がは!?」

「……あぁ、君は……。大丈夫、僕に怪我はないよ。君が庇かばってくれたからね」

「そうか。良かった」

　そんなデイビッドの言葉にカルロスは深い安あん堵どの息が漏れる。

　ライネルの姿が見当たらないことに嫌な予感がするが、デイビッドが無事であることの方が重要だ。カルロスは心の底から安心した。

　自分の怪我は保健医の回復魔術で治るが……デイビッドはそうではないだろうから。

「デイビッドが無事なら良かった。お前に何かあったら、気が気じゃないからな」

「……」

　そんなカルロスの言葉に、デイビッドは俯うつむいた。

「あの……。カルロス……」

「ん？」




「……もう僕に関わらない方が良いと思う……」




　デイビッドのその言葉に、カルロスは目を見開いた。デイビッドは俯いたまま、カルロスに告げる。

「きっと、多分、向こうは手段を選ばなくなったんだと思う。これからは何が起こってもおかしくない……君だって無事でいられない」

　その言葉は、デイビッドの予想という形をしていたが……確信、いや、確定事項なのだろう。デイビッドは俯いたまま、一度もカルロスを見ない。

　その背中は、離れてくれ、と切実に訴えていた。

　もう彼は見ていられないのだ。自分の為ために傷つく誰かを。

　そんな彼の声なき声を確かにカルロスは聞いた。




「……断る」




　だからこそ、そうきっぱりとカルロスは断った。

「っ！」

　俯いていたデイビッドが反射的に顔を上げる。その瞳は今にも涙が零こぼれ落ちそうなほど潤んでいた。衝動的にカルロスの胸倉をデイビッドは掴む。

「ダメだ！　カルロス、君が傷つくだけだ！」

　そんなデイビッドをカルロスは真まっ直すぐ見つめた。

「傷ついているのはデイビッド、お前だろう」

「……！」

　目を見開き驚くデイビッドを、カルロスは抱きしめた。……初めて抱きしめたその身体からだは恐ろしくなる程、細くて軽かった。

「身体も、心も、限界なんだろ……デイビッド。なら、せめて、１人になるなよ。一緒にいるから」

「……っ……」

「俺は……どんなことになろうが、デイビッドを見捨てない……」

　カルロスもデイビッドもお互いに言えない秘密を抱えきれない程持っている。

　だが……だからといって、感情に嘘うそをつける程、２人とも割り切れているわけではない。

「なぁ、デイビッド。俺はきっと馬鹿なんだろうな。お前が俺を利用していたことなんて、早くから気づいていた」

「………………か、カルロス……？」

　その言葉にデイビッドは息を呑のむ。思わず未いまだカルロスを掴むその手が震える。カルロスはそんなデイビッドに構わず、話し続ける。

「でもな……どういう理由であれ、惚ほれた人間を見捨てるなんて、俺には出来ないんだよ」

「……馬鹿だ……」

「デイビッドにどんな事情があるかは知らない。想像もつかない。だがな、自分を傷つけて、追い詰められてるお前を、見てられない。抱えなくていい苦しみを抱えているお前を、救いたいんだ！」

「……馬鹿だ！　君は！」

　拒絶するように、デイビッドは抱きしめるカルロスを突き放す。

　２人の間に僅わずかに距離が出来る。触れそうで触れられないような、お互いに手を伸ばせば、縋すがりつくことも抱きしめることも出来るような距離……それが今の彼らの距離感だった。

　ただ無言の時間が過ぎる。

　カルロスは一切、デイビッドから目を離さない。

　その真っ直ぐな瞳にデイビッドはいたたまれなくなって、目を伏せた。

　やがて、デイビッドは力尽きたように保健室の床に座り込んだ。

　悟った。もうカルロスはどんなに拒絶しても避けても梃子てこでも動かないだろう……それこそ、デイビッドの最期まで、付き合うつもりだ。

　カルロスはベッドから降りると、デイビッドに手を差し出した。
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「……俺の手は取れないか？」

　その問いに、デイビッドは僅かに戸惑い、しかし、覚悟を決め、カルロスの差し出した手に自分の手を重ねて、カルロスに手を引かれ立ち上がる。

　距離感はそのまま、同じ目線に２人が立つ。

「……ねぇ、カルロス……君は、何もかも捨てる覚悟はある……？」

「……それは俺の台詞せりふだ。お前も、何を裏切ってでも俺に救われる気はあるか……？」

　デイビッドの憂いを帯びた目が、瞬きとともに、揺るがない決意に満ちたそれに変わる。

　そこにいるのは、ふわふわしたヘーゼル色の髪に茶色の目をした平凡な顔つきをした人間ではなく、流れるような煌きらびやかな金の髪に、レッドサファイアのような輝かしい赤紫色の瞳……かつて、世界一の美男子と呼ばれた美しい少年だった。







　第六十三話　約束







　最近、嫌な感じだなぁ。

　僕はペンを握りながら、後ろから向けられる視線に、口をへの字に曲げるしかなかった。

　テオドアはそんな僕に配慮してか、隣に座り、僕を抱き寄せた。でも、それはそれで恥ずかしいのですが！　あのここ食堂で、衆目があるんですが！

　ぼふっ、と湯気が立つくらい顔を真まっ赤かにして恥ずかしがる僕に、テオドアは眉まゆ根ねを寄せた。

「……驚く程、慣れないな。お前。俺達、何年一緒にいるよ」

「し、し、し、仕方がないじゃん！　慣れないんじゃなくて、今のテオドアがいけないんだ！」

　昔は僕も積極的にテオドアに抱きついたりキスしたり出来たけど、今はそんなこと出来ない。

　成長が早いテオドアはすっかり大人びて、かっこよくなっていた。まだまだ昔の面影はあるけど、美少年から美青年にシフトチェンジして、ドキドキが止まらない。毎日、惚れ直している。だから、どうしてもテオドアの一挙一動に緊張してしまう。もう気軽に抱きつくとか無理。

　身長もとうに追い越せないくらい伸びているし、まだ子どもっぽい僕とは対照的だ。せめて、大人っぽくなりたい！　なのに僕は童顔なまま！　テオドアと同じ人間なのに。遺伝子か、遺伝子が違うのか！

「出会った時ですら眩まぶしいイケメンだったのに、成長すると更にイケメンに磨きがかかるとか知らない！　もう本当に無理ぃ。直視不可能だよ！　何で成長するのさ！」

「無茶なことを言うな……」

　テオドアはそう呆あきれたように言いつつ、その顔は見惚みとれるくらい綺き麗れいで、僕は視線のやり場に困る。テオドアはふと、やっと身長が最近少し伸びたばかりの僕の頭を撫なで始めた。

「お前も変わったよな」

「そう？　何処が変わった!?　ほら！　テオドアくん、僕を褒め称えたまえ！」

「あぁ、可愛かわいくなった」

　可愛く、なった……。

　可愛くなった……。

　可愛いだと……！

　僕はがっくりと机に突っ伏した。

「ぶぅ……。どうせ、僕は童顔ですよ……」

「なんだよ、褒めてやったのに」

「男に可愛くなったは褒め言葉じゃありません！」

「では、言い換えよう」

　テオドアは内緒話をするように、僕の耳に息を吹きかけるように、耳打ちしてきた。

「……食べたい。その肌にも身体にも触れたい。アーシェルが嫌という程、喘あえがせて啼なかせたいくらい」

　僕は茹ゆでダコのように耳まで真っ赤になりながら、ブンブン首を横に振った。

「テオドア！　お、お触り禁止！」

　逃げるように耳を手で押さえた。うぅ……僕が耳弱いの知ってるからってなんてことを！　変にぞくぞくしちゃって変な気分……。

　逃げるように距離を取る。テオドアはやってやったって感じで、満足そうに笑っている。うぅ……くそぅ、意地悪する笑顔までかっこいいとか本当に卑ひ怯きようだ……。




　そんな時、ふと平民らしい誰かの噂うわさ話が聞こえた。

「あと１回、試験を乗り越えたら、卒業だねー」

「もう少ししたら、この学院も卒業か……この前、入学したような気がするのに」

「そうだね……ところで、卒業パーティーの噂聞いたことある？」

「噂？」

「パーティー中に好きな人と想おもいを告げ合うと一生添い遂げられるんだって、良いよね！　ロマンチックじゃない？」

「なに、その何処にでもありそうなありきたりで使い古された噂……」

「もう！　現実主義なんだから！　それにそういう噂にかこつけて、好きな人に告白する良い機会じゃない？」

「なるほど？」

「だから私、オネェ様に告白しようと思ってて！　まだ男の娘として未熟だけど、大丈夫かなぁ？　結婚してくださいって言って、頷うなずいてくれるかな？」

「……大丈夫じゃない？　ていうか、あんた男だったの？　貴方と３年の付き合いがあったのに、初耳なんだけど」




　そんな話に、僕は瞬きした。

　こ、告白か……。

　卒業パーティー……仕事のことばかり考えていて、全然、楽しむとか考えていなかったな。

　みんなにとって一大イベント、人生の門出……。楽しみにしている人は多いし、そ、そういう人生の大恋愛イベントをやろうとしている人だっているよね……。

　ふと、僕を抱き寄せるテオドアを見上げる。

　僕、なんだかんだ言って、テオドアにあんまり好きとか言っていないんだよね。

　そ、その……照れてしまって……。

　だけど、もし、卒業パーティーを乗り切ったら……全部終わらせられたら……。

　テオドアを……守れたら……。

「ね、ねえ。テオドアさ」

「あ？　どうした」

「そ、その……全部終わったら、時間をくれない？」

「……？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるテオドアに、僕は言葉を窮した。きっと顔の赤みはひいてない。目を泳がせながら、やっとの思いで言葉を紡ぐ。

「え、えっと、僕、テオドアに言えない言いたいことが、いっぱい、あ、あってね。あ！　決して、悪い話じゃないんだけど！　だから……良いかな？」

　随分、大きくなったテオドア。昔はちょっと見上げればそこにいたその人は、今は結構見上げないとその顔が見えない。けれど、いつまでも僕を見て、その目を離さない。そんなテオドアと目を合わせる。テオドアは察したのか、心底嬉うれしそうに……いや、待って、なんか違う！　狼おおかみが獲物を狙ねらう爛らん々らんとした目で僕を見てるんですが！　なんで!?

「あぁ、とても楽しみにしてる」

「て、テオドア、何か企たくらんでる……？」

「分からないか？　今夜、家に帰ってから一から予習として教えてやっても良いが？」

「お、お断りします！」

　そんな時。

　不意に、テオドアが涼しい顔で、完全にのぼせ上がった僕の額にキスを落とした。

　これぞ不意打ち……。

　あまりに甘いその感触に僕は天を仰いで、後ろに倒れた。

　うぐっ……心臓に大ダメージ……。

　これはもう……勝てない……。

　卒業パーティーまで、あと２ヶ月。

　テオドアと一緒にいる、この甘い甘い時間の為ために、何でもする覚悟はもう出来ている……。







　side 63.5　面倒極まりない（テオドア視点）







　今日の授業が終わり、自分の担当の授業も終わり、後は帰るだけとなった。

　アーシェルは公爵家の仕事があるとか言って、既に帰宅している。

　だから、必然的に今、俺は１人だ。

　転移魔術で即座に帰りたいところだが……今日は、珍しい。俺に客が来ているらしい。




「お初にお目にかかります。テオドア様」




　人ひと気けない場所にやってきた瞬間、奴やつは姿を現した。

　……立派な白髭ひげを蓄えた初老の男。誰だか分からないが、碌ろくでもない人間なのは即座に察せた。明らかに学院の関係者ではないのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。誰かの手引きでやってきた部外者……いや、敵か。

「何の用だ。カランザラの手先が」

「おや、バレていましたか」

　俺の言葉に奴は大して驚かなかった。奴も３年間、ずっと俺やアーシェルの周りを派手にうろちょろしていた自覚はあったのだろう。バレていてもおかしくはないと思っていたらしい。

　ふてぶてしく微笑ほほえみ、恭しい態度でこちらをジロジロと見ながら男は一歩一歩近づいてくる。

「テオドア様、貴方と一度話してみたいと思いまして、こちらから伺いました。……どうですかな？　貴方の生まれについて、気になりませんか？」

　……あぁ、とうとうこの日が来たか……。

　だが。




「興味ない。帰る」




　そう即答して俺は即座に転移魔術を行使しようとすると、男は目を点にして驚いた。

「お待ちください！　本当に興味ないのですか!?」

「ない。時間をお前に割くのが勿もつ体たいない。帰る」

「こういうものは話を聞くものでしょう!?　止まりなさい！」

「……」

「面倒くさそうな目を向けなさるな！　くっ、調子が狂う」

　最初の胡う散さん臭くさい取り繕った顔も忘れて、男は悪態をつく。無視して再度転移魔術を行使しようとすると、待ちなさい！　と吠ほえられた。

「本当に興味ないのか！　ご自身の生まれに！　貴方がどれだけ貴重な血を受け継いでいるか……！」

「全く興味ない。なぁ、帰っていいか？」

「……想像以上に扱いにくい……！」

　想像以上に面倒くさい。

　俺の生まれを知ったところで、もうとっくの昔に結論は出ている。だから、どうでも良い。死ぬ程、コイツの話に興味を持てない。早く家に帰って、アーシェルの帰宅を待つ方がよほど有意義だ。

　取り付く島もない俺に男は冷静な振りをしながらも、調子を狂わされて、苦い顔をしている。しかし、諦あきらめた様子はない。

　ため息が出るが、俺は１つ良いことを思いついた。

「……では、お前の必死さに免じて聞いてやろうじゃないか。で、何の用だ」

「……やっと聞く気になりましたか」

　男はため息を吐つき、口を重々しく開けた。

「良いですか。貴方は……大英雄カランザラ前皇帝リツウェル・カランザラの血を引く偉大な皇族の１人。貴方は我がカランザラの次期皇帝ともなれる人間です！」

　男は悦に入ったように朗々と語り出す。

「貴方は現皇帝を除いて、大英雄リツウェルの血を引く唯一の人間。リツウェルの威光をカランザラに遺のこす為にも、貴方はカランザラにとって、今、最も必要とされている存在！　どうです。自分の生まれに驚き、そして、恐れ慄おののくでしょう」

　そう言って男の目が俺に向く。

　その男の話を聞いて、俺は…………クソ面倒くさい生まれに、死ぬ程萎なえていた。

「はぁ……」

「我がカランザラの大英雄の血を引いているのですよ。何故なぜ、そんな反応なのですか。貴方は伯爵家の庶子などではなく、皇帝ともなれる高貴なる血を受け継いでいるのですよ」

「そう……他の奴を探したら？」

「貴方が唯一の血族だと言っているでしょう」

「萎えた。帰る」

「帰ってもらっては困ります！」

　恐らく、男は、皇族の血を引いている、皇帝になれると言えば、俺がカランザラ側に与くみすると思ったんだろう。舐なめられたものだ。

　そんな俺に男は奥の手とばかりに告げた。

「それに良いのですか。アーシェルが今後どうなるのかも知らずに」

「構わない。第一、お前ら如ごときが俺のアーシェルに何が出来る？」

「大した自信です。しかし、マイナスル公爵家であろうと、彼あ奴やつは予言で……欠伸あくびをなさるな」

　おっと長くなりそうな話にうんざりして、ついつい欠伸が出た。

　皇帝の話がダメなら、アーシェルか。本当に舐められているな。

　なら、こちらも大いに舐め腐った態度を取らせてもらおうか。

「……で？　アーシェルが何だ？　この俺の時間をお前に浪費してやっているんだ。さっさと話せよ」

「……まあ良いでしょう。聞いて驚くのは貴方……ちょっと！　聞いておいて帰ろうとなさるな」

　ついつい余計な前説の長さに帰りそうになった。

「結論から言え。結論から」

「……英雄の孫とは思えぬ」

「なった覚えはない。で、何だ？」

「……まあ良いでしょう。アーシェルは近くヤンファンガルの王族に処刑されます。どうですか？　信じられないでしょう？」




　アーシェルが……処刑される……？

　あのアーシェルが？




「ふーん……」

「え、えっ、何ですか？　その反応は？」

　男は俺の薄い反応に酷ひどく戸惑っているようだった。

「貴方、愛する人間が処刑されるのですよ？　何です。その淡白な反応。もしや、大してアーシェルを愛していないのですか？」

「何を勘違いしてるか知らないが、お前も馬鹿なことを言う。アーシェルが処刑されるわけがないだろう」

　アーシェルの処刑なんて、あの養父がまず絶対に許さないだろう。そんなことになったら、最悪、国を滅ぼすぞ、あの養父……だが……第一。




「そんなことになったら、俺はアーシェルを連れて、国から出る。当然だろう」




　男の顔が不可解だと歪ゆがむ。

　この男はやたら肩書きに注視しているようだが、身分も肩書きも国も俺には不要だ。俺にはアーシェルがいるのならそれでいい。そう結論が出ている。だからこそ、俺は無粋な真似まねをした男を思いっ切り鼻で笑ってやった。

「何をそんなに必死になっているか知らないが、貴様が俺に何を言おうと無意味だ。そもそも俺は血筋にも地位にも興味はない。じゃあな、爺じいさん」

　俺は今度こそ、男に背を向けて、帰路につく。

　そんな俺の背に、男が忌々しそうに捨すて台詞ぜりふを吐いた。

「私の忠告を聞かなかったこと、後悔しますよ」

　そんな男を俺は一いつ蹴しゆうする。




「俺達を舐めんなよ」




　転移魔術で帰る。

　ついでに気づかれないよう男に行使した魔術を発動させる。

　……あぁ、だいぶ時間を無駄にした。既にアーシェルは帰ってきてるだろうな……。

　しかし、それにしても、嘘うそか本当かはさておき、俺がカランザラの前皇帝の血筋……。予想以上に面倒な生まれだ。厄介事の予感しかしない。

　……ということはつまり、あの絵の人物は俺の祖父か？

　なら、あの絵は一体……？

　あれが俺の祖父だとして、祖父とアーシェルの曽祖父ひいじいさん、敵国同士の２人がどうして並んで仲良くしてんだ。そして、何故、アーシェルの曽祖父さんは、アーシェルと、カランザラの血を引く俺を引き合わせた？　ますます分からない……。

　ただ、１つ言えるのは……。

　どんな意図であれ、アーシェルの曽祖父さんが俺とアーシェルを引き合わせなければ、今の情勢を考えるに、俺がアーシェルを害する未来があったかもしれないということだ……。







　side 63.5　準備しなければ（ライネル視点）







　俺はカルロス兄様の目をかいくぐり、リカルドに会う。




　全すべては諸悪の根源であるアーシェル・マイナスルを潰つぶす為ためだ。アイツの罪を暴き、全てを白日の下に晒さらす。そして、俺はレオドールを陥れ、ヤンファンガルを兄様のものに！




　腹立たしい話だが、今、デイビッドのイジメはかなり陰湿で激しいものになっている。

　階段から突き落とすなんて序の口だった。魔術で転ばされたり、靴の中に針が仕込まれたり……そんな比較的小さいものから、上から物を落とされたり、劇薬を投げつけられそうになったり、洒落しやれにならないレベルのイジメもされている。

　デイビッドへの凄すさまじい殺意を感じる。

　だけど、犯人が分からない。何故か魔術は確認できても、犯人だけは露と消えて、見つからない。




　やはりアーシェルめ！　狡こう猾かつな方法を使っているに違いない！　カルロスや学院も騙だまし！　悪逆の限りを尽くしているのだ！　あのような奴やつをのさばらせるわけにいかない！　その後ろにいるレオドールも……！




　暇さえあれば、アーシェルを監視しているが、彼は基本的に１人で行動していない。友人らしいコンラッドやエイダンと共にいるか、テオドアと一緒にいて、気持ち悪いくらいベタベタしているところしか俺はまだ見られていなかった。アイツ、決定的な瞬間を見せない上に、尻尾しつぽも掴つかませない！




　やはり性悪だ！　アーシェルめ！




　兄様はイジメられているデイビッドを庇かばうせいで、最近、怪け我がをすることが多く、回復魔術を受けに保健室にこもることが多くなった。

　王太子候補の第二王子が何度も負傷する事態になっているのに、父も王宮の奴らも動かない。




　チッ……レオドールが邪魔しているんだ。流石さすが、性格の悪さはこういうとこに出るな！




　久々に会うリカルドは、恭しい態度で、頭を下げ、ライネルを出迎えた。




　リカルドはよく働く奴だ。俺の手足として、いい働きをする。アーシェルが魔術を行使したという証拠を集めてもらっている。




　だが、今のところ、現場の近くにアーシェルがいたという目撃証言だけだ。現場を見た奴がいない。

　クソ、確たる証拠がなければ、追い詰められない！




「……そのことなんですがね、ライネル殿下」

「あぁ？　なんだ？」

「もしどうしようもなくなれば、殿下の権力を使えばよろしいのではないですか？」

「何？」

「殿下ほどの権力の方が、一介の貴族に振り回されている方がおかしいのです。貴方はヤンファンガルの第三王子。王族の権威を今一度分からせれば良いのでは？　相手はただの貴族なのですから」




　なるほど！　その通りだ。アイツは公爵家、我がヤンファンガル王家の権力で黙らせるなんて可能だ！




　そして、リカルドは言った。

「それで提案なのですが……もうすぐ、学院の卒業パーティーがありますよね？　ライネル殿下の兄上が出られるパーティーですよ。……そのパーティーのど真ん中で、糾弾されれば、相手とて逃げられません。後は殿下の権力で追い詰められるのではありませんか？」

「なるほど、良案だ！」

　卒業パーティー！　まさに相応ふさわしい舞台じゃないか！　カルロス兄様の門出の舞台。そこで、アーシェルを糾弾し、レオドールを蹴け落おとし、カルロス兄様は、王太子になる！

　これぞ、理想の舞台！　卒業とともに兄様が、王太子になるのだ！

「それに向けて、準備しなければ……リカルド！　もっと証拠を集めてこい！　アーシェルが恥とともに後悔するようなものをな！」

「……はい、絶対に」

　俺は思わず、ほくそ笑んだ。







　幕間　サワーエンドルート　表







　…………。

　……………………………………。

　……………………。




『こんにちは！　お久しぶりです。私は案内役。このＢＬゲーム、「Dolce/bitter/sugar」をお遊びいただきありがとうございます。

　特殊ルートが開いたことを報告したいと思います』




　………………………………。




『特殊ルートは、全員の攻略対象の好感度が一定以下、尚なお且かつ、テオドアルートのフラグをへし折った場合に限り、開かれるルートです。通称、サワールートとも言います。

　このルートではヤンファンガルの隣国カランザラがメインとなります』




　……………………。

　…………。




『まず、テオドアルートの復習からやりましょう。テオドアルートはアーシェルから苛か烈れつなイジメに遭い、人間不信になったテオドアをデイビッドが救い、アーシェルを糾弾したルートです。その後、２人は卒業パーティーで騒ぎを起こしたとして爵位剥はく奪だつ後に国外追放されたのを機に、世界中を旅し、幸せになるのがシュガーエンドです。

　ですが、サワーエンドは、そんなテオドアルートのフラグをへし折ると解放される、カランザラ帝国との共闘を描いたルートです』




　……………………………………。

　………………………………………………。




『カランザラ帝国は民衆の自由を重んじる平和平等の国です。正に理想国家。そんなカランザラ帝国は、現皇帝の妹で行方不明となっている姫君を探していました。

　それを知っていた悪役令息アーシェルの実家、マイナスル公爵家はいち早く姫君を見つけ、丸め込むと彼女を使ってカランザラ帝国を裏から掌握しようとしていました。やがて、彼女は子どもを作ります。それがテオドアです。マイナスル公爵家は時機がくれば、彼をカランザラ帝国の真の統治者として仕立て上げるつもりでした。

　しかし、彼はマイナスル公爵家に従う気はなく、むしろ、アーシェルに長年虐げられて復ふく讐しゆうに燃えていました。デイビッドとのフラグをへし折った彼は、秘密裏にカランザラに与くみし、マイナスル公爵家、ひいてはヤンファンガルの滅亡を目指します。

　そんなテオドアを放っておけず、デイビッドもまたテオドアに協力します。

　そんな時、デイビッドはラフェエルに出会います。

　そう！　このラフェエルこそが、隠し攻略対象！　カランザラ帝国元第一皇子ラフェエルです。彼は養父の命令でヤンファンガルを滅ぼしに来た工作員です。

　彼は学院に留学生として潜り込み、ラファエロや弟のリカルドとともに、水面下でヤンファンガルを追い詰めます。

　このサワールートでは、彼と協力し、仲を深めながら、ヤンファンガルを滅亡させる為に行動することとなります。

　また、このルートのみ、ビターエンドもシュガーエンドもありません。サワーエンド一択です。

　ラフェエルと結ばれ、ヤンファンガルを滅亡させたデイビッドですが、ラフェエルにはまだ秘密がありました。それがカランザラへの復讐です。デイビッドは彼と協力し、リカルドと敵対しながらもカランザラも滅亡に導き……そして、２つの国を壊した彼らは瓦が礫れきと死体の山で力尽きて亡くなってしまいます。とまぁ、かなり酸っぱいエンドです』




　………………。

　………………。

　………………。

　……ぅ…………………………。




『また、このルートはテオドア、ラファエロ、ラフェエル以外の攻略対象は全すべて敵となります。彼らはこのルートのみアーシェル側になり、デイビッドを妨害するでしょう。

　そんな彼らを蹴け散ちらし、デイビッドはラフェエルと結ばれるのです。

　そして、このルートのテオドアは自らの手でアーシェルを殺し、カランザラ帝国の皇帝として即位します。彼は復讐を成したのです。

　アーシェルは基本的にどのルートでも処刑される運命にありますが、このルートのみ、殺害エンドです』




『ま、悪役なので当然ですね』




『では、ここでまたお会いしましょう』




　……………………。

　………………………………。

　……。




　……………………。




　……ぅ、ううん……。










　あれ？　よく寝てたみたい……。

　確か、僕、仕事から帰宅してリビングのソファで資料漁あさっててそれから……？

　それに何だか、凄すごく温かいものが隣にある……。もうちょっとこのまま……とかダメかな？　凄く居い心地ごこちがいいから、もうちょっとくっつきたい。

　寝ぼけた頭のまま、その温かいものにくっつく。すると、それがびっくりしたようにすすっと離れていった。

　離れていくのやだなぁ。そう思って、手を伸ばしてそれを抱き寄せる。結構、大きい。僕よりも大きいんじゃないかな？

　……熊……？　そんなわけないか。

　僕は温かいそれに顔を埋うずめて、二度寝を決め込んだ。凄くいい匂においするし……何か安心する……。

　おやすみなさい……。







　幕間　サワーエンドルート　裏







　生まれを誇ったことなどない。

　今までの己を嘆いたことなどない。

　ただ、生きたかった。

　人らしく、幸福になってみたかった。




　しかし、そんな陳腐でありきたりな願いさえも、あの悪人が私し怨えんで全て灰にしてしまった。




　俺の名前は、テオドア。




　今はただ復讐を望んでいる者。










　城が、街が、家が、焼け落ちていく。

　王都は悲鳴と業火に包まれていた。人々は逃げ惑い、負傷した者は悲鳴をあげて、やがて、全員、死に絶えていく。




　たわいない。




　国が落ちるまで、ほんの一瞬だった。

　実に簡単だった。たった一撃で、この国は落ちた。

　あっという間に、生きている人間を数える方が、死んだ人間を数えるより容易になってしまった。




　しかし、腹立たしい。

　まだ奴やつは生きている。




　そんな荒土と化した王都を迷わず進む。

　隅々まで火に呑のまれた王都だが、目的の人物は郊外に逃れて、しぶとく生き残っているのを確認した。




　俺は急いだ。

　全てはこの手で殺す為ために。

　絶対に逃がさない……！




　崩れ落ちた学院。

　そこに勤めていた教師や、通っていた生徒が死体の山になって倒れている。生きているか死んでいるか分からない。しかし、そんなものどうでもいい。早く行かねば……！

　そうして足早に向かった学院の屋上に、その人間は……憎きその人はいた。

　正直、意外だった。

　自分の屋敷か王宮にいそうだったから。

　屋上に足を踏み入れると、ソイツはこちらに背を向け、爆風で飛んできたらしい瓦礫に腰かけ、燃え盛る街をただただじっと遠くに見つめていた。




　剣を手に取る。

　相手の様子から、抵抗の意思がないのは分かっていたが、すぐさま斬り捨てたかった。

　憎い、憎い、そう思っていた相手を殺せることに、興奮すら覚えていた。

　俺が近づくとソイツは立ち上がって、こちらを振り返った。

　俺にいつも向けるあの嘲あざけりの目が俺を……。




　見ていなかった。

　その瞳ひとみは驚く程に無表情で凪ないでいた。




　諦てい観かん。




　そのたった２文字の言葉が思い浮かぶ程に、彼から感情が抜け落ちていた。いつも自分を見下していた彼とはまるで別人だった。

　思わず、足が止まる。

　彼は、こちらを視認すると、抑揚もなく淡々とした声で出迎えた。




「こんなところまで御足労だったね。テオドア」




　まるで人形が喋しやべっているようだった。無表情で声にも感情がない。自分が知るその人と全く違いすぎる。彼は正しく虚無そのもののようだった。

　なんだ、コイツは……本当に、俺が知ってるアイツなのか……。

　戸惑いが隠せない。気持ち悪くすら思う。

　そんな自分の前で憎きその人は……アーシェルは、諦あきらめに満ちた抑揚のない声で妙な提案をしてきた。

「せっかくだし、お話ししようよ。テオドア。君と話してみたかったんだ。あ、そうそう。僕はね、君が知ってるアーシェル・マイナスルじゃないの」




　………………は？




　絶句する。

　コイツは……何を言っている……？

　無言を肯定と捉とらえたのか、彼は喋り始めた。

「ありがとう、時間をくれるんだね。早速……知らない方がいい話だけれど、話していい？　ずっと誰かに聞いて欲しかったんだ」

　その口調はやや明るくなったが、やはり、彼は無表情だった。

「僕、実は、強制力って言うのだけど、それの操り人形でね。14歳の時から今までずっと人形として生きていたんだ。君が見てきたアーシェル・マイナスルは、強制力、いや、神様が作ったキャラクターなの」

　は？

　そう言われて誰だれが信じられるだろう。

　しかし、現に彼は自分の知ってる彼ではない。信じるしかなかった……。

　彼は淡々と続ける。

「言うならば、僕ってＮＰＣってやつなんだけど、分かるかな？　誰かの脚本を円滑に進める為の都合のいいキャラクター……それが僕なんだ。

　役柄は、主人公の邪魔をして、君をカランザラの皇帝にする為の憎まれ役ってところかな？　あくやくれーそくだっけ？　そんな感じの名前の役。

　君を虐め抜いて、君に復讐を決意させて、君を皇帝にする……それがゲームの展開として面白いってあの人は思ってるみたい。

　だから、あの人は君の義兄あにになる僕を悪役にしたの。……僕ね。この数年、自分の意思で動いたことがないんだ。今この瞬間だけはバグらしくて、素の自分でいられるみたいだけど……。

　そうそう。言っとくけど、それらしい立ち位置にいる人間なら、あの人は、どんな人間も悪役にしちゃうんだよ。僕じゃなくても本当は良かったんだ。

　そう僕は、君がマイナスル公爵家に来た時点でハズレくじを引いたの。それまでは普通に生きていたのに、神様は可哀かわい想そうなイケメンが好きらしくて、丁度いい立ち位置にいる僕を人形にしちゃった」




　理解が出来ない。

　意味が分からない。




　いや、違う。分からないんじゃない。そう思うように誰かに強制されている。

　今目の前にいる加害者に……いや、被害者に同情をさせない為に。

　そう思うと急激に霧が晴れていくみたいに自分の頭の中がすっきりしてくる……。

　次第に、仇かたきだとずっと思っていた彼が、随分小さく見え始めた。その身体からだは肋あばらが浮くほど痩やせていた。

「テオドアは、あの人のお気に入りだから、良いよね。僕みたいなやられ役じゃないし、才能も成功も人生もちゃんと用意されていて、幸せになれる。……だから、ずっと君が羨うらやましかった……。強制力は僕に悪役になれ、と言うけれど、僕には破滅と死しか用意してくれない。僕も、君みたいに自由に生きたかった」

　そこで初めて、アーシェルは力なく笑った。

　その消えるような……絶望しきった人間の笑顔に、思わず、手に持っていた剣を落とした。

　アーシェルは歩き出した。一歩一歩、瓦礫だらけの屋上を歩く。

「強制力は今、僕に自分の愚かな人生を後悔しながら、君に無様に刺されて惨めに死ねと言うんだ。ざまぁ？　って言うのかな？　悪役がドン底になって惨めに死ぬと神様は、快感で幸せになるんだって。よく分からない感覚だけど、そうじゃないとゲームは面白くないって言うんだ。

　でも、考え方によっては、僕の死で誰かが幸せになるのなら、憎まれて殺される役の僕にも生きた意味があったのかもしれない」

　歩いていたアーシェルが足を止めた。

　……そこは屋上の端。遥はるか下に焦土と化した地上を望めるそこに、アーシェルは立った。

「……でも、やっぱり、僕が欲しいのは生きた意味より、自由だ。

　……あぁ、これは愚痴ね。聞き流していいよ。

　ずっと自由のない生活の中で考えてた。テオドアの義兄弟きようだいになっていなければ、したくもないイジメをやらされ、欲しくもない地位に無駄な努力を割かず、認められたいと有りもしない野心に身を焦がすこともなかった……独りぼっちになっていなかったと思うんだ。実際、君に出会うまで僕はただのお菓子が好きな子どもで、友達だっていたもの」

　灰まじりの風が吹き向けて、彼の色のないパサついた髪を撫なぜた。

「僕は、きっと両親に愛されたままだったし、友達も仲間もいたままだった。憂ゆう鬱うつな学院だって楽しかったかも。それにレオドール殿下とだって過度に執着されずに良い同志になれた……。みんなに酷ひどいことをすることもなかった。カルロスとはどうしても相あい容いれないけど、悪友くらいにはなれたかな？　そんでもって、もしかしたら、こんな僕でも、恋することがあったかも……あの人を無視出来ていれば、僕の人生はこうだったはず……もう有り得ない話だけど。

　あぁ、でも……」

　ふと、アーシェルの諦めに満ちた仄ほの暗ぐらい目が自分の方を向いた。その唇は未いまだ微笑ほほえみを浮かべていたが、その瞳はうっすら潤んでいた。

「……君のこと、こんな風に言ってるけど、嫌いじゃないよ。あの人がいなければ、仲良くしたかったくらいには君のことを好ましく思っていたんだ。結局、僕にはそんな権利なかったし、生き方を選ぶことすら僕には出来なかったんだから……」

　風が吹いている。吹き付けられる度に、死臭と硝煙が自分と彼に纏まとわりついていくような、ぞっとするような感覚が襲う。

「これからもきっとそう……だけど、もう流石さすがに心が持たないよ……。ねぇ、君の幸せって本当にどうしても僕を犠牲にしなくちゃ手に入らないものだったのかな……？　分からないけど。ねぇ、僕は君の為ためになった？」

　一ひと雫しずく、水滴が瓦礫だらけの崩壊しかけた屋上に落ちる。

「なったといいな。そうでないと、僕が君の人生の犠牲になった意味がないもの。だから、ねぇ、頼むよ。僕の人生の代わりに、幸せになって？」

　そう彼は、一方的に言うと、骨のようになってしまった手を振った。

「じゃあね……テオドア」

　そして、彼が宙に一歩踏み出した瞬間。

　忽こつ然ぜんと彼は消えた。

　屋上には誰もいない。気配すらない。

　ただ、下から、嫌な音がした。










　そうして、そこには激しい後悔だけが残った。

　……確かに今……。

　取り返しのつかないことを、殺してはいけない人を死に追いやってしまったのだと、気づいた。

　誰かの都合で、誰かの悪意で、誰かの屁へ理り屈くつで、彼も自分も人形のように操作されていた……それだけでも手が震えるが、それよりも失ってはいけないものを喪うしなった事実に絶望した。

　世界が急速に色を失なくしていく。

　風が吹き荒すさび、渦を巻いて学院の建物を吹き抜けていく。風は吹き抜ける度に甲高いけたたましい声をあげた。それは慟どう哭こくにも聞こえた。

　崩れ落ちるように、屋上に膝ひざをついて項垂うなだれる。

　どうして彼に復ふく讐しゆうしようと思ったのか、今となっては、さっぱりその激情が思い出せない。王都を壊したのだって、カランザラに与くみしたのだって、どうして、そんなことをやってしまったのか……霞かすみがかかったかのように動機と衝動が思い出せない。

　しかも、彼に虐げられたのは確かなのに、彼が自分にどんな表情を浮かべていたかは酷く曖あい昧まいになってしまった。

　そもそも彼はどんな人間だっただろうか……。酷い人間だったはずなんだ。だが、どんな人間だったか分からない。彼の性格も好みも服装も、彼がした悪事や暴力さえも思い出せない。確かに義理とはいえ兄弟だったのに。

　……俺は結局、何を見ていたんだ……。

　幸せになって。

　呪のろいのようにその言葉が頭の中で反はん芻すうする。

　どうして彼は俺にそんなことを告げたのか……。

　彼は俺を恨んで当然のはずだ……。俺が弟になったせいで彼は人生の全すべてが狂った。なのに、彼は俺を大して責めることもなく消えた。

　でも、何故なぜだか分かることがある……。

　あぁ、俺達は本来、こんな関係ではなかった。

　強制力というものが……神がいなければ……。

　もっと……きっと……対等で、尊重し合うような……愛し合うような……。

　そんな関係だった……。

　あぁ。

　喪ってはいけなかった。

　時間を……巻き戻したい……。

　それが出来れば……もう一度、やり直せる。

　……やり直して、そして、今度は絶対に……！










　……そこで、俺の夢は覚めた。




「…………っ！」




　思わず、飛び起きかける。しかし、俺に凭もたれ掛かって寝るソイツ……アーシェルが体勢を崩しかけて倒れそうになり、慌てて、元の体勢に戻った。

　気づけば、ソファに座り２人並んで眠っていたらしい。確か、リビングでアーシェルが資料を片手に船を漕こいでいて、あまりに眠そうだったからアーシェルに毛布をかけて肩枕してやったのだ。そうしているうちに俺もいつの間にか眠っていたようだ。

　すぐ隣にいるアーシェルを見れば、平和ボケした実に呑のん気きな寝顔で涎よだれを垂らして眠っていた。いい夢でも見ているのかもしれない。

　それに、俺は思わず、脱力した。

　だが、全身、嫌な汗が纏わりついている。

　妙にリアルな悪夢を見た。

　あれは、何だったのか……。何故、俺はアーシェルを手にかけようとしていた？　そして、アーシェルは何故……。




　……っ!?




　考えようとすると鋭い痛みが頭を走る。思わず、頭を抱えると、そんな俺など知らないアーシェルが顔をふにゃっと緩めて、擦り寄ってきた。

　先程の夢もあって、思わず身を捩よじるが、寝ぼけたアーシェルに抱き寄せられてしまう。そのままアーシェルは俺の腕に顔を埋めて、ご満悦といった顔で寝てしまった。

　……本当、こっちの気も知らないで、相変わらずマイペースな奴やつ……。

　そんなアーシェルに手を伸ばす。

　温かい。生きている。明るいブラウンの髪から覗のぞく、緩みきっている頬ほおを突けば、むぅ、と不満げな声を出した。

　……決して、夢の中のあの人ではない。

　あんな絶望しきって壊れてしまったような……見たくもない姿になった、あの人では……。

　呑気に眠るアーシェルの頭はちょうど寄りかかるには丁度いい場所にある。俺はアーシェルの頭を枕に凭れ掛かった。眠るアーシェルの口から、ぐぇっ、という声が漏れたが気にしない。

　あの夢は、妙にリアルな夢だったが、確実に、夢の中のあの俺は、俺ではない。

　俺だったら、あんな未来にさせない。あんな寂しい最期にはさせない。……あんな悲しい言葉を言わせない。




「おやすみ、アーシェル……」




　何でもないように、わざとそう言って、俺はアーシェルの隣に寄り添う。

　何がなんでも……この温ぬくもりを忘れないようにしなければ。俺はそう直感した。







　第六十四話　卒業パーティー開始







　学院に、祝典やパーティーといった行事は数える程しかない。

　入学式、卒業式、そして、卒業パーティー……ぶっちゃけそれだけだ。

　他国の学校には文化祭とかダンスパーティーとか創立記念式典とかあるらしいけど、ヤンファンガル最高学院は、実力主義のエリート養成校としての側面が強い為ために、行事を最低限にしているのだ。その分、授業と学習に注力している。

　だから、唯一行われるパーティーである卒業パーティーは気合いの入れ方が違う。

　会場は学院の大ホールだが、スタッフは国中から集めた優秀なスタッフのみ、楽団や料理人も著名な人物ばかり……。ヤンファンガルの総力をあげて、卒業生を送り出すのだ。

　だから、並べる料理も材料から厳選されており……つまり……。

　スイーツも……。

　超・豪・華！

「ん～～～！　早く食べたーい！」

「アーシェル様、涎、涎……！」

　会場の壇上で学院の学長が、卒業パーティーの開会宣言をしている中、僕は会場で出されるスイーツに思いを馳はせていた。隣にいるエイダンに指摘されて慌ててハンカチを出して拭ぬぐう。

　丁度、その時、学長の話が終わった。

　そして、開始を宣言するように楽団の華やかな演奏が始まり、卒業パーティーは始まった。

　寂しさを帯びた和気あいあいとした人々の会話が会場を包んでいる。会場の中央ではダンスも行われていて、パーティーは盛り上がっていた。

　僕達は先程、卒業式を終えて、この会場にやってきた。卒業式はコンラッドが卒業生代表で出ていて、かっこよかった。新入生へのスピーチが良かったから、選出されたらしいんだけど、あれはナイス人選だったよね。

　そのコンラッドは今、魔術省大臣のお父さんと会場中を挨あい拶さつ回まわりしている。顔見せというやつも兼ねて。

　実は、コンラッドは卒業して直ぐに魔術省に入ることが決まっている。一般職ではなく、一流の研究員として。

　出会った頃ころ、あれだけ腐っていたコンラッドだけど、この３年、ずっと地道に魔術研究を続け、成果をあげて、魔術省に研究者として入るまでになった。本人曰いわくテオドアにはまだまだ及ばないらしいけど本当に凄すごい話だ……。

　新入生だった頃のコンラッドに見せてあげたい。……まぁ、今のコンラッドが、腐っている頃の自分に会ったら、きっと黒歴史の自分に悲鳴をあげるかもだけど。

　エイダンは今、僕の隣にいるけど、もうすぐやってくるその人が来たら、すぐにそちらに行くはずだ。

　エイダンは卒業した後、ハートレス伯の商会の跡取りとして本格的に働く予定だ。

　……そして、なんとこの卒業パーティーの３ヶ月後、結婚式を挙げる。

　とうとうドミニクと結婚するのだ。

　ドミニクは騎士団の中で異例のスピードで大出世し、とうとう騎士爵位を叙勲し、エイダンと釣り合う身分になった。

　エイダン曰く、早く結婚したくて頑張ったそうだ。

　愛って凄いなぁ……。

　今、エイダンはそのドミニクを待っている。今日急きゆう遽きよ、任務が入ったらしく遅れて来るんだそうだ。ドミニクが来たら、卒業の挨あい拶さつがてら、お世話になった人達に、結婚の報告に行くんだって。

　エイダンがドミニクを引っ張り回しながら、如何にドミニクが凄いか色んな人に語りまくって、ドミニクを死ぬ程赤面させる未来が見える……。

　そんなことを思ってると、エイダンがワインを片手に僕の方を見た。

「アーシェル様は卒業されても、今まで通りですね」

「まあね。側近業しつつ公爵家の仕事だろうね。でも……カルロス殿下との婚約者候補の件は解消かな」

「おや、派閥の釣り合いの為のあれですか？」

「うん、もう必要ないかな、と思って」

　そう話していると、噂うわさしていれば影、カルロス殿下その人が来た。

「ここにいたか、アーシェル」

「もしかして、探していました？」

「あぁ。ちょっと用がな……テオドアがいないな？　何処にいる？」

「テオドアは今、学長に捕まってますよ」

　僕がそう言うと、全員、学長の方を向く。

　テオドアは学長から熱心なアプローチを受けていて、逃げられず険しい顔でそこにいた。

　アプローチと言っても恋愛的な意味のそれじゃない。学院の教師にならないかとスカウトされているのだ。

　元々テオドアは頭良いし才能あるし学院の試験でオール満点を取るような天才だ。そんなテオドアの授業は新入生達に分かりやすいと大好評で、人気の授業だったらしい。その才能と人気を惜しんだ学長がこのまま教師になってくれないかと先程からテオドアを捕まえて、必死に勧誘して説得している。

　でも、テオドアは学生だった頃はともかく、元々魔法騎士で魔術研究もしている多忙の身だ。学院の教師なんて出来るわけがない。だから、今、必死に断っていた。

「……大変だな。テオドアも」

　そう言いながらもカルロス殿下はホッと息を吐いた。……殿下、隠せてませんよ、安あん堵どの息。殿下、未だにテオドアが苦手なんだよね……。むしろ、３年経たって、酷ひどくなったような……。

「テオドアがいないなら、仕方がない。アーシェル、お前だけでもいい」

「どうしたんです？」

「今は挨拶回りでそれどころじゃないが、後で落ち合わないか？　色々と話したいことがある」

「えぇ、良いですよ。僕、壁際でずっとスイーツ食べてるんで」

「……相変わらずだな……」

　カルロス殿下は呆あきれたように、肩を竦すくめた。

　ふふん、実はさっき凄く惹ひかれるスイーツを見つけたんだよね。

　宮廷料理長手作りの高級生クリームバニラカスタードプディング蜂はち蜜みつキャラメル金平糖ゼリービーンズ全部のせ!!

　なんて夢みたいなスイーツ！　まるで僕の為にあるよう！　ゲロ甘ドロ甘ベタ甘！　やっふー！

　テオドアもまだまだ解放されないし、プディングいっぱい食べて、カルロス殿下を待ってようっと！

　思わずにんまりして小躍りしていると、エイダンとカルロス殿下が小声で話し合う。

「……アーシェル様、本当にスイーツがお好きですよね……」

「もう病気だろ、病気……」

「きっと食べるの、宮廷料理長手作りの高級生クリームバニラカスタードプディング蜂蜜キャラメル金平糖ゼリービーンズ全部のせですよ」

「……なんだその頭悪い暴力的なスイーツは。甘さで人を殺す気か」

「絶対アーシェル様しか食べられませんよね、あれ」

　２人がそんな話をしているとも知らずに僕は、夢のスイーツに心を躍らせる。カスタードプディング！　カスタードプディング！　絶対美味おいしいよ！　あれ！

　そんな僕らをじっと見つめる目があることに、僕は素知らぬ振りをしながらもずっと気づいていた。







　第六十五話　夢の時間をぶち壊される







　ヤンファンガル国。王都郊外にある、ヤンファンガル最高学院の大ホール。

　そこで行われている卒業パーティーは今、最も盛り上がっていた。

　学院に通っていた生徒やその父兄が集い、学院最後の夜を楽しく過ごしつつも、別れや寂しさで涙を濡ぬらし、明日から始まる新しい人生に思いを馳せていた。

　その大ホールの真ん中に、ライネルは立った。

　やっと今日が来た。

　この日をどれだけ待ち望んだことか……！

　栄光の未来はすぐそこにある！

　ライネルは、卒業生達の惜別の時間を裂くように、そして、新たな時代を告げるように声をあげた。




「卒業パーティーの真っ最中にすまない！　ダンス中の生徒は申し訳ないが、会場の中央を空けてもらいたい。楽団！　一いつ旦たん、曲を止めろ」




　会場にいた全員がライネルに視線を向ける。

　何事だと驚き、こちらを見る群衆！　もっと自分を見ろ！　俺は今日英雄になるんだ！　ライネルはこの状況に確かに興奮していた。

「アーシェル！　アーシェル・マイナスル!!　いないのか！　いるのなら、今すぐ、私の前へ来い！」

　突然、名前を呼ばれたアーシェルは思わず、大好物のカスタードプディングをスプーンにのせたところで固まってしまった。

（……ん？　僕呼ばれた？）

　突然の呼び出しに目を瞬く。壁の花同然に人目につかない会場の隅でちまちまプディングを食べていたアーシェルからは、会場の中央はたくさんの人集ひとだかりで見えない。だがとにかく、会場の中央から自分の名前が聞こえて、何やら只ただ事ごとではない雰囲気が会場に広がっている。

　そんなアーシェルのもとへ、慌てた様子のカルロスがやってきた。

「アーシェル！」

「遅いですよ。プディングのおかわりに行けなかったじゃないですか……ん？」

　ふと、アーシェルはそう言いかけて、ハッとした。目が眩くらむ程の強い既視感に襲われる。思わず、頭を押さえて、首を捻ひねる。

　手にあるカスタードプディング。会場の中央から自分を呼ぶ声、目の前にいるカルロス。

　……あれ？　いつだったか、この光景を見たことがあったような……。

　顔を上げるとカルロスが頭を押さえるアーシェルを心配そうに見ていた。

「アーシェル？　大丈夫か？」

「あ、いえ……」

　口ではそう告げるが、気持ち悪くなる程の既視感に表情が歪ゆがむ。

　しかも、何故か、何となくこの後、何が起こるか分かる。

　この後、カルロスに了解を取って会場の中央に行こうとすると、カルロスはアーシェルの手を掴つかみ、会場の外に向かって早歩きで向かい出すはずだ。そして、アーシェルが持っているカスタードプディングは彼の手により会場に置いていかれるのだ。

　そして、自分は抵抗虚むなしく、カスタードプディングを食べられないまま、会場の外へ……。

「アーシェル？」

「カルロス殿下、今、僕からカスタードプディングを取り上げて、僕を外に連れ出そうとか考えてました？」

「いや、アーシェル、それどころじゃ！」

「答えてください」

「……どうしたんだよ!?　こんな時に変なことを言って！　全く！　あぁ！　確かにお前を連れ出そうとした！　今、ライネルがお前相手にやらかそうとしている。しかも、卒業パーティーをぶち壊してだ！　国としても重要な式典でアイツは……！　チッ、ライネル、あれ程、問題を起こすなと」

「……」

　ライネルが何を考えているかは分からない。

　卒業パーティーは学院が取り仕切っているが主催は国王陛下。今後の国政を担うエリートになる学生達の門出を祝う……逆にいえば、国王陛下の忠実な部下になったことを祝うパーティーだ。

　そんなパーティーを私事尚且つ私し怨えんで中断させるようなことをして潰つぶすなんて、陛下の顔に泥を塗るどころか正面切って石を投げつけるぐらいヤバイ所業。ライネルはそれを知っているのだろうか……知らないだろうな。

　だから、カルロスはライネルが起こした騒動から、せめてアーシェルだけでも助けようとしたのだ。巻き込まれたら、アーシェルだってただでは済まない。

　だが、今、会場の外に連れ出されると、アーシェルはカスタードプディングを食いっぱぐれるのだ。

　そう！　あの！　夢のような！　カスタードプディングを！　食べられない未来になるのだ！

　夢の時間をぶち壊される！

　ライネルただ１人のせいで……！

　アーシェルからすっと笑顔が消える。そして、絶対零度のような冷徹な貴族の顔になったのをカルロスは目の前で見て、思わず、悪寒がした。

「あ、アーシェル？」

「カルロス殿下……腹、括くくってくれません？」

　12個も食べられずに外に連れ出されるのは嫌だ。

　ライネルの正確な意図は分からないが……別の人間の思惑は感じ取れる。幸い、準備は出来ている。この日に向けて、地道に積み重ねてきたそれを使うのは今。

　……そして、敵を木っ端微み塵じんに無茶苦茶にしてやろうじゃないか。

　僕の至福のひと時を台無しにした代償は大きい！

　一方、アーシェルの言葉に、カルロスは顔を手で押さえて、深い息を吐いた。




　……それは諦あきらめたようなため息だった。




「アーシェル、やるのか？」

「えぇ、僕の至福のスイーツタイムを潰してくれましたし、今ここでライネル殿下を無視して出て行っては、殿下が荒れて問題が大きくなるだけでしょう。それにこのタイミングを思うに、ライネル殿下のバックにカランザラがいます」

「……！　まさか……！」

「そのまさかだと思います。ライネル殿下の騒動ではなく……カランザラが動いたと思う方が良い。舞台は向こうがわざわざ用意してくれたようですし、計画より早いタイミングな上に大勢の人を巻き込みますが……やります」

　その言葉にカルロスは息を呑のむ。

　とうとうその日が来た。

「アーシェル、卒業パーティーを荒らせば、誰だれであろうと処罰は免れない……分かっているよな」

「ああ、それは問題ありません。僕、今なら、どうとでもなります。レオドール殿下のおかげでね」

「兄上が……分かった。アーシェル、俺がどうなろうと構わない。いずれ、こうなると分かっていたしな。……ただ、これだけは頼む……ライネルを正気に戻してくれ」

　そのカルロスの言葉にアーシェルは笑った。

　そして、まだ口をつけていないカスタードプディングとスプーンを自分の亜空間収納に入れると、会場の中央に真まっ直すぐ向かう。

「お呼びでしょうか？　ライネル殿下」







　第六十六話　暗幕が落ちる（ライネル視点）







「お呼びでしょうか？　ライネル殿下」




　ようやく、ソイツが来た。コイツ！　俺に恥をかかす為ために、わざと遅れて来たな！




「呼んだら早く出ろ！　卑しい罪人め！」

「おや、僕を罪人呼ばわりとは随分、物騒ですね」

　にっこりと腹が立つ笑顔でアーシェルは俺の前に出る。この俺に呼び出されたというのに、緊張感の欠片かけらもない。クソッ、舐なめてやがる。

「貴様ァ！　随分、余裕のある態度だな！　その態度、今に後悔するぞ！」

「そうですか？　で、御用は何ですか？　僕個人的なことで皆さんのお時間を取ってしまうのは気が引けますので、早めに終わらせて欲しいのですが？」

「フン、早めにねぇ、では、言わせてもらおう」




　その舐め腐った態度、すぐさま青ざめさせてやる。

　俺は大ホールの隅々まで聞こえるよう高らかに告げた。




「アーシェル・マイナスル！　お前はカルロス兄様の大切な友人であるデイビッドを、そして、カルロス兄様を傷つけた！　実に許し難く度し難い！　お前は、デイビッドをいや、カルロス兄様を傷つけることで、カルロス兄様を貶おとしめるつもりだったのだろう！　その罪、ここで詳らかにしてやろう！」




　俺の言葉に会場は騒然となる。公爵家の人間の大罪に皆、信じられないのだろう！

　そんな騒然となる人々の中にデイビッドがいた。暗い顔で俯うつむき、その両手は震えている。アーシェルに怯おびえているのだな！

　丁度いい！

　俺はデイビッドのところまで歩み寄り、手を掴むとホールの真ん中に引っ張り出した。

「ほら！　デイビッド、この俺がお前の為にこの場を設けたのだ。よく見るがいい！」

　だが、デイビッドは、一切、顔を上げない。この俺がここまでしてやっているのに失礼な奴やつ！　しかも、俺が後ろ盾になっているのに、怯えたように震えている。泣いて喜び、胸を張ればいいのに。まぁ、いい、カルロス兄様の想おもい人だ。寛大な心で許してやろう。

　俺はアーシェルを糾弾すべく彼を指差した。

「このデイビッドは何もしていないというのに、ある時から虐められるようになった。水をかけられ私物を壊されただけに留とどまらず、階段から魔術で突き落とされ、劇物を投げつけられそうになるなど殺人未遂まである！　その非情で卑ひ怯きような悪逆の所業！　万死に値する！」

　そして、前々から準備していたソイツらを呼んだ。

「証人！　出ろ！」

　俺は証人となる貴族の子息や令嬢４人をホール中央に並ばせる。

　リカルドが見つけた有力な目撃者だ。リカルド曰いわく、全員、アーシェルを見たという。確たる証拠だ。だが……４人とも何故なぜかアーシェルを見た瞬間、死にそうな程の顔面蒼そう白はくになった。

　何故だ？　何を怖おじ気けづいている！　さっさと証言させるべく命じる。

「さぁ、お前達が見たままを話せ！」

　ところが、４人は怯えて顔を見合わせるばかりで、一向に口を割らない。何をグズグズしているんだ！

「おい！　話せと言っている！　とっとと話せ！　俺の命令が聞けないのか！」

　その言葉に４人は震え上がる。そうだ。立場は分かっているだろう！　やっと奴らが、喉のどを引ひき攣つらせながら、証言し出した。

「わ、私は……デイビッド様が転ばされた時、茶髪の人を見ました……！」

「ボク、ボクは、デイビッド様が頭上から椅子を落とされた時、逃げていく……茶、茶髪の人を見て！」

「デイビッド様が水をかけられた時、見て……でも、私は知りませんわ！　ただ、茶髪の人だっただけで顔は見てませんもの！」

「……茶髪の人が魔術を使ってるところを……見たような気がしただけです！」

　だが、奴らはリカルドから聞いていたような話ではなく、証言とは言えないような馬鹿みたいな世よ迷まい言ごとを話し出した。信じられない！　そんな信しん憑ぴよう性せいのない証言で論破出来る訳がない！

「おい！　お前達、アーシェルを見たと言っていただろう！」

　そう問い詰めるが、４人は血相を変えて、首を横に振った。

「いいえ！　茶髪の人を見たかどうかと聞かれただけで、マイナスル公爵家の方を見たかとは聞かれてません！」

「そ、そうです！　私達は茶髪の人物を見ただけで」

「いじめの摘発を手伝ってくれとは言われましたが、ま、ま、マイナスル公爵家が相手なんて……！」

「そ、そうだ。マイナスル公爵家の次期当主にこのような……！」

　４人はそう言うと、アーシェルの方を向く。アーシェルは相変わらずムカつくほど涼しい顔でそこにいて、不意に彼らに微笑ほほえみかけた。アーシェルに微笑みかけられた彼らは一様に血の気がすっかり引いて、その顔色は土気色になった。

「きゃああああ！」

「申し訳ございません！」

「実家は、実家だけは！」

「わああああ！」

　そして、命いのち乞ごいするように悲鳴をあげ、錯乱したように会場の外に向かって逃げ出した。

　一体なんなんだ！

　協力者が全員逃げて、俺は呆ぼう然ぜんとする。何故、あんなに怯えて逃げるんだ。確かに相手は公爵家だが、奴は大罪人で、この俺が糾弾しているんだぞ！　何故、逃げることがある！　根性なしめ！

　ふと、アーシェルと目が合う。

　その瞬間、アーシェルは俺をせせら笑った……。

　あの使えない奴ら！　アイツらのせいで恥をかいた！　絶対に後で実家ごと処罰してやる！

　俺をせせら笑うアーシェルに、自分の顔が真まっ赤かになるのが分かる。

「アーシェル……！」

「あれで、本当に僕が犯人だと言うつもりで？」

「黙れ！　黙れ！」

「本気ですか？　随分な茶番でしたけど」




　腹立つ、腹立つ、腹立つ腹立つ腹立つ腹立つ腹立つ！　馬鹿にしやがって！　馬鹿にしやがって！




「貴様！　不敬だぞ！　大罪人め！」

「じゃあ、何を根拠に僕をそう呼ぶのですか？　証人は逃げましたし、今のところ貴方の言いがかりでしかありませんが？」

　クソ！　コイツが犯人なのは分かっているのに！

　……そうだ！

　権力だ……！　権力で分からせてやる！

「アーシェル！　貴様！　誰だれを怒らせたか分かっているのか！」

「えぇ、ヤンファンガル王国第三王子ライネル殿下ですね。それで？」

「そうだ！　お前は……は？」

　今、コイツ、それで？　って言ったか……？

　この俺を？

　軽んじたのか、コイツは!?

「貴様、今、俺になんと言った！」

　怒鳴る俺にアーシェルは余裕の表情で微笑んだ。

「それで？　って言いました。ライネル殿下。丁寧に分かりやすく誤解のないように言いましょうか？　……それで？　第三王子だから何だって言うんです？　ライネル殿下」

　その言葉に激しい怒りが湧わき上がる。

　コイツ、何も分かっていない！　俺がどんなに偉いか分かっていない！　不敬だ！　不敬だぞ！

「衛兵！　ヤンファンガル第三王子ライネルが命じる！　アーシェル・マイナスルを取り押さえろ！」

　近くにいた衛兵にそう命じる。

　だが、衛兵は戸惑うばかりで動こうとしない。

　何故だ！　何故どいつもこいつも動かない！

　その時、ふと周りの異変に俺は気づいた。

　会場にいる全員、俺のことなんて見ていなかった。目を泳がせながら、アーシェルと俺から徐々に距離を置いていく。……まるで、俺を避けているみたいだ。俺がやっていることは確かに正義のはずなのに。

　何故だ。何故……!?




「ライネル殿下……いや、ライネル」




　そんな時、アーシェルが敬称をわざと外して俺の名前を呼んだ。

　コイツ、舐めた真似まねを……！

　睨にらみつけるが、アーシェルはどこ吹く風だ。不敬だぞ！　だが、誰も咎とがめない。衛兵も貴族も見ない振りをする。何故……？

「何故だ！　今、ただの一貴族の人間が、王子である俺に不敬を働いたのだぞ！　何故、誰も止めない！　忠義心がないのか！」

「……僕が、ただの一貴族ではないからですよ」

　俺の怒りに水を差すように、アーシェルがそう俺に告げる。うるさいうるさいうるさい……！

「黙れ！　大罪人が！　お前がレオドールと結託し、デイビッドを傷つけ、カルロス兄様を貶めて、兄様を蹴け落おとそうとしているのは分かっているんだぞ！」

　そう俺が事実を突きつけてやると、さっきまで腹立つくらい余裕そうだったアーシェルの表情が初めて消えた。驚きすぎて無表情になったらしい。

　言ってやった！　真実だからな！　動揺し、俺に恐れ慄くがいい！

　……だが次の瞬間、ソイツは口角を上げ嗤わらった。

　思わず、悪寒を感じ震え上がるほど壮絶な微笑みを……悪役の微笑みを……浮かべた。

「馬鹿なライネル。僕がそんなことをするはずがないのに……カルロス殿下は僕を上手うまく扱ったのに、弟がこれじゃあ将来を諦めるしかないでしょうね」

「……な、にを言っている……？」

　口から出た言葉は震えていた。この俺が怖気づいている……？　アーシェル如ごときに……？　震える俺をアーシェルは嘲あざ笑わらう。

「カルロス殿下が可哀かわい想そうって言ったんだよ。貴方みたいな勘違い野郎を弟に持って。あの人が積み重ねた努力も、これで水の泡だ」

　アーシェルが一歩ずつ、俺に近づく。

「第三王子如きが、マイナスル公爵家より上だと思ってることも大問題だけど……。腹が立つ程、無知だね。レオドール殿下の側近になったのは後の話で、ずっと前から僕はカルロス殿下の友人で味方だったんだけど……知らなかったの？」

　側近は、後の話……？

　ずっと前から兄様の友人……？

　つまり……味方を俺は糾弾しているのか？

「王太子になる為ために努力し続けたカルロス殿下を僕は誰より認めている自信がある。だから、僕は彼が王太子になれるよう、少しでも力になりたくて、婚約者候補にもなった。レオドール殿下の側近になったのは成り行き。カルロス殿下もレオドール殿下も友人だけど、カルロス殿下との付き合いは最早腐れ縁の域だからね。思い入れは違う。

　……だからこそ許せない。誰が誰を蹴落とすだって？　国王陛下主催の卒業パーティーで、これだけの騒ぎを起こして、証拠もなくカルロス殿下の味方であるマイナスル公爵家の僕を貶める……その意味が君に分かるかい？」

　アーシェルが僕の目の前に立つ。

　ソイツは、ただ目の前にいるだけなのに……身が竦すくむのは何故だ。悪寒がして震えが止まらない……こんなはずじゃなかったのに……！

「権力って物の使い方を分からない馬鹿な君に、本当の使い方を教えてあげるよ」

　そう言って、ソイツは、不意に手を出して、パチンッと指を鳴らした。




　暗幕が落ちるように、大ホールの照明が落ちた。
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　第六十七話　未来を消した（ライネル視点）







　大ホールが一瞬で暗くら闇やみに包まれる。

　外の照明も一斉に落とされたのだろう。何も見えない。全すべて闇の中だ。

　悲鳴や驚きの声があがる。

　しかし、それはほんの一瞬の出来事。

　暗幕が取り払われるように、直ぐに照明はつき、大ホールは元の明るさになる。

　だが……その様相は様変わりしていた。

　……俺は絶句していた。

　会場の人間達が俺達から距離を置いて、ぽっかりと空いたその空間に濃紫の色の軍服に身を包んだ連中がいつの間にか立っており、俺達を囲むように整然と並んでいる。

　そして、俺は……２人組の濃紫の軍服の人間にまるで罪人のように取り押さえられていた。




「……え？」




　気配も取り押さえられた感覚もなかった。ただ気づけば、俺は床に膝ひざをつき、後ろ手に縛られ、２人の軍服に槍やりを向けられている。

　なんだこの軍服共は……！　こんな部隊、国になないはず！　見たことがない！　そして、俺はどうしてこんな惨めな姿になっているんだ！

　戸惑っていると、何か重い荷物が転がり落ちたような大きな音がする。

　そちらを見ると……リカルドが猿さる轡ぐつわを嵌はめられ、全身縛られて、軍服の男に床に転がされていた。信じられないという表情で、リカルドは何か喚わめいているが、軍服の男達は全員無視している。

　アーシェルはただ１人、そんな状況の中で不気味な程に、にっこりと微笑ほほえんでいる。

「何が起こったか分かってないって感じですね」

「……アーシェル！」

「分かっていないお馬鹿さんには、きちんと教えて差し上げましょうか？　我がマイナスル公爵家が一体、どういう組織かということを」

　組織……？

　戸惑う俺に、アーシェルは丁寧に、言い聞かせるように、説明する。

「マイナスル公爵家は、貴方が思うようなただの貴族ではありません。存在そのものが他国でいうところの秘密警察もしくは政治警察にあたる組織です。

　ですが……他国と大きく違うのは……対象は国民や他国のスパイだけではなく、王族も入るということ。分かりますか？　僕達、マイナスル公爵家はヤンファンガルの治安維持という一点のみに於おいて、国王陛下以上の権力を有する。貴方如きの権力じゃ、僕を屈服させるなんて無理なんですよ」

　その言葉に、俺は血の気が引いていく。俺よりも権力があるだって？　そんな……じゃあ、俺が権力を使ったところで、アーシェルには痛くも痒かゆくもなかったということじゃないか。

　愕がく然ぜんとなる。俺の近くにいる、権力を使うよう俺に助言してきたリカルドは言葉を失っていた。

　そんなリカルドの方にアーシェルは視線を移す。そして、彼を嘲笑った。

「あぁ、忘れてました。リカルドさん。いえ、カランザラ元第二皇子リカルド。カランザラからわざわざ来て、僕を貶めようとしたのに、ご期待に沿えず、ごめんなさい。マイナスル公爵家という肩書きと、今ちょっとした事情もあって、僕を処刑出来る人間は、このヤンファンガルにいないんです。当てが外れましたね？」

　リカルドがアーシェルを睨みつけ、猿轡越しに何かを頻しきりに叫んだ。あまりにうるさいせいか、軍服の男に腹を蹴けられ、黙らされる。

　しかし、カランザラ……？　隣の国じゃないか。なんでそんな国の元皇子がこんなところにいるんだ？　そして、なんで俺に協力したんだ、コイツ？　何故？




「まだ分かってないのか。ライネル」




　その声に思わず、目を見開く。

　先程までいなかったカルロス兄様が、デイビッドの隣にいた。

　俺は兄様に助けを求めた。

「兄様！　助けてください！　こんなつもりじゃなかったんだ！」

「ライネル、よく俺に助けを求められるな？」

「え？」

「言ったよな？　アーシェルは友人だと、その友人をお前は侮辱したんだ。ヤンファンガルで一番敵に回してはいけない奴やつを敵に回した以前の問題だ。それにお前は、俺の将来を消した。お前が卒業パーティーという国王陛下主催のパーティーで問題を起こしたせいで、本当の意味で俺が王太子になる未来はなくなった」

　え？　……え？

「兄様……？　それはどういう……」

「黙れ。当然のことすら知らない無知なお前が悪い。国王陛下主催のパーティーで騒動を起こせば、国王陛下の顔に泥を塗ることと同義、どんな人間だろうと処罰されるのは当然の帰結だ。その処罰の対象に俺の派閥の第三王子がいてみろ。それだけで大醜聞。おまけに、アーシェルを侮辱し、知らなかったかもしれないが、カランザラの工作員と繋つながりを持ってしまった……。もう終わりだ」

　嘘うそだ！　嘘だ！　嘘だ！

　俺は兄様の為に！　兄様を王太子にしたかっただけなのに！

　逆に、貶おとしめたとでも言うのか!?

　……あぁ、だから、アーシェルは兄様が可哀かわい想そうと言ったのか……。そんな！　そんな……！




　その時、ふと。兄様の隣でデイビッドがこちらを申し訳なさそうに見ているのに気づく。……まさか、最初からこうなることが分かって……！

「デイビッドを責めるな。ライネル」

「兄様！」

「全てはお前の自己責任だ。簡単にリカルドの口車に乗せられやがって……。父上にラストチャンスだと言われていただろう！　何故、身を弁わきまえる努力をしなかった！　お前は周りに不満を募らせて、耳触りの良いことだけしか耳を傾けず、事実を知ろうともしなかった。傲ごう慢まんになるだけで謙虚にならず……俺の言葉も聞かなかった！」

　その途端、自分の頭の中がすっきりして澄んでいく。ごちゃごちゃした頭に、冷水をぶっかけられて、目が覚めるような……そんな感覚。

　今になって、自分が如何に愚かで……自分本位で、独り善がりに生きていたか分かる。

　しかし、それを償うには……もう遅すぎた。

　そんな俺に追い討ちをかけるように、アーシェルが俺に告げる。

「……ライネル。貴方はリカルドを釣り上げる餌に結果的になってくれたので、そこだけ感謝しますよ。……リカルドから見れば実に利用しやすいお馬鹿さんだったでしょうね、貴方。ま、国王陛下もそのつもりで貴方を学院に戻したのでしょうけど」

「な！　どういうことだ！」

「貴方を試したかったんですよ。

　リカルドが工作員なのは、カルロス殿下も僕も、学院も王宮も知っていた。この件は、貴方もすぐ調べれば分かることだったんです。あらかじめ対策を取ることも十分可能でした。そもそも王子たるもの、周囲の人間の身辺調査は必ずやっておくものですからね。貴方はやっていなかったようですが。

　でも、陛下はそんな貴方に期待していたんですよ。貴方のようなタイプをリカルドが利用しないわけがない。だから、貴方が近づいてきたリカルドに不信感を抱き、逆に摘発するような働きを期待した。

　……けど、貴方はまんまと口車に乗せられて、カルロス殿下は王太子の座を望めなくなった」

　そんな……嘘だ……！

　父上がそんな考えで……！

　俺は父上の期待にも応こたえられなかったというのか。だが、それだと疑問が残る。

「だ、だが、それなら！　最初からお前がリカルドを捕まえれば良かったんじゃないか！　でなければ、俺も兄様もこんなことにはならなかった！　分かっていて、放置したのか！　職務怠慢じゃないか!?」

　そう俺が怒鳴ると、俺を取り押さえていた軍服の男が俺を容赦なく蹴り上げた。

「あがっ！」

　痛い！　あまりの痛さに呻うめくが兄様も誰だれも止めない……。そんな俺を可哀想なものでも見るようにアーシェルは見下ろしていた。

「知らないようですから説明しますが、今回の件はカルロス殿下が中心となって実行されたもの。僕はカルロス殿下の命令で動いていました。

　カルロス殿下の命令もないのに、リカルドを捕縛？　どうして僕がそんなことを？

　あと、誤解しないでいただきたいのですが、僕の仕事は国家の治安維持であって貴方やカルロス殿下の護衛ではありません。助言や手助けはしますけど、御自分の身は御自分でお守りください。自業自得で失脚したのを、僕のせいにしないでいただきたい」

　そう告げるアーシェルの声音は恐ろしく冷たかった。その口調に沸々とした俺への怒りを感じる。

　カルロス殿下の命令……そうか……兄様の計画だったのか。それを俺は……。

　でも、やはり、そこまで分かってて放置した理由が分からない。すると、アーシェルが淡々と告げた。

「今まで放置していたのは、この卒業パーティーで彼が作戦を実行しようとしていたのを知っていたからです。……まぁ、ライネルがその尖せん兵ぺいになるとは思ってませんでしたが……。予言が外れて、残念でしたね。リカルドさん」

　そのアーシェルの言葉にリカルドは驚きよう愕がくしたように瞠どう目もくした。予言……？　なんだそれは？

　そんなリカルドをアーシェルはクスクスと笑うと、誰かを呼ぶように、手を叩たたいた。

「ラファエロ」

「はぁい！　アーシェル！」

　ラファエロ？　誰だ？

　いつの間にか、アーシェルの隣に知らない人間が立っていた。ソイツがラファエロか？

　そのラファエロを見た瞬間、リカルドは驚きに声を張り上げた。だが、すぐに隣にいた軍服の男に背中を蹴られ、黙らされる。

　そのラファエロの手には、やけに分厚い古めかしい本が抱えられていた。ラファエロは恭しくアーシェルに跪ひざまずくと、その本を差し出した。

　差し出されたその本をアーシェルは受け取ると、リカルドに向かい、淡々と告げた。

「貴方方が利用していたこの本、未来が書かれている、なかなか便利な本ですよね。細かい事象は抜けが多いし、確定した未来が載ってるわけではありませんけど、確かにこれがあれば、国一つ混乱に落とすのも簡単でしょう。

　でも、これ、実は原本はそもそもヤンファンガルにあったって知ってました？　そして、原本を基にこの写本を書いたのは……何を隠そう、僕の曽祖父ひいじい様、ルーファス・マイナスルなんですよ？」

　その言葉に、リカルド……そして、何故かデイビッドも激しく動揺していた。







　幕間　全すべての始まり③







　約70年前。

　当時のヤンファンガル王国王太子、ジャスターは、怒り狂っていた。

　目の前には異母弟にしてヤンファンガル最大の問題児、元第四王子にして現マイナスル公爵家当主であるルーファス・マイナスルがニコニコと笑ってそこにいる。

　そんなルーファスに更にジャスターの怒りはヒートアップする。




「我が国最大の機密情報をカランザラに流していながら！　なんだその態度は！」




　思わず、その辺にあった椅子を蹴け飛とばしたが、目の前のルーファスはクスクスと楽しげに笑うばかりで、反省の色はない。

「あらあら、ジャスター殿下。あまり怒っていますと、血管が切れてしまうのではありませんか？」

「だぁれぇのぉせぇいぃだあああ！」

　ジャスターはルーファスに掴つかみかからんばかりに迫る。しかし、眼前に迫るジャスターにルーファスは、童子の癇かん癪しやくを微笑ほほえましく見守る親のような表情でそこにいる。少しも表情を変えない。

　それにジャスターは内心、舌打ちした。

　異母弟ルーファスは昔から食えない奴やつだった。

　現国王である父も彼の母も手を焼くこの異母弟は、頭の回る奴で有能なのだが、たまに自分の美び貌ぼうを用いてとんでもないことをするのに定評があり、このヤンファンガル国境戦争も拮きつ抗こうしてどうにか戦線を持たせていたのに、カランザラの死神を目覚めさせた挙句、焚たき付つけて、大惨事を引き起こした。

　その責任を果たしてもらう為ために、和平交渉に行かせたら、今度はヤンファンガルの重要機密である予言書を無断で複写してカランザラに渡した……。

　度し難い所業に、ジャスターの怒りはおさまらない。

「何故なぜ予言書をカランザラに渡しやがった！　あれは我が王族の秘宝、未来視が出来たお祖父様の遺品なんだぞ！」

　ヤンファンガル王家には秘密がある。

　それが血縁の中に未来視が出来る者が生まれるというもの。

　何故、未来視が出来る者が生まれるのかは不明だ。祖先の中に未来視が出来る魔女がいたせいだろうと考えられているが、実際のところは分からない。

　だが、この未来視がヤンファンガルの歴史で役に立ったことはあまりない。

　突発的に開花する異能なせいか、不安定な未来しか視みえないのだ。

　その上、大体、視える未来は一個人の未来に限ったもので、国の未来や危機の予兆など視えた例ためしがなく、起こりうる未来ではなく、起こらなかった未来が視えているなんて、しょっちゅうある話だった。

　しかも、その未来視は、人によって視え方がバラバラで、夢だとか幻聴だとかよく分からない形で視えるタイプもいれば、意識すれば如何なる未来も視えるタイプもいた。

　ジャスターの祖父は、この後者のタイプで如何なる未来も任意で視ることが出来た。祖父は１人ずつ未来を地道に調べあげ、ヤンファンガルや周辺国がどのような未来を辿たどるか纏まとめて本にしたのだ。

　それが予言書だった。

　当然、国宝だ。ヤンファンガル王家の長い歴史で初めて未来視が役に立った瞬間でもある。ジャスターは、この予言書を使い、ヤンファンガルを更に発展させようと企たくらんでいた。

　ところが、この目の前にいる愚弟は、何食わぬ顔で勝手に宝物庫から予言書を持ち出し、複写してカランザラの和平交渉に使ったのだ。もちろん、そんな国宝級の情報を得てカランザラ側は和平を快諾。あと数日もしないうちに、大被害をもたらしたヤンファンガル国境戦争は終わる。だが、その為に払った代償が大きすぎる。

　ジャスターは親指を噛かんだ。もうこれで予言書を使って、ヤンファンガルを発展させるのは不可能といっても過言ではない。故に、その怒りは凄すさまじい。

　ルーファスは確かにヤンファンガル国境戦争を終わらせた功労者であるが、焚き付けたのもこの愚弟だ。ジャスターは国家に危機をもたらし、重要機密を漏らしたとして処罰することにした。

　夜の離宮、いや、監獄宮殿にルーファスを蟄ちつ居きよさせるのだ。

　ジャスターは、マイナスル公爵家をルーファスの一人息子エドガーに継がせ、ルーファスを一生この宮殿に軟禁する気でいた。

　どうせ、この誰も扱えない妖花はこれからもやらかすのだ。臭い物に蓋ふたをするが如ごとくジャスターは二度と表舞台に立てないよう花を処分することにした。

　ところが、怒いかるジャスターの目の前にいながら、このルーファスに反省の色はなく、どこか余裕の表情でニコニコと笑い楽しげだった。

　大体、今、２人は既に監獄宮殿にいるのだが、ルーファスは今から蟄居する罪人の格好ではなく、デートにでも来たのか？　というぐらいラフで気軽な格好であった。

　舐なめているのか、空気が読めないのか、阿あ呆ほうなのか。いずれにしろジャスターの怒りはおさまりそうにない。

「ルーファス！　事の重大さがまだ分かっていないようだな！　お前のせいでこの国は甚大な被害を受け混乱状態にある！　そして、予言書が流失し俺が国王になってから望めたはずの発展もなくなった！」

　しかし、対するルーファスはマイペースなものだ。

「まぁまぁ、ジャスター殿下。あんまり大声を出されると喉のどを痛めてしまいますし、ストレスは発散出来ても、お疲れになるだけですよ？」

「お前のせいで激怒しているのだがな！」

「あらあら。短気だねぇ、殿下は」

　ルーファスは一度伸びをすると、部屋にあるソファに横になり、足を組んで、だらしなく茶菓子を頬ほお張ばり出した。

　そんなルーファスに思わず、ジャスターは脱力してしまいそうになる。しかし、どうにかしてでも、この異母弟に反省をさせるべく口を開けた。だが、言葉を発する前にルーファスに遮られる。

「最近、私、若い燕つばめ……いや？　蜂？　とにかく、そういうの捕まえて、若い愛人を作ったんですよ」

「は？」

　思わず、ポカンと口が開いたままになってしまう。何の話だとジャスターは心の底から思った。しかし、ルーファスの話は終わらない。

「彼的には愛人じゃなくて結婚して欲しいらしいんですけど、相手、平民だし、他国だし、そもそも僕、公爵家の当主なんで無理なんですよね。ていうか、若すぎるんです。年齢的にも精神的にも。青いというか、余裕がないというか、すごく狭量なんですよ」

　不意にルーファスの笑みがジャスターに向けられる。その笑みにジャスターは何故か嫌な予感がした。

「……だから、あの子、デートの日をすっぽかして、男性と密室で２人きりとか、絶対許せないタイプなんです」




　その瞬間、離宮が文字通り木っ端微み塵じんに吹っ飛んだ。




「やぁん！　ダーリン、閉じ込められたのに気づいて助けに来てくれたの？　ルーたん超嬉うれしい！」

　瓦が礫れきの山やまと化した離宮の頂上で、ルーファスがわざとらしく甘い声をあげた。

　そんなルーファスを横抱きにして、抱える彼は見るからに殺気立っており、その眼光は目の前で膝ひざをついているジャスターに向けられていた。ジャスターは先程の衝撃で、その麗しい金髪はアフロ頭になっている。

　その彼こと最近ルーファスが捕まえた若い燕ならぬ蜂、リツウェルは舌打ちした。

「……おい、ルーファス、これは？」

「これ呼ばわりはダメ。私の兄上だよ。丁度、君が即位するくらいにヤンファンガルの国王になる人さ」

「へぇ……」

　リツウェルの目が剣けん呑のんに光る。目をつけられたことをジャスターは本能的に感じ、震え上がった。

　だが、怯ひるんでいられない。

　戦争中王宮にいたジャスターとて、彼を知っている。ヤンファンガルを震え上がらせた死神がどうしてここに!?

「る、ルーファス!?　貴様、ヤンファンガルを裏切ったか！　カランザラに与くみしたか！」

　そう怒鳴り散らすと、ルーファスがふふっと微笑ほほえんだ……先程までと打って変わって、決して無邪気なものではない、まるで悪役の微笑みだった。その微笑みにジャスターは思わず悪寒を感じた。

「御冗談を。ジャスター殿下、いえ、ジャスター兄上。ヤンファンガルを裏切っておりませんし、カランザラに寝返ったわけでもありません」

「……では、なぜ！　お前の隣にソイツがいる」

「あぁ。紹介が遅れましたね。彼がさっき話していた私の愛人ですよ。兄上」

「は？」

　絶句するジャスターを横目に、ルーファスは未いまだに自分を抱き抱えているリツウェルの額を小突いた。

「こーら。いつまで私に触れているつもりなのだよ？　皇帝になるまでお触りは禁止しているでしょ」

「……チッ」

「舌打ちしないの。あとでご褒美あげるから降ろしてくれる？」

　そうルーファスが言うと、リツウェルは名残惜しそうに渋々、ルーファスをその腕から降ろした。

　ジャスターは、ルーファスが発した皇帝という言葉に、目を剥むいた。

「ど、どういうことだ？　皇帝だと!?」

　ルーファスはにっこりと笑った。

「そうですよー？　彼、今はただの愛人ですが、次の皇帝様になる未来があるんです。すごいでしょ？　彼はカランザラを発展させ、大英雄と呼ばれ称たたえられる。今のうち、ジャスター兄上は仲良くなった方が良いですよ？　国際会議の度にどやされるのが嫌なら、ですけど」

「は、はぁ？」

　ジャスターはルーファスの妙な物言いに目が点になる。まるで、未来が視えているかのよう。

　あぁそうか、コイツは祖父様の予言書を読んだのだ。そんな物言いになってもおかしくはない。そうジャスターが思うと、ルーファスはそんな彼の予想を一いつ蹴しゆうした。

「あらあら勘違いされては困りますよ。兄上。ずっと秘密にしていたんですけど、私も未来が視えるんです。それも容易に未来を変えられるくらいはっきりくっきり。意外だったでしょ？」

「!?」

　ジャスターは目を見開いた。ルーファスがクスクスと笑った。

「ねぇ、兄上？　私を見み縊くびってもらっては困るのですよ。この嫌がらせのようなギフトを使って、私はずっと水面下で頑張っていたんですよ？　何の為ために本来なら小競り合いで終わるはずのヤンファンガル国境戦争をあれだけ大おお事ごとにしたと思ってるんです？　カランザラとの和平交渉だって、向こうにとって、わざわざ煮え切らない結末にしましたし、予言書もどうせ使えないゴミにするから渡したんです。

　ああ、そういや兄上は知らないんですね？　あの祖父様の予言書、あれに書かれている未来はヤンファンガルの栄光の未来じゃないんです」

「……な、に……」

「ジャスター兄上、あの予言書によるとヤンファンガル王国は、貴方の曽孫ひまごの……ライネルでしたっけ？　兄２人がいなくなったからってとんだ暴君を王にしたせいで他国に吸収されてしまうんです。

　その上、私のマイナスル公爵家が曽孫の代で潰つぶれるって書いてあるんですよ？　しかも、曽孫には処刑されるか殺害されるかの二択しか選択肢がない。ねぇ、酷ひどくないですかぁ？

　いやぁ、ヤンファンガルの栄光の未来なんてあんな予言書では望めませんよ。ま、予言書自体、クソッタレな神様の意図を忠実に読んで書いただけの下らないメモ書きですからね。だーかーら、私、思いついたんですよ。ムカつくゲームなんて無効化してしまうくらい好き勝手、過去いまを変えてやれって。あんな未来、クソ喰くらえだ……！」

「る、ルーファス……？」

　思わず、ジャスターが引いてしまう程、人が変わったようにルーファスは声を荒らげた。いつもは全く本心が読めず、花のように微笑みを絶やさない彼が、今ここでその煌びやかな花びらの下にある素を見せた気がした。しかし、すぐにルーファスは素を隠すようにいつもの微笑みを浮かべた。

　そして、そのルーファスが発した言葉にジャスターは震え上がった。

「ふふっ、兄上。だから、手始めにリツウェルに、いえ、カランザラに僕の味方になってもらったんです。つまり、私はヤンファンガルを裏切っていないんですよ。正確に説明すると、カランザラが私に与したってことです。……それがどういうことか。兄上はお分かりですよね？」

　ジャスターは、今、やっと、この異母弟がどういう人間か理解出来た。

　ルーファスは愚弟ではない……妖花の名に相応ふさわしい、どんな人間より恐ろしい妖よう艶えんな化け物だ。

「……る、ルーファス……ま、まさか……それで私を脅迫してヤンファンガルを掌握する気か……！」

「えぇ。そうですよ？

　だって頼りないんですもの。どんな未来をシミュレーションしても滅亡……いえ、良い結果にならないので！　だから、そうするつもりです。

　でも、ジャスター兄上にはちゃんと国王になってもらいますよ？　私もエドガーも玉座に興味ないので。

　だから、裏から掌握させていただきます。それはもう！　ジャスター兄上の背中を指でつんつんする感じで。言うこときかないとー？　リツウェルに出撃許可だしちゃうぞー！　的な感じで。

　そして、ちゃんとヤンファンガル王家が恙つつが無なく連綿と続く善良で健康で実に操りやすい……ゴホン、とーっても良い王家になるように全力を出しますよ。

　そうですね、とりあえず政治警察的な組織を作ったので、反乱分子はみーんな潰しちゃいましょう。ついでに、数だけいて役に立たない貴族共を間引きましょうか。70年くらいマイナスル公爵家の名前だけで震え上がらせるぐらいには徹底的にやるつもりですよ？

　その頃ころには、カランザラに渡した予言書は完全に紙かみ屑くず。未来も変わってしまっているでしょう。あれで誰かさんがヤンファンガルを脅かそうとしても、馬鹿を見ることになるでしょうね」

　クスクスと花の姿をした毒草が嗤わらう。ジャスターを、世界を、嘲あざ笑わらう。

「ジャスター兄上、良かったですね？　予言書なんてなくても私のおかげで、ヤンファンガルは安泰です。まぁ、そのヤンファンガルは、私のマイナスル公爵家が中心の国家ですがね。今後５００年以上、国家維持は私のマイナスル公爵家にお任せください！

　あぁ、そうだ……。一応言っておきますが、私が死んだからって私のマイナスル公爵家を排除しようたって出来ませんからね！　徹底的に地位を磐ばん石じやくにして私達がいなければ国家運営が出来ないくらいの状態にしてから死にますので！　悪あしからず！」

　ルーファスがとんでもない悪魔に見えて仕方がない。ジャスターは怖気づきすっかり覇気をなくして顔面蒼そう白はくになっていた。

「る、ルーファス……お前の目的はなんだ……？」

　震える声でそう言うジャスターにルーファスは見惚みとれる程、美しく妖艶に微笑んだ。

「花が何の為に咲くかご存ぞん知じですか？　兄上。綺き麗れいに咲く為でもただ虫を弄もてあそぶ為でもありません。他人を利用してでも繁栄する為です。私の目的など簡単なこと……私の子も孫も曽孫も誰だれ一人不幸な目には遭って欲しくない。いつまでも幸せであって欲しい……他人や他国がどうなっても。ねぇ？　親心ってそういうものでしょう？」







　第六十八話　キチンと釈明しないとね







　……予言書、複製写本『Dolce/bitter/sugar』は、ヤンファンガルにある原本を基に、ルーファスの手によって写本にされたものだった。

　その事実に、リカルドは息の仕方すら忘れる程、驚きよう愕がくした。

　そんなリカルドに真実を告げるようにアーシェルは淡々と話し始める。

「僕もこの原本がヤンファンガルにあったなんて今回調べて初めて知りましたよ。ただヤンファンガルの原本は70年前に理由は不明ですが廃棄されています。……恐らく、単純に役に立たないと分かっていたからでしょうね。この写本が原本とどれだけ同じかは不明ですけど、パッと読んだ感じ、予言というより、創作された恋愛小説のようですし」

　アーシェルはその手にある本をパラパラと捲めくりながらそう言う。

　ラファエロを味方にしたあの時点で、ラファエロからのリークで存在は知っていたそれ。

　しかし、いざ、ラファエロを使って入手してみれば、カランザラを含む周辺国の歴史は精密かつ正確に書かれていたが、ヤンファンガルについては読む気になれないくらい笑えないジョークで書かれたような内容だった。自分が処刑されるだとかレオドールの自死など不穏なワードも書かれているが、全体を通してみるとあまりに現実離れしすぎた恋愛ファンタジー小説のよう。ここまで内容がぶっ飛んでいるのを見るにルーファスは嫌がらせでカランザラに送り付けたのではないか、とアーシェルは思った。

「ルーファス曽祖父ひいじい様が何を思って我が国で廃棄された本の写本をカランザラに送ったのかは分かりませんが……まぁ、はっきり言って、この通りにして、貴方方、よくヤンファンガルを落とせると思いましたね。特にこれを使おうと思ったカランザラの皇帝陛下は、真に馬鹿なのではないでしょうか？　まぁ、おかげさまで、僕の仕事がかなり楽になりましたけどね。僕は貴方が仕掛ける今日を準備して待ってるだけで良かった。こんなに楽なの初めてです」

　にこやかにこちらを小馬鹿にするアーシェルにリカルドは眦まなじりを吊つり上げる。しかし、アーシェルの表情は実に涼しげだ。

「ま、それもこれもリークしてくれたラファエロのおかげですね」

「お役に立てて嬉しいよ！　アーシェル！」

　アーシェルの褒め言葉に、すっかり従順な犬になったラファエロは天にも昇る気持ちだった。

　今頃、御老人が悲鳴をあげているだろうが、ラファエロにはもう知ったことではない。全すべてはアーシェルたんの猫耳着ぐるみパジャマの為……いや、アーシェル本人の為。そうラファエロは思った。

　そんなリカルドとラファエロの目が不意に合う。すると、ラファエロは愛あい嬌きようたっぷりにてへっと笑い、ぺろっと舌を出し、リカルドに両手を合わせた。

　めんごめんご、とおちゃらけて言ってそうなラファエロにリカルドは更に怒りが湧わいた。

　リカルドはラファエロが裏切ってると気づかなかった。いや、違う。ラファエロを舐なめていたのだ。彼と出会った頃、大した才能も能力も彼にはなかった。ただ学院内にデイビッド以外の味方が欲しかったリカルドに、御老人が用意した駒こまだった。使えない駒だがないよりはマシだとリカルドは思って、彼を登用したがまさか、使えないどころか、向こうの手先になるなんて思わなかった。

　ラファエロの裏切りにリカルドは凄すさまじい怒りに目を吊り上げ、歯を食いしばり、革製の猿さる轡ぐつわを噛かみちぎった。

「ラファエロ！　貴様！」

「わぁお！　噛みちぎった！　怖っ！」

「アーシェルに与くみしたと分かってたなら、斬り捨てたものを！」

「怖い怖い。俺を舐めてたリカルド達が悪いんじゃん、ま、ばれるようなヘマ、俺がするわけないんだけどね。だとしても油断してたね？　リカルド」

「くっ！」

「俺からすれば、アンタらとは、親父おやじにドヤされて協力しただけだったし、アンタはタダ働きさせるばかりで面白味もなかった。こうなるのも当然の帰結だったと思うよ。あ、でも、アンタらのお陰で、俺の天職が見つかったんだ。それだけは感謝するよ」

「ラファエロ……！」

　更に罵ば声せいを浴びせようとしたリカルドだが、軍服の男がリカルドを蹴け飛とばし、足で床にリカルドの喉のどを押さえつけたせいで、声を出せなくなる。悔しげにアーシェルとラファエロを睨にらみつけるしかない。

　惨めだ。悔しい。

　そんな時、リカルドは気づいた。

　自分はこんなにも惨めな様相になっているのに、デイビッドは拘束もされずにそこにいることを。

　頭にくる。

　自分の喉を踏みつける軍服の男の足を怒りに身を任せて振り払い、リカルドは未だに無事で立っているデイビッドに叫んだ。




「お前もこちら側だろう！　何故なぜ、拘束されない！　デイビッド！　いや、ラフェエル！」




　そんなリカルドからデイビッド……リカルドの兄であるカランザラ帝国元第一皇子ラフェエルを庇かばうように前に立ったのは、カルロスだった。




「……俺がヤンファンガル側に引き込んだからだ」




　リカルドの目が見開かれる。

　そして、その瞬間を待ち構えていたかのように、アーシェルがリカルドに問う。

「リカルドさん。……君はヤンファンガルを脅かした敵だ……でも、それだけじゃないですよね？」

　その声音は、底冷えするような冷たさと、有無を言わさない気迫があった。

　アーシェルの問いにリカルドはしらを切った。

「は？　何を聞いているか分からないな……？」

「そうですか？　だって、僕、不快なことに、ライネルにデイビッド虐めの犯人に名指しされたんです。……なら、キチンと釈明しませんと。僕ではなく、貴方の仕業なんですから」

　そうアーシェルが言うと、ラファエロは機嫌良さそうにアーシェルのもとから去り、タイミングを待っていたかのようにテオドアがアーシェルの隣に立つ。その様子にリカルドは訝いぶかしげに目を細めた。

　アーシェルはどこか楽しげに言う。

「気づいてました？　ずっと僕らが見張ってたこと」

「………………は？」

「カルロス殿下に頼まれまして、貴方が入学した時から、学院に許可をもらって、貴方が学院にいる間、僕とテオドアでずっと魔術で遠目から見張っていたんですよ。わざわざ気配を消して行動してたみたいですけど、テオドアにかかれば、貴方の監視なんて容易だったんで」

　だから、最初から知っていたんです。

　……貴方がデイビッドを虐めた犯人だって。

　その瞬間、テオドアが魔術を展開する。

　すると会場に巨大なスクリーンが現れ、そこに映像が流れる。

　そこには髪色だけ変えたリカルドが、デイビッドとカルロスの死角から魔術を展開し、階段からデイビッドを突き落とす瞬間が映し出された。

　カルロスが淡々と、しかし、会場中に響く高らかなその声でその事実を突きつけた。

「お前が、犯人だ。リカルド。デイビッドを、いや、ラフェエルを虐め抜いたのは」







　第六十九話　どうしても許せなかった







　会場に映し出されるリカルドの手によるデイビッドいやラフェエル虐めの証拠映像。

　音声は意図的に消してあるが、階段から突き落としたことに始まり、魔術で転ばせたり、靴の中に針を仕込んだりするイジメから……上から物を落とし、劇薬を投げつけるなど正気を疑うようなものまで……繰り返される過激なそれは殺意すら感じた。

　ライネルは目を見開いたまま、呆ぼう然ぜんとしている。彼が証拠を集められるはずがなかった。協力者本人が犯人だったのだから。

　カルロスがデイビッドから離れ、リカルドに向かい、歩き出す。

「お前の所業は早くから、ずっと把握していたよ。だから、知っていた。お前が犯人だって。今までお前を放置していたのは、偏ひとえにお前を嵌はめる為ためだ。お前のことだ。もしこちらが勘づいたと少しでも思えば、カランザラに逃げただろう。だから、どうしても表に出てこざるを得ない卒業パーティー以外で引っ捕らえるのは難しいと思った。ギリギリまでお前を調子に乗らせて、アーシェル達には見て見ぬ振りをしてもらった」

「……っ」

　読まれていた……！　リカルドは再び目を見開いた。カルロスは最初からリカルドの行動を読み、アーシェル達を使って、虎こ視し眈たん々たんとこの日を待っていた。

　そんなカルロスの目が、リカルドを糾弾する。

「……なぁ、リカルド。お前は何故、デイビッドを……いや、ラフェエルをあれだけ虐げた。あの予言によれば、あそこまでしなくても良かったはずだ」

「……」

「その上、本物のデイビッドとラフェエルをすり替える為に、お前は彼に魔法の粉を飲ませたな」

　魔法の粉。それは対象を任意の容姿に変える薬。かつて、エイダンの実父が復ふく讐しゆうの為に妻に飲ませていた薬。特にリカルドがラフェエルに飲ませていた魔法の粉は容姿を変えるだけではなく、周囲を軽い催眠状態に陥らせ、大して演技力がなくてもその人本人だと誤認させることが出来る強力な代物だった。その薬をリカルドはラフェエルに飲ませ、本物のデイビッドをカランザラに拉ら致ちして、デイビッドに成り代わらせた。

　だが、魔法の粉にはその効果に見合うだけの強い副作用がある。

　リカルドが飲ませていた魔法の粉は、エイダンの父が取り扱っていた魔法の粉より強力なだけあり、その副作用は常用すれば、身体的にも精神的にも摩耗し狂い死ぬようなものだった。

　３年間もそれを服用し続けたラフェエルは既に自然治癒も望めず、回復魔術さえ受け付けない身体からだになっていた。

　そんな身体になったラフェエルをリカルドは暴力的なイジメで過剰に追い詰めた。いや、本当の暴力も振るっていたはずだ。

　でなければ、ラフェエルの身体はあんなに傷だらけにならない。

　そんなラフェエルは、副作用に暴力、そんな過負荷に、身体も心も死にそうになっていた。

　だからカルロスは、紅茶と称して、彼にこの１年、ずっと薬を飲ませていた。お互いの立場的に治療薬を直接渡すことは出来ない。だから、カルロスは紅茶に混ぜて、出していた。

　しかし、それでも限界はある。八方手を尽くしても、それを上回る勢いで過剰に虐待された身体は……やがて、ゆっくりと死を迎えるだろう。




「お前だけは許せない」




　カルロスはリカルドを射抜くように睨む。だが。

「許せないだって？」

　そんなカルロスをリカルドは嘲ちよう笑しようした。

「おいおい、そちらに寝返ったとはいえ、あんたの後ろにいるのは、敵国の工作員だ。王子様が肩入れなんていいのかよ？　処罰なんて非じゃない、身分剥はく奪だつ、廃嫡ものだぜ」

　リカルドはそう煽あおるように言う。だが、カルロスの表情は何一つ変わらない。

「だからなんだ？」

　平然とそう告げるカルロスにリカルドは疑問を抱く。怪け訝げんそうに眼めを細めるリカルドのすぐ目の前で、カルロスは足を止めた。

「……疑問に思うか？　そうだろうな。でも、俺からしたら、そんなこと些さ細さいなことなんだ。

　そうだな……言うならば、お前が従っていた予言は間違いだらけだったが、でも……俺だけは予言の通りだったのかもしれない、ということだな」

「……は？」

　その言葉に、リカルドは一瞬で理解した。

「お前、まさか……！」

　場違いな程にカルロスは微笑ほほえんだ。そこには、覚悟の上で、ある決意をした男がいた。




「そもそも、どうせこの卒業パーティーで処罰を免れるのは、レオドール兄上に守られたアーシェルとその配下、テオドアぐらいだろう。国としての体面の為に王子であろうがこの国は処罰するからな。だから、お前がこの卒業パーティーを狙ねらった時点で、俺の廃嫡及び国外追放は目に見えていたんだ……特例措置でもされない限り、騒ぎを起こした人間は皆、罰せられる。

　国王陛下は……父上はパーティーの前にリカルドをどうにかして欲しかっただろうが、俺は愚直な人間でな。兄上のような有能さはない。このパーティーの場でなければ俺はお前を取り逃がすだろう。だから、確実にお前を捕らえられる方を選んだ。

　覚悟は既に決まっていたのさ……無理と分かっていても、ライネルに俺の後を任せたかったんだがな」




　だから、惚ほれたデイビッドがラフェエルだと分かった時、意外にもすんなりと運命を受け入れられた。

　自分はこの人を救う為に生きようと。




「俺はラフェエルを愛しているんだ」

「本気か、お前」

「あぁ、敵味方、騙だまし騙された、そんなものどうでもいい……それに、今まで俺が積み上げてきた全すべてのものが無駄になるわけじゃない。だからこそ……」

　いつの間にか、そんなカルロスの隣にラフェエルが立つ。ラフェエルをカルロスは抱き寄せた。

　そして、カルロスはリカルドに言い放った。




「リカルド。貴様は俺の愛いとしいラフェエルを虐めた。実に度し難く、許されざる所業だ。よって……お前に処刑を言い渡す」




　その文言は、予言の中でアーシェルにカルロスが放った言葉だった。それが今、そっくりそのままリカルドに向けられている。リカルドは目を見張った。

　そして、カルロスは、不敵に笑った。

「処罰が下されるまでは俺もまだ王子だ。お前の断罪くらい出来る」

　そんなカルロスはこれから身分を捨てる人間とは思えない程、施政者の顔をしていた。

　……恐らく、こんなことがなく、兄にレオドールがいなければ、彼は立派な王になっただろう。

　この場にいる誰だれもがそう心の底から思った。

　彼は問う。

「お前はラフェエルを虐げただけではなく、このヤンファンガルを脅かした。カランザラ帝国の皇帝ウィリアム・カランザラの命で。目的は、混迷するヤンファンガルを襲い征圧すること……そして、革命派から、皇帝の玉座を守る為。相違ないな？」

　その問いに、リカルドは悔しげに表情を歪ゆがめた。

　全て、ばれている。

　リカルドは舌打ちした。

「……そうだ！　皇帝ウィリアムは、ヤンファンガルを討ち滅ぼし、皇族の名誉と求心力の回復、そして、皇族存続の足掛かりにするつもりだった！　革命派連中に皇帝の座を渡さない為にな！　皇帝の座は相応ふさわしい血筋の者が座るべきだとね！　更に、ヤンファンガル征圧のどさくさに紛れて、革命派を一掃するつもりだったようだがな！　だが、貴様らのせいで頓とん挫ざした！」

　自暴自棄になってそう叫ぶ。どうせ、このヤンファンガルの地でリカルドは果てることになる。

　全てはカルロスとアーシェル、そして、使えないこのラフェエルのせいで……！　リカルドは小さく舌打ちし、ラフェエルを睨みつけた。

　そんなリカルドをラフェエルは憐れん憫びんと悲哀、そんなものが混ざった目で見ていた。




「リカルド……。ごめんね」




　彼から出てきたのは、謝罪の言葉だった。

　そして、告げられたのは。




「……僕はどうしても父が許せなかった」




　そんな告白だった。

　リカルドは予想外の言葉に瞠どう目もくする。そんなリカルドにラフェエルは力なく笑った。

「リカルドが僕を憎んでいたように、僕は母上を殺した父上が許せなかった。だから、リカルド、君に傷つけられながら、僕は君を利用してたんだ」

「なに……？」

　ラフェエルは力尽きる前の人間の顔をしていた……だが、満ち足りた満足げな表情を浮かべて、リカルドに……残酷な事実を告げる。

「……今、この場で起こっていることは全部カランザラ帝国の議会で中継されているんだ」

「!?」

　頭が真っ白になる。議会に中継……それがどれだけまずいことかリカルドは一瞬で理解した。

　そんな時、不意にラフェエルの後ろにいるアーシェルがいい笑みを浮かべたのが見えた。呆然とするリカルドに、アーシェルはクスクスと悪魔の微笑みを深くした。

「僕とヤンファンガル王国を貶おとしめようとしたんです。貴方を断罪するだけでは生なま温ぬるい……当然じゃないですか。それなりの対価は払ってもらわないとね？　な、の、で、ウィリアム帝には、地獄を見てもらいます。テオドアが御老人に仕掛けた魔術が、今いま頃ごろ、カランザラを大混乱に陥れてますよ？」







　side 69.5　カランザラでの混乱







　カランザラ帝国、議会。

　丁度、会議中だったその途中で、参加していた１５０名ほどの議員の視界ジャックをする形で、ヤンファンガル最高学院の卒業パーティーの模様が、映像音声付きで、更にラフェエルの思惑も入り、リカルドが糾弾され、敵国で拘束されている姿が、カランザラで大々的に中継されている。

　しかも、それは、議員だけではなく、一部の高官や、警備兵、市民など様々な人々にも起こっていた。

　全てはテオドアの仕業だった。

　御老人と会ったあの日、テオドアは思いついたのだ。コイツを使って悪戯いたずらしてやろうと。

　御老人はカランザラ側の人間、おまけに各方面に精通している情報屋だ……その情報屋の彼が認知しているカランザラの人間に絞って、御老人を媒介に、その人間の視覚をジャックする魔術をテオドアは仕込んだのだ。

　結果、カランザラでは大惨事が起こっていた。

　御老人が知っている人間は皆、有力な著名人ばかりだ……その為ため、カランザラでは上層部の人間を中心に、阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒ぎとなっている。

　突然、視界がジャックされ、知らない卒業パーティーの風景になり、しかも、そこで、カランザラの元第二皇子が糾弾されているではないか。更には、ウィリアム帝の命で、ヤンファンガル最高学院に潜り込んだ彼はヤンファンガルの征圧……いや、革命派を退け皇族を存続させる為に画策していたという。

　革命派の台頭から３年経たち、今の議会の大半は革命派で占められている。反発は必至だった。

「皇帝陛下！　これはどういうことだ！」

「冗談では済まされませんぞ！」

「しかも、リツウェル帝が閲覧禁止し、封印した予言書が何故なぜヤンファンガルの手に渡っているんだ！」

「御説明をお願い致します！」

　皇帝ウィリアムは思いもよらない突然の事件に絶句していた。

　当然、ウィリアムにも卒業パーティーの様子は見えていた。予言に書かれている内容と恐ろしいほど乖かい離りしたその光景は自身の思惑が瓦が解かいし、むしろ向こうにしてやられたことを示していた。

「……っく……ぐ！」

　歯を食いしばって耐える。

　ウィリアムは荒れる議会から逃げるように立ち去るしかなかった。




　ウィリアムは真まっ直すぐ宮殿の奥にある皇帝の執務室に行く。執務室の壁、魔術によるからくりが仕掛けられたその壁をウィリアムは手慣れた様子で引き戸のように魔術で開き、荒れる人々から逃れるように足早に入っていく。そこには主に宮殿の影と落ち合い話し合う為に使われる隠し部屋があった。その部屋にウィリアムは入ると、待機していた自分の影の１人……御老人を呼び出した。

「おい！　ここに来い！」

「は、はい……ここに！　グッ！」

　待機していたその人の胸倉をウィリアムは容赦なく掴つかみあげた。

「先程、お前のせいでとんだ恥をかいた！」

「な、な、なんのことですか……うっ！」

　ウィリアムは怒りのあまり御老人を壁に打ち付けた。何も知らないらしい御老人にウィリアムは舌打ちした。魔術の媒介になっている御老人だが、あえてテオドアは彼に中継を見せなかった。だから、計画が失敗したことも利用されていたこともまだ御老人は知らない。

　ウィリアムは腸はらわたが煮えくりかえるような怒りを感じながらも、御老人を解放した。

「ゴホゴボッ！」

「御老人、私は貴様を信頼していた」

「へ、陛下……？」

「……だが、計画は破は綻たんし、リカルドは拘束され、ラフェエルは寝返った！　おまけに、予言書はヤンファンガルの手に渡っていた！　その上、ヤンファンガルの小こ賢ざかしいガキ共が、議会の野蛮人共に俺の計画を晒さらした！　この責任、どう取る！　御老人！」

「な、なんですって……！」

　さあっと青ざめる御老人。

　ウィリアムは壁に拳こぶしを打ち付けた。

「ああ！　全すべての計画が頓挫した！　革命派の連中を丸め込み、どうにか数年持たせつつ、ヤンファンガルを混乱させ、戦争に持ち込む。そのどさくさに紛れ、革命派を排除し、皇帝の座を磐ばん石じやくにする……その計画だったのに！」

　ヤンファンガル……いや、マイナスル公爵家！　70年前、カランザラの野望を途絶させた、あの公爵家の人間が、またしても邪魔したのだ。

　ウィリアムは直感した。

　アーシェル・マイナスル。全てはあの少年のせいだと。カルロスや寝返ったラフェエル、アーシェルの隣にいる父に恐ろしく酷似しているテオドアなど最早眼中にはない。あの少年がいなければ、上手くいったはずだった。それは確信だった。

　だからこそ、怒りがおさまらない。




「ヤンファンガルに常駐する影に連絡しろ。……アーシェル・マイナスルを捕らえろ、とな！」




　　　　＊　＊　＊




　一方、カランザラ帝国、ヤンファンガル国境近くにある離宮。

　離宮の奥にあるその部屋は実に静かな空間だった。

　窓辺から聞こえる風に揺れる草や木の音、カーテンが緩やかに波打つ音……そして、筆とキャンバスの間で広がる絵具の僅わずかな音……。

　静せい謐ひつ、静寂、表現は色々あるだろう、この静かで穏やかな空間には一切の雑音がなく天国に思えるほど綺き麗れいなものしかない。しかし、そこは時間が停止してしまった退廃的な寂れた空間にも思えた。

　その空間で、眼鏡めがねをかけた１人の老人がキャンバスに向かって黙々と絵を描いている。

　描いている題材は、今も昔も変わらない。いつまでも彼はかつて自分の傍らで咲いていた一輪の花を描いていた。表情一つ変えず、瞬きすら忘れる程に、指も手も止まることなく、キャスバスにあの花を色鮮やかに克明に描いていく。

　やがて、キャンバスの中で、その人が口角を上げて微笑みを浮かべ、老人に手を伸ばした。

　そんな時、だった。

「……………………っ」

　突然視界に飛び込んでくる騒々しく煩わしく、実に不愉快な雑音と耳障りな騒音に溢あふれかえった場面。

　テオドアの魔術に巻き込まれたその人は、思わず手を止め、不愉快とばかりに顔を歪めた。

　だが、実に不快な音に塗まみれた映像の中で、老人は見慣れた色を見つけた。

　何度も何度も描いてきたその色を老人が見落とす訳がなかった。

　ずっと長く本当に永く見てきたそれが、そこに生きている形で咲いている。たとえ、色だけが同じで面影しかないとしても、それを見つけただけで久しく動いていなかった老人の時が進むのも仕方がない話だった。

　静かに彼は筆を置いた。

　そして、ゆっくりと立ち上がり、その老いてなお鋭い眼光を放つアクアマリンの瞳ひとみを、身の内に燻くすぶる今なお消えない炎で燃え上がらせた。







　幕間　リカルドの人生







　俺の幸福が終わったのは、３年前、母が処刑されたあの日ではない。

　俺が10歳の時……前皇帝リツウェル・カランザラに偶然、遭遇したあの日だった。




　その日まで、俺は両親の愛はなかったが、無邪気で幸せな毎日を送っていた。

　皇子として生まれ、何不自由ない生活を送り、剣も魔術も勉強も好きだったから、毎日充実していた。

　……ただ、冷えきった両親、１歳しか違わない美しすぎる兄、父親に似ていない自分の容姿……嫌な予感は確かにあった。

　そんな時だった。ヤンファンガルの国境に近い、その離宮に足を運んだのは。

　理由は冒険心だった。カランザラ帝国に自分が住む宮殿以外に宮殿がある。そこがどんなところか見たくなった。

　だが、何故か離宮に住む祖父リツウェルには会わないようにと従者にきつく言われた。

「あの方は英雄にして我らカランザラの誇りなのですが……非常に気難しい方で、離宮住まいの使用人ですら近づくことを禁じています。不用意に近づくと、怖い思いをしてしまうでしょう。ですので、先触れは送りますが……近づかないように」

　そう言われた矢先に。

　俺はその人に会ってしまった。

　初めて見る場所に浮かれきってしまって、走り回って、離宮の奥まで行ってしまったのだ。何があるんだろうと好奇心で、迷い込み、そんな離宮の奥の人ひと気けのない一室にいた祖父と遭遇してしまった。




「……何しに来た……？」




　白髪しらが混じりの長く黒い髪を紐ひもで縛り、アクアマリンと同じ色をした瞳を持つその老人の眼鏡越しの鋭い眼光が幼い俺を容赦なく射抜いた。

　あまりに恐ろしく、俺は腰を抜かした。

「ここに来るな、と誰だれにも言われなかったか？」

「あ、う……」

「……たわいない」

　その瞬間、祖父は俺を魔術で吊つり上げ壁に打ち付けた。今思えば、かなり手加減されていたが、それでも心がへし折れるぐらい痛かった。

「貴様は皇子だろう。如何なる理不尽も跳ね返してみせよ」

「……っ」

「フン、声すらあげないか。美しい顔を持って生まれても花には遠く及ばんな。ただ美しいだけの宝石など、他人の手に利用されるだけだ。価値があっても意味はない」

　祖父はそう言い、腰を抜かしている俺を魔術で無理やり直立させ、その姿勢で固定させた。

「随分、生温い性格をしている。甘やかされたな。ウィリアムの器が知れる。アヤツめ、皇帝や皇族にやたら固執する癖に、皇子教育を疎おろそかにしたか」

「……っ、あ……」

　怯おびえる身体からだを無理やり封ぜられて、息すらまともに出来ない。

　そんな俺に、祖父は嘆息した。

「それにしても軟弱すぎる……よもや、自分が我が子だと認め皇子にした子らをやはり自分の子ではないと言うつもりか」

「……!?」

　祖父の言葉に俺は目を見開いて、喉のどを引ひき攣つらせるしかなかった。悲鳴をあげることすら許されなかったからだ。

　そんな俺に構わず、祖父は淡々と語る。

「お前の母は好ましいと思う程の度胸と強さの持ち主だ。望んでいなかったとはいえ、皇帝の血など一滴も入っていない子どもを２人も作り、夫の為ために痛む心を見せぬよう皇妃の座にいるのだから。ウィリアムもそんな彼女を理解し実情を寛大に受け止め、子を皇子と認め育てているのだと見ていたが、器量のない奴やつめ、買い被りすぎたか」

「……え、え……？」

　衝撃的な事実と事態が呑のみ込めない。自分と父に血縁がない……それはつまり、俺は皇族ではないということ……家族ですらない。そんな真実に、自分の今までの人生がガラガラと崩れる音がした。

　ふと、祖父が口角を上げた。

「フン、どのような出自であれ貴様は皇子。何を動揺しているのか。それにどういう理由であれ、お前を皇子と認めたのは皇帝である愚息本人だ。……ふむ、興が乗った。ウィリアムがしないというのなら、俺が手ずからにお前を教育しよう。弱さなど晒すな。相応の努力をし、似合った器量を身につけろ。そもそも、皇帝など軟弱者でなければ誰がなろうと一向に構わん。国が回ればそれでいいのだから」

　その日から俺の人生は祖父が用意した苛か烈れつな皇子教育によって、一気に様変わりしてしまった。祖父が用意した教師、祖父によって組まれた教育カリキュラム、それに沿って行われる息を吐つく暇もない過密で残酷な毎日。皇帝になる前提で進められる血反吐を吐いても終わらない日々に出生のことなど気にしている暇はなかった。

　ギリギリ発狂しない程度にわざと加減されているとしても、過酷すぎるそれに何度音を上げそうになったろう。

　だが、そんな俺を助ける人間はいなかった。

　むしろ、周りはあの大英雄リツウェルが俺に期待しているのだと勘違いして、癪しやくに障る激励をする者ばかりだった。

　最も腹が立ったのは、俺がこんなに血反吐を吐いて足掻あがいて死に目に遭っているのに、未いまだに呑のん気きに生きている半分しか血の繋つながっていない兄……ラフェエルだ。

　ラフェエルと俺は不仲だった。世界一の美男子である彼は周囲から愛され大事にされ箱入りで生きてきただけあって、夢見がちで女々しい性格をしている。それが昔からとにかく俺は気に食わなかった。こんな性格なのに、第一皇子だからいう理由で次期皇帝筆頭候補だったことも俺を苛いら立だたせた。

　その上、祖父による皇子教育をラフェエルが受けることはなかった。それはただ単に彼が祖父の眼中になかっただけだが、こんなに血反吐を吐いて死ぬ思いをしても、皇帝になる可能性は低い俺と、相変わらず蝶ちようよ花よと育てられ幸せに生きるラフェエル……そんなラフェエルが酷ひどく憎かった。

　いつか、コイツに同じ苦しみを味わわせたい。そう、いつも思っていた。

　そんな矢先に、父が母と実父を処刑した。







　祖父が言っていた通り、父は皇帝と皇族というものに強いこだわりを持っていた。固執していると言っていい。やはり自分以外の男の子どもを産んだ母と、皇帝の血を受け継いでいない子どもが神聖な玉座に座るのが許せなかったのだろう。

　俺達はすぐさま廃嫡にされた。

　だが、殺されなかった。利用価値があったから。

　父は俺達を嘲あざ笑わらいながら、１冊の本を渡した。

「本当はすぐさまお前達を斬り捨てたいところだが、予言によるとお前らにはヤンファンガルを潰つぶせる未来があるらしい。命拾いしたな。ヤンファンガル征服は我がカランザラ帝国の悲願。ヤンファンガルを潰せたら、命までは取らん。だが、失敗すれば……血の果てまで追いかけて、殺してやる。分かったな？」

　こうして、俺達は渡された予言を基に、ヤンファンガルを潰すことになった。

　ただ予言で語られる未来は不確定要素が多い。

　ヤンファンガルが潰れるにはデイビッドという人間が肝になるのだが、彼が誰と恋人関係になるかで、幾重にも未来が変わるようだ。一個人の恋愛で変わるなんて妙な未来だが、それが最大の難問であった。

　また、ヤンファンガルを潰す為に必ひつ須すになってくるのが、ヤンファンガルで最も支持されているレオドール第一王子の死だ。レオドールがいなくなるだけでヤンファンガルは確実に傾く。

　しかし、そうなると、次に必要なのがアーシェルを追い詰めることだ。レオドールが執着するアーシェルを追い詰めることによって、彼はアーシェルの後を追い自死する未来がある。これを目指す。

　だが、ヤンファンガル最高学院に入学したデイビッドがどう過ごし、誰と繋がるのかで変わる未来……自分の命が関わっているのに、デイビッドの気分次第で変わる、そんな未来に命を賭かけられない。

　だから、俺はラフェエルを使うことにした。

　不幸中の幸いだが、６年だけとはいえ俺は祖父の教育を徹底的に詰め込まれていた。だから、カランザラの工作員になった時、すぐに順応出来た。

　問題は楽して生きてきたラフェエルだった。彼は愛めでられる生き方しかしたことがない。工作員として使えないと言っていい。

　だから、父に連絡し、ある依頼をした。

　ヤンファンガルを潰すためだ。父は違法薬物など直ぐに用意してくれた。

　容姿を変える魔法の粉。それもかなり強力なそれ。

　魔法の粉は容姿を変えるだけでその人にはなれない。しかし、用意されたこれは容姿を変えるだけでなく、周囲を軽い催眠状態に陥らせ、大して演技力がなくてもその人本人だと誤認させることが出来る代物だった。




「お前がデイビッドになればいいんだ」




　ラフェエルは最初、俺の提案に難色を示した。

　この薬は副作用が強い。常用すれば身体からだも心も崩壊していく。それを３年飲めと、そんな残酷な命令を俺は冷徹にラフェエルに言い放ったのだ。ラフェエルは嫌がったが、無理やり従わせた。

「お祖父じい様の教育を受けていないお前が役に立つにはこれしかないんだよ。なぁ、そうだろ？」

　ラフェエルを無理やり従わせ、本物のデイビッドをカランザラに攫さらった。後は、魔法の粉を使い、ラフェエルにデイビッドの振りをさせた。そして、ヤンファンガル最高学院に入り、順調に事は進んだ。俺は善良な生徒を演じつつ、気配を消して探られないように息を潜めてラフェエルのサポートをすれば良かった。もし勘づかれたら、カランザラに逃げればいい。後はこのままアーシェルを追い詰めるだけだった。

　ところが、使えないレベルで予言は現実と乖かい離りしていた。

　確かに、予言に書かれている人物は全すべて揃そろっている。しかし、皆、予言に書かれているような人物でもなく、状況や境遇も違った。予言通りに動くと逆に上手うまくいかない。全く参考にならないゴミだった。

　ただカルロスだけには、まだ使えるようだった。

　予言の通り、カルロスとラフェエルは友人になれたし、ライネルは馬鹿だ……まだアーシェルを狙ねらうことは十二分に出来た。

　それに究極的なことを言えば、卒業パーティーで騒動を起こし、そこにアーシェルを巻き込みさえすれば、彼の処刑は決定的になる。それで良かった。

　だから……。

　騒動を起こす口実にデイビッドを過剰に虐め、ストレスの捌さばけ口に暴力を振るったのは、完全に私し怨えんだった。

　だって、そうだろう？　今まで俺が受けた苦しみを楽して生きてきたラフェエルに味わわせる絶好の機会、逃すわけがなかった。あの薬を常用させただけじゃ足りない。ギリギリ死なない程度に、ラフェエルを痛めつけたかった。多少やりすぎても構わない。アーシェルに擦なすり付ける罪状が多くなるだけだ。

　その頃ころ、ラフェエルは劇薬を常用しているせいで、既に身体的にも精神的にもおかしくなって、自然治癒も望めず回復魔術も受け付けない身体になっていた。長くは持たない、近い内に死ぬ。だが、それがなんだというのだ。

　…………どうせ、ヤンファンガルを潰したら、俺達は用済み。当たり前のように父に殺される。

　先に死ぬか、後に死ぬかじゃないか。

　なら、私怨の１つ、晴らしたいじゃないか。










　だが、まさか……こんなことになるなんて……。

　俺は目の前で行われているそれに卒倒しそうになる。

　あぁ、カランザラは、父上の治世は確実に終わる。俺のせいで……。

　しかも、嵌はめられた。よりによってラフェエルに！

　俺は利用された。コイツの復ふく讐しゆうに！

　悔しくてたまらない。何故なぜ、よりによって……こんな奴に……。今まで楽して愛されて生きていただけのコイツに……俺はトドメを刺された。

　もう俺はヤンファンガルに殺されるしかない。しかも、俺１人だ。同じ地獄の底に行くと思っていた奴は天国に行って、俺は惨めに死ぬ……。

　良い思いをするのは結局アイツで、苦しいのは俺だけ……。




　あぁ、神様、不平等だ。




　俺には味方も救う人もいないのに、何故、ラフェエルだけ優遇するのですか……。







　幕間　ラフェエルの人生







　僕は、ラフェエル。

　僕は美しく生まれた。でも、父上とはちっとも似ていない容姿をしていた……。

　そんな僕を母上はいつも悲しそうに見てた。




「貴方は苦労するわ……私のせいで」

　リカルドは、父上と血縁関係がない事実を僕が知らなかったと思ってたみたいだけど、実は、母上から既に教えられていた……もっと深い事情まで。

「母上、何故、こんなことをしたのですか？　バレたら母上は……」

「仕方がなかったのよ……」

「仕方がなかったって……でも……」

「分かるわ、気持ちは。でも、子が生なせない夫と、どうやって子を生すというの？」

「え？」

　母上の悲しい声が今も脳裏を過よぎる。

　母上は父上と子を生したかった。しかし、父上は……子が生せない体質だった。

　生まれつき、そういう身体なのだという。父上の幼少期に分かったそれに、カランザラ帝国上層部は嘆いた。しかし、皇帝が子を生せないなど言語道断。その事実は父上と母上と侍医、一部の上層部以外には伏せられた。

　しかし、知らない周囲の人間は、世継ぎを望む声をあげ、やがて日増しに大きくなっていった。

　母上は世継ぎ問題を深刻に受け止め、秘密裏に帝国の上層部と会合を開いた。だけど、その会合で、母上にとって最も残酷な決定が下された。




　それが父上以外の人と子どもを作ること。




　それしかなかった。

　できるだけ、父上に近い容姿の人を選び、跡継ぎを作ること。

　仕方がなかった。皇帝が子を生せないなど、公表出来るものではなく、しかし、安定した政権を維持するには、跡継ぎが必要。せめてリツウェルお祖父じい様の遠縁である母の血は継いだ子が必要だった。

　しかし、そんな仕方がない事情を、父上は受け入れられなかった。

　父上は子が生せない体質を侍医の嘘うそっぱちだと断じ、母上の浮気の口実だろうと言い放ち、遠ざけた。母上はいつだって父上を想おもっていたのに。

　母上はいつも悲しそうに目を伏せていた。

「唯一の救いは、お義父とうさまが……カランザラの大英雄であるリツウェル陛下が、血の繋がらない皇帝を認めてくださったことよ。あの方が、貴方達を認めてくだされば、貴方達のどちらかが皇帝になっても皆認めるわ……それだけあの方はすごい人なのよ」

「……母上」

「……でも、ウィリアムは……きっとあの方が何を言っても、いえ、あの方に何か言われる前に、いつか我慢ならなくなって貴方達も私も殺すでしょうね。プライドが高いから……私達を大罪人にしてしまうでしょう。子が生せないなんて一生認めないわ。だからね、ラフェエル。貴方はいざとなれば、皇子であることも忘れて好きに生きなさい」




　それから数ヶ月して、母上は父上に処刑された。




　父上が許せなかった。

　皇帝……皇族……プライド。そんな小さなもので、苦悩して生きてきた母上を殺していいはずがない。その上、父上は母上に浮気者の汚名を着せて殺した。当然、事実無根だ。父上の為ために身を捧ささげた母上に何たる仕打ち……！




　……だから、母上の仇かたきを討ちたかった。

　母上を殺したあの皇帝に鉄てつ槌ついを下す……！




　だから、命令でヤンファンガル王国に行くとなった時も、ヤンファンガルを潰すついでに、父上に復讐出来ないかとずっと考えていた。

　僕に私怨があるリカルドに劇薬を渡されて、デイビッドの振りをしろと言われた時も。

　劇薬の副作用で思考が支離滅裂になって、自分ですら自分が何を言っているのか分からなくなっても。

　リカルドから暴力を振るわれるようになっても。

　ずっと母上の仇を討ちたいと考えていた。




　……ただ、いつも傍にいてくれるカルロスのことだけは、どうしても気がかりだった。

　カルロスは副作用で錯乱する僕を見放したりしない、誠実で凄すごく優しくて……でも、危なっかしくて見ていられない、僕を心の底から大切にしてくれるそんな人。

　僕の正体を知っても、この身体が副作用で壊れていると知っても、この人の力強い手は僕の手を握ったまま離さない。

　彼といる時間だけは、不思議と心穏やかでいられた。居い心地ごこちが良くて、ただただ幸せで……その時間が愛いとおしかった……。

　だからこそ、僕の事情に巻き込んでいいものか、ずっと悩んでいた。

　でも、カルロスは言ったのだ。




「ラフェエル、俺を使え。卒業パーティーで一騒動起こるのは分かっている。その上、どう頑張っても、そこでリカルドはマイナスル公爵家に捕まる。なら、好機じゃないか。ラフェエルは俺を利用して、計画を練ればいい」




　カルロスはそう言って、進んで僕の復讐の片棒を担いでくれた。

　カルロスは僕の欲しい言葉ばかりくれる。僕は何も返せないどころか、カルロスが今まで積み上げてきた努力も地位も、皆、壊してしまうのに。僕を愛してしまったからと、この人は全部を捨てて僕と共にあろうとしてくれる。

　それが、涙が出るくらい悲しく……そして、嬉うれしかった……。

　だからこそ、失敗出来ない。




　……父上を地の底に叩たたき落とす。人生の再起すら望めない程に。




　その為に、わざとリカルドからのイジメも暴力も受け続けた。リカルドに確実に卒業パーティーで騒動を起こしてもらう為に。

　そして、アーシェルとテオドアの手を借りて、卒業パーティーの模様をカランザラの議会で垂れ流したのだ。

　今頃、父上の皇帝の立場は揺らいでいるだろう。革命派からの怒りは確実、数日のうちに父上は玉座を追われることは必定だ。

　でも、まだ終わらせない。

　母上が受けた屈辱はこんなものではない。

　……でも、劇薬を飲み続けた僕の時間は残り少ない。その中で、僕が出来ることは限られている。

　だから、後はアーシェルに託すことにした。

　アーシェルは僕より何でも出来る。僕の復讐を託すにはうってつけだった……アーシェル本人もカランザラに何か用があるらしかった。だから、徹底的にやってくれるよう頼んだ。

　これでもう後腐れはない。

　僕はカルロスと生きる。とっても短い時間しか僕には残ってないけど……それでもカルロスの傍らで、一生を終えられたら……。

　それだけで生きた意味がある……。







　小話　ルーファスとリツウェル







　60年ほど前。

　ヤンファンガル、王都郊外、ルーファスの家の１つ。

　それは、王都郊外に広がる森の中にひっそりと建っていた。

　煉れん瓦がではなくコンクリート造りの立派な２階建ての邸宅。建物は凹字型をしていて、窓はステンドグラス、建物の四隅にはコンクリート性の柱があって、どれも精巧な彫刻が施されている。庭もあり、貴族の邸宅にしてはかなり小さく、一般家庭の庭ほどしかないが、薔薇ばらやダリヤが植えられており、年中花盛りになるようしっかり整えられていた。

　そんな屋敷の一室で、椅子に座っているルーファスは大きく欠伸あくびをした。




「……飽きないねぇ、リツウェル」




　ルーファスの視線の先には、キャンバスを前に座るリツウェルがいた。その手にはパレットと絵筆がある。その目は真剣そのもので、ただルーファスだけを見つめ、彼をそのキャンバスに描いている。

　かれこれルーファスはこの２時間程、彼の絵のモデルをしていた。

「リツウェル、そんなに私を描いて楽しいのかい？」

「あぁ。貴方だけを描いていたい」

　ルーファスの問いにキャンバスに筆を走らせながらリツウェルは当然のようにそう答える。その真まっ直すぐな言葉にはルーファスへの深い愛が滲にじんでいた。

「……君の愛もここまでくると、称たたえたくなるね。最初は全く絵なんて描けない子だったのに」

　ルーファスは苦笑した。







　事の始まりは、ほんの数年前、リツウェルが皇帝になったばかりだったある日のルーファスの思いつきだった。




「ねぇ、記念に１枚、絵を描いてもらおうよ」

「………………は？」




　その時、リツウェルは周りが決めた女性と結婚したばかりだった。

　その結婚は、リツウェルの父親と大臣達が勝手に推し進めた、リツウェルの意思など無視した理不尽極まりないもので、当然、リツウェルは荒れた。

　そんなリツウェルを宥なだめるべく、ルーファスは思いついたのだ。

「僕達の絵を描いてもらうのさ。２人並んだ絵を。腕の良い絵師がいるんだよ。ねぇ？　どう？」

「……絵を描いて何になる」

「んーそうだね。僕達が共にいた証拠になる。燃やされない限り永遠にね。どうだい？　興味はない？」

　そう説得するとリツウェルは渋々頷うなずいた。

　だが、想像以上に２人の絵は難航した。

　ルーファスを描く絵師にリツウェルが嫉しつ妬としたのだ。

「……アイツ……ルーファスをガン見しやがって！」

「そういう仕事だから仕方がないでしょ？　もう狭量なんだから！」

「ルーファスをあれだけ見ていいのは、俺だけだ！」

　あまりに嫉妬しすぎて、絵師は完全に萎い縮しゆくしてしまい、完成した絵も、ルーファスは綺き麗れいに描かれているが、リツウェルは不機嫌丸出しで描かれてしまっている。

「もう！　せっかくの絵なのに！　これじゃかっこいいリツウェルが拝めないじゃないか」

「……」

　その時、ふとルーファスは閃ひらめいた。

「そんなに嫌だったなら、今度からはリツウェルが絵を描く？」

「……！」

「あ、でも、無理か。君は全く絵が描けないものね」

「……描く……」

「え？」

「俺が、お前を、描く」

　こうして、リツウェルはルーファスを描くようになった。

　元々センスも才能もあったのだろう。彼はみるみる絵師として完成していった。しかし、描くのはルーファスのみ。彼以外の誰だれも何も描かなかった。

「僕と君が並んだのは描かないのかい？」

「……お前だけでいい」

　ただただ黙々と、彼は愛ルーフアスを描き、そのキャンバスに閉じ込めた。

　そうして描いた絵は既に山のように積み上がっていた。飾る場所も保管する場所もなく、それらはこの屋敷の地下に追いやられ、雑多に片付けられている。

　ただ絵を描き始めてから、リツウェルが理不尽な結婚に荒れることは少なくなった。もう皇妃とは義務を成すだけのパートナーだとお互い割り切った関係でいる。無理やりリツウェルを結婚させた周りの人間達は、二度と勝手が出来ないようリツウェルが今、少しずつ排除している。当然、自分の父親もだ。

　そうして片付けて、リツウェルは暇さえあれば、筆を取り、ルーファスを描き続けた。

　しかし、ルーファスが椅子に座ってからもう２時間、流石さすがに飽きてきた。

「りーつーうぇーるー」

　真剣に描いているリツウェルの隣に椅子を置き、前まえ屈かがみになっているリツウェルの背に撓しな垂だれ掛かる。リツウェルは邪魔だろうにルーファスを一いち瞥べつするだけで直ぐに筆を走らせた。

　リツウェルの目の前にあるキャンバスには、美しいルーファスが優美に妖よう艶えんに描かれている。その描き方、入れ込みよう……全すべてにリツウェルのルーファスへの愛が溢あふれていた。

　リツウェルの愛はいつまでもルーファスにある。

　そう感じさせる程の熱を持っていた。

「……実に想定外だよ」

　ルーファスはぽつりと漏らした。

「リツウェル、君に出会った時は他の良い人間を知ったら、数年で私に飽きるかと思ったのだけどね」

　そうルーファスが漏らすと、流石のリツウェルも手を止めた。

「誰が、誰を、飽きるだって？　お前は俺の愛に疑いを持つのか？」

「……おっと。仮定の話だよ。仮定仮定。君をよく知る前の話だからね」

「ならば良い……」

　リツウェルはまたキャンバスに向かっていった。そんな彼にバレないようルーファスは息を吐く。

　リツウェルの愛は重い。熱量も質量もある。その上、揺るがないと来た。

　ルーファスはちらりと書斎の方を見る。

　整理整せい頓とんの類いが苦手なので、どこに置いたか忘れたが、そこに銀鉱山とダイヤモンド鉱山の権利書がある。

　あれは、まだ出会ったばかりだった頃ころ、ルーファスの誕生日にリングを贈ってきたリツウェルに、こんなちっちゃいのヤダー、と冗談半分で言ったら、数日後、持ってきたものだ。どうやって手に入れたか分からないが、その時、ルーファスはリツウェルが自分の為ためなら何でもする人間なのを真に理解した。

　だから、そんな彼を利用して、ルーファスは計画を立てた。リツウェルはルーファスに利用されても嫌な顔一つせず、むしろ、進んでルーファスに協力した。

　そのため、元々その未来があったとはいえ、リツウェルはルーファスの言う通り皇帝になったし、狙ねらった通り、カランザラに栄華をもたらした。

　だが……その結果、リツウェルには苦労させてばかりだ。周りはリツウェルに勝手な英雄像を思い描き、リツウェルを利用して甘い蜜みつを吸おうとしている。今回の結婚もそう。きっとこれからもリツウェルはルーファスの願いを叶かなえた結果、凄すさまじい苦労や苦痛を重ねて歯を食いしばって耐えることになる。

　しかし、このリツウェルのことだ。ルーファスへの愛が脅かされない限り、ずっと耐えてしまうのだろう。それを簡単に成し遂げられる程に、リツウェルの愛は強い。

　……正直にいうと、それがルーファスには心配でたまらなかった。

「私が亡くなったら、君は……どうなるのやら」

　今はこうして直接会い、話して、触れ合って、止めどなく溢れるリツウェルの愛をルーファスが受け取っているが、そのルーファスがいなくなれば、ただただ溜たまってヘドロのように黒々と濁ってゆくだけのそれ。

　それを抱えて、果たして、これから降りかかるだろう災難や不幸にリツウェルの心は耐えられるだろうか？　愛は誰にも受け取られず、ただただ煩わしい醜い人間の欲だけがリツウェルを縛るのだ。

　ルーファスは未来が視える。故に……自分がリツウェルより早く死ぬことが分かっていた。

　だからこそ、リツウェルが自分を深く愛して依存してしまったことに、ルーファスは悩んでいた。

　リツウェルの腰にルーファスは腕を回し、彼の背に顔を埋めた。そのルーファスの行動に、流石のリツウェルも顔を上げる。

「ルーファス？」

「リツウェル。本来、他者の思惑が一個人の人生を縛るなど、唾だ棄きすべきことだ。それを分かってやりたい放題やっている僕を君は許してくれている、それだけ君の心根がとても優しいということでもあり……君の愛が深いということだね」

　ただならぬルーファスの雰囲気にリツウェルは筆を置く。ルーファスは言う。

「君の愛は永遠だろう。しかし、過ぎた愛は自分を苦しめていくだけなのだよ。私を喪った後、独りになって、その愛を何処に吐き出すつもりかい？　そして、君は不幸になってゆくだけの人生に耐えられるのかい？　いつまでも私は君の愛を返して、君を愛していられないのだよ。

　だからこそ、君を利用した私が言うことではないが、私という存在に依存せず周りに流されず、いつか君は自分の人生をきちんと考えた方がいい。君の周りには良くない人間の方が圧倒的に多いのだから」

　ルーファスの言葉にリツウェルは答えず、絵の方に視線を落とす。絵の中で優雅に微笑ほほえむその人……今、後ろにいるその人がいなくなった後なんて考えられない。ただ……。

　確実に、周りには普通の人間の振りをしながら、亡きルーファスの面影だけを追い、生きる意味もなく彷徨さまようだろうな、と確信した。







　第七十話　パーティー、終了







　ヤンファンガル最高学院、卒業パーティー。

　その様相はすっかりパーティーではなく、公開処刑場となっていた。カランザラの、公開処刑場だが。

　そんな会場の真ん中で、アーシェルはテオドアの服の裾すそを引っ張り、テオドアをアーシェルの方に振り向かせた。

「もう良いよ。頃合いじゃない？」

「分かった」

　テオドアがそう言うと、御老人に仕掛けていた魔術を切る。御老人が認知しているカランザラの人間は皆この魔術にかかったわけだが、果たして、どれほどの人間がこの様子を見ていたのかはテオドアも知らない。１つ言えることは、今頃、カランザラは大混乱だろうということだ。

　テオドアが魔術を切ると、アーシェルは、アイコンタクトでマイナスル公爵家の私設部隊である彼らに指示を出す。その指示に従い、彼らは迅速にライネルとリカルドを捕らえ、立たせる。利用されたライネルは放心状態となっており茫ぼう然ぜん自じ失しつのまま会場から連れ出された。リカルドはアーシェルとラフェエルをずっと睨にらんでいたが、軍服の男がリカルドの背中を蹴けり上げ、やめさせられた。

　そして、軍服の人間達は２人を連れて音もなく瞬きの一瞬で消えた。ラファエロも当然のように彼らについていき、消えた。先程のことなど夢だったかのように、会場は静寂に包まれる。

　そんな空間を仕切り直すように学院の学長がパンパンと手を鳴らした。




「この卒業パーティーはなかったことにします。後日、改めて開催しましょう……アーシェル・マイナスル」




　学長がそう名前を呼ぶと、アーシェルは進み出て、会場にいる全員に告げた。




「今日のことは他言無用でお願いします。特に、我がマイナスル公爵家のことは。お話を流布されますと、我が家の部隊を皆様のお家うちに派遣しなくてはいけなくなるので……お願いしますね？」




　そうアーシェルが丁寧に、しかし、含むように言うと、会場にいた人々は全員、やや青ざめながらも了承の意を示した。中には了承した瞬間、マイナスル公爵家から逃げるように会場から出る人間もいた。

　こうして、ライネル、いや、カランザラが事件を巻き起こした卒業パーティーはお開きとなった。だが、参加者が出て行くのと反対に、会場に衛兵達が雪崩込むように入ってくる。

　ここに国王陛下が来られるからだ。




　ヤンファンガル王国国王、ジェフターフ。




　その人が全ての始末をつける為にやってきたのだ。










　衛兵が整然と２列に並ぶ。その間を堂々たる威厳と王らしい存在感を持って、その人はここに足を踏み入れた。

「……はぁ」

　だが、その顔には無念の表情が浮かんでいた。

　ジェフターフは、会場に残っているアーシェルとテオドア……そして、カルロスとラフェエルを１人ずつ見て、目を伏せた。

「……結局、こうなったか……」

　ジェフターフはため息を吐つき、目を開いた。

「カルロス、お前はそれで良かったのか」

　その問いにカルロスは力強く頷いた。

「えぇ、覚悟は決まってます」

　そう言って、カルロスはラフェエルを抱き寄せた。ラフェエルも意を決したその目でジェフターフを見上げた。

　そんな２人にジェフターフは告げた。一国の王としてではなく、１人の親として。

「ならば、今すぐ行け。王宮の者達はまだこの件を知らぬ。故に猶予はある。……皇子とはいえ、息子。これくらいはしてやる」

「ありがとうございます」

　ジェフターフが言うと、カルロスは一礼し、ラフェエルを連れて、会場から出る。

　そんなカルロスの背中にアーシェルは一声かけた。




「では、また」




　その声にカルロスはアーシェルを一瞥する。僅わずかに見えた表情には笑みが浮かんでいた。




「ああ。またな」




　カルロスはそう言い残し、振り返ることもなく、会場から走り去っていった。

　２人はヤンファンガルから他国に逃げる。

　今後、カランザラがどうなるか分からないが、寝返ったラフェエルにウィリアム帝から刺客が送られるのは確実だ。ラフェエルを守る為ためには、今すぐこのヤンファンガルからカランザラではない別の国に逃げる必要がある。少しでも長くこのヤンファンガルにいれば、何が起こるか分かったものではない。

　その上で、ジェフターフは、息子に王宮に行くことを許可した。逃亡の準備をする時間と……別れを告げる時間を与えたのだ。

　ジェフターフは見えなくなるまでカルロスの背を見ていた。

「……他者の為に身を粉にする……それが平然とできるあの子は本当に勿もつ体たいない人間だった……王に相応ふさわしいと思ったのだがな……」

　能力的にはレオドールだろう。彼は天才でありカリスマだ。しかし、多少甘さはあるものの、王としての気質は間違いなくカルロスだった。

　きっと彼が王になれば、苦労はあれど、レオドールが作る国とはまた違う、良い国が出来ただろう。

　だから、今の今まで王太子を決められなかった。

　甲乙付け難いと言うのはこういうことなのかと思うほど、２人は良い人間になった。どちらが王になってもヤンファンガルは善政の国となるだろう。

　だからこそ、ジェフターフは２人を観察し続けることにした。どちらがより王に相応しいか考え続けた。２人の派閥や国際情勢など確かにそれも含め、考えなければならなかったが、それ以上に、２人の資質が重要だった。

　もちろん、それだけが理由ではない。この２人はこの卒業パーティーの一件がきっかけとなり、どちらも王太子にはなれない未来があった。マイナスル公爵家現当主である腐れ縁からその話を聞いた時は信じられなかったが、この世界に強制力というものがある以上、その未来がある可能性があった。故に軽率な判断は出来なかった。

　その結果が……この結果だ。

　カルロスは王太子になる未来よりも、目の前にいる薄幸な人間の手を取った。

　しかし、ジェフターフは確かに残念に思う気持ちもあったが、安あん堵どもしていた。

　確かにカルロスは国にとっても王族としても間違った選択をしたかもしれない。

　しかし……カルロスは愛する人の為に立ち上がれる立派な大人になった。

　それが親として誇らしかった。

　……そんなカルロスの人格を作ったのは、間違いなく、アーシェルだ。

　ジェフターフはそう確信していた。

　かつて、レオドールへの劣等感で荒れていたカルロス。彼があのまま成長すれば、ライネルのようになっただろう。だが、そのカルロスを変えたのはアーシェルだった。

　アーシェルが意図的にカルロスに何かした訳ではない。だが彼がいなければ今の彼はいなかった。

　本人達の相性はあまり良くないが、アーシェルと出会ったカルロスはみるみる変わっていった。荒れていた彼は、レオドールとの関係性にも折り合いがつき、ラフェエルと出会い、立派に成長した。

　ジェフターフは、アーシェルに向かい合う。

　マイナスル公爵家次期当主ではなく、息子の良き友人として。

「君のおかげで、ヤンファンガルも息子も助かった。感謝する」

「いえ、僕は何も。全すべてはカルロス殿下の意思ですよ。あの方が今回の功労者です」

　そう謙けん遜そんしてアーシェルは言うが、カルロスの願いを叶える為に、３年という長い間、奮闘したのはアーシェルだ。

　ジェフターフはそれをしっかりと理解していた。

「そなたのような者がマイナスル公爵家の次期当主であることをこんなに感謝したことはない。今後ともレオドールと共に頼む……」

　そのジェフターフの言葉に、アーシェルは目を見開いた。

「え？　つまりそれって……」

「あぁ、そなたには先に言おう。次の王はレオドールだ。レオドールはこんな形で王太子になるのは、嫌だったろうが……。あの子の……カルロスの願いでもある」

　やはり、というか、もうカルロスもライネルも廃嫡されるのだ。次の王が、レオドールになるのは必然だろう。

　でも、これで長く分裂していたこの国はようやく１つになる。

　アーシェルは感慨深く思う。

「これで、全部、終わったんですね。カランザラの問題はありますけど……」

「そうだな。今回の事態がどう転ぶか分からないが、もうヤンファンガルとカランザラの国境は全て兵で固めた。こちらの策は万全だ」

　この３年、ヤンファンガルはカランザラに何もしなかった訳ではない。国境を兵で固め、いつ、戦争状態に陥っても問題がないように準備を進めていた。

　そして、それはマイナスル公爵家も同じ。

　ふと、アーシェルはテオドアを見上げた。

「？」

　突然のアーシェルの行動に訝いぶかしげにテオドアはアーシェルを見る。しかし、アーシェルはテオドアに何も告げず、ジェフターフの方に向き直った。

　そして、打ち明けるように言った。

「……僕、カランザラは潰つぶれるべきだと思うんです。潰れないにしても、中身を全く変えられたら……と」

「……アーシェル？」

　嫌な予感をテオドアは感じた。

　３歩、アーシェルは後ろに下がる。テオドアから距離を置くというより、距離を取るように。

「だから今回、テオドアが御老人を利用したのをいいことに、死ぬ程煽あおって荒らした自覚はあるんです。なりふり構っていられないくらい、向こうは追い詰められたはず……怒りも凄まじいと思うんです」

　ジェフターフもアーシェルの行動の意味が分からなくて、怪け訝げんそうに見る。

「アーシェル、君は何を……？」

　アーシェルの目が再度テオドアの方を見る……ただ、先程とは違い、どこか申し訳なさそうだった。

「あれだけ荒らせば……テオドアのことなんて眼中になくなるかなって思ったんだ。僕は……テオドアをカランザラに取られたくないんだ、どうしてもね」

　その瞬間、アーシェルの足元に魔法陣が現れ、アーシェルを引きずり込んだ。







　第七十一話　後は任せたよ







「アーシェル！」




　テオドアは即座にアーシェルに手を伸ばし駆け寄る。しかし、アーシェルは計算していたのだろう。アーシェルが距離を取った３歩、それはテオドアがアーシェルに手を伸ばしてもギリギリ届かない距離だった。

　伸ばした手は虚しく空を切る。

　魔法陣はアーシェルを吸い込むと、忽たちまち、消えた。

「……クソッ！」

　思わず舌打ちする。一瞬にしてアーシェルを奪われ、テオドアはどうにかなりそうだった。

　あれだけ魔術に精通しているテオドアが魔法陣の存在に気づかなかったのはおかしい。なのに、アーシェルは知っていた。つまり、裏でテオドアが気づかないようにアーシェルが手を回していたということだ。公爵家の力を使えば、テオドアといえど、その目を誤ご魔ま化かすなど容易たやすい。

　実際、テオドアが作ったリングを使えば一瞬で分かるはずのアーシェルの居場所も分からず、探知魔術も役に立たない……完全に意図的に妨害されている。

　テオドアを取られたくない……そう言っていたアーシェル。その為に、彼は自分の身の危険を冒して、カランザラの怒りを買い、わざと向こうに捕まる気でいたのだ。

「あの馬鹿……！」

　テオドアは即座に、カランザラに行こうとした。

　だが。

「待ちなさい。テオドア」

　会場に突然現れたその人に引き止められた。

　テオドアがその声の方を見ると、会場の入口にマイナスル公爵家現当主でありアーシェルの父であるヒューベルトその人が立っていた。

　……酷ひどく不機嫌な表情で。

「やはりこうなるねぇ。全く私の可愛かわいい息子は何故なぜ、こんな可愛くない養子の為ために頑張っちゃうのか」

　ヒューベルトはため息を吐きながら、テオドアとジェフターフのもとに歩を進める。

「……やっぱり適当な理由を言って、卒業パーティーに行かないよう引き止めれば良かった……」

　そう言って忌々しげにテオドアを睨むヒューベルトにジェフターフは呆あきれ混じりにため息を吐き、肩を落として言った。

「お前は相変わらず、子離れ出来ぬ奴やつだな……。嫌われるぞ」

「ジェフくんに言われたくないね！　アンタの場合、自分で子育てしてれば、ライネルなんて稀き代たいの愚息も生まれなかったんじゃない？」

「……ぐっ……」

　ヒューベルトを咎とがめたつもりが、すぐさま言い返されて、ジェフターフは視線を泳がせる。痛いところを突かれ、ジェフターフは何も言えなくなった。

　ヒューベルトはジェフターフを一撃で撃沈させ、彼を鼻で笑うと、テオドアと向き合った。

「……カランザラ帝国に行くつもりだね？」

「アーシェルがいますから」

　その問いにテオドアは即答した。当然だ。アーシェルの目的が如何なるものだろうと、テオドアはアーシェルを連れ戻しに行く。

　だが、そのテオドアの答えにヒューベルトは目を細めた。

「その容姿を晒さらしてかい？　もう分かってると思うけど、君はカランザラの大英雄の孫で、彼に瓜うり二ふたつなんだ。カランザラの国民は皆、大英雄の容姿を知っている。おまけに、君はウィリアム帝が求めている大英雄の血を引いた子どもだ。……そんな姿で今のカランザラに踏み込めば、実に面倒なことになると思うよ？」

「……」

「……アーシェルは、君に来て欲しくなかったんだ。その理由は分かるね？」

　テオドアが踏み込めば、ただでさえ、混乱しているカランザラは更に混乱する。大英雄を信奉する人間は腐るほどいる上に、テオドアを待望する人間だっている。最悪、ウィリアム帝が、カランザラにテオドアが踏み込んだことをいいことに、アーシェルを人質にして、テオドアを利用しようとするかもしれない。

　ヒューベルトは淡々と事実を告げた。

「マイナスル公爵家といえど、昔はともかく今のカランザラには簡単に手が出せない。テオドア、君の味方はいない。四し面めん楚そ歌かで孤立無援、おまけに逃げ場なしの背水の陣……。ま、そうでなくても、この為に今まで準備してきたアーシェルの足を引っ張ることになるのは確実だね。アーシェルは本気だよ。君の為に危険を冒している。そこに無遠慮に入ってごらん、アーシェルを更に危険に晒すことになる」

　行くな、とヒューベルトは言っている。もしかしたら、アーシェルに足止めするように言われたのかもしれない。そして、アーシェルの計画を知っているからこそ、テオドアに足手まといになるなと警告している。

　しかし、それでも……！

　テオドアは我慢ならない。テオドアの為にカランザラに行ったアーシェルをこのまま放っておくなんて出来ない。

「俺はアーシェルのもとに行きます。アイツは俺を放っておいて、俺の意思なんて無視して、勝手に俺の問題を自分１人で片付けようとしている……絶対に許せません」

　テオドアはヒューベルトに背を向け、転移魔術を行使する。すぐさま、座標をカランザラに合わせる。

　そんなテオドアの背に、ヒューベルトは呆れたように告げた。

「まぁ、君の性格的にそうだよね……本当、中身まであの方に……君の母親、アリア様に似ているよね。あーあ、参ったよ」

　その言葉にテオドアは振り返る。

　そこには、諦あきらめたように肩を落とし、そして、初めて、テオドアに微笑みを……親の表情を浮かべたヒューベルトがいた。思わず、テオドアは瞠どう目もくする。

　ヒューベルトは一度だけテオドアに手を振った。




「行きなさい。実を言うと引き止める気なんてサラサラなかったんだよね。アーシェルは確かに完かん璧ぺきに準備した。だけど、あの子の計画にはどうしようもない穴がある。その穴は君が塞ふさぎなさい……アーシェルを救えるのは君だけだ。後は任せたよ。だけど……アリア様が必死に守った、その命、捨てないでよね」




　テオドアはその言葉を聞くと、覚悟を決め、転移魔術でカランザラに飛んだ。










　パーティーが開かれた会場はすっかり先程までの喧けん騒そうが消え、寒々しい程寂しく静かな空間になる。

　大勢の人が溢あふれかえっていたそこは、衛兵達と、子どもたちを見守るすっかり老けた中年の親が２人だけになった。

「はぁ……」

　ヒューベルトはため息を吐ついた。

　そんなヒューベルトにジェフターフは労わるように声をかけた。

「未来を変えるようには、他人の意思は変えられないな……ヒューベルト」

「何？　突然？　ジェフくん」

「お前に同情してる。私も息子を見送ったばかりだからな」

「はぁ、ジェフくんに同情されるとか、吐きそうになるほど気持ち悪いね。世も末かなぁ……？」

「ちょっと待て！　同情してやったのにその言い草はなんだ！」

　そんな気心知れた者同士の会話をしながら、ヒューベルトは会場の外……カランザラの方向を見た。

「……カランザラがマイナスル公爵家の味方だったのは遥はるか昔の話だ。ルーファス祖父じい様が亡くなった今……リツウェルおじ様……いや、リツウェル前皇帝陛下は味方ではない。むしろ、今や最も避けるべき相手だ。ルーファス祖父様しか制御出来なかったあの方と対たい峙じすることになる……そんな最悪の事態にならないといいが……。ただでさえ、アーシェルもテオドアも私も人生の岐路にいるのに」

　ヒューベルトはふと目を伏せる。




　思い出すのは30年前……。

　大雨の中、マイナスル公爵家にやってきた１人の女性。彼女の手にはかつてルーファスがリツウェルに宛てた手紙……恋文が握られていた。

　彼女は着の身着のまま、遥はる々ばるマイナスル公爵家に来たのだろう。元は上等な服だったそれはすっかり汚れ、穴が開いている。その上、全身、雨に降られて濡ぬれており、髪から雫しずくが滴っていた。

　しかし、彼女は堂々としていた。その顔は毅き然ぜんと前を向き、凛りんと澄まして、弱さも怯おびえも見せず、目の前にいるマイナスル公爵家当主ルーファスを見据えていた。

　そこにいるのは、逃亡してきた訳ありの女性ではなく、亡命してきた気高き王女だった。




「協力して……。カランザラから逃げたいの」




　そんな彼女の目は……アクアマリンのような色合いをしていた。

　そんな彼女に、未いまだに花の美しさを保つルーファスは、蠱こ惑わく的な笑みを浮かべて、彼女の望みを叶かなえる代わりに……残酷なことを対価に要求した。




「じゃあ、代わりに、君の子どもをちょうだい？」




　国より自分の意志を選んだんだ。そんなこと容易いでしょ？

　そんな悪魔の要求に、彼女は……。

　思いっきりルーファスが座る執務机を蹴け飛とばした。







　第七十二話　カランザラ入国







　アーシェルは夢を見ていた。

　妙にリアルで、温度も空気もある夢を。

　その夢は硝煙と土つち埃ぼこりが舞い、錆さびた鉄の匂においが漂っていた。

　そこには、立派な建物があったようだが、土台と瓦が礫れきの山やまを残して、すっかり崩壊しており、元の建物の面影は全くなく、辺りは建物の崩落によるものか、猛烈な炎と黒煙に包まれている。ここが何処かも分からない。

　そんな中、積み上がった瓦礫の麓ふもとにアーシェルは倒れていた。

　拘束はされていない。だが、意識ははっきりしているのに、何故か身体からだが動かせない。視線だけは動かせる。

　どうにか目だけで辺りを探る。

　そして、遠目に崩落した建物の開けた場所に２人の人間が立っているのを見つけた。

　１人はよく知っている人……。

　もう１人は、槍やりを持った、よく知っている人に酷似した知らない青年。

　アーシェルがよく知っているその人は、地面に膝ひざをついている。よく見れば、流血が地面に滴っている。怪け我がをしているようだ。

　そんな彼を、槍を持ったその人は余裕の表情を浮かべ、アクアマリンの瞳ひとみで見下ろしていた。




「……へぇ。流石さすが、アリアの子どもというべきか。筋は良い。極めれば、俺と並んだやもしれぬ。だが……」




　その槍が、真まっ直すぐ彼に振り下ろされる。




「……運が尽きた」




　アーシェルは夢の中だと分かっていても、叫ばずにはいられなかった。







「やめろおおお！」







　……そこで、僕はハッと目が覚めた。

「今のは……」

　僕は起き上がって、頭を押さえた。

　気づけば息が上がっているし、脂汗が止まらない。

　……悪夢を見た。

　冗談でも酷ひどい。一生、見たくない夢だった。

　何故か明めい瞭りようにありありと内容を思い出せる。錆びた匂い、崩落した建物、２人の人間、そして……。

　僕は思わず震えた。バクバクと心臓が鳴っている。悪夢の記憶を振り払うように首を振る。

「……大丈夫……大丈夫……」

　祈るように手を握る。何とか自分の心臓を落ち着かせようとするけど、あの悪夢が忘れられなくて、更に動どう悸きが激しくなる。手も震えて止まらない。

　……それでもどうにか言い聞かせる。怖がってる場合じゃないんだ。アーシェル。僕は何しにここに来たんだ？　カランザラを潰しに来たんだろ？

　そう考えると少し冷静になれた。そうだ、僕にはどうしても成し遂げたいことがある。

　慎重に周りを見る。

　じっとりとした湿っぽい空気、四方を囲む石壁、鉄格子の扉……。

　どう見ても、ここは地ち下か牢ろうだった。うん、予想通り。僕は鉄格子の外を見た。石造りの壁が左右に延びている。近くに人はいないようで人影はない。だけど、耳をすませば、遠くから誰かの声が聞こえた。

「……革命派の連中が暴動？」

「あぁ、だから、今、上層部は大わらわだ」

「だが、何故？」

「詳しいことは分からないが、なんでも皇帝が革命派を排除しようとしていたことが議会の連中とかに露見したらしい。で、革命派の中でも過激派の連中が怒り狂って暴動を起こしたそうだ。その上、革命派の連中は宮殿から引き揚げて、民衆を集めて決起集会してるらしい。これから内乱になるかもな……」

「……そいつはまた……。ん？　てことは……じゃあ、今、牢ろうに捕らえている奴やつは……？」

「その暴動の発端となった奴らしい」

　そんな会話を聞きながら、僕は南京錠がかけられた鉄格子の扉に手をかける。うん、よくある形状の南京錠でよかった。これなら簡単だ。僕は服に仕込んでいた針金を鍵かぎ穴あなに差し込んだ。

　会話は続いている。

「え？　あのガキが？　無害そうな顔して凄すげェことするなぁ……」

「ウィリアム陛下の手が空いたら、直ぐ首を刎はねるって話だ。国家を揺るがした大罪人だからな」

「はぁ……しかし、あんなチンチクリンに国家を脅かされたなんて信じられないんだが……」

「……それはまぁ、分かる……」




　ガチャ！




「ん!?」

「何の音だ！」

　物陰から鍵を開けた音を聞き付けた２人の看守が走ってくる。それに構わず僕は鉄格子の扉を開けた。

「な！　お前どうやって！」

「引っ捕らえるぞ！」

　そんな看守達に僕はニッと笑いかけた。

「おふたり様、天国に御案内！」




　瞬殺。




　完全に失神して伸びた看守のおじさん達から身ぐるみを全部剥はがす。ふふん、僕の体術、甘く見ないでよね。毎日、鍛えているんだから。

　おじさん達の手荷物を確認する。服に牢の鍵に身分証……色々あるなぁ……。とりあえず、服を脱がし全裸になったおじさん達を牢に放り込む。ご丁寧に鍵をかけて。おやすみ、良い夢をってね。

　おじさん達が目覚めるのはだいたい３時間後ぐらい。騒ぎになる前に全部やらなくちゃ。

「とりあえず、ここから出ないとね？」

　僕はおじさん達から取り上げた看守の服に着替えると、意気揚々と地下牢から出た。




　カランザラの宮殿内部の地図は頭に叩たたき込こんである。

　ここは宮殿に程近い別の建物の地下。

　……目指すのは、ウィリアム帝がいる玉座……ではなく、使えそうなもののある場所だ。

「準備、準備っと」

　僕は歩き出した。

　だけど。

「え？」

　地下牢の一室、そこに人が１人閉じ込められているのに気づいた。そして、その人の顔を見て僕は驚いた。彼は中身が空の大量のデザートカップや皿に囲まれ、ここが地下牢であることを忘れそうになるくらい、幸せそうに横になって寛いでいた。

「むぅ……もう食べられない。ふふっ、食って寝るだけなんて本当に夢みたいだ」

　僕は思わず、その牢に近づいて、その人を呼んだ。




「デイビッド？」




　僕がその名を呼ぶと、その人はこちらに面倒くさそうに視線を寄よ越こした。




「は？　あんた誰だれ……？　新人の看守？　あ、おかわりくれない？　次、ショートケーキね？」




　そこには、本物のデイビッド・クライナがいた。

　そう、あの本物のデイビッドが信じられないことにそこにいる。あまりの衝撃に僕が瞠目していると、彼はふてぶてしくそう言って、空の皿を僕に差し出した。







　第七十三話　意気投合







　唖あ然ぜんとしすぎて、開いた口が塞がらない。

　僕は差し出された皿を思わず受け取りつつも、彼の牢の扉を開けた。

　彼がカランザラにいることはとっくに分かっていたけど、僕が捕らえられたここに、彼もいるとは思わなかった。予想外すぎて、彼を二度見する。

　うん、何度見ても間違いなく彼はラフェエルが偽っていたデイビッドではなく、本物のデイビッドだ。

　鍵を開けた僕にデイビッドは訝いぶかしげに目を細めた。

「……なに？　何で鍵を開けてんの？」

「デイビッド、ヤンファンガルに帰ろう。お父さんとお母さんが待ってるよ？」

　そう僕が言うと、デイビッドは。

　……物もの凄すごく嫌そうな顔をした。

「えぇ……やだぁ……」

「やだ!?」

　あれ？　デイビッドって無理やり拉ら致ちされて３年もカランザラに捕まっていたんだよね？　なんでやっと家に帰れるのに、嫌そうなの!?

　驚く僕を一いち瞥べつして、デイビッドは手に持っていたフォークで、たまたまそこにあったチーズケーキを口に放り込む。

「確かに、僕はヤンファンガル最高学院に入寮したその日、突然、カランザラに連れ去られたさ。最初は帰りたくてたまらなかった。

　でもね……住めば都、スイーツがあれば天国。

　看守の奴ら、帰りたくてギャンギャン喚わめく僕が嫌になって、口封じに僕にスイーツを渡すようになったのさ。ふふっ、馬鹿な奴ら！　僕は偉い人の命令で処刑も横暴も出来ない囚人。スイーツを貢がなければ四六時中騒ぐって脅したら、毎日、毎時、毎秒、24時間、欲しい時に欲しいスイーツを貢ぐようになったんだ！　まさに！　この世の天国はカランザラにあったんだ！　しかも、食い放題！　最高のスイーツパラダイス!!」

　……それは確かに天国……24時間スイーツ食べ放題……僕もそんな環境にあったら、ずっといたくなるかも……いや、正気に戻れ！　僕！

「デイビッド、申し訳ないんだけど……」

「ん？　なに？　帰らないよ？　僕」

「……君を捕らえていたウィリアム帝の計画が頓とん挫ざしたから、君、用済みだよ……」

　その言葉で全すべて察したデイビッドは絶望し、咥くわえていたフォークを落とした。

　まぁ、うん、分かるよ……。

　スイーツパラダイスが終わったなんて、ショックだよね。




　僕は滂ぼう沱だの涙を流すデイビッドを慰めながら、彼を連れて地下牢を後にする。デイビッドにも看守の服を着せ、歩かせた。

「何でだよ！　ウィリアム帝！　僕のショートケーキは!?　ココアクッキーチーズケーキは！　モンブランは!!」

　そんなデイビッドに、僕がその原因だなんてちょっと言えないな……。まぁ、どの道、デイビッドのスイーツ天国は終わったんだけど。

「うぇぇん！　フルーツケーキ……！」

　……泣いているデイビッドの気持ちが痛い程分かる。分かる、分かるよ。スイーツがなくなるなんて、悲しすぎるよね。思わず、僕も貰もらい泣なきしそう。

　うん……後で食べようと思ったけど、可哀かわい想そうだし、分けてあげよう。僕は自分の亜空間収納からずっと食べ損ねていたカスタードプディングを取り出した。

「デイビッド、あげる」

「は!?　カスタードプディングじゃないか！」

「……ふふん、しかも、宮廷料理長手作りの高級生クリームバニラカスタードプディング蜂はち蜜みつキャラメル金平糖ゼリービーンズ全部のせ」

「なぁに!?　そんな夢みたいなスイーツあっていいわけ!?　カランザラにはカスタードプディングないんだよ！　マジ!?　やった！　もらっていいの!?」

「うん。あげる」

　僕がスプーンと一緒に差し出すと、先程まで滂沱の涙を流していたのが嘘うそのように、満面の笑みを浮かべて、デイビッドはカスタードプディングを夢中で食べた。

「うんまー！　ゲロ甘ベタ甘ドロ甘！　最高すぎる！　やっぱりカスタードプディングはこれだよね」

「分かる！　やっぱりこのくらい甘くないとね。胸焼けするくらいが良いんだよねー」

「そうそう。糖度計がぶっ壊れるくらいがいいよね。特にカスタードプディングとか理想みたいな甘さじゃん」

　ふと僕とデイビッドの目が合う。

　僕達はどちらからともなく固い握手を交わした。

「……僕達、仲良くなれそうだね」

「ヤンファンガルに帰ったら、一緒にグラブジャムン食べに行かない？」

「あそこ、王都郊外に支店出したよ」

「マジで？　食い倒れに行かなきゃ」

　スイーツで結ばれた飴あめ以上に硬い友情が僕達の間で芽生えた。










　地下を進みながら、カスタードプディングを食べ終えたデイビッドは聞いてきた。

「……で、アーシェルは何してるわけ？」

「ん？　あぁ、カランザラをぶっ飛ばそうと思って」

「…………は？」

　デイビッドの口がポカンと開く。

「なんで？」

「あの人達、僕を使って、ヤンファンガルをぶち壊そうとした挙句、僕の大切な人を奪い取ろうとしたの。絶対許せないから、逆にカランザラを潰つぶしちまえと思ったんだ」

「……たった２文なのに情報量えげつな」

　すると、デイビッドは考え込むように顎あごに手を当てた。そして、うん、と何か決めたように頷うなずいた。

「決めた。僕も手伝う」

「……え？」

「カスタードプディングの礼さ。それに、伊達だてに３年、カランザラにいた訳じゃないからね」

　そう言って、デイビッドは懐から、隠し持っていたらしい鍵を取り出した。

「昔、たまたま通りかかった衛兵が落としていったんだよね。スイーツの脅し……いや、お強請ねだりに使えるかなぁと思って、ずっととっておいたの」

「何の鍵？」

　その質問に、デイビッドはニィッと悪い笑みを浮かべた。

「弾薬庫」

　そのデイビッドに僕も悪い笑顔で返した。




「おい、看守が何故なぜ、カランザラ兵団の倉庫に……グッ！」

　見張りらしき兵隊をサクッと僕が倒すと、デイビッドは弾薬庫の扉を固く閉じている南京錠を鍵で開けた。

　僕達はカランザラの弾薬庫に来ていた。もちろん見学に来たわけじゃない。これを使って派手なことをしようと思ったからだ。

　ふふっ、流石さすが、武力に秀でたカランザラ、弾薬庫の中には一生使っても使い切らないくらいの弾薬が入っていた。爆弾に、手しゆ榴りゆう弾だんに、大砲の弾……うん、全部火気厳禁の凶悪な爆弾達だ。

　さぞカランザラの宮殿を煌びやかに彩りつつ……粉々に破壊してくれるだろう。

　ただ、量が多いな。宮殿を吹っ飛ばす量だけ持っていくにしても僕の亜空間収納でも足りないかも。

　そんな時だった。

　デイビッドがたまたま通りかかったその人を見つけたのは。

「お前ぇ！　僕の御者じゃないかぁ!!」

　カランザラの軍服を着たその人はデイビッドを視認すると青ざめて、あまりの驚きよう愕がくに叫んだ。

「デイビッド坊ちゃん!?　何してんですか!?」







　第七十四話　カランザラ激震







　同時刻。

　ウィリアム帝は手こずっていた。

「何をしている！　暴動はまだ収まらないか！」

「……兵の離反も相次ぎ、人手が足りぬのです。強奪や破壊行為が収まらず、首都全体が混乱していて通信魔術もろくに機能しておらず……」

「ええい！　御託は良い！　とにかくさっさと片っ端から捕らえろ！　この際、殺しても構わん！」

「は、はっ！」

　青い顔をして走り去る配下を見送りながら、ウィリアムは謁えつ見けんの間にある自身の玉座に腰を据え、苛いら立だち混じりにため息を吐ついた。

「上手うまくいかぬ……！」

　アーシェルを捕らえることは想像以上に上手くいった。だが、革命派や怒り狂った民衆達による暴動とそれに乗じた強奪や破壊行為が次々と起き、カランザラの治安は急速に悪化、国内情勢は荒れに荒れていた。その為ため、ウィリアム帝はその火消しに追われていた。

「クソッ！　ヤンファンガルめ！　余計なことをしてくれた！」

　ウィリアムは舌打ちした。

　完全に革命派を敵に回し、暴動の煙火はカランザラの首都を覆い尽くさんばかりだ。あまりの混乱にヤンファンガルへの報復がしたくとも、ヤンファンガル国境に配備している軍隊に伝令すら送れない。

　思わず頭を抱え、指の爪を噛かんだ。

　悔しい！　悔しい！　こんな下らないことで！　私の治世が危機に！

　その時だった。

　謁見の間に前触れもなく、その人は現れた。

「随分、無様だな。ウィリアム」

　その声にウィリアムはハッとして、顔を上げる。

　謁見の間に眼鏡めがねをかけた１人の老人が立っていた。




「ち、父上！」




　ウィリアムは数年ぶりに見るその人に目を見開き、あまりの衝撃に腰を抜かした。

　リツウェル・カランザラ。

　前皇帝にしてカランザラの大英雄がそこにいた。

　隠居しているはずの彼が何故……？　いや、まさか……。

　ウィリアムは嫌な予感がした。冷や汗が流れ、手が震える。そんなウィリアムをリツウェルは睨ねめつけ、玉座に座るウィリアムの前に立った。

「俺が国政を退き、20数年。馬鹿なことをしてくれた。ヤンファンガル、いや、マイナスル公爵家に揚げ足を取られ、国家を脅かされるとは実に情けない」

　その言葉にウィリアムはさあっと青ざめた。予感通り、リツウェルもまた、ヤンファンガルで起こった騒動を見ていたのだ。

　リツウェルの目には静かな怒りが揺らめいていた。

「その上、ラフェエルはともかく、せっかく育てたリカルドが貴様のせいで処刑だと？　ハッ、使い捨てるものを間違えたんじゃないか？　ナナリーを処刑したのに飽き足らず、彼女が遺のこした子どもをあのように使うとは……」

　ナナリー──ウィリアムの妻にして皇妃だった者。ウィリアムが３年前、不義を犯した不ふ埒らち者として処断した女……。

　その名をリツウェルが出した瞬間、ウィリアムは激げき昂こうし顔を真まっ赤かにした。

「うるさい！　うるさい！　今まで引きこもって何も口出ししてこなかった貴方に言われたくない！」

　その言葉にリツウェルは眉まゆをひそめた。

　リツウェルは国政を退いてから、意見を述べることはあっても、どんなに苦汁を飲まされようとウィリアムの治世に口出ししなかった。当然だ。前皇帝の自分が口出せば、ウィリアムの面子メンツが潰れる。

　しかも、国政を担う皇帝で、いい歳としした男に口を出すなど相当過保護な親ではないとしないだろう……こんな馬鹿なことをしでかさなければ。

　しかし、それを知りながら、子どものような屁へ理り屈くつを捏こねたウィリアムをリツウェルは射殺さんばかりに睨にらみつけた。

　その眼光に思わずウィリアムは恐怖で竦すくみ上がる。

　老いてなお、未いまだに曇らぬリツウェルの瞳ひとみがウィリアムを射抜く。

「ウィリアム、よくそのような戯ざれ言ごとが言えたものだ。国政を貴様に任せ、その顔を立ててやる為にわざわざ口出しを控えたというのに。国一つ治めることが出来ず、秩序を乱した。貴様に皇帝の座を譲ったのは間違いだったか？」

「っ……」

「いや、俺がお前の教育を間違えたか。リカルドやアリアとは違い、貴様は直ぐに音を上げて逃げるばかりだったしな？」

「……アリア……！」

　消えた妹の名を出され、ウィリアムは忌々しげに目を細めた。先程から、リツウェルはウィリアムの神経を逆さか撫なでする人間の名ばかり口にする。湧わき上がる苛立ちから歯ぎしりしてしまう。

　そんなウィリアムにリツウェルは失望したのか、見捨てるように背を向けた。

「まぁ、良い。俺が手を下さずとも、ウィリアム、貴様ももう詰みだ。国民の意志によって貴様は引きずり下ろされる。せめて最期は皇帝であれ。そして、潔く国民にその玉座を譲り渡せ」

　そう告げて去ろうとするリツウェルに、ウィリアムは瞠どう目もくする。

「父上！　文句だけ言って去る気ですか？」

「……」

「父上!!」

　ウィリアムは、リツウェルが助けてくれるのではないかと期待していた。

　このカランザラは英雄たるリツウェルが一言言えば、結束する国だ。それだけリツウェルが己の治世でカランザラ史上最高の栄光の歴史を作り上げたということでもある。だから、今、リツウェルがウィリアムの後ろ盾になると言えば、それだけで暴動も収まるだろう。

　だが、ウィリアムの期待とは逆に、リツウェルにはそんなつもりサラサラないようで、潔く譲り渡せと言ってくる。

　限界だった。

　ウィリアムは次々に起こる自身の不運に限界だった。

　上手くいかない。思い通りにならない。空回りばかりする。

　その上、老いぼれに神経を逆撫でされ、見放された。それが決め手となりウィリアムの堪忍袋の緒が切れた。

「出てこい！　影！」

　その瞬間、謁見の間にリツウェルを囲むように黒服を着た人間達が現れる。その手には凶器がある。

　リツウェルは突然の暴挙に目を細めた。

「愚息め……血迷ったな……！」

　そんな追い詰められ乱心したウィリアムは叫んだ。

「その男を殺せ！　大英雄がなんだ！　老いぼれに何が出来る！」

　その命令に影が凶器を構え、リツウェルに迫る。

　そんな緊迫した空気に深いため息が吐き出された。

「……そうか。舐なめられたものだ……。老人では相手にならぬとな？」

　そして、リツウェルは……壮絶に笑った。

　その瞬間、謁見の間に爆発の如ごとく勢いで魔力が放たれた。衝撃波で影達は吹っ飛び、ウィリアムは玉座の背に打ち付けられる。壁にはヒビが入り、扉は軋きしみを上げる。

　ウィリアムが吹き荒れる魔力の渦の中で、目を開けるとそこには信じられない光景が広がっていた。




「あぁ、身体からだが軽い……」




　艷つやめく濡ぬれ羽ば色いろの髪、眼鏡越しに見える宝石のような青い瞳、眩まぶしい程、完成された美を持つ青年がそこに立っていた。

　青年は魔術を行使し、その手に槍やりを生成する。

　彼の冷ややかな眼光が、絶句し冷や汗を流すウィリアムへ向けられる。

「……ウィリアム、貴様の望み通り、全盛期の俺で貴様に相対しよう。……この俺に刃やいばを向けたこと、後悔するがいい」

　槍が彼の手の中で鈍く光る。

　そして、一いつ閃せん。

　彼が振り下ろしただけで、ウィリアムの影達は一瞬にして、血ち飛沫しぶきをあげた。槍の残像さえ見えなかった。ただ一閃、それだけで彼は全すべてを屠ほふった。

　ウィリアムは思わず悲鳴をあげる。そんな彼の悲鳴を聞きながら、絶命した彼らの返り血を浴びた髪をかきあげ、彼は好戦的に嗤わらう。

「……随分、久しい感覚、殺しの感覚、全て無に帰す感覚だ……！　ははっ、相手が息子とは思わなかったがなぁ！」

　かつてヤンファンガルに死神と呼ばれたその人が、今、再び、ここに立っている。謁えつ見けんの間は一瞬にして赤く染まり、四散した彼らの身体から漂う濃密な死の匂においと、彼という存在に支配される。

　その人は真まっ直すぐウィリアムを見据える。その瞬間、彼から放たれる地獄の業火のような殺気がウィリアムを襲った。

「ひぃ……ひぃ！」

　ウィリアムは震え上がる己を抱きしめ、喉のどを引ひき攣つらせて怯おびえるしかなかった。

「命だけは、命だけは……！」

「何を言ってるんだ。ウィリアム。この俺を殺そうなんて愚行をしたお前に慈悲などない。それに、俺は既にお前などナナリーが亡くなったあの時から見捨てている。今や躊躇ためらう理由もない。

　貴様の死とて、国民の手によるものから俺の手に変わっただけの違いだろう？　良いではないか」

　青年は本気だった。本気で実子であるウィリアムを殺そうとしている。

　ウィリアムは今になって自分の父がどんな人間か思い出していた。




　リツウェル・カランザラ。




　大英雄たるその人は、本来冷酷無比かつ残忍酷薄。人並みに情はあるが敵にも味方にも容赦のない人物。

　今までウィリアムやその家族達が厚遇されてきたのは、偏ひとえに、家族という存在だったからだ。……敵となれば、彼はすぐさま殺しにくる。

　今のウィリアムのように。

「い、いやだあああああ！」

　ウィリアムが情けない悲鳴をあげた瞬間だった。

　謁見の間の天井が轟ごう音おんと土つち埃ぼこりをあげて破壊され、中空から１振りの剣を構えたその人が謁見の間に舞い降りる。

　謁見の間に瓦が礫れきが散乱する中、青年はすぐさま、飛び散る瓦礫を避け、その乱入者に槍を放つ。それをその人は即座にその手にある剣で弾はじいた。

　そして、土埃が舞う中、その人は青年には目もくれず、真っ直ぐウィリアムを睨ねめつけた。

「……猿山の大将はアンタか？」

　カランザラに降り立ったその人は、青年と瓜うり二ふたつの容姿を、怒りに歪ゆがめ、青ざめるウィリアムに迫る。




「アーシェルを返せ！」




　テオドアが呼んだ名に、青年は眼鏡めがねの奥で目を細めた。







　side 74.5　御者、巻き込まれる







　話は遡さかのぼること、大体１年と半年前。

　マイナスル公爵家の軍服を着たおっかない奴やつがクライナ男爵家に来た時だ。

「早速、本題からお話しさせていただきます。クライナ男爵。貴方のご子息が……カランザラ帝国に拉ら致ちされた可能性があります」

　その話に心臓が飛び出そうなくらい驚いた。

　なんとカランザラの工作員がデイビッド坊ちゃんになりすましてて、本物のデイビッド坊ちゃんはカランザラのどっかに拉致されていたらしい。

「他国ということもあり、我がマイナスル公爵家が八方手を尽くしても、デイビッド・クライナの行方ゆくえは未だに掴つかめていません。その上、カランザラと戦争状態になる懸念から、今、デイビッドに成り代わっている工作員を捕縛出来る状況にはなく、残念ながら……国家もマイナスル公爵家も何も出来ません。せいぜいクライナ男爵、貴方に工作員たる彼を勘当して男爵家との繋つながりを絶っていただき、私達がクライナ男爵家をカランザラから保護するくらいしか出来ません」

　マイナスル公爵家の配下であるその人は、淡々と事実だけを述べる。男爵家をカランザラから保護することは出来るが……カランザラに連れて行かれたデイビッド坊ちゃんを誰だれも救えに行けないという残酷な事実を淡々と。

　その時、男爵の目が不意に俺の方を向いた。

　嫌な予感……。

「……御者よ……。マイナスル公爵家が出来ぬというなら、お前が探しに行ってくれないか？」

「は？　はぁ？　いや、いやいやいやいや！　俺は行きませんよ！」

「頼む！　お前はデイビッドを間違いなく顔から性格から知っているだろう！　報酬は出す！　言い値で出そう！　私の息子が！　私の短気で偉そうでふてぶてしい息子が！　可哀かわい想そうで自業自得な目に遭っているかもしれない！　今いま頃ごろ、スイーツがなくて泣き喚わめいて駄々をこね大勢の人間を泣かせているかもしれない！　助けに行ってくれ！」

「アンタ、息子を愛してんのか貶けなしてんのか全く分かんねぇな！　嫌です！　嫌だ！　カランザラなんて行きません！　俺はヤンファンガルにいるんだ！」










　……結局、マイナスル公爵家の配下の奴から、あんたみたいな平々凡々の方が坊ちゃんを見つけられるかも？　と言われ、それを本気にした男爵にごねにごねられて、無理やりカランザラに俺は送られた。

　しかも、カランザラの兵団に入団させられて。

　いや、何で？

　本当に何で？

　俺、入団テストとかそんなもん受けていないのに、カランザラに着いた途端、入団者がうろちょろするんじゃない！　と兵団長に怒鳴られ、強制的に団員にされた。どうやらマイナスル公爵家が坊ちゃんを確実に探し出せるよう気を利かせて俺の偽戸籍を作って兵団に入団出来るように手配してくれたらしい。

　でもなんでよりによって兵団なの？　もっとイージーにカランザラに潜入出来る方法あったよね、絶対。ねぇ、俺の人生ハードモードなんだけど何で？

　それから約１年半、俺はカランザラの兵団でみっちり鍛えられた。

　朝から晩まで訓練訓練……。毎日死にそうになりながら何とか生きてきた。今までのんびり御者してた奴が、厳しく過酷で有名なカランザラの兵団で生き延びているだけで奇跡だよね！

　だから、とてもデイビッド坊ちゃんを探せるような状況ではなかった。兵団を抜けようとすると筋肉ゴリラ達に連れ戻され、仕方がなく、慣れない地でずっと団員をしていた。

　毎日、死にそうになりながら、何でこうなったと悩む日々……。

　もう全てを捨てて逃げ出そうかと思った。

　その時。




「お前ぇ！　僕の御者じゃないかぁ!!」




　偶然、デイビッド坊ちゃんと遭遇した。

　……何故か、弾薬庫で。しかも、何故かデイビッド坊ちゃんは看守姿だ。

「デイビッド坊ちゃん!?　何してんですか!?」

「カランザラの宮殿を吹っ飛ばそうって話してるんだ！　そうだ！　お前、丁度良い！　手伝え！」

「へ？」

「アーシェル！　人手が増えたぞ！　御者だ！　馬車が使えるぞ！」

　全く理解出来ない話をされた。宮殿？　へっ？　吹っ飛ばす？　話が見えない。いや、てか、何故に俺まで手伝うことになってるのおかしくない!?

　弾薬庫の中に入ると、知らない少年がいた。いや、本当に誰!?　アーシェルとか呼ばれてたけど。なんだか人畜無害そうな人間だな……。

「え？　御者？」

「コイツ良い御者なんだ！　名前知らないけど」

　おい！　俺、何年、アンタの御者をやってたと思ってんだ！　名前知らないって従者に失礼すぎない!?　いや、でも、これが正にデイビッド坊ちゃんクオリティ！　ガチで本当に本物のデイビッド坊ちゃんだわ！

「……クロンです……」

　そう俺が名前を告げると、アーシェルは何か閃ひらめいたように、ぱあっと表情を輝かせた。

　あら、何かいやーな予感をビシバシ感じるのは気のせいかな？

「御者って言ってましたね。ねぇ、クロン。怯えた馬が引いた馬車を運転した経験はおありですか？」

「は？　はあ……？」

「あと……打ち上げ花火を真横から見た経験は？」

「な、ないですけど……？」

　俺が困惑気味にそう告げると、アーシェルは凄すごくぞわっとする程、良い笑みを浮かべた。

　嫌な予感……的中……。

「どちらも経験させてあげます！　大丈夫！　命だけはちゃんとありますから！」

「命だけはあるってなに？　命だけはあるってなに？　命だけはあるってなに!?」

　思わず、思考が止まった。

　そんな俺の背中をデイビッド坊ちゃんがまぁまぁと軽く叩たたいた。

「良いじゃん。コロン。人生に１回は冒険しようよ？」

「嫌です！　い・や・で・す！　あと！　俺はクロンです！　もうアンタを連れ戻すだけの為ために、死に目に遭うような生活してんだよ！　坊ちゃん！　クライナ男爵家に帰りましょ!?」

「その前に、カスタードプディングの礼をしなきゃなんだよ。カランザラに恨みはないけど、美味うまいカスタードプディングの対価を払わないなんてしたくないわけ。だから、まず先に、カランザラの宮殿をドカーン！　ってするんだよ」

　ドカーン？　bomb……ドカーン!?　つまりこの人ら、宮殿を爆破しようとしてるわけ？

　俺はやっと話が見えて理解すると同時に、青ざめた。

「何で爆破なんてしようとしてるんですか!?」

　その俺の問いにアーシェルが答えた。

「簡単なことです。ウィリアム帝政権が確実に続かなくなるような、もっと目に見える失態が欲しいんです。俗に言う、トドメですよ」

「は、はぁ？」

「ヤンファンガルでのウィリアム帝の計画は頓とん挫ざさせました。しかし、その失敗を知っているのはカランザラの上層部だけ。まだ頑張れば、火消しが出来てしまう範囲内だけです。……ですが、ここで宮殿が吹っ飛んだら、どうでしょう？

　このカランザラの宮殿は、首都を囲む盆地の山の上にある。目立つ建物が一気になくなってしまえば……？　しかも、それが、国内で最も警備が固いはずの場所なら？　面子丸まる潰つぶれですよね？

　その上、ウィリアム帝の失態を国民は眼下からいつでも見られる。そうなると求心力を失うとかいうレベルではありませんよ。本当、この宮殿、死体蹴げりにはちょうどいい立地ですよね……」

　そう言って、腹黒い笑みを浮かべて、ふふふっと嗤うアーシェル。

　人畜無害そうとか思ったけど、コイツ、デイビッド坊ちゃんとは別方向のやべぇ奴だ。そんな奴が俺の目の前にいる！

　テロリストもびっくりだよ！　てか、鬼畜だよ！　死体蹴りの為に宮殿破壊なんて正気じゃねえ……！

　アーシェルはニコニコと話す。

「あ、大丈夫です。犠牲者は最小限に抑えますから、ウィリアム帝を社会的に殺したいだけで、本格的に殺したいわけじゃないので」

「どっちも似たようなもんだろ！　どっちも死して恥を晒さらすじゃねえか！　大体、それ、ヤンファンガルは大丈夫なのか!?」

　戦争状態にならねぇ？　戦争とか嫌なんだけど。

　そう俺が聞くと、アーシェルは笑みを深めた。

「なりませんよ。……ヤンファンガル王家も知らないことなので他言無用でお願いしますが、僕、自分の全すべての罪が不問になることを良いことに、だいぶ好き勝手して、この１年くらいかけて、カランザラの革命派を抱き込んだので」

「………………は？」

「ふふっ、今、カランザラ各地で暴動が起こっているのは偶然ではないということです。既に革命派の人達には宮殿から退去してもらってますしね。ヤンファンガルへの侵攻を取りやめてもらう代わりに、ウィリアム帝を確実に排除し、次の治世が革命派の人達の手に渡るようにする……敵の敵は味方……ふふっ……」

　本当にガチでやべぇ奴やつがいる！

　只ただ者ものじゃねえとかレベルじゃねえぞ！　策士いや悪魔！

　俺は唖あ然ぜんとするしかなかった。

「さ、クロン。僕とデイビッドの言う通りに動くことをおすすめしますよ。爆破に巻き込まれて灰になりたくないなら、ですけど。まず君、兵団ですよね？　兵団の服を僕達に調達してください。それから、馬車と馬を。その間に僕らは仕込みをしますから」

「じゃ、よろしくー。クロス！」

　くっそっ！　死にたくない！　やるしかねえ！　なんでこんなことに……！

　あと！　デイビッド坊ちゃんは名前を覚えろー！







　第七十五話　更なる地獄を呼んだ







　一方、カランザラ、宮殿、謁えつ見けんの間。

　そこには緊迫した空気が流れていた。

　ウィリアムは青年に怯え、玉座に縋すがりつくように座っていたが、天井から現れたテオドアを視認して、段々と冷静さを取り戻し、居直った。

「貴様、報告にあった、テオドアか。確かに父上に似てい……！」

　そう言いかけたウィリアムの顔の横に、テオドアが放った剣が突き刺さる。ウィリアムは自分の真横に突き刺さり鋭利に光るそれに、顔面蒼そう白はくになった。そして、ゆっくりとテオドアに視線を戻す。

　そこには、激げき昂こうしたテオドアがいた。

「御託は良い！　アーシェルを返せ！」

「ま、待て！　貴様、正にカランザラの血を……！」

「興味ない……！」

　テオドアは瞬時に剣を手元に生成する。先程まで実父の殺気に当てられていたウィリアムは瞬時にテオドアが自分を殺そうとしていることに気づき、息を呑のんだ。

　国民に追われるか、父に殺されるか、テオドアに殺されるか……ウィリアムは追い詰められ、焦燥にかられる。

　どうすれば、どうすれば……！

　……は！

　ウィリアムはその時、思いついた。……それが更なる地獄を呼ぶとも知らず……。

「テオドア！　捕らえているアーシェル・マイナスルがどうなっても良いのか!?」

　ウィリアムの言葉に、テオドアの手が止まる。アーシェルを人質にすれば、テオドアは手が出せない。ウィリアムは冷や汗を流しながらも、内心安あん堵どした。

　だが、この場にいる誰だれもアーシェルは脱獄し、今、デイビッドと宮殿を爆破しようとしているなんて知らない。ウィリアムもテオドアも牢ろうに閉じ込められたままだと思っている。青年に至っては、アーシェルが囚とらわれていることすら知らなかった。

　そう、青年は知らなかった。たった今、マイナスル公爵家の子ども……ルーファスの曽孫ひまごが、カランザラにいることを知ったのだ。

　ルーファスと同じ色を持つ子どもがここに……！

　彼が浮かべたのは……執着が滲にじみ出でた獰どう猛もうな笑みだった。

「ほう……？　いるのか？　ルーファスの曽孫が、ここに……？」

　ウィリアムとテオドアに割り込むように、青年が新たに槍やりを創り出しながら、歩を進める。

　その時、初めて、テオドアは青年をまともに見た。そして、瞬時に理解出来た……彼こそがあの絵に描かれた青年──ルーファスの傍らにいた愛人、そして、自分の祖父だと。

　驚きよう愕がくするテオドアの前で、青年は顔を手で押さえ、堪こらえきれないとばかりに笑う。

「はははっ、ルーファスが遺のこした置き土産みやげが、あの者が、このカランザラに……それは実に良いことを聞いた！」

「お前……」

　テオドアは察した。

　目の前にいるこの青年が、今から何をしようとしているか、分かってしまった。

　血の繋がりがそうさせるのか、この人間の気質を自分が受け継いだのか……。

　……同類、故に、よく分かる。

　この青年は、今からアーシェルを手に入れるつもりだと、分かってしまった。

　テオドアは目を見開き本能的に青年に剣を向ける。

「……渡さない」

　そんなテオドアに青年は好戦的な笑みを浮かべる。青年からただならぬ雰囲気が漂っている。噴火する前の火山のような静かで不気味な恐怖をウィリアムもテオドアも感じた。

　青年がゆっくりとテオドアを見据える。

「貴様の意見など、どうでもいい。切望し、渇望するものがここにある。たとえ、色と面影しかない紛い物であろうと、花であることには変わりはない。エドガーもヒューベルトもルーファスには似なかった……ようやく、ようやく、ルーファスに、あの麗しき花に似た子どもが現れた。あぁ、これを好機と言わずに何と言う！」

　狂気、執着……盲愛……そして、飢餓。ルーファスが亡くなってからも、ずっと抱え、何処にも吐き出せず、黒く濁り溜たまっていったそれ。……テオドアは彼から感じる黒々とした激情に、思わず、身の毛が逆立つ。

　青年は槍を構える。

「邪魔をするなら、アリアの子どもだろうと容赦はしない。覚悟はあるな？」

　その言葉にウィリアムは目を見開いた。

[image: ]

「アリア……！　本当にテオドアはアリアの子どもだと!?　どういうことですか、父上！」

　ウィリアムはただ１人目の前の状況についていけてなかった。青年が何故なぜアーシェル・マイナスルの名を聞いて歓喜し、何をしようとしているかも分からない。その上、訳知り顔でテオドアをアリアの子どもだと呼んだ。

　しかし、青年はそんな狼狽うろたえるウィリアムに無関心だった……もう彼の中でウィリアムはどうでもいい存在に成り下がっている。彼の目には邪魔なテオドアだけが映っていた。

　テオドアは、覚悟を決める。

　今すぐ、アーシェルのもとに行きたい。アーシェルを止め、そして、彼に文句を言ってやらねば。

　しかし、その前に、コイツを倒さなければ……アーシェルを奪われる。

　かつてのレオドールより、かなりタチが悪い。レオドールは多少それが歪ゆがんでいても真にアーシェルを求めたが、目の前にいる青年は、アーシェルではなく、アーシェルの中にある亡くなったルーファスを求めている。当然、アーシェルの人格や意思など全く意に介していない。欲しいのは……ルーファスに似たアーシェルの容姿だけだ。こんな奴にアーシェルが捕まれば、どうなるか……想像もしたくない。

　この青年からアーシェルを守らなければ……。

　テオドアは自身から魔力を放出する。放たれた魔力の圧力は凄すさまじく、衝撃波でウィリアムは玉座ごと吹っ飛び、謁見の間は壁や柱が歪み、傾いた。

　そんな中で、青年だけは平然と立っていた。

「ほう。なかなか出来るじゃないか。……しかし」

　青年は何の前触れもなく、テオドアの視界を覆い尽くさんばかりに、大量の槍を召喚した。ありとあらゆる方向からテオドアに向け、鋭利に研がれた槍が整然と確かな殺意を持って並んでいる。

　魔術を行使した痕こん跡せきすらなかった。魔力の残ざん滓しすら勘づかせず、まるで、最初からそこにあったかのように、テオドアを確実に殺すつもりのそれ。テオドアは目を見開いた。

　実力が違う。

　格が違う。

　……今まで出会った存在の中で最も強い人間がそこにいる。

　青年がテオドアを笑う。

「あぁ、その程度で俺に挑もうなど実に浅はかだ！」

　無数の槍が迫る。テオドアを刺し殺すために。










　しかし、その瞬間、宮殿は爆発した。







　幕間　あの日







　30年前。

　まだ少年だったヒューベルトは目の前の光景に度肝を抜かれた。

　遥はる々ばるカランザラから逃亡してきた王女アリア。病弱で社交界へのデビューも出来ていないという話だったが、目の前にいる彼女にはそんな気配はない。

　彼女に蹴け飛とばされた執務机は、書類や文房具を飛び散らせながら、窓ガラスを叩き割り、雨の降る屋敷の外へと飛んでいった。外から執務机が木っ端微み塵じんに砕ける派手な音がする。

　その執務机に座っていたルーファスは、最初から彼女がそうすると分かっていたらしい、瞬時に避難して無傷だった。あらあらやんちゃなこと、と呑のん気きに紅茶が入ったカップを片手にアリアの前に戻った。

「新しく買い直さないと。次は蹴飛ばされないような重くて丈夫なのが良いかな？」

　平然としているルーファスをアリアはキッと睨にらんだ。

「……父上の愛人……。母上から聞いた通り食えない人ね。貴方」

「まぁ、彼女から私のことを聞いたのかい？　あらら、口止めしたのに、ダメだったのだね」

　残念そうに、しかし、演技めいた調子でルーファスはそう言う……元からバレて問題ないと思っていたのだろう。

　アリアはため息を吐つき、そして、ルーファスに詰め寄った。

「子どもなんて渡さないわ。渡すわけがないでしょ。何の為ためにあんな性悪な世界から逃げてきたと思ってるのよ」

　アリアは濡ぬれた髪を振り乱し、気の強いその目でルーファスを睨みつける。

「マイナスル公爵。貴方、私に協力しないなら、カランザラとヤンファンガルに、貴方と父上が愛人関係なのをバラすわよ。それでも良いのかしら」

　手紙を片手に、アリアはルーファスを脅す。しかし、ルーファスは一切動揺することなく、にっこりと笑った。

「構いません。どうぞ、ご自由に」

「え？」

　確かに彼女の手にある手紙は、普通なら脅しの材料として最大級のものであろう。敵同士であるはずのマイナスル公爵家とカランザラ帝国が繋つながっている証拠なのだから。

　しかし、ルーファスや同じ部屋にいるエドガー、ヒューベルトもアリアの言葉に誰一人動揺しない。

　思っていた反応と違う彼らに、アリアは戸惑いを隠せなかった。

「な、何で……。こんな事実バラされたら、貴方達にとって不利益じゃ……」

　そんな中、見かねたエドガーがため息を吐いて、アリアに浄化魔術をかけた。

「アリア様、失礼します」

　突然、浄化魔術をかけられたアリアは呆ぼう然ぜんとする。濡れた衣服も髪もすっかり乾いて、衣服の汚れも綺き麗れいになる。そんなアリアにエドガーは恭しく彼女に上着を着せた。

「アリア様。とりあえず、一いつ旦たん、落ち着いてください。……父上、リツウェルの娘だからと、あまり若い御令嬢をからかってはいけません」

　そんなエドガーの言葉に、ルーファスはむぅと口元を歪め、拗すねた。

「エドガー、君はその子の味方なのかい？」

「大人の悪趣味に付き合わせたくないだけです。アリア様、ソファにどうぞ」

　エドガーに促され、アリアは動揺しつつも大人しくソファに座る。

　エドガーは各所に指示を飛ばし、破損した窓を魔術で元に戻すよう侍従達に頼み、ついでに割れた窓ガラスや、執務机の破片、入り込んだ雨などの掃除も侍従達に即座にさせた。

　こうしてマイナスル公爵家の執務室は執務机がないだけで、すっかり元通りになった。

　エドガーは深いため息を吐いた。

「アリア様、落ち着きましたか？」

　修繕と掃除の僅わずかな時間とはいえ、アリアは顔を歪めながらも、先程より頭が冷えたようだった。

「……何なのよ……一体」

　そんなアリアの前にあるソファにエドガーが座る。そのエドガーの隣にルーファスは座ろうとするが、エドガーはルーファスに喋しやべらせる気はないようで、立ってなさいとルーファスを睨んだ。当然、ルーファスはまた拗ねた。

「エードーガー！」

「お黙りやがれください。父上、貴方は直ぐに人を弄もてあそぶ癖を直すか良識を学び直すかしてから、座ってください。ほら、ヒューベルト、お前は座りなさい。カランザラの姫君とはお前が一番長い付き合いになるのだから」

　そのエドガーの言葉に、アリアとヒューベルトは目を合わせる。そんな２人に構わず、エドガーはアリアに丁寧に説明し始めた。

「アリア様、遠路遥々、こちらまで大変だったでしょう。しかし、申し訳ありませんが、その恋文は脅しになりません。既にお互いの国で公然の秘密となっている、お互いの父親の愛人関係で我が家を揺さぶろうなど、土台無理な話なのです」

　その言葉にアリアは眉まゆをひそめた。

「なにそれ、どういうこと……」

「そのままの話です。カランザラもヤンファンガルも上層部はマイナスル公爵家当主と皇帝が愛人関係なのを知っています。知ってて黙認してるんです。お互い、この２人が愛人なおかげで、色々と利益を得ているんでね。大人の汚いお話ですよ。だから、もし、貴方がバラそうなんてしたら、カランザラとヤンファンガル、どちらからも貴方は命を狙ねらわれることになる。特にカランザラの方は表向きマイナスル公爵家と敵対関係でありたいでしょうし、刺客を送り込むでしょうね。だから、おやめなさい。今より酷ひどくなりますよ」

　そう語るエドガーを納得いかないという顔で睨むアリア。彼女は存外、頑固で融通がきかない性格のようで、脅しにならないと言われても、どうにかマイナスル公爵家の協力を得たいようだ。

「それでも絶対私を保護してもらうわよ。父上はともかく、カランザラの連中を誤ご魔ま化かせるのはここだけなのだもの。でも、子どもを渡すなんて無理。てか、カランザラの阿あ呆ほう共と貴方達も一緒なのね！　子ども、子ども！　まだ恋人すらいない私の子が何故なぜそんなに欲しいのかしら」

　そのアリアの言葉に答えたのはルーファスだった。

「ふふっ、そりゃあ、大英雄の血を受け継いだ子どもは皆、欲しいからね。だって、君のお兄さん、種なしでしょう？」

　その言葉に、アリアはばつ悪そうに顔を歪めた。

　アリア・カランザラ。カランザラ帝国の王女で病弱という理由から表舞台には一切立っていない謎多き女性。しかし、その真実は……子が生なせない体質のウィリアムの代わりに次代の皇帝を産む為に育てられた、王女とは名ばかりなスペアだ。

　皇子ウィリアムは、リツウェルと政略結婚で結ばれた皇妃との間に生まれた待望の皇子だった。何しろ、優れた手腕でカランザラを発展させた大英雄の子ども、誰もが彼の誕生を喜んだ。

　しかし、彼は早い段階で子どもを生せない体質なのが分かった。種がない。今はともかく当時の医療技術ではどうにもならない話だった。

　上層部や皇妃はそのことを嘆き、どうにか治療しようとしていたが、リツウェルだけは、皇帝なんて誰がなっても一緒だと考えていた為か死ぬ程どうでもよかったらしく、ウィリアムが子どもを生せないなら、別の人間の子どもが皇帝になればいいと意に介さなかった。

　そんな時に生まれたのが、アリアだった。

　病弱という噂うわさとは逆にアリアは実に健康体で生まれた。父上に瓜うり二ふたつの、容姿のとても美しい彼女は、同時に父親譲りの気の強い性格で周りを振り回す人物でもあった。しかも、才能も魔力もありリツウェルの厳しい教育にも難なくついていく。ウィリアムの存在が見劣りするような優秀すぎる子どもだった。

　しかし、上層部はそんな彼女を飼い殺しにし、次代の皇帝の子を作る為のスペアにした。

　このことをリツウェルは知らない。上層部の彼らはこんなことをしたら、リツウェルの反感を買うと分かって黙っていたのだ。

　何よりこの計画を立案したのはウィリアムを溺でき愛あいしている皇妃……アリアの母親だった。彼女はウィリアムの為なら、才能溢あふれる娘の未来を犠牲にすることなど容易たやすかったのだ。

　つい最近まで、アリアはそんな周りの思惑に気づかずに暮らしていた。ただ何故か、外に出してもらえず、公的行事は最初から知らされることすらない。まるで自分のことを公にしたくないような、そんな周りの意思と違和感だけは確かにあった。

　しかし、先日、母親と議会長の立ち話を、偶然、聞いてしまったのだ。

「計画はバレてないんでしょうね？」

「はい、リツウェル陛下は気づいておりません。マイナスル公爵家にも……」

「なら、良いわ。あんな怖い人とあんな食えない人にアリアがウィリアムの為のスペアだなんてバレたら、ウィリアムが可哀かわい想そうなことになってしまう」

「お気持ちは分かります……。ウィリアム様はカランザラ国民の待望のお子。なのに、リツウェル陛下は、ウィリアムが子を生せないなら、別の人間を皇帝すればいいなどと……」

「そんな可哀想なこと出来ないわ！　ウィリアムに子が生せないなら、アリアの子をウィリアムの子にすればいい……。表向きだけでもそうなれば、ウィリアムの尊厳は守られたまま、ウィリアムは大英雄の子、優れた治世を成した偉大な王になるのよ！」

　アリアはそんな会話を聞いて、吐き気がした。

　自分の人生をなんだと思っているのか。信じられなくて、悲しくてたまらなかった。だが、それ以上に、強い怒りが湧わき上がった。

「クソったれ兄貴！　誰があんたの為に子どもなんか作るかよ！」

　アリアの行動は早かった。

　まず、彼女はリツウェルに突撃した。

　私室で寛いでいたリツウェルに飛び蹴りをかまし、先程の話の内容全すべてをぶちまけたのだ。因みに、飛び蹴りはリツウェルに軽くあしらわれた。

　長々とあの会話を暴露し、アリアは吼ほえた。

「あんな野郎の為に子ども作るとか絶ッ対に嫌です！　飼い殺しにされて利用されるくらいなら、カランザラから出て行ってやる！」

　そんなアリアの暴露と吐露に、リツウェルは表情一つ変えずに告げた。

「そうか。ならば、行けばいい」

「……はぁい？」

「追いもしないし探しもしない。表向き捜索はするがな。好きに生きろ。カランザラの手の届かないところへ行け。受け入れているならともかく、他者の思惑が一個人の人生を縛るなど、唾だ棄きすべきことだ」

　リツウェルはアリアにそう語る。初めて、父親がアリアの背中を押してくれた瞬間だった……。思わず、アリアは感動した。

「……ち、父上……！」

　だが、感動した傍で、瞬時にリツウェルは舌打ちして、顔を歪めた。

「しかし……アリアを飼い殺しか……。舐なめられたものだ……。今はこの俺がカランザラのトップ……誰を侮ったのか分からせなければ……とりあえず、皇妃は体よく排除するか……」

　そう言って、くつくつと嗤わらうリツウェル。すっかりいつも通りのリツウェルに戻って、アリアはがっかりだった。思わず、彼から目を背ける。

　その時、目に入ったのが……ルーファスがリツウェルに送った手紙だった。

　ルーファスといえば、カランザラの宿敵のような存在！　そんな父とルーファスが繋がっている！　これって大事件なのでは!?

　そういえば、母親も議会長もマイナスル公爵家に怯おびえているようだった。しかも、マイナスル公爵家はヤンファンガルの大貴族。そこに逃げ込めば、彼らもおいそれと手が出せないはず。

　そこでアリアは閃ひらめいた。

　そうだ。この手紙で脅して、マイナスル公爵家に保護してもらおう！

　アリアの行動は早かった。どうせリツウェルから何処へでも行けと許可は得ている。リツウェルにバレないように手紙を持ち出し、すぐさま彼女は着の身着のまま、カランザラを飛び出した。

　こうして、出て行ったアリアは真まっ直すぐヤンファンガルに向かった。逃亡に気づいた母親に追っ手を差し向けられたが、皆、リツウェル仕込みの魔術で十倍返しかつ滅多打ちにして返り討ちにした。

　そして、今に至る。

　アリアは立ち上がると、訴えた。

「とにかく私は絶ッ対帰らない。ここに何が何でも居座ってやるんだから。何時間でもこの執務室にいるわ」

「あら？　明日、リツウェルがここに来る予定なのに居座るのかい？」

「……え？」

　唖あ然ぜんとするアリアに、ルーファスはクスクスと楽しそうに笑う。

「明日、私はリツウェルとここで会う予定なのさ。このままだと、お父さんと鉢合わせだねぇ」

　アリアは思わず、青ざめた。

「出て行った意味ないじゃない。屋敷か部屋か何か貸して！」

「貸してもいいけど、お金はあるの？」

「お金……ないわ！」

「じゃあ、このままカランザラか別の国へお行き。対価を払えない子に手は貸せないよ」

「む……」

　意地悪するようにそんなことを告げるルーファスを睨むアリア。そんな両者の間にエドガーが入った。

「ほら、お二人共、おやめなさい。アリア様、人を困らせるのがお好きな父上の話など付き合うことはありません。……明日、リツウェルが来るのは本当ですけれど」

「うぐっ……」

　アリアにとって計画外だっただろう。リツウェルがカランザラにアリアを連れ戻すなんてしないだろうが、出て行った手前、実父には会いたくない。そんなアリアを慮おもんぱかって、エドガーはルーファスに提案した。

「では、父上、こうしましょう。私の希望で彼女を泊める。こんな夜更けに女の子を１人で放り出せません。客人として我が屋敷の一室を提供しましょう。リツウェルおじ様がいる間は、部屋に引きこもってなさい」

「え??　エドガー、肩入れしすぎじゃない？」

「父上は虐めすぎです。可愛かわいい子ほど虐めたいなんてそんな悪趣味やめてください……。しかし、それにしても、カランザラは大英雄の栄光の陰で、他人を踏みにじってでも甘い汁を吸いたい良からぬ人間ばかり集うようになって……」

　エドガーは心底、アリアの境遇に同情していた。カランザラの現状にも嘆き、アリアの味方になってくれる。

「とにかく、マイナスル公爵家で保護とはなりませんが……泊まってください。客人としてもてなしましょう。ヒューベルト、侍女と部屋の用意、後、衣服も……分かったね？」

「分かりました。父上」

　そう了承し、ヒューベルトは命じられるまま、一旦、執務室から出て行く。しかし、その顔は何処か怪け訝げんそうであった。

　ヒューベルトが出て行き、部屋には３人だけとなる。アリアは目の前にいるルーファスとエドガーを見て、ふと思った。

　何故なぜ、私の子どもをこの人達は欲しがったのだろう、と。

　マイナスル公爵家はカランザラと繋がっている。けど、カランザラに与くみしている訳ではない。父親と当主が愛人関係というが、それ以外の繋がりはどうも薄いように思う。

　そんな人が何故、自分の子どもを？

　公爵家の息がかかった人間をカランザラの皇帝にしようとでも？

　しかし、それはリツウェルで達成してるのでは？

　目的がどうも見えない。

「貴方達、１つ聞くけど何で私の子どもが必要なの？」

　そう聞くと、ルーファスが紅茶を飲み干して言った。

　平然と、当然のように……しかし、何処か悲しげに、彼は告げた。

「腐って不必要になったカランザラを潰つぶす為ため……いや、それは方便だね。私は……アーシェルを救いたいのだよ」







　第七十六話　運が尽きた







「ひいいいいいいい！」

　御者クロンは悲鳴をあげるしかなかった。

　後ろにいる２人の悪魔の所業に、巻き込まれたのが運の尽き。

　彼は爆破されたカランザラの宮殿を背景に怯える馬をどうにかいなしながら、馬車を爆走させていた。

　その後ろで、先程、宮殿各地に仕掛けた爆弾を爆破させ、１階の土台部分から宮殿を消し飛ばした２人がハイタッチした。

「いやぁ、上手うまくいった」

「綺き麗れいに崩れたね」




　２人はクロンから兵団の服を受け取ると、馬車にありったけの爆薬を詰めて、怪しまれないよう行動しながら、宮殿内各地に爆薬を仕掛けた。最小限かつ最短の時間で爆破出来るよう、アーシェルは綿密かつ緻ち密みつに計算し、発破解体の要領で宮殿を爆散した。

　突然の爆発だったが、防御魔術をかけていたのか、中にいた大半の人間が無事だった。そんな彼らは突然の奇襲に驚いて、逃げ惑っている。大混乱に陥る宮殿跡地でアーシェルはほくそ笑む。

「あとは革命派の人達が上手くやる手て筈はずになってる……最後にウィリアム帝を一発殴りたかったのが本音だけどね。一矢報いたからいいかな？」

　馬車に大量に載せていた爆薬はもうない。後はこのまま、この馬車で逃げるだけだった。

　結局、革命派の暴動と関係各所の混乱でアーシェル達の行動に誰一人気づかないままだった。偶然だが完全犯罪である。デイビッドは満足げに笑った。

「こんなにハラハラドキドキしたの初めてだよ。楽しかった」

　しかし、ふと何かに気づき、デイビッドは表情を変え、首を傾かしげた。

「でも、何か妙に上手くいきすぎているような。普通こういうのって妨害する連中がいそうだけど……」

　それにアーシェルも確かにと頷うなずいた。

「少なくともウィリアム帝の影が邪魔すると思ったんだけど……一切、そんな姿見なかったね」

「それだけ、混乱というか、みんな、他のことに気を取られてたってこと？」

　その時、アーシェルは気づいた。

「……まさか、別の問題が起こっていた？」

　その瞬間だった。

　ドォオンという激しい爆音と共に宮殿の瓦が礫れきが舞い上がり、ほぼ同時に爆風に乗せられた業火が辺り一帯、全すべてを呑のみ込んだ。

　馬車も熱風に吹き飛ばされ道に横倒しになり、アーシェル達は放り出された。

　瞬時に防御魔術をかけて、３人と馬２頭、皆無事だったが、業火が無人になった馬車を一気に呑み込み、燃え上がった。

「ひええええええ!!」

　クロンが馬に抱きつきながら悲鳴をあげた。

　気づけば、辺りは地獄のような様相になっている。

　建物や木々など視界に映る全てが燃え、硝煙と土つち埃ぼこりが舞い、錆さびた鉄の匂においが漂っていた。

　宮殿は土台と瓦礫の山を残して、すっかり崩壊しており、その瓦礫も猛烈な炎に包まれ、嫌な匂いのする黒煙を吐いている。

　そんな唖然とするしかない風景の中、デイビッドがアーシェルの方を向く。

「これは君の手によるものではないよね？」

「うん……」

「じゃあ、誰が……？」

　その瞬間、また爆音が鳴り響いた。

　今度は魔術と魔術がぶつかるような異様な音だった。それも連続して鈍い音が業火の中で轟とどろいている。

　アーシェルは思わず駆け出し、燃えていない瓦礫の山に登る。そして、爆音が鳴り響いているその中心を見た。

　黒煙に遮られて見えにくいが、瓦礫の山が連なるその先に２人の人間を見つける。

　その１人を、アーシェルはよく知っていた。




「……テオドア……！」




　頭が真っ白になった。

　テオドアが何故かカランザラにいる……いや、そんなことはどうでもいい。

　たった今、直感してしまう。

　思わず、ふらつきを感じるのは何故だろうか？　血の気が引いて、動どう悸きが激しくなる。

　今の目の前に広がる地獄のような光景は……先程の悪夢に酷似しすぎていた。

　嫌な予感がする。とても嫌な予感が。

　アーシェルは振り返って、呆ぼう然ぜんとするデイビッドとクロンに告げた。

「……２人は先に逃げてて」

「アーシェル？」

「僕はちょっと行かないといけない！」

　そう言うだけ言って、アーシェルは燃え盛る瓦礫の山の中に駆け出していった。脇目も振らず、その人のもとへ。










　炎と爆風の中で、テオドアと青年が争っている。

　アーシェルによる宮殿の爆発もあって、一度は危機を脱したテオドアだが、依然として敵は目の前におり、更に、青年はこの一帯を焼き野原に変えた……まるで、逃げ道を塞ふさぐように。

「命拾い？　そんなことさせるか」

　そう青年が告げると音も気配もなく現れた無数の槍やりがテオドアに降り注ぐ。それをテオドアは魔術で弾き落としながら、複合魔術による魔弾で青年を狙ねらう。しかし、それは青年に届く前に……何故か、こちらに戻ってくる。まるで時間が巻き戻るように……そして、最初から何もなかったかのように消えた。

「なっ」

　テオドアは直ぐに態勢を立て直し、攻撃する。しかし、テオドアの魔術はやはり１つも青年に届かないまま消える……。

　こんな相手、初めてだった。

　魔力も技術もテオドアの方が優れている。しかし、圧倒的な青年の力はテオドアの魔術の全てを無に帰し、ねじ伏せにくる。

　やがて、青年の放った槍がテオドアの脇わき腹ばらを切り裂いた。

　避け切れなかった……！

　すぐさまテオドアは回復しようとするが、青年の猛攻は止まらない。青年は弓でも放つようにテオドアに向かって槍を放ち、テオドアは転移を繰り返して回避するが、回避した先には既に青年がいた。まるでテオドアの行動を全て把握しているようである。一瞬の隙すきを突かれ、テオドアは、青年に蹴り上げられ、地面に叩たたきつけられた。




「っ！」




　思わず、膝ひざを突く。脇腹からは血が止めどなく溢あふれ、滴っている。

　その時、青年は視界外にこちらに向かって走ってくる人間に気づいた。

「チッ、邪魔だ」

　その人間が誰かも判断しないまま、青年は彼を魔術で拘束し、地面に縛り付けた。悲鳴が聞こえた気がしたが、青年は聞いていなかった。青年の目には今、テオドアしかいない。

　槍をその手に持つ。

「……へぇ。流石さすが、アリアの子どもというべきか。筋は良い。極めれば、俺と並んだやもしれぬ。だが……」

　その槍が、真まっ直すぐ彼に振り下ろされる。

「……運が尽きた」










　一方、少し前。

「あわわわ！　どうしよう！　行っちまった!?」

　動揺が隠せず、慌てるクロン。アーシェルが火の中に飛び込んでいったのだ。落ち着いていられないが、逃げることも出来ない。そんなクロンに対して、何故かデイビッドはやけに冷静だった。

「凄すごっ。流石の僕も出来ないよ。愛の為なせる業なのかな……」

　そんなデイビッドにクロンは思わず掴つかみかかった。

「何、冷静なんですか！　デイビッド坊ちゃん！　アーシェル、あのままだと火に巻かれるか、瓦礫の下敷きになって窒息死しちまいますよ！　何故落ち着いていられるんですか！　もしや自分だけ無事ならそれでいいタイプなんですか!?　いつもいつも思っていましたけどホント傍若無人！　唯我独尊！　厚顔無恥！　お前に人の心はないのか！」

「……流れるような罵ば倒とうに今、物凄くイラついたけど、良いや。大丈夫、アーシェルは僕が助ける」

「……へ？」

　呆然とクロンがデイビッドを見上げると、デイビッドはニッと不敵に笑った。

「僕、こう見えて、無敵じゃないけど強いんだよ。主人公補正、舐なめないでよね」







　第七十七話　馬鹿！　何してんだ！







　アーシェルはどうにかなりそうだった。

　こんなところで、テオドアを失うわけにはいかないのに、全く動けない。

　あの悪夢通りなら、テオドアは死んでしまう。

　なのに、魔術で拘束されて一歩も踏み出せない。しかも、テオドアよりずっと強い人間の魔術のせいか、テオドアからもらったリングでは、この魔術は無効化出来ないようだった。

「こんな、とこで……!!」

　焦って、焦って、どうにか立とうとするが、藻も掻がいても足掻あがいても、ビクともしない。ちっともテオドアのところへは行けない……。

　焦燥と絶望が心を黒く染めていく。

　そんな時だった。




　君は動ける。行きたいところへ走れる。




　そんな声が聞こえる。幻聴くんとも違う、いつかどこかで聞いた女の人の声とも違う。

　そうだ。これは……デイビッドの声だ。

　彼の声が脳内に響いた瞬間、拘束されていた身体からだが軽くなる。

　立ち上がると、いつの間にか、目の前にデイビッドがいた。

「一体、なんで……？」

「呆然としてる暇ないんじゃないの？　アーシェル」

「！　ありがとう！　デイビッド！」

　何が何だかアーシェルには理解出来ないが、デイビッドが何かしてくれたのだろう。デイビッドに見送られ、アーシェルは一目散に走り出した。

　そんなアーシェルを見送ったデイビッドはため息を吐ついた。

「……僕にもあんな未来があったのかな？　……いや、アーシェルだけの未来で僕には最初からあるはずないか。そもそもテオドアには真っ先にフラれたしね……僕には強制力があるのに」

　そんなデイビッドに燃え盛る柱が倒れ込んでくる。しかし、柱はデイビッドを避けるように方向転換し、別の方向に倒れた。デイビッドは何もしていないというのに。

　そんな様子をクロンは見て、愕がく然ぜんとしていた。

「ぼ、坊ちゃん。貴方何者……？」

　そのクロンの問いにデイビッドはにっこりと笑った。

「何者って……僕はしょうもないゲームの主人公だよ。主人公はご都合主義かつエンドロールまで生きている……そういうものでしょ。昔はそんな自分に胡座あぐらをかいていたんだけどね……」

　デイビッドはそう言って、アーシェルの方を見た。

「僕が出来るのはここまでだ。それでも、たった１人の為ために懸命になれる君の願いが叶かなうことを僕は祈ってるよ」

　そう言って、デイビッドが指をパチンッと鳴らすと、一帯を包む火の海が消えた。










　一瞬にして辺り一面の炎が消え、テオドアに振り下ろされるはずだった槍が止まる。

「……何？」

　青年は自分の魔術が何か魔術とは全く別種の力に掻き消されたことに驚く。

　その一瞬の動揺を突いて、テオドアが青年に向かって、剣を振り上げた。

　不意の攻撃に、思わず、青年は距離を取る。

　その隙にテオドアは脇わき腹ばらを手で押さえ、瞬時に回復魔術を行使する。舌打ちした青年にテオドアは不敵に笑った。

「……まだ俺にも運があるらしいな」

　青年とテオドアが睨にらみ合う。

　その時だった。




「テオドア！」




　一心不乱、真っ直ぐにテオドアに駆けてきたその人が、２人の間に入った。

「アーシェル……！」

　テオドアを庇かばうように立つその人にテオドアは驚きよう愕がくし、すぐさまその人、アーシェルの首根っこを引ひっ掴み、自分の後ろに追いやった。

「馬鹿！　何してんだ！」

「馬鹿はそっちだ！」

　言い合いになり、ふとお互いに目が合う。その瞬間、２人ともカチンときた。２人ともお互いに言いたいことはいっぱいある。

「何でこんなとこにいるのさ！　テオドア！　しかも、死にかけてるとか本当訳分かんない！」

「死にかけてない！　お前こそ、何で勝手にこんな場所に来るんだ！」

「うるさい！　テオドアは大人しくヤンファンガルにいれば良かったんだ」

「はあ!?　勝手に突っ走りやがって、追いかけるに決まっているだろ！　俺のどうでもいい問題に首を突っ込むな！」

　目の前で行われる激しい口論に、青年も思わず、呆然と見守るしかなかった。

　アーシェルはばつ悪そうに、しかし、負けじとテオドアを睨み返す。

「うぐっ。だって！　僕がどうにかしなきゃ、テオドアをカランザラに取られる気がしたんだもん！」

　そんなアーシェルの言い分にテオドアは激げき昂こうした。

「馬鹿か！　お前から俺が離れるわけないだろ!?　こんな下らないこと放っておけばいい！」

「君はそうかもしれない！　でも、カランザラは国だ！　君の意思なんてねじ伏せられる！　だったら、先に潰つぶしてしまえって思うじゃないか！」

「なら！　黙って勝手に俺を置いていくな！　俺を巻き込めよ！　お前がいなくなって、俺がどれだけ焦ったと思ってやがる！」

「そ、それは悪いと思ってるよ。でも、でも！　テオドアだって勝手に死にかけないでよ！　テオドアがいなきゃ困るのに！　君がいないとか、これからどうしたらいいのさ！」

「俺だって、お前がいなきゃ、生きる意味がない！」

　カラン、とテオドアの手から剣が落ちた。

　彼の力強い手がアーシェルを引き寄せ、抱きしめる。突然のことにアーシェルは瞠どう目もくする。そうして抱きしめて安あん堵どしたのだろう。テオドアは膝から崩れ落ちた。アーシェルもまたテオドアとともに地面に落ちる。

「馬鹿……本当にお前は馬鹿だ……」

「テオドア……」

「……アーシェル、お前より重要なものは俺にはないのに、勝手にどこか行くな……」

　火の消えた焦げ臭い瓦礫の世界で、２人。

　アーシェルは想像以上にテオドアを傷つけたことに気づいて、テオドアを抱きしめ返した。

「ごめん。僕が悪かった……。僕、必死だったんだ。でも、君が見えていなかった……」

　すっかり辺りは無音になる。

　瓦が礫れきが崩れ落ちる音も何かが燃え盛る音もしない。

　……ただお互いの息遣いだけが聞こえる。

　そんな光景を見て、青年はため息を吐いて、槍をその場から消した。

　戦意が削そがれた。せっかく、目の前にルーファスに似た子どもがいるのに、これでは興きよう醒ざめだ。何といっても、この２人の間には他者が踏み込む余地が全くない。青年とて引き際は弁わきまえている。彼らを引き裂けば、恨まれるのは自分だ……それに、この強固な絆きずなで結ばれた２人に手を出しては……彼に怒られるだろう。

「これがお前の望みの結果か。ルーファス……」

　青年はもう誰だれにも伸ばせない手を握り込む。しかし、不思議と満たされる心地ここちがした。




　一方、そんな彼らからやや離れた瓦礫の中から、ウィリアムが這はい出てきた。

「クソ、クソ……何故なぜ、私がこんな目に……」

　防御魔術で無傷ではあるが、彼のプライドはズタボロだった。計画は丸つぶれ、煩わしい革命派の連中は調子に乗り、宮殿は消し飛んだ。ウィリアムは屈辱に表情を歪ゆがめる。

「これもアーシェル・マイナスルの陰謀か……？」

　革命派によるウィリアム派の敵襲のようにも思うが、やはり勘がアーシェルだと告げる。

　どうにか立ち上がり、辺りを見渡す。

　すると、何故か、父親たる青年、そして、その青年の視線の先に、抱きしめ合っている２人の少年がいた。

　１人はテオドア、もう１人は……憎々しいあのアーシェルだ。




「……アーシェル・マイナスル……!!」




　ここで果てたとて一矢報わなければ死ねない！　ウィリアムは魔術で短剣を一振り創ると、アーシェルに向かい、放った。

　テオドアは察知した危機に目を見開く。瞬時に身体からだが動く。アーシェルを庇うように立ち上がった。

「……テオドア？」

　突然のテオドアの行動にアーシェルは驚き、しかし、聡さとい彼は何が起こるのか瞬時に理解して、庇ったテオドアを突き飛ばした。

「アーシェル！」

　その瞬間、その身体に深々と短剣が突き刺さった。







　第七十八話　アーシェルの希望







　倒れ込むアーシェルにテオドアが駆け寄る。

「アーシェル！」

　直ぐに回復魔術をかけるが、急所を貫いたのだろう。回復が遅い。出血と酸欠でアーシェルの顔色が次第に悪くなっていく。

「っ！」

　テオドアは顔を歪めた。アーシェルに与えたリングが全く意味をなしていなかった。本来ならあの程度の攻撃、自分がペアリングに込めた魔術が弾くはずなのに。……まるで、ここで死ぬことが定められていたかのような……。

　頭の中を占める疑念を首を振って追い払う。今はそれどころではない。回復を急がなくてはならない。しかし、テオドアの回復魔術の速度より、アーシェルの死期の方が早い。

「アーシェル、アーシェル！」

　悲痛なテオドアの声が響く。

　そんな彼らを目の前にして青年は怒りに目を見開く。

「……ウィリアム……！」

　青年の目は真まっ直すぐウィリアムのいる方向を見る。

　瓦礫の山の上でウィリアムは歓喜していた。

「あははは！　やったぞ！　やった！　私の気分を害する者も邪魔する者も皆、死ねばいい！　ナナリーのように！」

　そんなウィリアムの言葉に青年は頭が真っ白になるほど、怒りが爆発した。

「……お前が……！　それを口にするか……！」

　その瞬間。

　狂ったように笑うウィリアムの喉のどを槍やりが穿うがつ。

「ぐ……」

　ウィリアムの口から漏れた苦く悶もんの嗚お咽えつ、それが合図だったように地面や空から槍が降り注ぐ。

　串くし刺ざしになりウィリアムは地面に倒れ伏せ、動かなくなった。

　そんな様子に青年は舌打ちする。怒りがおさまらない。しかし、今は自身の怒りよりも優先させねばならないことがある。

　青年の姿を解き、そこに老人が現れる。すっかり老け込んだ容よう貌ぼう、しかし、その目は青年の時と変わらない冴さえた光を宿していた。

　だからこそ、彼の慧けい眼がんは正しく状況を把握する。

　……確実にアーシェルは助からない。




「故に、行うべきことは１つ」




　リツウェルは一歩一歩テオドアに近づいた。

　テオドアは一心不乱にアーシェルを治そうとしているが、足止めにしかなっていない。

「アーシェル……」

　テオドアの決死の治療も間に合わない。絶望感が漂う。

　そんなテオドアにリツウェルは話しかける。

「……テオドアと言ったな。貴様」

「チッ、何だ！　話しかけるな！　お前どころじゃない！」

「アーシェルを救いたいのだろう。なら、１つだけ確実な方法がある」

　テオドアは目を見開いて、老人を見上げる。

　リツウェルは淡々と告げた。

「……時間を巻き戻せ」










　──30年前。










「…………はぁ？　どういうこと？」

　アリアは言われた意味が一瞬、分からなかった。

　アリアの子が欲しいのは、アーシェルを救いたいから、と言ったルーファスに、アリアは訝いぶかしげに首を傾かしげる。

　ルーファスは困ったように笑った。

「……アーシェルというのはまだ生まれていないけど、私の曽孫ひまごでね。とっても可愛かわいい子なのだよ。……ただ最近分かったことだけど、彼は……私達がどう足掻いても20歳になる前に亡くなってしまう」

「……亡くなる……」

「多分、そういう強制力……いや、運命なのだろうね。彼は処刑か殺害か……その２つを切り抜けても、ウィリアムに殺されてしまう。どんな防御も対策をしていてもだ」

「ウィリアム？　って私の兄じゃない!?　なにそれ!?」

　アリアは全く話についていけなかった。ルーファスは未来の話をしている。まるで、自分がその目で見たかのように。

　しかし、ルーファスはアリアを放置して話を進める。

「……でもね。私達には出来ないけど、アリア、君の子には可能性がある。アーシェルを生かす術すべを君の子は持っているんだ。それでアーシェルが確実に無事20歳になれるかどうかは賭かけになるけど、でも、家族を愛する僕としては、君の子に賭けたい」

「そ、そんなこと言われたって……」

　アリアは戸惑った。当然だ。話にもついていけないのに、その上、賭けたいだなんて言われて、はい、分かりましたとはならない。

　そんな中、エドガーがため息を吐ついた。

「……父上、そのような説明の仕方ではアリア様が困ってしまいます。きちんと御説明しなければ。

　とりあえず、補足をしましょうか。アリア様。私達、マイナスル公爵家は未来が視えるのです。自分の未来や自分の家族、大切な人の行く末が視える……しかも、悪あく辣らつな未来ほど視える。そういう家系なのです」

「……それって……」

　辛くないだろうか？

　自分や家族や大切な人の悪い未来が視えるという彼ら。そして、アーシェルの未来のない未来を淡々と語ったルーファス。エドガーも顔色一つ変えず、アーシェルの話を聞いていた。恐らく、もう顔色さえ変えられない程、彼らはアーシェルの暗い未来を視続けたのだろう。

　自分達の血の繋つながった、まだ生まれもしてない家族の未来を……。

　ルーファスは肩を竦すくめた。

「……アリアちゃん、君はカランザラでは不遇だったかもしれない。でも、君と君の子は、間違いなく、マイナスル公爵家の……いや、アーシェルの希望なのだよ」










　──30年後。










「……時間を巻き戻せ」




　そのリツウェルの言葉に、テオドアは凍りつく。

　時間を巻き戻す。つまり、世界の時間を操作し、過去の時間をやり直すということ。

　それは逆行魔術とも言われる最上級の魔術……いや、魔術ではなく最早、神の御み業わざに等しい。

　未来を変えるより遥はるかに難しい。過去の世界を歪ませて、自分の望む結果に変える魔術だ。使用する魔力量も必要とされる演算も尋常ではない。リセットボタンのない世界に、リセットボタンを一から創り、更に違うルートを開くようなもの。

　……しかし、そんなことが出来れば、きっと……。

「……アーシェル……」

　冷たくなり始めている彼の頬ほおに手を添える。

　緊迫した空気が流れた。

　そんな中、リツウェルは、テオドアを見下ろしながら、淡々と告げた。

　それは青せい天てんの霹へき靂れきのような事実にして希望だった。

「恐らくだが……マイナスル公爵家が、お前とアーシェルを引き合わせた理由は、お前にそれが出来る可能性があるからだ」

「……！」

「マイナスル公爵家は無意味なことをしない。ルーファスと俺の出会いに意味があったように、お前とアーシェルが想おもい合うのもまた意味がある。

　……俺は時間を巻き戻せる。ルーファスに出会うより前から出来た。ただ元の魔力量があまり多くない故に、巻き戻せる時間は無限ではなく、変えられる結果も小規模だ。自分の身体からだを全盛期に戻すだとかそういう小さな芸当は出来ても、自分以外の他人を死の運命から逃すことは出来ない。死期を少々先に延ばすのが精々だ。だが、俺の血を引き魔力量だけはあるお前はその比ではないはず。確実に運命さえ変えることが出来るだろう」

「……運命を変えられる……」

　テオドアはアーシェルを見る。

　アーシェルがテオドアを突き放した瞬間、あの瞬間より前に戻れば、確実にアーシェルを助けられる。

　だが、リツウェルは忠告した。

「しかし、一度も逆行魔術を行使したことがないお前が成功できるかは不明だ。その上、時間を巻き戻し、ただ結果を変えるだけではアーシェルは救えない。彼が別の要因で亡くなる可能性は十分にある。時間を巻き戻した先で、本当にアーシェルを助けられるかはお前の手腕次第……完全に賭けだな」

「……」

　あぁ、そんな神の御業が出来たのなら、アーシェルは確実に生き返る。この腕の中で看み取とるなんてしなくて済む。……しかし、時間を巻き戻すなんて成功するのか。しかも、出来た先でアーシェルを必ず救えるかは分からない。もし失敗すれば、アーシェルを永遠に失うことになる……。

　愛する人の生死がかかっている。しかし、それ以上に、テオドアはアーシェルを喪う恐怖に震えていた。

　アーシェルが段々冷たくなっていくのを、その頬に添えた手から感じる。

　アーシェル。

　……アーシェル。

　ダメだ、絶対に喪えない。




　しかし、それしか可能性がないのなら。




「…………やる。やってやる……！」




　テオドアは自身の魔力を練り上げる。ただ魔術を行使しようするだけで無尽蔵と言われたテオドアの魔力も一瞬で枯渇する。

　だが。

　必ず成功させる。

　彼を生存させる。

　絶対に死なせない。

　全すべては奇跡を引き起こす為ため、１つ、望みを叶かなえる為……。




　時間を巻き戻した。







　第七十九話　たった１人の願いの為に







　時間は巻き戻る。

　秒針が逆向きに走り出し、歯車は逆回転して歪いびつな音を出す。長針と短針は重い腰を上げ、いそいそと、たった１人の意思に従い、左に回り出す。

　舞う土つち埃ぼこりは元の場所に帰って行き、爆風は反対方向に向きを変える。崩壊していた世界はほんの少しだけ息を吹き返し、滴った雫しずくが天に舞い上がる。

　そして、たった１人の願いの為に……。

　世界は書き換えられ……。

　それまでの時間は無に帰して、その時間は帰ってきた。










　彼らからやや離れた瓦礫の中から、ウィリアムが這い出てきた。

「クソ、クソ……何故なぜ、私がこんな目に……」

　防御魔術で無傷ではあるが、彼のプライドはズタボロだった。計画は丸つぶれ、煩わしい革命派の連中は調子に乗り、宮殿は消し飛んだ。ウィリアムは屈辱に表情を歪める。

「これもアーシェル・マイナスルの陰謀か……？」

　革命派によるウィリアム派の敵襲のようにも思うが、やはり勘がアーシェルだと告げる。

　どうにか立ち上がり、辺りを見渡す。

　すると、何故か、父親たる青年、そして、その青年の視線の先に、抱きしめ合っている２人の少年がいた。

　１人はテオドア、もう１人は……憎々しいあのアーシェルだ。




「……アーシェル・マイナスル……!!」




　ここで果てれど、一矢報わなければ、死ねない！　ウィリアムは魔術で短剣を一振り創る。

　それをアーシェルに向かい、放った。

　その短剣はアーシェルに真まっ直すぐ行き……。




　彼を確実に刺し殺す。




　そのはずだった。

　だが。

　ウィリアムの手が止まる。手は短剣を握ったまま動かず、まるで石せつ膏こうで固められたよう。突然のことにウィリアムは目を見開いて驚く。驚きに目を泳がせれば、そのウィリアムの視界に、怒気を露わにしたテオドアが見えた。

「させるか……！」

　テオドアはウィリアムが放とうとしたその短剣を魔術で粉砕する。金属片のような煌きらめきが辺り一帯に飛び散り、ウィリアムの頬ほおを傷つけた。

　次の瞬間、ウィリアムは地面に叩たたきつけられる。

　魔術で拘束され、地べたに転がされたのだ。

「ぐぅ……!?」

　ウィリアムの呻うめき声が響く。

　そんなウィリアムから目を離さないまま、テオドアは体温も心音もちゃんとあるその人を強く抱き寄せた。

「テオドア……？」

　テオドアの腕の中にいるアーシェルは、突然、雰囲気の変わったテオドア……まるで悪夢からやっと目覚めたような様子の彼に戸惑う。

　テオドアは、急激に魔力を消費し、無理な演算を成功させた反動で、激しい目眩めまいと疲労感に襲われていた。しかし、テオドアはそれらを無理やり噛かみしめて耐える。荒くなる息を押し殺し、ふらつきそうになる身体を無理やり起こし、アーシェルを守るように立った。




「アーシェルは殺させない。絶対にだ！」




　地面に叩きつけられたウィリアムは屈辱に耐えるように歯を食いしばり、テオドアとその後ろにいるアーシェルを血走った目で睨にらむ。

「貴様！　私の邪魔をするな！　私の気分を害する者も邪魔する者も皆、死ねばいい！　ナナリーのようにな！」

　そうウィリアムが叫んだ瞬間、ウィリアムは業火に包まれた。

　火に巻かれながらウィリアムは見た……青年がこちらを怒りに満ちた目で見ていることを。

「ウィリアム、先程はとっとと殺してしまったが、今度は嬲なぶり殺してやろうか……！」

　青年は身の内から魔力を増幅させる、増幅した魔力はやがてドラゴンの姿になって、カランザラの空に咆ほう哮こうし、ウィリアムに食らいつき、業火の渦から青年の前に引きずり出す。ドラゴンの足がウィリアムを踏み、捻ねじり、そして殺すが如ごとく、彼の身体を踏ふみ潰つぶした。

　骨が軋きしみ、内臓が破裂しかける。その激痛にウィリアムは悲鳴をあげた。

「ひいぎゃああああ！　父上！　私に仇あだなす敵を葬っただけではないですか！　何故！　何故!?」

「うるさい。喚わめくな」

　青年の怒りは凄すさまじかった。

　彼は今まで苦汁を何度も何度も飲んできた。カランザラの皇帝になったのだからと強制され強要されたことは腐るほどある。その度にリツウェルは耐えていた。

　望んでいなかった結婚。

　皇妃がアリアを家畜にしようとしていた事実。

　ウィリアムの妻ナナリーの嘆願……。

　期待していたリカルドの処刑……。

　それでもここまでやってこられたのは、自分が本当に大切にしていたもの……ルーファスにだけは手を出されなかったからだ。しかし今、我慢も忍耐も全て限界だった。

「……ウィリアム」

「ひ、ひい……」

「貴様、またも踏みにじるのか」

「な、何のこと……」

「とぼけるな！　貴様たった１人のせいで、何人、不幸になった！　何人、お前は踏みにじった！　こんなことなら、あの時、ナナリーの嘆願など聞かなければ良かった！」

「…………へ？」

　その瞬間、ウィリアムの両足の骨が折れる嫌な音がした。

「あ、あああああ!!」

「チッ、耳障りだ……！」

　悲鳴をあげるウィリアムの口をドラゴンの足が地面に打ち付ける。瓦が礫れきを食べながら、くぐもった嗚お咽えつを漏らすウィリアムを青年は忌々しげに見下し、地を這はうような声音で詰なじる。

「お前は手を出してはいけないものに手を出した」

　どんな悲劇も耐えたリツウェルだが、ルーファスの曽孫……今も愛いとおしく想おもうあの人に似た人を、底意地の悪い人間の陳腐なエゴで殺されてしまうなど、彼がテオドアによって救われたとはいえ、到底許せるはずがなかった。

「何故、お前のような存在をあの時生かしたのか……。お前がナナリーに卑劣な死を与えると決めたあの時、俺はお前の存在を消すつもりだった。ナナリーだけはお前を真に慮おもんぱかっていたのに、お前はそれを無下にしたからだ。許されざることだった。

　だが、ナナリーはお前の為ために濡ぬれ衣ぎぬを着て死ぬことを選んだ。そして、涙ながらにウィリアムは良き皇帝になる、だから殺さないでくれと俺に頼んだ。

　だというのに、この顛てん末まつ……！　そして、醜態！　お前はどれだけ俺に屈辱を与えれば、気が済む！」

　ウィリアムはこの時初めて亡き妻に自分が守られていたことを知った。

　ナナリーの処刑を決めた時点でウィリアムはリツウェルから見放されていた。あの時、ラフェエルもリカルドもまだカランザラにいたのだ。リツウェルであれば、ウィリアムを斬り捨て、彼ら２人のどちらかを皇帝にすることなど造作もなかったはずだ。それをしなかったのは、偏ひとえにナナリーの嘆願をリツウェルが叶えたからだ。ウィリアムに裏切られたナナリー……。しかし、それでも、ウィリアムの味方だったナナリーは怒いかるリツウェルを宥なだめ、願ったのだ。ウィリアムを殺さないでくれと。

　…………今、ウィリアムは初めて、ナナリーに泣いて縋すがって謝りたい気持ちになった。

　ドラゴンが咆哮する。ウィリアムは圧死する未来に震え、涙を流した。

「っ、う、ぐぇ……。や、やめ……」

　その瞬間。




「チェストおおおおおおおおおおおお!!」




　少年がドラゴンの足に飛び蹴げりし、ウィリアムからドラゴンの足を退かせた。青年が舌打ちする。

　ウィリアムは突然軽くなった身体に、目を見開く。そこには、飛び蹴りをかましたデイビッドと、その後ろで死にそうな程青ざめて震えているクロンがいた。

　青年がデイビッドを睨みつける。

「邪魔をするな」

　しかし、デイビッドは怯ひるみもしない。今、激げき昂こうしている彼には、リツウェルの怒りなど全く効かない。

「いいや。するね！　このオッサンにはアーシェルを殺そうとした罪を償ってもらわないと困る！　僕でも他人の生死はどうしようもないんだよ!?　あんたに殺されたらそこで終わりじゃないか！」

　そんなデイビッドをクロンが押さえた。

「坊ちゃん！　あんた誰だれに意見してるんですか!?　かなり若いけど、どう見ても前皇帝のリツウェル・カランザラですよ！」

「御者黙ってろ！　皇帝だか何だか知らないけどお前！　僕だってオッサンを許せないんだ！　この僕がせっかくお膳ぜん立だてしていいところで終わるってときにこのオッサン邪魔したんだぞ！　地獄を見せなきゃ終われない！」

　そのデイビッドの言葉に、青年の目が……殺意と憎しみのこもった眼光がウィリアムを射抜く。

「……地獄ねぇ……？　なるほど、お前の死期をここに設定するよりか、少し先にずらした方が良いか」

　青年の傍らにいるドラゴンがウィリアムを覗のぞき込んで、舌した舐なめずりし嗤わらう。

　その恐怖にウィリアムは悲鳴さえあげられず、喉のどを引ひき攣つらせて、身を縮こませるしかなかった。そんなウィリアムに青年は槍やりを繰り出し、デイビッドが止める間もなく、振り下ろした。

「ちょ！」

　しかし、殺しはせず失神させるだけに留める。

　失神したウィリアムを見下ろし、青年は笑みを浮かべた……ゾッとするような壮絶な笑みを。

「地獄を見せるまでは終われない……なるほど、一理ある。この国もこの皇帝も、全すべて腐ってしまった……ルーファスは既に喪われ、目的も守るべきものも今の俺にはない。果たして何か我慢することがあるだろうか？　俺は好きにやって良いはずだ」

　青年の周辺に魔力の渦が出来る。その瞬間、青年は老人の姿に戻った。

　クロンはもちろん、デイビッドも驚いた。

「ひぇ……ジジイになった」

「時間操作……？　いや、そんな簡単に出来るもんだっけ……？」

　そんな２人をリツウェルは一いち瞥べつするだけで、さっさと背を向け、テオドア……そして、アーシェルの方を向いた。




　ウィリアムが倒れ込むのを見届けると、テオドアは胸をなで下ろした。その額から玉のような汗が流れる……その顔はやつれているようにも見えた。

「ねぇ、どうしたの？　テオドア？」

　そんなテオドアをアーシェルは心配そうに見上げる。テオドアはその頬ほおに手を添えた。




　生きている……。




　時を巻き戻した。多大な代償を払って。

　……先程の出来事は全てなかったことになった。もうあれはただの悪夢だ。目の前で生きているアーシェルこそが現実……。そう、アーシェルは生きている。ちゃんと温ぬくもりも息もある。愛しい人は誰にも奪われていない。

　だが、どうしても先程の悪夢が過よぎる。まだこの手には冷たくなっていくアーシェルの感触が残っている。失ってはいけない人を失いそうになる……その恐怖、絶望、喪失、そんなものを体験して、正気でいられるはずがない。息が詰まる。手の震えが止まらない。

「……良かった……」




　時間を戻せて良かった。

　成功して良かった。




　……アーシェルが生きてて良かった……。




　テオドアは再度、アーシェルを強く抱きしめ、その肩に顔を埋めた。







　第八十話　誰にも殺させるはずがない







　そんな時だった。

「ウィリアム陛下は何処だ！」

「木っ端微み塵じんではないか!?」

「これは一体何事だ！」

　カランザラの兵団が瓦礫の山となった宮殿に……ここにやってきた。

　彼らは宮殿が爆破された異常事態に、慌てて隊を組み、ここまで来たらしかった。

　だが、そこには何故か、リツウェルと、そのリツウェルに似た少年と少年に抱きしめられている少年、太ふて々ぶてしそうな少年と雑魚ざこっぽい大人……そして、完全に気絶しているウィリアム……。

　兵団はあまりの状況に戸惑いを隠せず、上手うまく事態を呑のみ込めないようだった。

　リツウェルとそのリツウェルに似た少年、ウィリアム以外は兵団の服を着ているが、青年はともかく、他は見慣れない人間だ。

「まさか、間者！」

　先走った団員が銃を構える。テオドアがすぐさま、アーシェルを庇かばうように立つ。

　そんなテオドア達と団員たちの間に、悠然と立ったのは……リツウェルだった。

「武器は全て下ろせ、控えろ」

「リツウェル陛下!?」

　団長らしき人間が進み出て、リツウェルの前に跪ひざまずく。大英雄の前では皆、跪く……それがカランザラの常識だった。

　団長は動揺しながらも冷静だった。

「陛下、一体これは。そして、そこにいる者は……」

「俺の孫」

「……は？」

　これには兵団の団員達だけでなく、その場にいた全ての人間が言葉を失った。

　テオドアは小さく舌打ちした。

「何、暴露してんだ……！」

　テオドアの存在がカランザラで広まっては困る。アーシェルが何の為ためにここまでしたのか、意味がなくなってしまう。

　しかし、リツウェルはそんなテオドアに背を向けたまま、彼の懸念を一笑して吹き飛ばした。

「……そうウィリアムが仕立て上げようとした赤の他人だ。よく似ているが、他人の空似だ」

「えぇ!?」

　団員がテオドアを二度見する。他人の空似なんて苦しすぎる言い訳にしか聞こえないくらい２人は酷似している。しかし、大英雄がそう言うなら団員達は頷うなずくしかない。

　そして、リツウェルはその瞬間、テオドアから団員たちの意識を逸そらすように……ウィリアムを踏みつけながら、告げた。

「ウィリアムはそこの他人を俺の孫ということにして、皇帝の座を守りたかったようだ。そして、自分の失態の火消しついでに、邪魔になる俺を爆殺して亡き者にし、革命派の連中がやったことにして彼らを処分したかったらしい」

「リツウェル陛下を爆殺ですって!?」

「しかも、革命派に濡れ衣を着せるつもりだったなんて！」

　皇帝が実父である大英雄を爆殺……。それだけでなく、それに乗じて革命派の排除までする気だったと聞き、団員達は開いた口が塞ふさがらないようだった。

　騒然となる彼らを見て、リツウェルは笑みを浮かべる。

　アーシェルは息を呑んだ。

　リツウェルはその凄まじい権力で都合良く事実を捻ねじ曲げ、そして、ウィリアムを徹底的に地獄に落とすつもりだ。……かつて、ウィリアムが自身の妻に濡れ衣を着せ処刑した時と同じ方法で……。

　その意図を汲くんだデイビッドがぱあっと表情を輝かせた。

「はいはーい！　聞いてください！　皆さん！」

「何だ！　貴様！」

　兵団がデイビッドの方を向く。デイビッドはニヤリと笑い、自身の力を使った。




　このウィリアム帝は、今まで離宮にリツウェルを老齢で退位しているという理由で軟禁していた。ウィリアム帝はリツウェルを閉じ込めていることを良いことに、民に隠れて暴政を敷き、自身の妻をも濡れ衣を着せて殺し、息子２人も自分に似ていないという理由で使い捨てた。まことウィリアム帝は暴君である。そこにいるリツウェルに似た少年は、愛する人を──即すなわち、今、腕の中にいるその人を人質に取られ、今まで無理やり従わされていた。

　リツウェル帝はそんな暴君と化したウィリアム帝を止める為、監視を振り切り、この宮殿に馳はせ参さんじ、ウィリアム帝を止めようとした。だが、ヤンファンガルでの計画が頓とん挫ざし火消しに追われていたウィリアム帝は、邪魔になるリツウェルを宮殿ごと巻き込んで爆殺し、前皇帝の死によって自身の失態を有う耶や無む耶やにしようとした。さらに、革命派を巻き込み再起を図ろうとしたが、見ての通りである。

　故に、大罪人はウィリアム帝１人。リツウェルの言葉が事実であり、それ以外は全すべて偽言である。




　デイビッドの力により、現実は捻じ曲げられ、真実は意味をなさなくなり、事実は書き換えられる。本当に過去が変わった訳ではないが、しかし……これからの未来はデイビッドの言葉が事実となる。

　デイビッドの言葉を兵団の誰一人疑うことはない。それが真実だと思い込み、愕がく然ぜんとなる。

「リツウェル陛下にそんな暴挙を……？」

「なんと……卑劣な……」

「私達が見ていた陛下は一体……」

「しかも、爆殺など、残酷な……」

　ざわつき、動揺する兵団員達。

　そんな彼らにリツウェルは高らかに宣言する。

「ここにいる者は皆、ウィリアムの被害者だ。罪に問うなど以もつての外！　前皇帝……いや、皇帝リツウェル・カランザラの命で全員解放する。良いな？」

「は、ははっ！」

　皇帝と言い直したリツウェルのその意図が分からない人間はここにはいない。たった今、リツウェルが復位し皇帝に戻った……全てはウィリアムの悪政と悪行を罰し、この国を正す為だ。

　兵団は皆、平伏する。

　今ここに、カランザラを揺るがせた大事件と、アーシェルの長い３年間が終わろうとしていた。




　　　　＊　＊　＊




　一方、その頃ころ。

　宮殿から程遠い場所にある、とある砦とりで。

　そこで御老人は歯は噛がみした。

「なんと……！」

　一部始終を魔術で遠視していた御老人は、怒りに震えていた。

　ウィリアム帝のヤンファンガルでの計画は頓挫した挙句、アーシェル・マイナスルの策略で宮殿は爆破され、リツウェル陛下の介入で、全ての原因と責任はウィリアムが背負うことになった……ウィリアムの未来は、確実に地獄だろう。

　しかし……それはあまりにも……。

「憐あわれだ……」

　確かにウィリアムは悪行を為なしたかもしれない。しかし、ウィリアムとて、この国の犠牲者である。大英雄の待望の子として生まれながら、子が生なせない身体からだに生まれ、彼は周囲の期待と圧力に晒さらされ、歪ゆがんでいった。それなのに……こんな結末……！

「せめて、儂わしだけでも味方に……。ウィリアム陛下がアーシェルを亡き者に、と願っていたのなら……」

　御老人は砦の高台に立つ。ここは宮殿からかなり遠い。……向こうに警戒されず、攻撃し、仕留めるなど容易だ。




「……ウィリアム陛下の為だ。慰めにしかならぬが私がやろう」




　そして、魔術を行使し、１つ、弾を創る。出来た光弾は殺意に満ちていた。御老人は確実に彼を殺す気でいた。特に今は誰もが気を抜き、予想外の敵に警戒していない絶好の機会だ。御老人は高台から狙ねらいを定め、それを放つ。

　光弾は真まっ直すぐ、アーシェルに向かい、飛んでいく。




　……はずだった。




「……っ!?」

　だが、光弾は、突然空中に停止し、真っ直ぐ御老人の方に戻ってくるではないか。

　……まるで、時間が巻き戻るように。

　そして、御老人の前で光弾は忽たちまち消えた。

「な、何が起こっている!?」

　発動した魔術が消えた……いや、最初からそんなものなかったことにされたのだ。

　御老人は驚きよう愕がくした。理解出来ない状況に焦りが隠せない。それから何度も光弾を射出するが、ある一定の場所に来ると、時間が巻き戻り、全てなかったことになる。

「なぜだ！　なぜ！　なぜアーシェルを殺せない！」

「させる訳ないだろう。馬鹿め」

　何度も光弾を放つ御老人の後ろから……ここで聞こえるはずのないの声がする。

　御老人は思わず、手を止める。何故か冷や汗が止まらない。ゆっくりと御老人が振り返ると、そこにはテオドアがいた。ただし半透明だったが。

　御老人は一瞬で理解した。目の前にいるのはテオドア本人ではなく、テオドアが作り出した幻影だ。

　それでも御老人はテオドアを見た瞬間、攻撃するしかなかった。

「貴様が何かしたのか！」

　しかし、御老人の攻撃はすり抜けていく。そんな御老人をテオドアは鼻で笑った。

「馬鹿な奴やつ、この幻の俺に攻撃したって意味ないだろ……。けど良いか。お前、どうせ何も出来ないし」

「……っ」

　御老人は悔しげに舌打ちするしかなかった。そんな御老人にテオドアは不敵に笑い、そして、語り始める。

「無駄なんだよ。お前がやろうとしていることは。

　何せ、俺が自分の魔力を全て使って、この世界に新しい理ことわりを作ったんだから。

　お前がどう足掻あがこうがアーシェルを殺すことは不可能だ。世界がアーシェルを殺す全てを無効にするからな」

「………………は？」

　御老人は絶句するしかなかった。テオドアが語り出したその話に、度肝を抜かれる。

　そんな御老人を見て、テオドアはいつも冷静沈着な彼からは想像も出来ないほど笑顔になる……壮絶な悪魔の笑みに。

「あのジジイ、いいヒントをくれたよ。ジジイは自分の魔力量では死期をずらすことしか出来ないってよ。その上で、ジジイは俺ならアーシェルの運命を変えられるって断言したんだぜ？　つまり、逆行魔術は方法が同じでも魔力量で結果が変わる魔術ということ。そして、魔力量のある俺ならやり直すだけではなく、世界の理の１つや２つ変えられる……！

　澄ました顔して、あのジジイ、とんでもないことを言うと思ったが、やってしまえばこれ以上ないほど、便利だった。

　理。つまり世界のルール。俺は……如何なる存在も現象もアーシェルを殺せない、そんなルールを世界に作ったんだ。あとは世界が勝手に強制力という形でアーシェルを生かしてくれる！　もうアーシェルを死なすものは身体的な寿命だけだ」

　御老人は滝のような汗を流すしかなかった。

　神の御業というレベルではない。この目の前にいる少年はたった１人の人間を死なせない為ために世界そのものを徹底的に改造し、新たに究極的なアーシェル贔びい屓きの世界を創ったのだ。

　この先の未来、アーシェルは絶対に誰にも殺されない上に、事故や災害に遭っても死なない。死の運命を克服したというレベルではない。ほぼ不死の存在になったと言っていい。

　テオドアは興奮したように語る。

「アーシェルを殺す世界などクソ喰らえだ！　そんな世界なら変えてやる。誰だれにもアーシェルは殺させない。お前にも他の誰かにも……そして、神にもだ」

　テオドアにとってアーシェルは自分の全すべてだ。たとえ、それが最初は仕組まれたものでも、その結論が変わることはない。

　だから、自身の全魔力を捧ささげて、世界を変えることに躊躇ためらいも何もなかった。

　リツウェルの手腕次第という忠告だけが気がかりだったが、それを乗り越え、理想と願いを叶かなえた今、テオドアに憂いはない。むしろ、アーシェルの為に全てを捧げ、願いを叶えて、多幸感と達成感に感情はこれ以上ないほど歓喜に昂たかぶっていた。

　……とはいえ、その代償は大きい。魔力を全て使い果たしたテオドアはこうして自分の分身を飛ばすくらいならともかく、魔力が回復するまで暫しばらくまともな魔術は使えない。魔術師としても魔法騎士としても確実に３年は役に立たない。３年、その間、戦力にすらならないのだ。

　魔術省には何とか研究職で置いてもらえるかもしれないが、確実に魔法騎士としての華々しい将来は消える。良くて降格。もしくは、クビだろう。

　だから、このことをアーシェルに教えるつもりはない。

　きっと聡さとい彼は、テオドアの魔力を全て使ったという事実だけで全てを理解してショックを受ける。そして、今後、自分が世界に生かされる度に、彼は気に病むことになる。

　だから、このことはアーシェルには秘密だ。アーシェルが死ぬまで教えるつもりはない。




　しかし、それはさておき。

　テオドアはネタばらしをしたところで、御老人に向き合った。

「それはそれとしてだ。クソ鼠ねずみジジイ。色々とお前はまだ使い所がある。利用させてもらうぞ」

「!?　な、何をする気だ」

　半透明のテオドアが御老人に近づく。

　魔力を使い切ったとはいえ、魔力というのは毎時毎分毎秒、少しずつ回復するものだ。故に、こうしている間もテオドアの魔力はごく僅わずかとはいえ、少しずつ回復しつつあった。

　……そのごく僅かな魔力量でも、天才の手にかかれば、完成された魔術になる。テオドアは御老人に笑みを浮かべた。

「……あのウィリアムにはリツウェルのジジイと同じく、俺も恨みがある。アンタが何故なぜあんな野郎を憐れんでいるか知らないが、全てはあの野郎の自業自得だ。……だから、その頭と身体、弄いじらせてもらうぞ」

　御老人は目の前が真っ暗になった。







　第八十一話　願っていた未来がやってきた（ヒューベルト視点）







　私は幼い頃ころから未来が視える人間だった。

　だが……最初に視た未来は、自分や父上を置いて母上が３ヶ月後に死ぬ未来だった。

　駄々をこねて逝かないでくれ、と誰も手がつけられないくらい号泣し喚わめいた記憶がある。しかし、病で儚はかなくなる母上の未来を変えることは出来ず、見送るしかなかった。

　それがトラウマになったのか。

　私はそれから、他人の不幸、とりわけ死が明めい瞭りように視えるようになった。いつどこで誰がどのように死ぬのか、その詳細な経過まで視える。

　ルーファス祖父じい様はそんな私を憐れんだ。

「お前は苦労するね」

　死が視える。終わりが視える。それがどれだけ辛いか、父上はもちろん、ルーファス祖父様は分かってくれた。

　とはいえ、残酷な未来ほど視える事実が変わる訳ではない。

　私は人との関わりを出来るだけ削そぎ落として、マイナスル公爵家の仕事に没頭するようなった。

　仕事している間は全てを忘れられた。アイツがどう死んで、あの子がどんな悲惨な末路を辿たどるのか、そんな誰かの死を全く考えずに済む。そんな理由で、私は若くして執務室にこもりがちになった。私室は寝に行くだけの部屋になった。

　マイナスル公爵家の唯一の良心持ちで根っからの善人である父上はそんな私を心配したが、だからといって、そんな生活をやめる訳にはいかなかった。

　そんな時、出会ったのがアリア様だった。

　カランザラから亡命してきた彼女は、父上からマイナスル公爵家の滞在を許可され、この屋敷で暮らすようになった。

　だが……アリア様はとにかく負けん気が強くて、型破りで、どうにも好きになれない方だ。

「私、閉じ込められた生活とか真っ平ゴメンなわけ。お分かり？」

「……突然、執務室に押しかけてなんですか……」

「テンション低すぎではないかしら？　もっとテンション上げて、声を張り上げなさいな」

「……何故、嫌いな人間にテンションを上げなければならないのです」

「まぁ！　真正面から嫌いなんて言う人初めてだわ。まぁ、良くってよ。骨がありそうね。貴方。付き合いなさい！　私を外に連れ出しなさい！」

「………………は？」

「私を、外に、連れ出しなさい！」

　彼女はとにかく私を振り回した。こちらの気などお構いなし。屋敷の中はつまらないからと街に連れ出し、自分の考えた魔術を実践したいからと連れ出し、名案が浮かんだわと商売に手を出して実務を手伝わせるために連れ出し……本当に嵐あらしみたいな人だった。

　こんな奴と、一生付き合うんだと思うとげっそりした。










　１年後。

　アリア様は、結局、マイナスル公爵家に子どもをやるという話に同意しなかった。

「確かに貴方方の希望なのでしょうけど……やっぱり嫌よ。私の人生は私のものであるべきであるように、私の子の人生も私の子のものであるべきよ。貴方方の曽孫ひまごだか何だか知らないけど、その知らない子の人生の結末に私の子を巻き込まないで頂ちよう戴だいな。人は自由であるべき、そうでしょう？」

　真っ当な話だ。その通りだと私は思った。

　しかし……私はため息を吐ついた。

　そんな私の隣で、ルーファス祖父様は困ったように笑った……アリア様ではなく、私に。

「まぁ。仕方ないね。アリアちゃんの決断だしね。けど、ちょっと残念かな……」

　口ではそう言いながら笑うルーファス祖父様。その意図が分かり、私は目を逸そらすしかなかった。

　アリア様はそんな決断をして、数ヶ月した後、マイナスル公爵家を出て行った。公爵家にいる間に、始めた商売が軌道に乗って、まとまった金が出来たのだ……ヤンファンガルでもカランザラでもない他国に逃げて、偽戸籍を入手し、貯金だけでしばらく生活が出来るくらいに。

　だから、世話になったと言って、嵐のようにマイナスル公爵家から立ち去った。

「またね。ヒューベルト。貴方、私のこと嫌いという割によく働いて良い奴だったわ。じゃあね」

　アリア様が出て行った時、結局、私はアリア様に告げられなかった。

「アリア様、貴方は……またマイナスル公爵家に来ることになる……」

　カランザラではリツウェルおじ様の手によって、既に王妃やその周辺の人間達は排除されている。だから、カランザラがアリア様を狙ねらうことはない。今、アリア様を害する人間も邪魔する人間も誰一人だっていない。だが……どうしようもないトラブルというのは、アリア様本人が起こすこともあるのだ。










　ルーファス祖父様が亡くなり数年、アーシェルが生まれる１年と半年前。

「……やはり来ましたか……アリア様」

　いつぞやと同じような大雨の日。しかし、父上の前に座るアリア様は最初に出会ったあの日よりも、ずっと美しくなっていた。

　彼女はこの数年で変わった。容姿も纏まとう上品さも……しかし…………ただそれだけでなく、その手には生後数ヶ月程の赤ん坊がいた。

　父上は深くため息を吐き、頭を悩ましていた。

「結局、予知通りでしたね……」

　その父上の言葉にアリア様の目が見開く。

「ちょっと！　分かっていたっていうの！　私が貴方達を頼るって!?」

「そういう一族ですから」

「……そうね。そうだったわ」

　アリア様は納得したように肩を竦すくめ、ため息を吐いた。

　そう私達は未来が分かる故に……彼女があんなことを言っておきながら、子どもをマイナスル公爵家に連れてくることが分かっていた。しかし……。

「あそこまで毅き然ぜんと私達の願いを断ったのです。ヒューベルトも私も、もしかしたら未来が変わったのかと思ってました」

「……」

「しかも、何やら訳ありですね」

　アリア様は俯うつむいた。その表情には苦悩が見えた。ふと、彼女は決意したように顔を上げ、壁際に控えている私の方に歩いてきて、突然、赤ん坊を渡した。

「ちょっ！」

「苦渋の決断よ。……もっとも……ルーファスはそれを見越していたのでしょうけど……」

　アリア様はそう言って、父上の前に出る。腰に手を当て、父上の目の前にあるローテーブルに片足を乗せて、父上に迫った。その表情は酷ひどく苦々しく、しかし、覚悟を決めて前を向いていた。

「貴方達のことだから、子どもを悪いようにはしないでしょう？　……そして、綺き麗れいにあの子が誰だれの子どもなのか隠してくれる。そうよね？」

「……えぇ。しかし、１つだけ確認を。私達でも貴方の相手は分からなかった。彼の父親は誰なんです？」

「それは言えない。……ただ、生まれからして私や父上以上のポテンシャルを持ってることは確実よ。下手へたしたら世界を変えられるくらいね。……おかげで私は世界中を逃げなくてはいけなくなった。とてもではないけど子どもを連れて逃げ回るなんて無理」

　アリア様は父上から目を離すと、泣きそうになる自分を抑えるように両手で顔を覆った。

「……私、迂う闊かつだったの。自由だとか愛とか言っても……そう上手うまくいかないわね。結局、子どもを自分の都合で貴方達に預けるしかなくなった」

　そんなアリア様を気遣うように父上は聞いた。

「それでこれからどうするのです？　貴方のヤンファンガルでの動向と貴方から生まれた子どもの出生は消せますが、貴方が国外から出た後はどうしようもない。潜伏先の１つでも提供しましょうか？」

　しかし、そんな父上の気遣いを即、彼女は断った。

「子どもまで預けてる身よ。それ以上はいらないわ。それにアイツらの目的は私と彼の子ですもの。私はこの子の囮おとりにならなきゃいけない。子どもの出生を消してくれたらいい。良かったことにこの子は私に似たわ……父上に似たとも言うけど……。とにかく、彼とはミリ単位も似ていないのは不幸中の幸いよ」

　だが、ここまで似ていると、カランザラに狙われるんじゃないかと私は思う。ま、両親のどちらに似たとしても、この子どもの人生は災難な人生だろう。

　アリア様は深くため息を吐いた。

「……はぁ……。自分の不始末で子どもを手放すなんて……身が引き裂かれるような気持ちよ。……この子には……テオドアには謝っても謝りきれない」

　そして、アリア様はふいに流れた涙を拭ぬぐって赤子を抱く私の前に仁王立ちした。

「ねぇヒューベルト。アンタ、私情と仕事は分けて考えてくれるでしょ」

「……まぁ」

「これは私のお願いよ。いつかみたいにちゃんとお願い聞いてよね。……テオドアを自分の意思で人生を歩ける信念を持った子にして……私や父上みたいに結局、周囲に振り回される人間にしないで。頼んだわよ」

　アリア様は私に言うだけ言って、出て行った。

　……その瞳ひとみには拭い切れなかった涙があった。

　父上と２人だけになった部屋で、私はため息を吐くしかなかった。

「……父上」

「……」

「私には……アリア様の願いを叶えるなんて出来ませんよ」

「……それでも、お前はやるしかないよ。エスパダからテオドアを引き取る頃ころには、私は父上のところに行ってるのだからね」

「……」

「後を託された者は辛いな。ヒューベルト」

　私は直ぐに行動に移した。

　テオドアの出生を誤ご魔ま化かす……いや、テオドアの出生を変え、徹底的にカランザラや父親との繋つながりを消す為ために、生まれた年をずらし、エスパダ伯を利用して彼の出生、経歴全すべて変えた。そして、彼が程々の年齢になったら、確実にマイナスル公爵家に引き取られるよう手を打つ。

　……とはいえ、この道筋は全てルーファス祖父様が考えたもの。私は祖父様の道筋に沿って仕事したに過ぎない。

　正直に言えば、アリア様の子どもに義務感以外の感情はなく、何の感慨もなかった。むしろ、どうでもよかった。ただ託され……いや、お願いされたからやっているだけだ。

　……その彼が、自分の子どもを救う切り札になるとしても。

　実を言うと、その時の私はまだ自分の子どもを、アーシェルの未来を視たことがなかった。存在は父上やルーファス祖父様から教えられていたが、私の未来視は頑なに息子の未来だけは視せなかった。

　だから、どうも実感がなく、テオドアのことも割とどうでもいいとすら思っていた。

　しかし、この１年半後。

　今まで視ていなかった理由に気づいた。










「ご当主！　生まれました！　男の子です」

「……知ってる……」

　表情には出さなかったが、その報告を聞いた時、ため息が出そうになった。

　アーシェルは結局、父上から言われて作った。言われなきゃ子どもを作ろうなんて思わないような妻だったからだ。

　私の妻になったイザベラはどうにも……アリア様に似た自己主張の強いタイプで苦手だった。

　自分で言うのも何だが私は仕事以外興味ない上に根っからの貴族だし、イザベラは貴族嫌いで社交嫌いの自立心のある女性だった。とにかく馬も反りも合わない。

　その上、嫁いできた時は可愛かわいい鹿だったのに、いつの間にか鍛え始めて今はゴリラになってるし。

　控えめな妻が欲しかった訳ではないし、別に鍛えるなとも言わないけど、ゴリラはちょっと……。

　だから、アーシェルが生まれたと聞いて、あのイザベラとの子どもだし、期待はしていなかった。ルーファス祖父じい様は頻しきりに可愛いと言っていたが、それが本当の意味での可愛いなのか、曽孫可愛さからの可愛いなのか判別不可能だったし。

　だから、会うまで……視るまで、アーシェルに愛情どころか何の感情もなかった。

　……むしろ、ルーファス祖父様や父上には言えなかったが、アーシェルも手駒にして、適当に唆して利用して、国政を本格的に我が公爵家のものにしようとも思っていた。どうせルーファス祖父様の手て筈はず通りにやればアーシェルは生きる。だから、その後どうしようが私の勝手だ。

　そう思っていた……だが。

「ご当主、アーシェル様ですよ。抱いてください」

「……あぁ、ありがとう……っ!?」

　生まれたばかりの赤子を抱いた瞬間、頭の中に膨大な情報が雪崩込む。頭が破裂しそうになるそれに、足元がふらついた。

「ご当主!?」

「……っ」

　周りが慌てるのが見える。しかし……私はそれどころではなかった。

　脳内に途切れ途切れに、しかし、膨大な量の自分とアーシェルとの未来が映される。私はそれを視ていた。




「ぱぱー！　けーきー！　きゅーけいでしょ？　いっしょにたべようよ！」




　これは４歳くらいのアーシェルか？　随分、私に懐いているようだった。明るい茶髪に深い緑色の目、なるほど私……というより、ルーファス祖父様に似たのか……それにしても……可愛い。




「父上、僕、将来は砂糖を領地で栽培出来るようにして、牧場も作って、毎日スイーツが食べられるようにしたい！」




　ふむ、夢が意外と小さい。マイナスル公爵家なら、本気出せば、国家産業にすることも出来るのに。




「レオドール殿下の御学友？　間引き？　分かった。あんまり気乗りしないけどスイーツの為に頑張る！」




　……何歳だろうか？　彼は幼いながらマイナスル公爵家の仕事をやってるらしい。




「父上、テオドアをまさか借金のカタで引き取ったとかないですよね??　人身売買に相当するようなことしてませんよね??」




　14歳ほどのアーシェルが訝いぶかしげにこちらを見ている。あぁ、未来の自分はルーファス祖父様の思惑と、アリア様との約束をそういうことにしたらしい。




　自分とアーシェルの微笑ほほえましい未来が視える。今まで視てきた自分の未来の中でも、最も幸せな未来が視える。




　しかし。

　時間はいきなり飛び、19歳程のアーシェルが視える。……あぁ、嫌な予感がする……。




「アーシェル。貴様は俺の愛いとしいデイビッドを虐めた。実に度し難く、許されざる所業だ。よって……お前に処刑を言い渡す」




　馬鹿みたいな正義がアーシェルを断罪する。そのアーシェルは、全てに絶望したような目をしていた。かなりやつれており、身体からだは骨と皮のようになっていた……糾弾する彼らは健康そのものなのに。




「……」




　断頭台に送られる彼が視える。彼は何も言わないまま、処刑人に身を任せた。

　……私も……テオドアもそこにいなかった……。

　場面は飛んで、戦火に包まれる都が視える。




「じゃあね……テオドア」




　そして、彼が宙に一歩踏み出した瞬間、忽こつ然ぜんと彼は消えた。ただ、建物の下から何か嫌な音がした。

　アーシェルの目の前にいたはずのテオドアは彼を救おうとはしなかった……。

　場面は飛んで他国になる。




「……テオドア！」




　聡さとい彼は何が起こるのか瞬時に理解して、直ぐ傍にいたテオドアを突き飛ばした。そのアーシェルの身体に深々と短剣が突き刺さった。




　それから私は、数多あまたのアーシェルの死を視た。

　あぁ、この子は、この子の未来は……。

　腕に抱いている生まれたばかりでまだまだ未来があるはずの可愛い息子の残酷な未来が、死が視える。

　アーシェルが何をしたって言うんだ！　私の息子が何をしたと……！　こんなに穏やかに生きてきたっていうのに、何故なぜ、アーシェルがこんな目に……！

　ああ、そうか、強制力……！　ルーファス祖父様が毛嫌いしたアレのせい！

　だが、最も許せないのはどのアーシェルの未来でもいたはずのテオドアだ。ルーファス祖父様に切り札だと言われた彼はどの結果でも役立たずだった。

　あんなのに息子の運命を託さないといけない事実に、私は心底、腹が立った。元々何とも思ってなかった彼の好感度は地の底に落ちた。

　思わず、ため息が漏れた。目の前にいる、まだ小さいアーシェルを抱きしめる。

　……あぁ、この子は20歳になれないまま理不尽に殺される。ただスイーツが好きな男の子なのに、きっと誰だれも彼に意識を向けないまま、孤独なまま絶望してこの世からいなくなる。なんて……やるせない悲惨な未来だろう。

　……ああ、今なら分かる。今までアーシェルを視ていなかったのは……自分がこんな未来だけは視たくないと思っていたからだ。

　腕の中で、アーシェルが私の服を掴つかむ。その小さな手を取り握った。そっと握り返してきた手に決意が漲みなぎる。

　ルーファス祖父様の思惑もアリア様の願いもある……だが、この瞬間、私はそんなものとは別に私の意思で、アーシェルを救うことに決めた。










　４年後。

　アーシェルは天使だ。

　目に入れても痛くない。

　ずっと傍に置きたい。一家に１人。私に１人。アーシェルがいると良い。

　父上が「まさか、冷淡だったお前がこんなに親バカになるなんて」と愕がく然ぜんとしていたが、仕方がない。可愛かわいいものを溺でき愛あいしない理由はない。アーシェルこそが正義だ。

　だが、脳裏を過よぎるテオドアの存在。

　あのテオドアにアーシェルを渡さねばならないのが、不服で不満で不安でたまらない。

　エスパダにいるテオドアを見張らせている部下から、定期的に彼の報告が入る。テオドアはアリア様に似て気が強い。そして、生意気。短気だし粗野だし、我が強い。そんな彼を報告で聞いて、コイツにアーシェルを？　と思うと、やはり、どうしてもアーシェルを任せられないと思った。

　というか、そもそも誰にもアーシェルを渡したくない。僕の可愛い息子が他の誰かのものになるなんて絶対許せない。

　こうなればいっそ。

「屋敷に閉じ込めて……」

「ぱぱー！　ちょこー！」

「うん、チョコレートショップね。パパと行こうね？」

　閉じ込めてもいいことはないか。アーシェルは好きなものに囲まれて自由に生きるのがいいだろう。

「でもマイナスル公爵家として相応ふさわしくないってことを証明して、いっそ飼うというのも良い考え……」

「ヒューベルト……気持ちは分かるがやめなさい」

　そんなことを考えていると、父上が呆あきれた目をこちらに向けていることに気づいた。アーシェルを抱き上げ、父上はため息を吐ついた。話についていけないのか、アーシェルは父上の腕の中でぱちぱちと瞬きしている。

　父上は私を窘たしなめた。

「我が子可愛さに盲目になっているじゃないか、全く……。まだまだこの子の未来が決まってる訳でもない。テオドアだってそうだ。親バカ拗こじらせて変な未来にしてしまったら、今まで父上が成し遂げてきた努力がパァだ。未来は強制力を退けると、恐ろしく不安定で不確定なものになる。父上が見み出いだした活路をお前が塞ふさいでしまってアーシェルが早くに亡くなったらどうするんだ。

　……それに、頼りないと思うのは分かるが、彼やアーシェルに関しても、これからお前がどんな風に接していくかだと思うがね」

「……しかし」

「とにかく！　アーシェルをどうにかするのではなく、自分自身と周囲をどうにかなさい。ほら、アーシェル。バカは置いて、じぃじと行こう」

　アーシェルを撫なでながら、父上はさっさと立ち去ってしまう。

　ムキィー！　私がアーシェルを抱っこするはずだったのに！




　その後、数年して父上は亡くなった。

　……私は独りで、アーシェルを守っていかなくてはならなくなった。最初から分かっていた父上の死だが、独りになって、正直不安でたまらなかった。




　そして、とうとうテオドアとアーシェルを会わせる日が来た。

　その間、超くだらない御学友の問題に巻き込まれたり、レオドールとかいう肩書きだけが立派なハエ野郎がアーシェルにつきまとってきたりしたが、まぁ、大体、私の未来視と思惑通りに事は動いた。

　全すべては、父上の言う通りだった。アーシェル本人をどうにかするのではなく、周囲を変えればいい。

　このテオドアも上手うまく使ってみせるとも。

　……そう思っていたのだが……。

　全まぁっっっく、以もっっって、不快なぁっっことに！　アーシェルがテオドアに本気で惚ほれた!!

　テオドアがアーシェルに惚れ込むように仕向けたのは確かだ。正直、テオドアがアーシェルの隣にいるだけで、どうにかなりそうだが、まぁ、計画の為ためだ。ギリギリ耐えられた。その命を捨ててでもアーシェルを守ってもらいたいからね。それにルーファス祖父様にぞっこんだったリツウェルおじ様の系譜だ。アーシェルに一度惚れ込めば、死ぬほど執着するのは分かっていた。だから、仕向けた。それは上手くいった。

　しぃぃぃぃかぁぁぁぁしっ！

　アーシェルがテオドアに本気で惚れ込むなんて予想してなかった！

　私はアリア様とリツウェルおじ様、比率７対３みたいな性格してるテオドアなんてゴメンだけど、アーシェルには惚れる要素があったらしい。

　やーだー！　やーだー！　やだやだぁ!!

　しかも、アーシェルをこんなに早く親離れさせる気なかったのに！　アーシェル、恋しちゃったら一気に親離れまでしちゃったよ！　おのれ、テオドアめ！　アーシェルの心を奪い、私からアーシェルを引き離すとは許し難し……！　お前如ごときにアーシェルは勿もつ体たいなすぎるのに万死に値する！　好感度は地の底通り越してマントル、いや、世界の裏側まで行った……！　マジ嫌い！

　しかし……長い間、面倒見ている中で、彼に情が湧わいてくるのも、確かだった。

　特に成長するにつれ、テオドアはアリア様にどんどん似てくる。確かにリツウェルおじ様にも似ているが、私からすれば、アリア様だった。

　私を最後まで振り回し続けたアリア様。感情の出方が違うだけで、アリア様とテオドア、本人達は数ヶ月しか接していないのに実によく似ていた。２人とも目の前に邪魔な障害物があったら、周りが何と言おうと真正面から蹴け破やぶっていくタイプだ。障害物があっても、周りに止められたらやめるリツウェルおじ様とは違う。

　テオドアは成長して、今やすっかり、男性になったアリア様のようになっていた。

　その頃ころには仕事としてテオドアに接していなかった。相変わらずアーシェルを救えるか分からない信用ならない奴やつだと思っていたが、同時に彼なら賭かけてみてもいいと思っていた。

　ルーファス祖父様の思い、アリア様の願い、私の愛。テオドアに託すものは私が託されたものより重い。




「だからこそ、絶対、アーシェルを救いなさい。テオドア……」




　私はただ只管ひたすら、願った。










　現在。

　深夜。

　すっかり、王都は真っ暗になっており、人々は皆、寝静まっている。卒業パーティーでの騒動や、隣国の混乱など全く気づいていない。故に王都は穏やかな時間が流れていた。

　そんな中、マイナスル公爵家だけが煌こう々こうと光り輝いていた。家主がずっと起きているからだ……今、人生の岐路にいる息子達の為、彼はただ１人起きて待っていた。

　そんな時、公爵家の玄関が開く音がした。

　彼は反射的に顔を上げ、執務室から飛び出し、玄関ホールに向かう。

　そんな玄関ホールに２人分の声が響いた。

「戻りました……」

「ただいま～！」

　彼が玄関ホールに着くとやや疲れた様子の、しかし、やり切ったと満足げな表情でそこにいる養子と、その隣に……彼の可愛い愛おしい大切な息子が、生きてそこにいた。

　彼は思わず、出迎えの言葉も忘れて息子に駆け寄り抱きしめた。

「父上!?　どうしました」

「良かった……」

「……父上？」

「あぁ……良かった……」

　ヒューベルトはやがてテオドアも抱き寄せ、何事かと驚いている２人の息子をまとめて抱きしめた。

　ヒューベルトの目には涙が浮かんでいた。

　……２人にこの意味が分からなくていい。元より告げるつもりはない。

　テオドアは成し遂げた。

　アーシェルが帰ってきた。

　……それがどれだけ奇跡なことなのか……。




　今ここにマイナスル公爵家の宿願は叶かなった。




　長い、長い、戦いの日々が終わって、ルーファスもエドガーもヒューベルトも願っていた未来がやってきた。







　最終話　ゲームエンド







　卒業パーティー、そして、カランザラ。あの大騒動から一夜明けた。

　アーシェルとテオドアは王都郊外の家ではなく、マイナスル公爵家にいた。

　朝日が照らし始めたばかりのその庭。

　学院に入る３年前までよく２人でティータイムを過ごしていたそこ。２人がよく過ごした場所であり……テオドアとアーシェルが両りよう想おもいになった思い出の場所でもある。

　アーシェルたっての願いで、テオドアはそこに連れ出された。

「懐かしいね」

「そうだな」

「ちょっとは眠れた？」

「……全然。アーシェルは？」

「僕も全然。目が冴さえちゃって……」

　庭の一角、テーブルと椅子が出されたそこに、２人とも座る。

　いつもなら、この２人の間にスイーツが置いてあって、フワフワとした甘い匂においが漂っているのだが、今日は、２人の間にはソワソワとした緊張感が漂うだけで、何もない。

　そんな空気に、ついアーシェルは俯うつむきがちになる。

「改めて、昨日きのうは本当にごめん。突っ走っちゃって……」

「いや、もう気にしてない。謝らなくていい。お前が生きている……それだけで俺はいい」

　テオドアはそう言って、ほっと安あん堵どの息を吐いた。そんなテオドアをアーシェルは一いち瞥べつしてまた俯いた。

　アーシェルはテオドアが何か自分にとんでもないことをしたのではと気づいた。テオドアは決して語らないが、ウィリアムが自分を狙ねらってきたあの瞬間、テオドアの様子がいきなり変わったのを見て、きっとアーシェルが知覚出来ていないだけでテオドアがアーシェルの為に何かしたのではないかと直感した。

　しかし、テオドアはそれについて一向に話さない……むしろ、知られたくないのだろう。だから、アーシェルは聞かない。聞かない代わりに言葉を紡ぐ。




　愛には愛を返すのだ。




「……あのね。テオドア。２ヶ月くらい前にした約束覚えてる？」

「……覚えてる」

「今、良いかな……？　約束、ここで聞いてもらっても」

　そう聞いて、アーシェルが顔を上げると、テオドアのアクアマリンの瞳ひとみと目が合う……。どうしてもテオドアと目が合うとアーシェルは気恥ずかしくなるが、それでも、彼の目を見る。

　すると、テオドアが微笑ほほえんだ。

「……あぁ、聞こう」

　相変わらず、眩まぶしいくらい綺き麗れいなその人。

　その人に、アーシェルは照れる自分をどうにか抑えながら告げた。




「テオドア、改めて言わせて。僕はテオドアのことが好き。大好き。世界中を敵に回してもいいくらい。

　……だから、僕と、一生、一緒にいませんか」




　言葉にすると、一気に気恥ずかしくなって、アーシェルは真まっ赤かになる。それでもアーシェルは言葉を紡ぐ。




「テオドアと一緒に生きていきたいんだ……！　婚約も結婚もするつもりだけど、それとは別に……神様に約束する前に、僕と、約束をして欲しい。……僕と、一緒に生きてくれますか？」

「当然」




　そのアーシェルの言葉に、テオドアの声が重なる。




「当然……。お前と共にいる。一生、いや、死んでも何が何でもお前と一緒にいる」




　徐おもむろにテオドアが椅子から立つ。そして、座るアーシェルの前で跪ひざまずいた。

　出会った時から今までが走馬灯のように思い出される。

　マイナスル公爵家で出会ったあの日から様々なことが起こった。

　楽しいことも大変なことも色々。

　甘いティータイム。

　カルロス殿下の婚約者候補になった日。

　２人きりの誕生日。

　ナチェイルでのデート。

　ペアリングをつけたあの日。

　レオドール殿下との一件。

　学院での日々。

　大変だった定期試験。

　そして、卒業パーティー……カランザラ……。

　本当に色々あった。今の今までずっと……。

　でも、２人とも心の底には常にお互いがいた。誰だれが何をしようとやろうと、ずっと２人は２人だった。




　だが。

　ペアリングをつけたあの日。

　お互いに惹ひかれ合っていることが分かって、両想いになったあの時。

　お互い照れながら想いを通じ合わせたあの時。

　……あの時とは２人とも随分、変わった。

　お互いの身長もお互いを想い合う強さも……覚悟も……あの時とは違う。

　今、２人には本当の意味でもう誰にも壊せない程の絆きずなと……愛が出来ていた。

　跪くテオドアにアーシェルは緊張しながらも手を差し出す。その手をテオドアは取り、アーシェルに微笑みを浮かべた。

　……溢あふれんばかりの愛がそこにあった。




「……アーシェル、お前を愛している」




　その手の甲にテオドアは口づけた。







　その瞬間。

　庭を照らしていた朝日が眩まばゆく輝く。雲の切れ間を通って、光が２人に降り注ぐ。そして、スポットライトのように２人を照らし出した。

　朝露で飾られた緑は瑞みず々みずしく輝き、羽ばたく鳥は歌うように囀さえずり、温かな煌きらめく風が２人の間を吹き抜ける。




　それと同じくして、朝日に照らされる庭の地面から突然花々の芽が生え、成長し、蕾つぼみをつける。そして、彼らを取り囲むように一斉に花開いた。色とりどりの花が輝かんばかりに咲き誇り、２人を囲んだ。

　空は太陽に照らされ黄金に輝く。眩しい光の中で、どこか遠くの方から鐘の音がした。

　その光景はまるで天……いや、世界が２人を祝福しているようだった。

　あまりの変化に、テオドアもアーシェルも驚いて、周りを見る。

「……テオドア、何かした……？」

「いや、俺は何も……」

　そんな時、アーシェルの脳内に、ふと、何かが過よぎった。




　アーシェル・マイナスルは、愛されし者。スイーツが好きで、テオドアと相思相愛。これから２人でずっと生きる。




　はい？　とアーシェルが思った時……随分長い間聞いていなかったその人の朗読するような声がした。

　……だけど、その声には安堵と晴れ晴れとした感情がこもっていた。




　僕はもう誰かの悪役じゃない。僕は幸せだ。必ずテオドアと共に生き抜き、邪魔する奴やつが出たら全すべてを黙らせ、砂糖農場を手に入れて、テオドアと添い遂げてみせる。




　その声に思わずアーシェルは呟つぶやいた。

「……幻聴くん……」

「どうした？　アーシェル？」

　訝いぶかしむテオドアにアーシェルは何でもないと微笑ほほえむ。きっとこれは自分だけに宛てられた言葉メツセージだから。

　未いまだに聞こえるその幻聴……いや、今までずっとアーシェルの傍にいた誰かの意思。その声が段々と遠のいて、小さくなっていく。




　今日は新しい世界の始まり。もうゲームではなく現実になった。操作する者はいなくなった。もう、僕……君は悪役にならないし、誰かが悪役になることもない。そうそう、攻略対象だとかエンドだとかそんなものも捨てよう。

　君が人生を謳おう歌かする為ために。

　ゲームクリア……いや、ゲームエンドだよ。さようなら、悪役じゃない、ただのアーシェル・マイナスル。




　それを最後にアーシェルには爽さわやかに吹き抜けていく風の音しか聞こえなくなった。アーシェルは直感する。今後一生自分の前にもう幻聴くんが現れることはない。結局、アレが何だったのかアーシェルには分からない。でも、もうゲームではないと言われて……何故か泣きそうなくらい嬉うれしくなった。

　アーシェルの真の人生が、今ここで始まったのだ。

　嬉しそうに微笑んでいるのに、何故か目を潤ませているアーシェルの様子にテオドアが心配そうに首を傾かしげる。そんなテオドアにアーシェルは椅子から立ち上がると、勢いよく抱きついた。

　テオドアが驚きの声をあげる。

「おいっ！」

「えへへ、テオドア。僕、良い人生が待ってるみたい」

「は？」

「僕は幸せってこと！」

　抱きつくアーシェルをテオドアは抱き上げて、視線を合わせる。そのアーシェルの目にはもう涙はない。アーシェルはこれ以上ないほど幸福に笑っていた。

「ねぇ、テオドア。僕と、一緒にいて幸せ？」

　その問いにテオドアはやや驚いて、しかし、直ぐに微笑み返した。

「ああ……幸せだ」

　テオドアの頬ほおにアーシェルは手を添える。

「僕も愛してるよ、テオドア」




　どちらともなく、２人は口づけた。




　……甘い、甘い、それは、幸せの味がした。







　後日　カランザラ







　リツウェル・カランザラが、皇帝の座に復位したことは瞬く間にカランザラ国土全体に知れ渡った。

　退位してから既に20数年、リツウェルが表舞台に出たこと自体、驚きよう愕がくであったのに、その彼がウィリアム帝によって爆殺させられかけたというニュースに、全国民が震しん撼かんした。

　復位したリツウェルはウィリアムの罪を全て公にした。国宝とされた予言書の盗難、ヤンファンガルでの陰謀の失敗、自身の殺害未遂……そして、冤えん罪ざいで処罰したウィリアムの妻ナナリーやその子ども２人のこと……。リツウェルは３人の名誉を回復し、全てウィリアムの非にした。

　とはいえ、ウィリアム本人が素直に罪を受け入れるはずはなく、ウィリアム自身、非を認める人間でもなかった。
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　確かに挙げられた罪にはリツウェルやデイビッドによる冤罪もあったが、予言書の盗難やナナリーの処刑など彼が実際に行った罪もあった。しかし、彼は挙げられた罪状の全て、否認した。

　だが。

　ウィリアムの罪を証明する証人がいた。




　御老人である。




　御老人はウィリアム傘下の間かん諜ちようの生き残りとして、カランザラ最高裁判局の法廷に立たせられた。しかし、彼が証言する訳ではない。

「御老人、貴様はウィリアムが革命を目指す彼らを排除しようとしていたのを知っているな？」

「いえ、いえ……」

　御老人は裁判長の質問に顔面蒼そう白はくになりながら、否定する。しかし、その瞬間。法廷の人々の視界にウィリアムの映像が流れる。




「全ての計画が頓とん挫ざした！　革命派の連中を丸め込み、どうにか数年持たせつつ、ヤンファンガルを混乱させ、戦争に持ち込む。そのどさくさに紛れ、革命派を排除し、皇帝の座を磐ばん石じやくにする……その計画だったのに！」




　そうして暴露される真実に御老人は震え上がった。

　御老人がアーシェルを殺そうとしたあの日、テオドアは、ウィリアムが言い逃れ出来ないよう御老人に魔術を仕込んだ。誰かが御老人に質問をしたら、その答えとなる記録や情報を本人の意思と関係なく周囲に垂れ流すという、御老人にとって悪夢のような恐ろしい魔術をかけたのだ。

　しかも、その魔術を仕込んだのがテオドアだと誰だれにも告げることも伝えることも出来ないようにしており、テオドアの名を口にしようとするだけで、御老人は全身苦痛に襲われる呪のろいをかけられていた。

　そして、今、裁判長が質問する度にウィリアム本人や裁判官など、法廷にいる全員の視界にウィリアムの過去の発言が映像音声付きで流れ、ウィリアムの計画が詳らかにされている。

　そんな言い逃れ出来ない状況に、貴人用の被告人席に座るウィリアムは怒気を露わにして御老人を睨にらむが、魔術を解除できない御老人にはどうしようもない。

　御老人は心底、テオドアに……いや、ヤンファンガルに関わったことを後悔した。テオドアを利用するはずが、逆に利用されてしまった挙句、この様相である。既に心は折れていた。

　そうしてウィリアムの謀略は全て明らかにされ、世間に公表され、そして、リツウェルはウィリアムを処刑した。

　誰も止める者はいなかった。革命派を排除して民から自由を奪おうし、大英雄を殺そうした大罪人だと世間から周知されている上に、ウィリアムの味方だった側近や臣下も既に蜘蛛くもの子を散らすようにいなくなっていた。大英雄の子ではなく大英雄に刃を向けた罪人の味方なんて誰もなりたくはなかったのだ。

　故に、ウィリアムを擁護する人間はこの世にいなかった。

　もしここに妻ナナリーがいれば、終身刑で済んだかもしれないが、残念ながらウィリアムは最大の味方を自分で殺してしまっている。

　結果、ウィリアムはカランザラ史上最大の暴君にして暗君として歴史に名を残すこととなった。

　一方、ウィリアムを処断し、その他諸もろ々もろのカランザラの問題を片付け、法を整備し直したリツウェルは皇帝の座をすぐさま降りた。

　そして、リツウェルは自身の即位以来、ずっと自身の血族にあった皇帝の座を手放し、何十年ぶりとなる国民から皇帝を選出する、旧来の選挙制度を復活させ、カランザラに真の自由をもたらした。

　自身の息子の不始末を片付け、民の為に選挙制度を復活させ、潔く皇帝の座を降りたリツウェルの評価はカランザラでは更にうなぎ登りになり、国民は老いて尚、名君であるリツウェルに熱狂した。

　しかし、リツウェルは皇帝の座を降りると、離宮から引き揚げ、カランザラから去っていった。

　理由はどうあれ、全ての原因、そして、元凶はリツウェルだ。その責任を取るためにもリツウェルはカランザラにこれ以上居座る気はなかった。

　カランザラから去った大英雄にカランザラの国民は嘆いたが、最後まで筋を通したリツウェルを非難する者はいなかった。

　カランザラでは、だが。










「…………何でジジイがここにいる」




　テオドアはその額に青筋を立て、来客を睨みつけた。アーシェルはそんなテオドアの隣で突然の来客にきょとんとしている。

　昼下がりのマイナスル公爵家。

　その執務室にあるソファに不機嫌なテオドアとは反対に上機嫌に微笑ほほえみ、紅茶を片手にリツウェルが座っていた。

　そのリツウェルの前には、呆あきれ顔がおのヒューベルトがいる。

「お久しぶりですね。リツウェルおじ様」

「あぁ、ヒューベルト。ルーファスの葬式以来か」

「その頃ころくらいですねぇ。……あの、おじ様？　ヤンファンガルに来ることは事前に知ってましたが、カランザラから出て、マイナスル公爵家に直行とかどういう了見で……？」

　そうヒューベルトが聞くと、リツウェルは確定事項とばかりに宣言した。

「これからこの公爵家の世話になる。とりあえず、家か部屋か用意しろ」

「はぁ!?」

　声を荒らげたのはテオドアだ。

「おいジジイ、ここに居座るつもりか!?」

「何か問題が？」

「大ありだ！　絶対目的はアーシェルだろう！」

「それがどうした？」

　悪びれることなく、そう言ってのけるリツウェルの視線がアーシェルに向かう。ルーファスと同じ色をした彼にリツウェルはどこか恍こう惚こつとした笑みを浮かべた。その視線を遮るようにテオドアは立つ。

「カランザラに帰れ」

「却下だ。貴様が何と言おうと既に決定事項だ」

　テオドアは協力を乞こうようにヒューベルトの方を見る。しかし、ヒューベルトはお手上げとばかりに手を広げ、肩を竦すくめた。

「早く諦あきらめなさい。テオドア。こうなると話を聞いてくれる人じゃないのでね。私も非常に！　ひっじょーに！　不服だけど、受け入れるしかないさ」

「チッ」

「そうそう。テオドア、おじ様は逆行魔術の行使のしすぎで寿命がバカになっちゃってるから、あと40年くらい普通に生きたって全然おかしくない方でね。まあ、確実に20年は生きるだろうから、今後20年は悩まされ苦しめられ邪魔され……ゴホン、とにかくお世話になると思いなさい」

「…………は？」

　テオドアは言葉を失う。ぎょっとしてリツウェルを見る。リツウェルは相変わらず機嫌が良さそうだ。あと何十年もこのジジイと関わることになる……テオドアはその話に頭が痛くなった。

　思わず頭を抱えるテオドアにアーシェルは苦笑を浮かべるしかなかった。

「テオドア、１回落ち着こ？」

「これが落ち着いていられるか！」

　そんなテオドアをリツウェルはくつくつと笑った。

「良いじゃあねえか。……曽孫ひまごの顔、楽しみにしてるぞ？　ルーファスに似ることを願っている」

「尚なお更さら良くない！」

　そんなテオドアとリツウェルの間で、ヒューベルトはため息を吐ついた。

「アーシェルたんと２人きりが良かったなぁ……」

　残念ながら、もう叶かなわぬ夢である。

　不機嫌なテオドアをアーシェルはどうにか宥なだめながら、リツウェルに聞いた。

「あ、あの……すみません。話が見えないんですけど、リツウェル様と公爵家とはどういう繋つながりですか？　ルーファス曽祖父ひいじい様の愛人の１人なのは何となく分かるんですが……？」

　アーシェルはこの空間でただ１人状況についていけなかった。アーシェルはリツウェルとマイナスル公爵家の関係をヒューベルトから全く伝えられていない。その上、アーシェルのリツウェルのイメージは、カランザラの元皇帝様というそれしかなく、何故なぜか異様に毛嫌いしてリツウェルを断固拒否するテオドアや長い付き合いらしいヒューベルトに戸惑うしかなかった。

　リツウェルはそのアーシェルの反応に僅わずかに目を見開き、ヒューベルトの方を向く。

「おい、何も伝えていないのか。しかも、腹立たしい誤解まで生んで」

　そんなヒューベルトは悪びれることなく、淡々と話した。

「だって、ルーファス祖父様が亡くなった時点で縁は切れたものと父上も私も思ってましたからね。貴方、良くも悪くもルーファス祖父様しか興味ありませんでしたし。ルーファス祖父様が亡くなった時、すっかり傷心して、退位して離宮に引きこもったのは誰ですか？　縁切れたって思いますよ。

　アーシェル、この方はルーファス祖父様の愛人の１人ではなく、祖父様のただ１人の愛人だよ」

「？　でも、ルーファス曽祖父様って日めくりカレンダー２冊分くらいの愛人がいらっしゃったんじゃ……」

「それも正しいよ？　間違っていない」

「え？」

　どういうこと？　アーシェルは首を傾かしげる。そんな息子にヒューベルトは淡々と説明した。

「アーシェル、ルーファス祖父様はね。妖花と呼ばれる程、美しかった人。でも、本人は家族以外、物にも人にも無む頓とん着ちやくすぎて……祖父様の容姿に惚ほれ込んで告白してきた人を片っ端からＯＫしまくっていた……ここまでは、アーシェルも知ってるね？　だけど、実の話、そこにいる独占欲丸出しの嫉しつ妬と深ぶかいリツウェルおじ様が、ＯＫをもらった人が湧き出る毎ごとに片っ端から排除しまくったんだ。

　日めくりカレンダー２冊分なんて出来るくらいの愛人がいたのは確かだけど、そこのおじ様が全員、排除したから、実質、おじ様ただ１人なんだよ」

　頭の痛くなる話である。

　ルーファスは片っ端からＯＫするし、リツウェルは片っ端から排除するし、その積み重ねで出来たのがあの日めくりカレンダーが２冊出来る程の愛人の量……。

　しかも、リツウェルは流石さすがテオドアの祖父なだけある。２人とも独占欲が凄すさまじい。

　その時、ふとアーシェルはリツウェルがじっと自分を見ていることに気づく。目が合うと、リツウェルは笑みを深めた。

「なぁ、ヒューベルト。何故、アーシェルの誕生を俺に報告しなかった？」

「報告するわけないでしょう。父上……エドガーの遺言ですし。ルーファス祖父様の面影があるだけで貴方ならカランザラに連れ去るぐらいすると分かってましたからね。アーシェルを守る為ためですよ。えぇ、獰どう猛もうなドラゴンから可愛かわいい愛いとし子は守りませんと」

「随分、信用がないな。まぁ、いい……どうせ、これから居座る訳だしな」

　リツウェルがそう言うとテオドアは目を見開いた。

「出て行け！」

「は、貴様の指図など受けない。ルーファスの願いが叶った今、俺は俺の好きなように生きる」

　その瞬間、リツウェルを中心に魔力の渦が巻く。一瞬にして、眼鏡めがねをかけたテオドアそっくりな青年がそこに立つ。青年は眼鏡を指で押し上げると、ヒューベルトに手を差し出した。ヒューベルトはため息を吐きながら、青年に鍵かぎを渡す。

「部屋は御勘弁ください。その代わりにナチェイルの傍にある屋敷を押さえてますので、そこを使ってください。あとヤンファンガルではテオドアの方が有名ですから、その姿で出歩かないでくださいね」

「ほう？　これでは不便があるか？」

　すると、青年の姿が、やや歳としを取り、すっかり大人びる。テオドアの歳の離れた兄ぐらいに老けたリツウェルは鍵を服のポケットに入れ、ソファから立ち上がった。

　その姿は、テオドアが知る人が見れば、あまりに歳上故にテオドアとは思わない絶妙な姿だった。

　このジジイ、何でもありである。

　ふと、リツウェルがヒューベルトに聞いた。

「ところで、王都郊外の家はどうなっている」

　王都郊外の家と言えば……。テオドアとアーシェルは顔を見合わせた。そんな２人を横目にヒューベルトは淡々と説明する。

「片付けましたよ。今はアーシェル名義に変わってます」

「そうか。では、絵は……」

「それはウチの倉庫にあります。処分に困ってるので、引き取ってください」

「分かった」

　その会話で、アーシェルもテオドアも察した。

　……あの家にあった大量の絵は、このリツウェルが描いたものだと。

　意を決し、テオドアはリツウェルの前に進み出た。

「おい、ジジイ」

「なんだ？」

　リツウェルにテオドアは自分の亜空間収納から取り出したそれを渡した。

　……若き日のルーファスとリツウェルが並んで描かれたあの絵だ。

　渡されたリツウェルは、やや目を見張り驚くと……ウンザリしたようにため息を吐いた。

「チッ、これが、まだ残ってたか……」

「アンタの絵じゃないのか？」

「……違う。不愉快な絵だ……こんなことなら燃やしとけば良かった」

　しかし、口では吐き捨てるように言いながらも、リツウェルは絵をテオドアから受け取った。

　ふと、リツウェルの目が、アーシェルとテオドアを映す。そして、何か思い出したように呟つぶやいた。

「……共にいた証拠になる。燃やされない限り、永遠に……なるほど、こういうことか。結局、ルーファスが生きている間に、２人並んだ絵は描かなかった……。よりによって、これが唯一の品になったか。今になって思えば後悔だな」

　そう呟くと、リツウェルの蒼あおい目がアーシェルの方を向き、微笑ほほえんだ。

「俺がお前らを描いてやろうか？　特にアーシェル、お前には良い提案だと思うが？」

　リツウェルの提案にアーシェルがぱあっと表情を輝かせる。しかし、アーシェルが了承する前にテオドアは叫んだ。




「絶対お断りだ！」




　ヤンファンガルにリツウェルが住んだ。

　……テオドアの受難はまだ始まったばかりである。







　後日　ヤンファンガル







「はあぁ……」

　王宮の王太子の執務室にもう何度目か分からない深いため息が吐かれる。ため息を吐いた彼、レオドールは参った様子で頭を抱え、机に向かっていた。

　レオドールの目の前には上質の紙切れが１枚……記入済みの婚姻届がある。そこに国家として２人の婚姻を認めた証拠に、レオドールのサインを書くのだが、仕事に真面目まじめな彼らしくない程、この１日ずっと彼はサインを書くのを躊躇ためらい、拒絶していた。

　レオドールは持っていた羽根ペンをインク壺つぼに戻し、机に突っ伏した。

「……くっ、父上め……。王太子としての初仕事にこんなことを……!!」

　本来ならこの仕事は父の仕事なのだが、父親なりの「早く諦めて所帯を持て」というメッセージなのか、先日王太子に任命されたばかりのレオドールにこの仕事が回ってきた。

　アーシェル……そして、恋敵のテオドアの婚姻を認めるこの書状に、レオドールの名をサインするという残酷すぎる仕事が……。




「僕がサインしなければ、婚姻は認められないままになる……！　しかし……！」




　この婚姻届を王宮に提出したのはなんと言っても、アーシェルである。スイーツを目の前にする時のように幸せそうな顔で事務局の受付に提出したのをレオドールは偶然見てしまっている。

　ここでレオドールがサインしないまま、ズルズルと手続きを遅らせれば、悲しむのは愛しのアーシェルである。彼の悲しむ顔は見たくない。

　しかしだ！

　誰だれが愛しい人と憎き恋敵の婚姻を認めたいと思うか！　テオドアにアーシェルをくれてやるようで、全く不愉快で納得いかない。レオドールは確かにアーシェルにフラれているが、それでも素直にサインする気にはなれなかった。

「テオドアに負けたのは認めるが、結婚は認めたくない……！」

　そんなレオドールを、目の前にいたベンは呆れたように見ている。

「殿下、早くサインしましょう。アーシェルがまだかまだかと待っていますよ？」

「だが……」

「もうすぐアーシェルも20歳。貴方は22ですよ？　殿下、初恋を引きずりすぎです」

「……」

　あまりに大人げないレオドールをそうベンが窘たしなめる。この婚姻届のせいで、ベンとの立場がいつもとすっかり逆転してしまっている。アーシェルのこととなると、どうも冷静沈着でいられない主君に、ベンはため息を吐いた。

「王太子が初恋拗こじらせて、いつまでも結婚しないなんてこと、あっていいと思ってます？」

「ベン、うるさいよ……」

「とっととケジメをつけてサインしたらどうですか？　ヤンファンガルの貴族は王族に婚姻を認められないと結婚式が出来ないのですから」

　切々と正論をぶつけるベンをレオドールは恨みがましく睨にらみつけながら、しかし、ばつ悪そうに話す。

「分かってるんだよ。そんなこと……。でも、感情がついていかない」

　レオドールはまたため息を吐いた。

　この４年、レオドールはアーシェルだけを想おもっていた。

　思い出すのは４年前。

　マイナスル公爵家当主、アーシェルの父であるその人からの手紙だった。

　その手紙には、アーシェルがあと４年しか生きられないこと。彼がヤンファンガル王家に処刑される可能性があること、その後を追ってレオドールが死に、ヤンファンガルは滅亡すること、そんな衝撃的なことが書いてあった。

　マイナスル公爵家は、未来視が出来る家系。レオドールはそのことをこの手紙で初めて知った。元々王家の人間だけの能力だったらしいが、第四王子だったルーファスがマイナスル公爵家を継いでからは、何故かマイナスル公爵家の人間だけが未来視を受け継ぐようになった。そして、マイナスル公爵家は、その正確無比の未来視でヤンファンガルに貢献、いや、牛耳ってきた。政治警察として王家の裏から支配する者として今や国家権力では太刀たち打うちできないレベルの権力を握っている。

　アーシェルに未来視の兆候はないが、父であるヒューベルトその人は未来視が出来る。その視えた未来が……こんな残酷な未来とは、４年前、レオドールはあまりの未来に震えた。

　それからレオドールは第一王子という立場を利用して、アーシェルの知らないところで、ずっとアーシェルを守る為ために手を尽くした。アーシェルに特権を持たせ、王宮だけでなく学院や裁判局など様々なところと掛け合って、ヤンファンガルがアーシェルを処刑しないよう手回しした。

　……しかし、それにしても、アーシェルを追って自分も死ぬ未来か……。

「昔なら有り得たのだろうけど」

　昔のレオドールはとにかくアーシェルしか眼中になかった。救ってくれる人が彼しかいないと本気で思っていたからだ。……しかし、失恋して妙に頭がすっきりしたせいか、強制力と呼ばれる妙な意思から解放されたせいか、今はそう思わない。異常な恋が正常な恋になったというのも変だが、後を追う程の気持ちはない。一生引きずって生きていくだけだ……それもそれでどうなんだとベンは言いそうだが。

「ま、とにかく、僕は一生、アーシェル贔びい屓きさ。というか、これが僕なんだろうね。いつまでも彼のことを想っているんだよ」

「……しかし……」

「分かってるよ、ベン……。まぁ、それでも、僕はきちんとやっていくさ。これからアーシェルを忘れられるような恋が待ってるかもしれないしね。なければないで、今まで通りだ」

　そう言って、レオドールは自分の机から１枚の紙を取り出した。

　大国レイナードルからの手紙である。

「……アーシェルが結婚……。それも、あのテオドアと……認めたくないけど認めるしかない……。そして、これを機にレイナードルの姫君との話を進めようか」

「え？　レイナードルの姫君って確か……あの魔王の……」

　驚くベンにレオドールは苦笑を浮かべる。

「初恋を拗らせてるのは自覚してるから否定しないけど、ずっと独り身でいたのには別の理由があったんだよ、ベン。……僕は将来的にはこの国の国王になる。その覚悟はもう出来てるんだ」

　お互いの国の利益が絡んだ政略結婚。しかも、彼女とはこの３年、向こうの事情もあり手紙のやり取りしかしていない。けれど……彼女となら良い夫婦になれそうだった。

「となると、アーシェルには僕の側近として嫁いでくる彼女のフォローも任せないとな……」

　レオドールはため息を吐いた……しかし、先程までの悩ましいそれではなく、諦あきらめと決意に満ちたため息だった。

　レオドールは羽根ペンを取り出し、アーシェルとテオドアの婚姻を認めるそれに自分の名前を書いた。

「……あーあ、書いちゃった……。結婚式行きたくないなぁ……。……あぁ、でも、カルロスのこともあるから、行かないというのはないか……」










　カルロスはあの卒業パーティーの後、正式に廃嫡になった。

　あの卒業パーティーはヤンファンガルにとって重要なもの。カルロスはカランザラの工作員を摘発する為とはいえ、その卒業パーティーを壊したのだ。罰されてしまうのは当然だった。

　とはいえ、特例措置を希望する声はあった。彼が身を挺ていして、ヤンファンガルを守ったのは本当だ。それにアーシェル・マイナスルは実際、特例ということで罰せられなかった。彼が罰せられないなら彼も、と思う人も大勢いた。

　しかし、カルロスには、ラフェエルという愛する人がいる。カルロスは彼の手を取る為に、そんな周囲の意見を押おし退のけて、処罰を受け入れ、国を出た。

　カルロスがやっていた仕事は早急にレオドールに引き継ぎされ、カルロスが趣味でやっていた商会はアーシェルを介して、エイダンのハートレス商会に吸収された。

　そうして、カルロスの今まで積み重ねてきた努力は全すべて、誰かのものになった。

　……それから数ヶ月後の今。

　ハートレス商会レイナードル支店。

　ハートレス商会は、海外進出に力を入れており、海外に支店をいくつも持っていた。当然、大国レイナードルにも支店を持っている。

　そこに最近、新しい支店長見習いが入ってきた。

　カールという20歳になる彼はかなり有能で、仕事も出来、取引先の覚えも良く、レイナードルでやり手の新人商人として、名を上げていた。

　そんな彼にはパートナーがいた。カランザラが元の民主主義国家に戻った辺りから、パートナーを連れて出歩いているところが近所の住民に目撃されるようになり、そのパートナーが美人すぎると話題になった。

　ただそのパートナーはかなり病弱らしく、カールはそのパートナーの治療の為に、お金を貯ためているとのことだった。

　レイナードルは世界で一番医学が発達している。

　特にレイナードルに腰を据えている大賢者にして世界的な名医であるルキフェル・パルティーアは不治の病も治すと有名で、世界中から患者が集まっていた。しかし、病を治す代わりに莫ばく大だいな治療費を請求することでも有名で、カールは病弱な恋人の為に懸命に働いて、その治療費を稼いでいるのだそうだ。

　今までどんな人生を歩んでいたかは誰にも分からないが、パートナーの為にひたむきに働き、実直真面目で気遣い上手、人格者として出来上がっている彼……やがて、そんな彼に惹ひかれた人間が彼の周りに集うようになり、ハートレス商会レイナードル支店はどんどん大きなものになっていった。

　カールは既に未来の支店長として認められている。

　あとは、パートナー……彼と生きられる未来だけだった。

　……もう治療費は貯まっていた。










　そんなレイナードルとヤンファンガルの国境。

　時は深夜。

　そこに一台の馬車が到着した。

「降りろ」

　濃紫の軍服を着込んだ男達が、押し出すように、馬車からその人を下車させた。

　かつてヤンファンガルで傲ごう慢まんに振る舞っていたその人は、今ではすっかりその面影はなく、格好もみすぼらしくなり、その表情は青ざめて絶望に満ちている。彼は馬車から降ろされ、地面に座らせられた。

「気分はどうだ？　ライネル。ヤンファンガル王家、否、マイナスル公爵家に歯向かい、そして、こうなったことをどう思う」

「……っ」

　ライネルは俯うつむくしかなかった。

　今、冷静になって思う。卒業パーティー、あの時まで自分はどうかしていた。自分の意思でやっていたことは確かなのだが、何故なぜあんなことを考え、行動したのか、自分でも分からない。

　とはいえ、既に後の祭り。ライネルは罪を犯し、断罪された後だ。

　廃嫡、後に、国外追放。

　今後、ライネルはヤンファンガルの地を踏むことは出来ない。……罪を償い続けるしかない。

　しかも、ここはレイナードルとの国境だが、辺りは獰どう猛もうなモンスターがうろつく森だ。……マイナスル公爵家の彼らがいなくなれば……今までまともに剣も魔術も鍛錬してこなかったライネルはろくな抵抗も出来ずにすぐさま魔物の餌になるだろう。

　近づく死の予感にライネルは身体からだを抱え込むように俯いて恐怖に耐えるしかなかった。

　そんな時だった。

「あー？　もしかして、死ぬのが怖いのかい？　ライネル」

　非常に軽いノリでライネルに声をかける人間がいた。

　ライネルが顔を上げると……そこには濃紫の軍服を着たラファエロがいた。ライネルはラファエロとは初対面だが、あの卒業パーティーで顔は知っていた。突然現れた顔見知りに、ライネルは目を見開く。そのラファエロは心底楽しそうにこちらを見ていた。

「やぁ、初めまして。俺はラファエロだよー？　知ってるー？」

「……リカルドの……」

「そうそうあの35点男の下で働いていたラファエロだよ」

　ラファエロの名を聞いて、ライネルは不可解なことに気づく。先程からラファエロは一向に家名を名乗らない。そんなライネルの内心を読んだように、彼はニッコリと笑った。

「あー気づいちゃった？　俺ね、マイナスル公爵家に入る時、実家、捨てたんだよね」

「…………は？」

「実家はこの前処刑された皇帝様と繋つながっててね。しかも、真っ黒な繋がりでさ。まぁ、つまり、どうせ、いつかはマイナスル公爵家に摘発されるべき家だったの。だから、俺が内部告発する形でマイナスル公爵家に叩たたき売うったんだ。マイナスル公爵家の部隊の一員になるには、忠誠心を証明しないといけなかったからね。ま、必要な犠牲だったよね」

「……」

　ライネルは思わず、青ざめる。ラファエロ、この男は自分の家族よりマイナスル公爵家……いや、アーシェルをとったのだ。だから、リカルドも家族も今までの人生も全部、マイナスルに売った……。

　正直、ゾッとする。たった１人の為ためにそれが出来てしまう彼にライネルは思わず、震えた。

　ラファエロはクスクスとアーシェルへの狂信が滲にじむその狂気的な瞳ひとみで、ライネルを笑った。

「……あぁ、もしかして、アーシェルのこと思ってる？　詮せん索さくが好きだなぁ、君は。……そうだな、誤解を解こうか、俺ね、昔はともかく今はアーシェルに恋い慕う気持ちとかないんだよね」

「……え？」

「俺さぁ、アーシェルに恋するってのが間違いなんだなと気づいたんだよね」

「は？」

「だって、アーシェルって神じゃん？」

　当然のように、世界の常識を話すようにラファエロはそう言った。

　ライネルは絶句した。

　そんなライネルを放置して、ラファエロは恍こう惚こつとした表情で語り始める。

「昔は分かってなかったんだよね。アーシェルって俺如ごときが恋していい存在じゃないんだよ。あんな方に仕えられるってだけで恐悦至極っていうか、アーシェルはね、至高、崇拝すべき存在。俺という存在を全て認めてくれる、慈悲の神なんだ。だからさぁ、間違っていたなぁって。それで心、入れ替えて、自分の全てを捧ささげようと決めたんだ」

　正直、引いてしまって、ラファエロの話の大半がライネルには理解出来なかった。アーシェル、あの平凡な見た目な彼は、裏ではこんな狂信者を部下に持つような奴やつだったのかとライネルは気づき、顔面蒼そう白はくになる。

　因みに、そのアーシェル本人は、自分の知らない間にラファエロの中で神に昇格されていたことにドン引きし、頭を抱えていたのだが、しかし、そのことを説明してくれる人間はここにはいない。

「おっと関係ない話しちゃった。仕事、仕事……」

　ラファエロは口を押さえて、狂気的な表情を隠し、すっと真顔になる。

「本題に入ろう。ライネル……君さぁ、マイナスル公爵家で働かない？」

　そして、ラファエロが話し出したその提案に、ライネルは絶句した。

「……え？」

　同時に、気づけば濃紫の軍服を着た彼らが全員、自分をじっと見ていることに気づいた。

　ラファエロが淡々と説明する。

「……ライネル、君は頭の出来はともかく、王家の人間だ。そういうのをね、国外追放して放置……なんて出来るはずないよね？　どっかの馬鹿な連中が君を持ち上げて、ヤンファンガルに牙きばを剥むくなんてしたり、君に子どもが出来て後々それが問題になったりする可能性は十分ある。だから君みたいに国外追放された王族には２つの選択肢を与えられる。つまり、ここで死ぬか……マイナスル公爵家の部隊の一員になるかだ」

「……っ」

　ライネルは突如、突きつけられた２択に、絶句し、愕がく然ぜんとするしかなかった。

　そんなライネルをラファエロは鼻で笑う。

「ま、マイナスル公爵家の部隊の一員になっても、君はあまり出来がよろしくないから、一生下っ端で色んな奴に扱こき使われ続けるだけかもしれないけどね。命は保障されるよ、どうする？」

「……そんな」

　生き延びるには、マイナスル公爵家の下につくしかない。しかし、一生下っ端……さぞ奴ど隷れいのような生活だろう。だが、この話を断れば、ライネルはこの森で死ぬ。

　ふと、その時、ライネルは気づいた。国外追放された王族……つまり、兄も……。

「……カルロス兄様は……どちらを……？」

「あぁ、参考にならないけど聞く？　カルロス元第二王子の方は、特例ってことで、一生涯、マイナスル公爵家の監視下で暮らすってことで済んだらしいよ。アーシェルとカルロスが友人だったからこその措置らしいから、アーシェルに楯たて突ついたライネルにはないよ」

「っ……」

「君は本当に馬鹿だよね……。俺の勝手な憶測だけど、アーシェルがどんな存在なのか、君のお兄さん達は分かっていたから、２人ともアーシェルと努めて良好な関係でいたし、アーシェルを尊重していたと思うんだよ。でも、ヤンファンガルの常識さえ知らなかった君は、アーシェルを敵に回しちゃった。

　……アーシェルを理解していたから特例で自由に生きることを保障されたカルロス、楯突いたから、一生下働きか死ぬしかない君……。知らなかったとはいえ、アーシェルを、いや、マイナスル公爵家を侮辱したんだもの。当然の末路だよ。どうする？　生きるのと死ぬの、どっちがいい？」

　ラファエロや周りの彼らがライネルをクスクス笑ってる……しかし、目は全く笑っていない。全員、全く笑っていない目で、ライネルを見ている……。しかも、暗くら闇やみでよく見えないが、彼らの手にはいつの間にか棒状の鈍器が握られている。殺意、そして、怒気……そんな気配がした。

　それに気づいて、ライネルは真っ青を通り越して、顔が白くなる。

　ライネルはこの森に放置され、魔物に食われて死ぬものだと思っていた。しかし、違った。彼らがこの場でライネルを殺すのだ。ラファエロは言っていた。一生下働きかここで死ぬかだと。ここで死ぬというのは文字通り、ここで彼らに殺されて死ぬということだったのだ。ライネルは恐怖に震え上がる。

　彼らは魔物に殺されるよりも残酷に冷酷に無残にライネルを殺すつもりだ。

　生きても死んでも……ライネルには地獄が待っている……ライネルは今更になって、マイナスル公爵家の恐ろしさを知った。

　ラファエロが舌した舐なめずりをする。

「ご当主がね。リカルドはヤンファンガル王家が処罰するから手が出せないけど、大事な大切なアーシェルを傷つけたライネルとかいう愚か者の処遇の決定権はこちらにある。せっかくだから、その処遇は俺達に任せる、と言ってくれてね。というわけで、君の生殺与奪は全すべて俺達の手にあるんだ。……ねぇ、ライネル、どうするかい？」

　ライネルは恐怖にガタガタと震える。

　突きつけられ、責められ、追い詰められ、ライネルは震えながら……どうにか告げた。

「こ、殺さないで、くれ……」

「じゃあ、一生下っ端コースに行く？　さっきも言った通り、命の保障はあるし」

「あ、あぁ……」

　そのライネルに、ラファエロはニィッと口角を上げ、壮絶な笑みを浮かべた。




「１名様、マイナスル公爵家に御案内～！」




　そうラファエロが言った瞬間、その場からライネルもラファエロも濃紫の軍服の彼らも馬車も消えた。

　無人となった魔の森は黒々とした冷たい強い風に揺れている。そのせいか、森がまるで大きな魔物のように見え、錯覚なのだが、不気味に蠢うごめいて、ニタニタと笑っているように見える。そんな風に揺れる魔の森から風に紛れ、悲鳴のような絶叫が聞こえた気がした。










　一方、その頃ころ。

　王都郊外、ヤンファンガルが持つ監獄の１つ、ミレ牢ろう獄ごく。

　そこでは、政治犯や重罪を犯した罪人が鎖に繋がれ、月の光さえ入らない暗く湿った独房で、明日も分からない日々を送っている。

　ミレ牢獄は、処刑が決定した罪人が集う牢獄だ。ここに入った罪人は窓も明かりもない独房に入れられ、２、３日のうちに処刑される罪人達の終ついの住すみ処かだった。

　そんな牢獄の一角に、リカルドは口くち枷かせを嵌はめられ、両手両足を金具で拘束され、処刑されるのを待っていた。

　しかし、一向に処刑される気配はなく、光さえないこの場所に、数ヶ月、彼は放置されていた。

　彼はあの卒業パーティーが終わって直ぐにこの牢獄に放り込まれた為、ヤンファンガルやカランザラがどうなったのか知らない。誰だれも彼に教えてくれなかった。

　ただただ処刑されるその時を待ち続け、暗く寒い音のない時間だけが過ぎていく。

　リカルドは、発狂寸前だった。

　どうせなくなる命だと思って生きてきた。ヤンファンガルかカランザラかどちらかに殺される……それが俺の運命。そう受け入れていた。だから、捕まった当初、やっと死ねると思って、リカルドは安あん堵どすらしていた。

　ところが、一向に殺される気配はなく、いつになっても処刑人はこの独房に来ない。いつ死ぬのかも分からない、何もない時間だけが過ぎていく。

　本当に何もない、何の感触も感慨もない虚無の時間だ。それに嫌気が差して自害しようとしても身を縛る拘束具で叶かなわず、食事を拒絶して餓死しようにも魔術で無理やり食べさせられ餓死することも出来ない。

　外で何が起こっているのかも分からないまま、来るはずの死をただただ只管ひたすら待つ。しかも、自死など許されず、ズルズルと生き延びさせられる。この発狂しそうな日々に絶叫しそうになるも、リカルドの口には口枷があり、叫ぶことすら出来ない。

　終わらない時間に、リカルドは限界だった。

　しかし、救う者はいない。悪魔がいるだけである。

　リカルドに課せられている刑は死刑ではない。

　死に安堵するリカルドに気づいたマイナスル公爵家が、王家に掛け合って決めた、リカルドにとって最悪の刑。

　……ミレ牢獄の独房に寿命が尽きるまで放置する。

　それがリカルドに下された刑……そして罰だった。

　しかし、その自身の罰すら今のリカルドは知らない。誰も伝えないからだ。

　発狂しても終わらない日々が待っていることを知らないまま、この独房でただただ無意味な日々をリカルドはこれから一生、過ごす。




　……そのはずだった。




　独房に突如、光が差す。

　リカルドが驚いて顔を上げると、そこに人がいた。

　濡ぬれ羽ば色いろの黒髪に、アクアマリンの瞳……しかし、テオドアではない。やってきた青年が誰か分からず、リカルドは呆ぼう然ぜんとする。

　ランタンを片手に薄気味悪い牢獄までやってきた彼はリカルドを見下ろしながら、口を開いた。

「久しいな、リカルド。数年ぶりか」

　その声で分かった……リツウェルお祖父じい様だ。

　だが、何故なぜ？　という疑問の方が強かった。

　彼は離宮にいるはずだ。ヤンファンガルとは程遠い、カランザラの地の……。なのに、記憶よりもかなり若々しい姿でここに立っている。理解が追いつかず、リカルドは目を見開いて呆ほうけるしかなかった。

　そんなリカルドにやってきたリツウェルは肩を竦すくめると、魔術を行使し、リカルドにつけられた全ての枷を外す。

「立て。そのくらいは出来るだろう」

　リカルドは言われた通り、立ち上がる。数ヶ月、狭い独房に入れられていたリカルドはすっかり筋肉が衰え、やせ細っていた。立つのがやっとだ。

　壁に手を当て、ふらつく身体を支えながら、リカルドは聞いた。

「何故、お祖父様がここに……」

　そう聞いたリカルドに淡々とリツウェルは告げた。

「俺の不出来な孫が、ここで無為に過ごしていると聞いたんだ。従う人間を間違え、人として過ちを犯し、様々な人間を貶おとしめ辱め害した故にな」

「……」

「だから、嘆願に来た。お前を解放しろ、とな」

「……え？」

　リカルドは思わず瞠どう目もくしリツウェルを見る。彼の冴さえた眼光がリカルドを見つめていた。

「とはいえ、処罰はなくすことは出来ない。お前がやったことは間違いなく大罪だ。国家を揺るがし、そして、人を傷つけた。ウィリアムに罪を擦なすり付けても有り余る罪だ。お前はヤンファンガルの処罰を受け入れ、この地で罪人として死ぬしかない」

「……」

「だが、それはそれとしてだ……」

　不意に、彼はリカルドに不敵な笑みを浮かべた。

「実を言うと、俺は諸事情でヤンファンガルに暮らすことになったんだが、マイナスル公爵家め、世話する侍従や付き人は自分で用立てろ、と言ってきた。カランザラから人は呼べぬし、ヤンファンガルでマイナスル公爵家以外の知り合いと言えば、お前ぐらいしかいなくてな？　それに、お前はこんな場所で腐らせるには勿もつ体たいない人間だ。どうだ？　俺のとこに来ないか？」

　そう言って手を差し伸べるリツウェルに、全てを察したリカルドは思わず、涙が出そうになった。

　察した。リツウェルが自分を救う為ためにここまでやってきてくれたのを。

　リツウェルは何でもないように語る。

「お前やラフェエルとは違う別の俺の孫が、この国で魔法騎士をしているんだがな。奴やつは事情があって、しばらく魔法騎士として働けん。というわけで、この俺がその穴を埋めることになった。既に戦場から引退した身なんだが、まぁ、仕方があるまい。お前にはその手伝いも頼む。馬車馬の如ごとく働いてもらうぞ。あぁ、戸籍やその他諸もろ々もろは心配するな。公爵家に準備させた。俺もお前もこれからはカランザラとは無関係な人間となる」

　リカルドはヤンファンガルでは大罪人だ。処刑されてしかるべき人間。……そんな人間を牢獄から外に出すには、尋常ではない対価が必要だ。それをリツウェルはこのリカルドに支払った……。

　元とはいえ、カランザラの皇帝がこの国で魔法騎士になる……。その衝撃的な話にリカルドは言葉を失なくす。リツウェルは今までカランザラで積み上げたものを……名前や生まれも含めて、全すべて捨て去って、ヤンファンガルに飼われ利用される道を選んだ。リカルドを牢獄から出す為に……。

　しかし、リツウェルの声は明るい。全てを捨ててリカルドを救い出したことを全く後悔していないのだろう。そんなリツウェルは告げた。

「だが、心しておけよ？　俺が死ねば、お前はまたこの牢獄に戻ることになる。それまでにヤンファンガルを納得させるだけのことをするか、罰を従順に受け入れるか考えておけ。まぁ、どちらせよ、お前はこのヤンファンガルに骨を埋めることになる……分かったな」

「……はい」

　神様は不平等だ。でも、ラフェエルだけじゃない、リカルドにも自分を救ってくれる人はいたのだ。

　救い出してくれたリツウェルに、感謝しなければ……この恩を彼に返していかねば……。

　リカルドは自分の頬ほおに伝う雫しずくを乱暴に拭ぬぐう。そして、リツウェルのもとに歩き出した。

　今度は過ちを犯さない、そう胸に刻んで。







　後日　愛し合う２人







　マイナスル公爵家、領地。

　遂ついにこの日が来た！　僕の夢が叶った！

　このマイナスル公爵家の領地に、遂に、遂に、砂糖農場が出来た!!

　僕はあまりの嬉うれしさに小躍りした。

　……隣にいるテオドアにはまた馬鹿やってるって目で見られたけど仕方がないじゃないか！　これから砂糖は贅ぜい沢たく品ひんじゃなくて、自領の地場産品だ！　やっふううう!!

　広がるテンサイ畑！　先日、落成式を終えた砂糖加工工場！　そして、この数年、少しずつ作った、牧場や養鶏場、ゼラチン工場、乳製品加工工場……！

　これでスイーツ食べ放題、いや、それだけじゃない！　あのカスタードプディングが食べ放題になる！

　ヤンファンガルの気候では育てられないバニラだけが未いまだに輸入頼りだけど、そこは、バニラ生産者と取引して割と安価で直輸入している。だから、特に問題はない！

　砂糖、牛乳、卵……ふふっ、これでカスタードプディングを自宅で幾らでも作れるようになった！

　あぁ！　愛いとしのカスタードプディング！　この日をずっと待ってたよ！

　毎日食べられるなんてもんじゃない！　永久にいつでも食べ放題！　はぁぁ天国と言わずしてなんという！　天国！　極楽！　ヘブン！　ユートピア！　パーラーダーイース！

「僕、今、幸せ……」

　この幸せに昇天しそう。ずっと願っていた生活がそこにあるのだもの。あまりの感激に、僕は天を仰いで、完成したばかりの砂糖工場の床に倒れた。

　それを見たテオドアがギョッとして、慌てて起き上がらせた。

「突然、倒れるな！　心臓に悪い！」

「ごめん。この胸じゃ受け止めきれないくらいの幸せに堪えられなくて。……はぁ、幸せ……」

「はぁ、スイーツ好きすぎだろ、本当に……」

「うん、好き。大好き……」

　思わず、ふにゃりと頬が緩んで笑顔になる。一生、笑顔でいられそう。何せ、今この場所は好きと幸せが溢あふれすぎてるもの。そんな僕を見て、テオドアが仕方のない奴だなと僕に微笑ほほえんだ。

　その時、ふと僕は思いついた。

「ねぇねぇ、うちの領地のもので、ウエディングケーキ作れそうだね。テオドア」

「……確かにそうだな」

「うちのパティシエに頼もっかな？　予算無制限でウチの領地のもので、ウエディングケーキ作って欲しいって！」

　そう僕が１人盛り上がっていると、テオドアが僕をじっと見つめていることに気づいた。気がついて見つめ返すと、テオドアはフッと微笑んだ。

　うぐっ、眩まぶしい……！

　思わず、僕は視線を泳がせて照れるしかなかった。




　僕達は近々結婚する。




　数ヶ月前、婚約者候補だったカルロス殿下がレイナードルに行ったからカルロス殿下との婚約者候補の件は自然消滅したし、婚期が早いヤンファンガルでは、もうテオドアも僕も歳とし頃ごろだ。だから、婚約期間すっ飛ばして、結婚しようという話になった。

　まぁ、婚姻届を出して結婚式挙げるくらいで、元から一緒に暮らしている僕とテオドアの何かが大きく変わるわけではないけどね。でも、大々的に僕とテオドアがパートナー……カップルになるのは単純に嬉しい。

　……ただ父上にはゴネられた。それもかなり……。




「やだやだやだやだやだやだやだやだやだやだ！　アーシェルたんが結婚とかいやだー！」

「父上、もう決めてるの！　駄々こねないで！」

「婚約までは認めるけど、結婚はまだ早い！　絶ッ対認めない！　サインなんてしない」

　ヤンファンガルの婚姻届には、結婚する本人達のサイン以外に、結婚を認める王族と……そして、当主のサインがいる。

　なのに、駄々をこねてサインを書かないで逃げ回る父上に僕はかなり手こずった。

「結婚はまだ早いってもう少ししたら僕、20だよ？　このヤンファンガルって20までに未婚だったら晩婚売れ残り腫はれ物もの扱いだよ？　テオドアとこんなに両りよう想おもいなのに、僕達を傷物にするの？」

「両想い？　わぁん！　アーシェルからそんな言葉聞きたくなかった！　やだあ！」

「父上！　そんなの今更じゃん！　兎とにも角かくにも、サインして！」

　僕は逃げ回る父上をどうにか捕まえてサインを書かせた。書かせるまでに１ヶ月もかかったけど、泣き落としでどうにか押さえ込んだ。もちろん涙は演技。

　でも、納得いっていない父上はテオドアを睨にらみながら言った。

「絶対、幸せにしろよ？　テオドア？　アーシェル泣かせたら、マイナスル公爵家の全権力を以もつて、生き地獄に叩たたき落おとしてやる」

「父上、落ち着いて。もういつまでも変わらないなぁ……」

　今にも人を殺しそうな程に睨みつける父上をどうにか宥なだめながら、僕は父上のサインが書かれた婚姻届を回収して、テオドアに渡した。

「やったよ！　テオドア！　サインゲット！」

「あぁ、後は王宮に持っていくだけか？」

「うん、僕が午後にでも持ってくよ！」

　そんな僕達を見て、父上は泣いた。

「うぐ……うわぁん、やっぱりやだ！　認めたくない！　アーシェル！　テオドアと結婚するなんて言わないで！」

「父上、無理言わないで。サインしたでしょ！」

「う！　こうなったら、私が死ぬまでテオドアをイビリ散らしてやる……！」

「どこの姑しゆうとめだよ……はぁ、父上の子離れはいつになるんだか……」

　ため息を吐ついた僕の隣で、テオドアも嘆息する。そして、ポツリと漏らした。

「リツウェルのジジイといい、養父といい、アーシェルの傍にいるのも楽じゃない……」

　テオドアには苦労させてばかりだな……。

　結婚後は父上のイビリ対策で、別宅を作って父上から離れて暮らすのもありかもしれない。それはそれで更にゴネられそうだけど。










　そんなこんなで紆う余よ曲きよく折せつありつつ、僕達の結婚は認められた。

　ちなみに、婚姻届の王族のサインがレオドール殿下のもので、テオドアがびっくりしていた。普通、国王陛下がサインするんだけど、何かあったのか、レオドール殿下が書いていた。アイツやっと諦あきらめたのかとテオドアは満足げだったけど、僕はレオドール殿下がレイナードルの末姫と婚姻の話を進めているのを知っていたから、あんまり驚きはなかった。

　でも、昔のレオドール殿下を思うと、確かにびっくりだよね。

「そう考えると、殿下も変わったんだよね……」

「どうした？　アーシェル」

　領地から公爵家の屋敷に馬車で帰りながら、物思いに耽ふけっていると、目の前に座るテオドアが不思議そうに小首を傾かしげて、そう聞いてきた。それに正直に僕は答える。

「レオドール殿下も変わったなぁって、思ったの」

「……確かにな」

　レオドール殿下の名前に眉まゆをひそめたテオドアだけど、今やもう恋敵でもなんでもないと思い直したのか直ぐに冷静になった。

「アイツは曲がりなりにも今は王太子だからな。変わってくれなきゃ困る、やっと邪魔だったカルロスが消えたってのに、アイツがまたアーシェルを狙ねらい出したらたまらない」

「まぁそうだけど……」

　僕は苦笑する。

　そう考えると変わったのは、何もレオドール殿下だけじゃない。

　カルロス殿下……いや、カルロスも、ラフェエルも、今まで自分に関わってきた人は皆、変わった。

　変わってないのは僕達と……後は、デイビッドくらいだろうか。

　デイビッドはクライナ男爵家に帰り、今まで通り、ナチェイルのスイーツを食べ尽くす毎日を送っているらしい。……ふと、この前気になって、そのスイーツ代は、どこから出ているのかと聞いたら、ニッと笑って。

「ひ・み・つ。ご都合主義の極みだからね？」

　と教えてくれなかった。

　デイビッドは不思議な人だ。

　あのカランザラの予言で、未来を決定する中心人物として書かれていたデイビッド。その予言に違たがわず、探りを入れてもよく分からないことが多い。

　経歴も今までの人生も普通の男爵家の人間なのに、妙に肝が据わってて達観しているし、ナチェイルのスイーツを食べ尽くせるだけの財力もある。その上、カランザラの宮殿を吹っ飛ばしたあの時、デイビッドがでっち上げたウィリアム帝の悪行がカランザラでは何故か真実として受け入れられている。

　こう考えると、テオドアやリツウェルおじ様とは、また別次元のチート持ちなのかもしれない。……それも多分、世界を都合良く動かせる系の。まぁ、完全な推測でしかないから、本当のところは分からないけど。

　今頃もきっと、クライナ男爵家の御者にまた戻ったクロンを連れ回して、ナチェイル中のスイーツを食べまくっているんだろうな。

　あー、そんなこと考えてたら、僕も甘いもの欲しくなってきた。

　結局、領地じゃ生産場の視察ばかりでスイーツは食べられなかったからなぁ……。

「テオドア、帰ったらティータイムにしようよ」

「……あれだけ甘い物ばかり見ていて、まだ甘い物が欲しいのかよ」

「だって！　食べてないもん！」

「俺は食欲失うせてるから、俺の分、お前に譲る」

「ホント!?　やった！　お菓子２倍！」

　わーい！　テオドアありがとう！

　お菓子２倍！　嬉しい！　今日は何かな？　ケーキかな？　焼き菓子かな？　それとも、カスタードプディングかな!?

　天にも昇る気持ちではしゃいでいると、不意にテオドアが僕に、とっても楽しそうに笑みを浮かべた。

　あれ？　何か嫌な予感がするのは何でだろう？




　……僕はこの時、既に人生の転換点にいることに気づいてなかった。




　テオドアがいつの間にか僕の隣に座る。そして、逃さないように僕の腰に手を回した。あ、やばい予感……。

　テオドアが舌した舐なめずりしながら言う。

「菓子はいらない。しかし、そうだな……その代わり、俺はお前を食う……なぁ、どうだ？」

「さ、さっき食欲失せてるって言ってなかった……？」

「甘いものは別腹だろ？」

　そう告げて爛らん々らんと目を輝かせるテオドアに、僕は全すべてを悟って、直ぐに真まっ赤かになる。当然、テオドアの言う甘いものはスイーツのことではない。

　思わず、僕は狭い馬車の中で逃げた。

　ぎゃあああ！　隣に狼おおかみがいるー！

　けど、元より狭い車内、直ぐにテオドアに捕まった。僕はテオドアの腕の中に抱き込まれ、向かい合わせに膝ひざに乗せられる。膝に乗せられたせいで自然と目線が合う。

「帰ったら、覚悟しとけよ」

「うぅ……けだもの……」

「何とでも言え。……あぁ、そうだ、アーシェル」

　その時、そっとテオドアが耳打ちしてきた。




「今まで死ぬほど我慢してきたんだ。結婚式、終わったら毎日、覚悟しとけよ？」




　その言葉に爆発しそうなくらい僕は真っ赤になって、テオドアの腕の中で倒れた。

　そうだ。夫婦になるってそういうことだもの。そうだよね！

　僕達は結婚しても変わらないって思ってたけど違った。




　……幸せだけど、ちょっと甘党の僕でも甘すぎるだろう未来に僕は息を呑のんだ。




「お、お手柔らかにお願いします……」

「お前次第だな。妥協なんてする気ないし」

「テ、テオドア!?」

　馬車はまっすぐマイナスル公爵家に帰っていく。

　今は２人しか乗っていないその馬車に、数年後、乗客が更に３人増える未来があることをまだ僕は知らなかった。
















番外編　瓶の中身は宝石と愛と幸せ
















「ふ～ん、ふ～ん♪」

　花いっぱいのマイナスル公爵家の庭、いつもティータイムを過ごすテーブルで、僕は緩む頬ほおを手で押さえて口の中でキャンディを転がしていた。

　僕の膝ひざの上には抱えられるくらい大きなガラス瓶がある。ガラス瓶の中には色とりどりのキャンディ、そして、キャンディと一緒に買った金の包み紙に包まれたキャラメルと銀の包み紙に包まれた一口チョコレートも入っている。

　このお菓子達は、つい先日レイナードルにある世界一のキャンディ工房ナッチェからわざわざ買い付けた一級品のお菓子達だ！　美味おいしいのはもちろん甘さも最高に良いお菓子。大の甘党の僕にとって、キャンディみたいな砂糖の塊は至高そのものだ。目いっぱい楽しむためにわざわざレモンにリンゴにピーチ、グレープ、ミント、バタースコッチと色んな味を揃そろえている。ふふっ、もう既に追加注文もしているし、抜かりはない！　しばらく毎日幸せ確定！　最高！　テンション上がるぅ！

　そんな僕の隣にはさっき魔術省から帰ってきたばかりのテオドアがいる。ただ何故なぜだろう。お菓子に浮かれきっている僕を見る目が心こころ做なしか冷めている気がする……。

　ふとテオドアは飲んでいた紅茶をテーブルの上に置いて、じっと僕……いや、お菓子がいっぱい入ったガラス瓶の方を見る。

「なぁ、アーシェル、俺とお前がこうして時間を過ごすのいつ以来だと思う？」

「うーん、３週間ぐらいかな？」

　あのカランザラの一件からテオドアはとても忙しそうで、連日魔術省や魔法騎士団の方に出向いている。だから、毎日会ってはいるけど、こうしてテオドアとゆっくりするのは３週間ぶりだ。

　だから、今日はテオドアもキャンディもあって良い日だ！　だけど、テオドアは何だかご機嫌斜め……いや、ちょっと怒ってる！

「テ、テオドア？」

「なぁ、アーシェル？　俺は久しぶりにアーシェルと過ごせると思って早めに切り上げて帰ってきたんだ。だが、さっきからキャンディに夢中で俺なんて眼中にないみたいだな？」

「え？　あっ……」

　確かに冷静に考えるとキャンディに夢中でテオドア放置してた！　僕は慌ててテオドアに謝る。

「テオドアごめん！」

「謝罪はいい。だが……」

　次の瞬間、膝の上に載せていたガラス瓶をテオドアに取り上げられた。あぁ！　僕の宝物！　半泣きになる僕に、テオドアは呆あきれまじりに嘆息した。

「お前がスイーツに夢中になるのは慣れているが、今回ばかりは没収だ」

「そんなぁ！　僕のキャンディ！　僕のキャラメル！　僕のチョコレート！」

「……最近、週３でデイビッドの野郎とナチェイルに行ってるだろ」

「うぐぅ！　なんでそれ知ってるの!?」

　僕は目を見開く。

　カランザラの一件で意気投合したデイビッドと僕は週３でナチェイルに行っている。デイビッド、美味しいスイーツのお店いっぱい知っているから一緒にお店回ると楽しいんだよね……って、そんなこと今はどうでもいい。目の前にいる魔王だ。

「テ、テオドア、これは別に浮気じゃなくて……！」

「分かってる。スイーツが目当てだもんな」

「……はい」

「はぁ……。別にこの際デイビッドと出かけるのは構わない。問題はだ。なぁ、アーシェル、３週間ぶりの俺との時間よりスイーツの方が大事か？　お前はただでさえ毎日スイーツ三ざん昧まいで、その上、週３でナチェイルのスイーツを堪能してるのに？」

　ぐぅの音もでない。甘いものに夢中になりすぎて、テオドアに嫌な思いをさせちゃった。

　やってしまった……。しゅんと落ち込む僕。

　そんな僕にテオドアは不意に悪い笑みを浮かべた。この顔は悪巧みしている時の顔！　テオドアがこういう顔をしている時はろくなことが起こらないんだよ！　嫌な予感！

「キャンディって舐なめ終わるのに何分かかるか。アーシェル、知っているか？」

「へ？　……そういや何分だろ？」

「大きさにもよるが小さいのだと３分から５分。やろうと思えば15分以上舐められるらしい」

「……へ、へぇ……」

　一体、何でそんな話をしたんだろ？　首を傾かしげる僕にテオドアは悪い顔でガラス瓶の蓋ふたを開けて１個だけキャンディを取り出し、自分の口に放り込む。

　そして、席を立って、僕のところにやってきたかと思うと……。

　僕の唇を奪った。

「んんぅ!?」

　突然のことに驚く僕の隙すきをついてテオドアの舌が僕の口の中に入り込む。僕の中を暴くように。

　キャンディを舐めているテオドアの舌はミントの爽さわやかな甘い味がした。その味は僕が舐めていた時よりびっくりするくらい甘く感じる。でも、味わう余裕なんてない。羞しゆう恥ちで真まっ赤かになる僕をテオドアは抱き寄せてキスをどんどん深いものにしていく。

　舌を吸われたり食はまれたりしてくらくらしてくる。飲み込まれ、食べられる……そんな感覚にゾクゾクする。

　そんな時、僕の口の中にまだそこそこ大きさのあるキャンディが入ってきた。テオドアが舐めていたキャンディ……でも、僕はもうキャンディどころじゃない。テオドアのことしか考えられない……。

　……そうしてどのくらいキスしていたか。テオドアに解放された頃ころには僕は腰を抜かしてテオドアに支えられながら肩で息をしていた。口の中にあったキャンディはもうなくなっていた……。

「はぁ、はぁ……て、ておどあ……」

　涙目でテオドアを見上げると満足そうに舌なめずりする狼おおかみがそこにいた。その手には新しいキャンディが１個……ま、まさか……！

「むり、むり……！」

「別にいいだろう？　アーシェル。お前はキャンディを食べたい。俺はお前が欲しい。つまり、キャンディを舐め終わるまでキスをすれば、どちらの要望も満たせる良い話じゃないか」

　そう言って、ドＳな僕の恋人は僕を抱え上げて、椅子に座り、僕を膝の上に乗せた。テオドアの腕にがっちり身体からだをホールドされて逃げられない……。

「アーシェル、キャンディなんて甘ったるいものは好きじゃなかったが、食べ方を変えるだけで実に美味うまいお菓子だ。ああ、そうそう、ところで俺は明日から数日休暇なんだ。しばらく毎日楽しいティータイムになりそうだな？　なあアーシェル……？」

　そう言ってテオドアはキャンディをまた口に含んで、強引に僕の唇を奪う。悲鳴をあげる暇さえなかった。心臓がバクバクして止まらない。毎日これするの？　絶対に死んじゃう！　死んじゃうって！

　そう言いたいのにテオドアがくれる痺しびれるような甘さとゾクゾクする気持ち良さに僕はすっかり呑まれてしまって、結局言えなかった……。










　数日後。

　公爵家にリツウェル元カランザラ皇帝陛下……リツウェルおじ様がやってきた。

　父上曰いわく、義理の孫にあたるリカルドの解放の為ためにカランザラから去って、これからヤンファンガルで暮らすのだという。

　理由はちょっと複雑だけど、リツウェルおじ様はテオドアの実の家族でもある。個人的には家族が増えたみたいで嬉うれしかった。でも……。

「……チッ、あのジジイめ」

　テオドアはリツウェルおじ様が帰ってもずっと苛いら立だっていた。仏頂面ってこういう顔を言うんだって思うくらい不機嫌だ。

「テオドア大丈夫？」

「大丈夫じゃない！」

　テオドア曰く、リツウェルおじ様がやってきた理由にはルーファス曽祖父ひいじい様に似た僕に会いたかったからという理由もあるらしい。それが気に食わないとテオドアは言っていた。

　確かにリツウェルおじ様と話していた時、やけにおじ様と目が合うなぁとは思ったけど、僕に会いにヤンファンガルに来たなんて本当かな？

　でも、テオドアはそのせいで不機嫌なわけで……。

　……放っておけないなぁ、もう……。

「テオドア」

「なんだ？　むぐ!?」

　不機嫌なテオドアの口の中にキャラメルを入れ込む。突然のキャラメル。その香ばしいミルクと砂糖の甘さにテオドアは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「甘ったるい……」

「イライラしすぎだよ！　甘いものでも食べて？」

「これは甘すぎだろう……」

「文句はダメ。リツウェルおじ様が気に食わないからって、ずっとイライラしてても仕方がないよ。おじ様とはこれから長い付き合いになるんだし」

「……それは分かってるが……」

「それにリツウェルおじ様の本命はルーファス曽祖父様。そして、僕の本命はテオドア。テオドアの本命は僕。ほら、被らないじゃないか。だから、大丈夫だよ、テオドア」

　テオドアを抱きしめる。きっとテオドアは不安なんだ。昔、目の前でデイビッドに告白されたテオドアを見た時の僕みたいに。だから、テオドアの気持ちが僕には分かる。そして、どうすれば良いのかも。

「誰だれにも取られたりしないよ、僕」

　だから、安心して。大丈夫だから。

　見上げるとばつが悪そうなテオドアと目が合う。ちょっと冷静になれたみたいだった。

「悪かった。流石さすがに頭に血が上りすぎた」

「ふふ、良かった」

「だが……まだだな」

　その言葉に、ん？　と思った次の瞬間、僕の腰に手を回される。気づけばテオドアの眩まぶしい綺き麗れいな顔がすぐ傍にある。あれ？

「テオドア？　……あの……？」

「……甘いものが必要なんだろ？　俺には」

「え？　でも、キャラメルあげたよね？」

「キャラメルよりも甘いものがあるじゃないか」

　すっかりいつもの調子を取り戻したテオドアはくつくつと笑って僕の唇に噛かみつくようにキスをした。ぎゃあ、けだもの！

　……でも、今日はいいか……。

　自分から口を開いて舌を伸ばす。いつもと違って積極的な僕にテオドアはちょっとびっくりしつつも、僕に貪むさぼりついた。お互いに求め合うように舌を絡ませれば、キャラメルの濃厚な甘さと匂においが口いっぱいに広がる。僕がその甘さに夢中になっているとテオドアがそっと自分のベッドに僕を押し倒した。

　ああ、今日は長い夜になりそうだ……。










　リツウェルおじ様がヤンファンガルにやってきて、数日が経たった。

　テオドアは何故なぜか急に魔法騎士団の仕事で呼ばれたらしく、今はいない。

　だから、今日は久しぶりにマイナスル公爵家の庭で１人穏やかにティータイムを過ごす。

　お菓子を使ったキスも今日はきっとない！

　最近テオドアはあのキスにハマっちゃって暇さえあればするから困る。あれ嫌いじゃないけど心臓に悪すぎるんだよ！　ホント死んじゃう！

　僕はガラス瓶の蓋を開けて、チョコレートを取り出す。キャンディもキャラメルも連日のキスで、すっかりなくなってしまって、もう残っているのチョコレートだけだ。このチョコレート、カカオのビターなほろ苦さと程良いミルクの甘さが丁度良くて美味おいしくて好き。んー！　何個も食べちゃお！

　僕がチョコレートを思う存分、堪能しているその時だった。




「よう、久しぶりだな。アーシェル」




　突然、青年の姿をしたリツウェルおじ様がやってきた。え？　今日来るとか聞いていないよ！

　びっくりする僕を前に、リツウェルおじ様は軽やかな足取りでやってきて僕の隣の席に座る。あわわっどうしよう！　２人きりで話すの初めてだし、リツウェルおじ様は元とはいえ皇帝だった人だ。失礼のないようにしなくちゃ！

「おじ様、お久しぶりです。あ、あの！　すぐ応接間を用意しますので！」

「やらなくていい。ここで構わない。あと、確かに俺は皇帝だったが元は平民だ。肩の凝る会話は性に合わない。気楽にしろ」

「でも……」

　テーブルの上には僕が食べ散らかしたチョコレートの包み紙のゴミが山のようになっているし、僕の口元には食べかすがついている。これはテオドア以外には見せられない！

　慌ててハンカチを手に取って口元を拭ふいて、机の上の包み紙を捨てる。そんな僕を観察しながらリツウェルおじ様はテーブルの上に置きっぱなしだったガラス瓶を手に取った。興味深そうにまだチョコレートが入っているガラス瓶を見る。

「甘いものが好きなのか？」

「はい！　そうなんです！」

「ふむ、甘いものには馴な染じみがないが、なるほど、かなりの甘いもの好きらしいな」

　おじ様は僕の返答とその瓶だけで僕がどれだけ甘いもの好きか理解出来たみたいだ。

「次、お前に会いに来る時は何か持参しよう。フォンダンショコラはどうだ？」

　フォンダンショコラ!?　ふわふわしっとりなチョコレートケーキのスポンジからトロッとしたチョコレートが溢あふれ出す夢のようなあのケーキ!?

　その名前だけでトキメキが止まらない。目を輝かせてゴクリと唾つばを飲む僕に、リツウェルおじ様は嬉しそうに口角を上げた。

「喜んでくれたようで何よりだ」

「はい！」

　おじ様、チョイスが完かん璧ぺきすぎ！　もう既にウキウキワクワクが止まらない。

　そんな僕の頭を不意にリツウェルおじ様が撫なでた。子どもを撫でるような手つきに僕はキョトンとしてしまう。

「おじ様？」

「いや、なに。可愛かわいい奴やつだなと思って」

　おじ様の手が離れる。

「ルーファスが笑みを浮かべる時は大概自分の策略が上手くいった時か、あとは邪よこしまな計画を立案する時だった。お前の純粋な笑顔は実に良い」

　ルーファス曽祖父様。何かすごい人だとは思ってたけど、想像以上に癖のある人だったみたいだ……。

　おじ様は僕をしげしげと興味深そうに見る。

「こうして直接見ると驚く程に似ていない。面影と色だけでお前はお前か。まるで愛らしい野花だ」

「それ、エドガー祖父様にも言われました」

「……そうか」

　おじ様はフッと笑みを浮かべた。その笑い方がテオドアにそっくりで僕も思わず微笑ほほえんじゃう。

　おじ様と僕の間に和やかな空気が流れる。

「今度、俺の屋敷に来い。歓迎する」

「良いんですか！　じゃあ今度テオドアと……」

「そっちの吠ほえ癖の直っていない子犬はいらない」

　ところがテオドアの名前を出した途端、食い気味に断られた。しかも。

「子犬……」

　テオドアを子犬って呼ぶ人、初めて見た。

　おじ様は鼻を鳴らして肩を竦すくめた。

「アーシェルに近づいただけで威嚇してくる番犬気取りだ。とてつもなく騒々しい。一体誰に似たのか」

「番犬気取り……」

「ああいう野郎はいないに越したことはない。お前との時間の邪魔になる。今日も常にアーシェルに張り付いているアイツを引き離す為ためにわざわざ手を打ってこちらに来ているからな」

　……つまり、テオドアが今日急に魔法騎士団に呼びつけられたのはおじ様の策略か……ルーファス曽祖父様の愛人をしていただけあって、おじ様もなかなか策士らしい。

「おじ様、そんな回りくどいことをしなくても時間くらい設けますよ？」

「いや、やらなくていい。あの小僧に一杯食わしつつ、アーシェルに会うのが目的だからな」

　くつくつとリツウェルおじ様は楽しげに笑うと、ガラス瓶の中からチョコレートを取り出した。

「アイツはお前に随分甘やかされて育ったせいか、吠えるわりには実に脇わきが甘く隙だらけで弄いじりがいがある。アイツ、この俺の策とも知らず愛するアーシェルを１人にして……まあ、おかげで俺は２人きりでティータイムを過ごせるわけだが」

　そう言ってリツウェルおじ様はチョコレートの包み紙を外すと、僕の口の中にチョコレートを押し込めた。口の中でとろんと溶けるビターなカカオ！　うーん！　チョコレート美味しい！　最高！　僕はたちまち夢中になる。思わず、ふにゃっと笑みが零こぼれる。好きぃ～！　……は！　そうじゃない！

「ゴホン、あんまり僕の恋人を虐めないでください。おじ様」

「善処はしよう」

　リツウェルおじ様はまたくつくつと笑う。

「ああいう気骨のある奴は嫌いじゃない。俺の策ぐらい撥ね除けられる、もう少し利口な犬になったら、託してもいいとも思っている」

「託す？」

　首を傾かしげる僕の隣で、おじ様は淡々と話し出した。

「俺が皇帝になってカランザラは繁栄しルーファスの願いは叶かなえられたが、その分、俺には柵しがらみが多くなった。俺とルーファスはお互いの立場上、どれだけ望んでも本当の意味で結ばれることはなく、俺は親父おやじや議会に望まないことを山ほどやらされ、そして、最終的にはああなった。だからこそ」

　リツウェルおじ様の手が僕に伸ばされる。その手は僕の頬ほおに添えられる。おじ様の目は僕の目……深緑色のあの人と同じ瞳ひとみをじっと見ていた。

「大した柵もないアイツにはもっと強くなってもらって、愛に生きてもらいたいものだ。俺には出来なかったからな……」

　……きっとおじ様は僕には想像も出来ないくらい壮絶な人生を歩いてきたんだろう。愛する人と共に歩みたい、そんな願いも叶えられないような、後悔しか残らないような人生を……。

　そう察せてしまうくらい、テオドアと同じ色のその目は酷ひどく寂しげだった……でも、同時に凪ないだ湖みたいに穏やかだった。

　きっと今、叶えられなかった願いを代わりに叶えてくれそうな相手がいるから。

　リツウェルおじ様の手が僕の頭の上に置かれる。そして、また僕の頭を撫でた。でも、さっきしたような子どもにするようなそれじゃなくて、愛いとおしい誰かを撫でるようなその手つきに僕は目を見開く。




「お前達には良い未来を歩いて欲しい。例えば、菓子が詰まったガラス瓶のような色鮮やかで幸せに満ちた甘い人生とかな」




　俺達には出来なかったからこそ、どうか……。

　そうリツウェルおじ様が僕に言った瞬間だった。




「アーシェルから離れろ！　クソジジイ！」




　テオドアが僕とおじ様の間を裂くように、おじ様に飛びかかる。その手には銀色の剣。けれど、リツウェルおじ様は最初からテオドアに気づいていたらしい。席から立つと瞬時に槍やりを取り出して、易やす々やすとテオドアの剣を受け止めた。

　金属と金属がぶつかる物騒な音に、僕はびっくりして呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　明らかに不機嫌なテオドアにリツウェルおじ様は呆あきれたようにため息を吐ついた。

「はぁ……無粋すぎる」

　そんなおじ様にテオドアは舌打ちした。

「無粋はどっちだクソジジイ！　騎士団長を脅して仕事をでっち上げさせ俺を呼ぶよう命じて俺とアーシェルを引き離しやがって！　やり口が姑こ息そくだ！」

「ハッ！　軽く潰つぶしたぐらいで俺に従順になった骨のないアイツが悪い。引き継ぎも全すべて終わらせた癖に呼びかけに素直に応じて騎士団に行ったお前もな。ああ、でも、おかげで、アーシェルと有意義な甘い時間を過ごせた。感謝するぞ」

「……………………は？」

　テオドアの目が僕に向かう。その鋭い眼光に僕は思わず青ざめる。そんな僕を見て、リツウェルおじ様はテオドアの剣を受け止めていた槍を消した。そして、おじ様はテオドアを嘲あざ笑わらうように鼻で笑った。

「本当に良い時間だった。騒がしいお前がやってこなければもう少し堪能したかったものだ」

「……ジジイ、アーシェルに何をした」

「特に何も？　あぁ、だが、チョコレートを俺の手から食べるアーシェルは可愛かったぞ」

「はあ!?」

　ええ!?　おじ様!?　待って！　その言い方はないって！　絶対テオドア怒るって！

　驚きよう愕がくに表情を歪ゆがめるテオドアを横目に、リツウェルおじ様は僕に向けて愛おしげに微笑んだ。

「アーシェル、残念だが今日は帰る。お前との２人きりの時間は実に楽しかった。次はそこの騒がしいのがやってこないようもう少し策を練ろう」

　そう言って、くつくつと楽しげに笑うリツウェルおじ様がテオドアに見えないように僕だけに向けてウィンクした。詫わびるようなそれに僕は察する。

　あぁ！　この人、サディストだ！　テオドアを煽あおって、とことん神経を逆さか撫なでしまくるつもりだ！

　実際、もうテオドアは額に青筋を立ててこれ以上ないほど憤っている。なんてことするんだ、おじ様！

　リツウェルおじ様は不意にガラス瓶を手に取り、中からチョコレートを取り出した。そして、包み紙を外して、自分の口に入れた。

「……甘いな。お前がとても幸せそうに幾つも食べたから、さぞ美味うまいのだろうと思ったら、そうでもない。甘いだけだ」

　そう不味まずそうに感想を言うリツウェルおじ様。でも、その表情は完全に確信犯の顔だ。

　ブチッと何かが切れた音がテオドアからした。

「帰れ！　クソジジイ!!」

　テオドアの怒号が公爵家の庭に響いた。




　数分後、ようやくリツウェルおじ様が去った庭。

　僕の隣の席で疲れたように息を吐いて俯うつむくテオドアに僕はそっと紅茶を差し出した。

「テオドア、その……どうぞ」

「……」

　テオドアの目がゆっくりと僕の方を見る。あ、完全に目が据わってる！　ヤバイ予感！

「……アーシェル、随分、ジジイと楽しく過ごしていたみたいだな？　しかも、ジジイにチョコレートを食べさせられただって？」

「……えっと、その……あれは不可抗力でして」

「不可抗力？　つまり、ジジイの話は嘘うそじゃなかったというわけか……」

「テ、テオドア？」

　冷や汗が滝のように流れるのは何故なぜだろう。

　テオドアは口角を上げる。でも、その目は全く笑っていない。そして、テオドアはガラス瓶を乱暴に手に取ると、チョコレートを全部取り出した……今から何されるのか理解して、僕は縮こまる。

「テ、テオドア、リツウェルおじ様とは確かに楽しくお喋しやべりしたけど、それ以外は特に何もなかった！　チョコレートは不可抗力だったけど、だから、そんなに怒らないで……」

「……特に何もなかった？　お前、頭を撫でさせていただろう。俺がやるとやめろと言う癖に」

「あ」

　テオドアは僕をキャンディの時みたいに膝ひざの上に座らせた。もうテオドアの膝の上が僕のお仕置きの定位置となりかけてる……。僕を抱き寄せて、テオドアは僕の頭にキスを落とした。

「……アーシェル、お前があのジジイのものになるなんて思わない。だが、あの下心満載のクソジジイに気を許すな。不愉快だ」

「……ご、ごめん」

　謝る僕。そんな僕を見て、不意にテオドアは楽しげに笑った……それはまるで、さっきのリツウェルおじ様みたいな笑顔で……え？

「だから……上書きしような？」

　そう言って、僕の口の中にチョコレートを押し込むと同時に、イヤリングをつけている僕の耳にキスを落として、唇で食はんだ。

「ひゃあっ！」

　僕、耳弱いのに！　真まっ赤かになる僕を面白がるようにテオドアは意地悪に舌で舐なめたり吸い付いたりして僕の耳を嬲なぶる。思わず、逃げようとするとテオドアの大きな手が僕の頭を抱え込んだ。逃げられない。テオドアにされるがままだ。

　口の中からチョコレートが溶けて消える度に、テオドアは新しいチョコレートを僕に食べさせて、耳にキスを落とす。僕にとってはたまったもんじゃない！　耳からテオドアの息遣いや卑ひ猥わいな水音が聞こえる度にゾクゾクとしたもどかしい快感が僕の身体からだに走る。

　口の中にあるチョコレートのせいで悲鳴をあげることも出来なくて、涙目でテオドアにやめてと訴えても、テオドアは笑って、上機嫌に僕の首筋まで唇を這はわせて、赤いキスマークをつけるだけ！　このまま僕を虐め抜く気満々だ！

　あぁ！　そういえばこの人もサディストだった！　げっ、おじ様もテオドアも似た者同士じゃないか！

「テオドア、もう、むり！　たえられない！」

「がんばれがんばれ」

　結局、僕は夕飯の直前までテオドアに散々虐められた。リツウェルおじ様とあの時の僕のバカ～！

　……気づけばガラス瓶はすっかり空っぽになっていた。










　翌日、もうすぐ昼になる朝。

　昨日きのう、散々な目に遭った僕はだいぶ疲れていたのか寝坊した……うぅ、まだ眠い……このままベッドの中にずっといたい。どうせ今日は仕事ないし。

　そんな僕の自室に箱を抱えた侍従がやってきた。

「アーシェル様、キャンディ工場ナッチェから、追加注文分の品物が届きました」

「ありがとう……」

　あ、そういえば頼んでたの忘れた。

　けど、もうキャンディもキャラメルもチョコレートもしばらくいらない！　テオドアのせいで見るだけで色々思い出して食べられなくなっちゃった！　このお菓子達みんな美味おいしいのに、テオドアめ～！

　ベッドの上で真っ赤になってバタバタ悶もだえる僕を横目に、慣れた様子で侍従は空になっていたガラス瓶に色とりどりのお菓子達を満杯まで入れて、静かに部屋から出ていく。

　部屋には僕１人。僕はベッドから起きると、満杯のガラス瓶を抱え、ベッドに戻って倒れ込んだ。

　色鮮やかな包装紙に包まれたお菓子達は光に照らされて美味しそうに煌きらめいている。見ているだけで瓶の中から甘い匂においが漂うようだった。

　ふとリツウェルおじ様の言葉が蘇よみがえる。




　──お前達には良い未来を歩いて欲しい。例えば、菓子が詰まったガラス瓶のような色鮮やかで幸せに満ちた甘い人生とかな──




「……きっとそうなるよ、おじ様」

　未来のことは分からないけれど、僕達ならきっとそんな人生が歩めるはずだ……。

　瓶の蓋ふたを開けて、中にあるキラキラと輝く宝石のお菓子達に手を伸ばす。甘くて美味しい宝石達……ちょっと恥ずかしくなるけど、見ているとテオドアを思い出すこのお菓子達は間違いなく宝物だ。

　思えば、このお菓子達だけじゃなくて、どんなお菓子にもテオドアとのキラキラした思い出がある。だって、ずっと僕のティータイムにはテオドアがいたから。きっとこれからも僕らはずっと一緒にティータイムを過ごす。だから、これからも思い出はガラス瓶を満杯にするお菓子達のように増えていくはず。そして、増えていく度に僕達は幸せになるんだ。

　そうしていけば、いつかおじ様の……ルーファス曽祖父ひいじい様達の願いを僕達が代わりに叶えることが出来るはずだ。そしたら……きっとおじ様達も……。

　そんなことを考えていた時だった。

「アーシェル、大丈夫か？」

　テオドアが僕の部屋にやってきた。起きてこないから心配になって呼びに来たみたい。入ってきたテオドアは、ガラス瓶を抱えてベッドに横になっている僕を見て、訝いぶかしげに目を細める。

「……何してんだ？」

「物思いに耽ふけってたの」

「……俺から見ると菓子を抱えて寝ようとしている甘党バカにしか見えないが？」

「失礼な！　本当に物思いに耽ってたのに！」

「はいはい」

　頬ほおを膨らませて猛抗議する僕の言葉なんて何処吹く風。テオドアは適当に返事すると、僕が横になっているベッドに腰かけた。同時に、満杯になったガラス瓶を見つけて笑みを浮かべた。あ、絶対、キスしたいって思ってる！

「テオドア、しないからね！」

　テオドアから逃げるように白いシーツを被る。当然テオドアに渡さない為ためにガラス瓶ごと抱き込む。テオドアから舌打ちが聞こえたけど知らない。昨日散々したから良いじゃないか。白い塊になって断固拒否する僕にテオドアはため息を吐いた。ようやく諦あきらめたか！　けだもの！

「全くアーシェルは……まあ、いいか……元々報告に来ただけだしな」

「報告？」

「俺、３年くらい魔法騎士を休職することになった」

　きゅ、きゅ、休職!?

「なんで!?　どうしたの？　体調悪いの!?」

　驚いてシーツを被ったままテオドアに詰め寄る。動揺する僕とは違い、テオドアはやけに冷静だ。

「魔術省の要請でしばらく魔術研究の方に本腰を入れることになったんだ。クビになると思ったが上層部の判断で特例で休職扱いになった。魔術の歴史を塗り替えたら戻ってこいだとよ」

　僕はすぐにそれが表向きの嘘の理由だと気づいた。基本的に魔法騎士は休職なんて許されない国防上重要な職種だ。よっぽどな理由がない限り、そんなことにはならない。

　心配になってシーツから顔を出すと、テオドアの目と目が合う。テオドアに何か言わなきゃいけない気がして口を開いたけど、心配するな、とその目が言っていて何も言えなくなる。

　そんな僕にテオドアは微笑みを浮かべた。

「気にすんな。どうせ長くても３年だけだ。それでなんだが、その間、俺の仕事は減る。だから、アーシェル……」

　突然、シーツを剥はぎ取られる。その勢いで僕がシーツと一緒に抱きこんでいた蓋が開いたままのガラス瓶が宙に飛んでいき、宝石のお菓子達が零こぼれてキラキラと煌めきながら宙を舞う。

　視界いっぱいに宝物が舞う中で、テオドアは僕を真まっ直すぐ見つめ、僕の手を取って告げた。

「この３年はお前との時間と未来に使いたいんだ」




　だから、結婚しないか？




　その言葉に僕が真っ赤になった瞬間、テオドアにキスされる。部屋に舞うお菓子のせいか、それとも、テオドアのせいか、世界が甘く感じた。
















番外編　物語は終わり、天使は羽ばたく
















　あれから随分と時間が経たった。

　卒業パーティー……そして、カランザラに関する騒乱に関わった彼らはみんな大人になった。

　それぞれの道を行き、それぞれの人生を歩み、そして……彼らにも子どもが出来た。










　とある昼下がり。落ち葉が風に舞い、木の実が赤く輝くマイナスル公爵家の庭。すっかり秋の様相を見せるそれを物憂げに眺めつつ、１人の少年がため息を吐ついた。

「……はあ」

　アーシェル達が昔ティータイムに使っていたテーブルに彼はちょこんと座っていた。

　少年の前にはつい先程まで紅茶が入っていた空っぽのカップ。茶葉だけが残り、すっかり冷めきったそのカップに不意に紅茶が注がれる。先程から控えていた少年の専属従者が見かねて注いでくれたようだ。

「あ、ありがとう。ライネル……」

「いえ、あまりに思い詰めておられるようでしたから」

　そう言って紅茶を注ぐ、顔半分を白い仮面で覆った金髪の従者の手つきを見ながら、少年はまた、ため息を吐いた。

「ねぇ、ライネル。僕、婚約者探せって言われたの」

「もう17歳ですから。言われるのも当然ですね」

「……うっ」

　マイナスル公爵家の三男である少年は17歳。しかし、16歳までに婚約者を作って、20歳で結婚してなかったら行き遅れといわれるヤンファンガルに於おいて、珍しいことに彼には未いまだに婚約者がいなかった。その為ため、早く見つけろと言われたのだが……。

「友達もいない僕に、婚約者なんて無理だよ！」

　彼は生まれてこの方、家族しか親しい人はいなかった。彼の瞳ひとみからポロリと一筋涙が流れる。

「陰キャ人見知りボッチがどうやって婚約者なんて作るんだ！　ていうか、そもそも前々から同年代の人達に避けられてるから僕には無理だったんだけどさ！　あぁ、きっと優秀なダフナー兄様とナイジェル兄様に比べて平凡すぎる僕となんて仲良くなりたくなかったんだよ！」

「それは……言いすぎでは？」

「言いすぎじゃない！　そうじゃなきゃ、もっと前に釣書の１つくらい僕に来ていたはずだもん！」

　そう話しながら彼の目から大粒の涙が流れる。ネガティブで卑屈、おまけに泣き虫。そんな性格の彼に従者はあらかじめ用意していたハンカチを差し出し、彼はそれを受け取るとハンカチに顔を埋めた。

「どう考えても僕はこの先、婚約者不在で行き遅れになって、実家にしがみつくスネかじり引きニートになるだけだよ……」

　ブーッと彼はハンカチで洟はなを擤かむ。

「どうしたらいいの……釣書ないから見合い話なんてないし。政略結婚とかもない。何せヒューベルト祖父じい様は、跡継ぎでもない三男なんだし気楽に自分で探しなさいってニコニコしながら言うし、イザベラお祖母ばあ様はお前に政略結婚は絶対させないって言うし、リツウェル曽祖父様は、何の柵しがらみもないのだから好きに生きろってさ！　トドメに父上が手は貸さない自分で探せ。でも、入婿だけは反対だ、義父から永遠に妬ねたまれて苦労するから、って言ったんだ！　ぐすっ、探せ、探せと言われてもどうしようもないのに、みんな恋愛結婚推奨……お見合いをセッティングして欲しいとか政略結婚でどこかの入婿になってもいいとか頼めない……」

　自力で探すなんて無理。だから、釣書とか見合いとか政略でも何でもいいから、自分を求める人がいるなら、その人と一緒になった方が自分みたいな人間には十分すぎる話だと、彼は思っていた。

　しかし、そもそも釣書１つ送られてこない上に、誰だれも縁談を持ってこない……もうどうしたらいいか分からない。

　泣く彼に、従者は新しいハンカチを差し出す。彼はそれを受け取るとハンカチで顔を覆った。そこへ。

「おや、ここにいたのかい。マイリトルブラザー？」

　その声に、彼は小さくゲッと声を漏らした。

　やってきたのは、彼の兄の１人。マイナスル公爵家の次男にして、そのカリスマ性とずば抜けた才知から公爵家次期当主となった兄、ナイジェルだった。

　髪は明るいブラウン、瞳は深い緑色、肌は白く艶つやめいている。それだけ見れば弟にそっくりな平凡な人間に見えただろう。

　しかし、やってきたその人は彼の兄とは思えないほど、マイナスル公爵家の始祖たるルーファスに恐ろしく似て、息を呑のむほど美しかった。

「いないから探しに来ちゃった。どうしたの？」

　ナイジェルは彼のもとにやってくると、後ろから俯うつむく彼を抱きしめる。ナイジェルに抱きしめられて、彼は思わず青ざめた。彼はこの兄が昔から苦手だ。

「ふふっ泣いてるの？　嫌なことあったの？」

　ナイジェルはそっと耳打ちするように彼の耳元でにこやかにそう聞いてくる。その声音には嗜し虐ぎやく心しんが見え隠れしていた。

「実はね、僕、知ってるよ？　婚約者探せって言われたんでしょ？　でも、どうしようもないから泣いちゃったんだね、可愛かわいいブラザー？」

　図星だ。彼は息を呑んだ。そんな彼に追い討ちをかけるようにクスクスとナイジェルが笑う。

「あらら、困っちゃったねえ。うち、正直に言って、政略結婚する程の相手が自国にいないからね、自分で婚約者探さないといけないもんねー。でも、ボッチの君じゃあねぇー？」

「……うぅ、ぐすっ……」

　図星すぎて、反論も出来ない。彼の眦まなじりから涙が出てきた。そんな彼にナイジェルは口角を上げる。

　厄介なことにナイジェルは泣き虫の彼を虐めるのが昔から趣味だった。彼はその容姿からヤンファンガルの妖花の再来と国内で呼ばれているが、その性格も妖花の名に相応ふさわしい妖花そのものだ。

　しかし、更に彼を追い詰めようとナイジェルが口を開きかけた時だった。

「やめろ、ナイジェル」

　そんな声がしてナイジェルと彼がそちらに顔を向ける。そこには呆あきれたようにため息を吐いたもう一人の彼の兄、マイナスル公爵家の長男にして、洗練された美び貌ぼうと才覚を持つ若きエリート魔法騎士、ダフナーがいた。

　父と曽そう祖そ父ふに似た濡ぬれ羽ば色いろの髪、高身長と鍛え抜かれた身体からだ、やや青みが濃い瞳は父や祖父とは違い、サファイアのような輝きをしている。その人もまたナイジェルとは違った意味で彼の兄とは思えないほど完成された美を持っていた。

　そんなダフナーがやってくると彼はナイジェルの腕から抜け出し、逃げるようにダフナーに駆け寄った。

「ダフナー兄様ぁ！」

　涙に塗まみれた顔のまま、ダフナーに彼は抱きつく。そんな彼を抱きしめ返しながら、ダフナーはため息を吐いた。

　ダフナーの視線の先には、ダフナーに最愛の弟を取られ、ふくれっ面になったナイジェルがいる。

「ずるい！　僕には駆け寄ってくれないのに！」

「自業自得だろ。ナイジェル、悪趣味も程々にしろと何度言えば……」

「だってぇ！　泣いてるブラザーが可愛いのがいけないんだもん。いつまで経っても泣き虫さんで本当に可愛い。それに、今日は最初から泣いていたもの。僕は泣かせてない」

「そういう問題じゃないだろ、このブラコンドＳ」

　ダフナーは肩を竦すくめると、未だに抱きついたままの末弟に視線を落とす。

「兄弟。いつまでも泣くな。ナイジェルはいつもこうだろ。いい加減、耐性つけろ」

「うぐっ……」

　耳が痛い。確かにそうだ。いつまで経ってもナイジェルに泣かされて情けない。だけど……。

　ダフナーから彼は離れると俯いた。

「だって……兄様……ナイジェル兄様はいつも的確に心抉えぐってくるんだもん！　僕がボッチなのも婚約者探さないといけないのも本当だし……」

「は？　婚約者？」

　ダフナーはその言葉に眉まゆをひそめる。その目には不快感と殺気が滲にじんでいた。

「誰だ？　お前にそんなことを言った奴やつは？　お前に婚約者なんてまだ早いだろ」

「ダフナー兄様……？　で、でも、兄様は11歳の頃ころから婚約者がいたじゃん。僕もう17歳だし」

「俺の婚約者のことはいい。アイツは俺の運命だからな。お前の参考にならない。なぁ、よく考えろ。ナイジェル程度で泣くようなか弱いお前が結婚なんてまだ無理だろ」

「うっ……」

「あと、この際、ついでに言っておく。お前が結婚するにしても、お前の相手が俺と同等かそれ以上の強さじゃないと俺は絶対に認めないからな」

「え？」

　彼は瞬時に無理だと悟った。

　ダフナーは父に似て武芸も魔術も秀でている。魔力量も才能も引けを取らない。その凄すさまじい才覚からマイナスル公爵家を継がせるより魔法騎士団長にした方がいいと幼い頃から言われていたぐらいだ。

　そんなダフナーと同等かそれ以上じゃないと認めない？　この国でダフナーより強いのは父か祖母か曽祖父しかいないのに？　無理だ。彼は絶句した。

　そんな彼にダフナーは淡々と告げる。

「当然だ。その辺の軟弱な奴では困る。お前を俺より守れる奴じゃないと認めるわけないだろう。そんな奴を選んだら徹底的に潰つぶすからな」

　ダフナーは本気だ。弟を大切に思うがゆえに、自分より弱い人間を彼が選んだら、本当に潰すつもりだ。だが、その言葉は彼を更に追い詰めた。

「そ、そんな」

　世界中を探せばいるかもしれないが、確実にダフナーより強い人間なんて世界に数人しかいない。到底探し出せるとは思えない。彼は膝ひざから崩れ落ちた。

「うわーん！　もう僕は一生独身だぁ！」

　絶望して嘆く彼、そんな彼をナイジェルは楽しげに見つめる。

「この際、一生独身でもいいよ～？　むしろ、一生公爵家にいようよ！　僕が可愛がって養ってあげるよ、マイブラザー」

「それは絶対やだ！」

　ナイジェルの一生可愛がってあげるは一生虐めてあげるという意味だ。彼は即、断った。

　彼は頭を抱えた。これではマトモな婚約者も恋人も見つけられずに、ナイジェルと一生同じ屋根の下で暮らしながら、実家のお荷物引きニートだ。

　でも、そんな未来を回避出来るほど、彼にはナイジェルのような聡そう明めいさもダフナーのような才覚もない。彼は平凡すぎた。容姿も兄達と血の繋つながりを疑うほど平凡を極めているし、勉強も武芸もそこそこ、特に秀でたところもない。

　その上、この拗こじらせた性格。せめて、ナイジェルの狡こう猾かつ老ろう獪かいなずる賢さや、ダフナーのような何でも有言実行する強さがあれば良かったのだが、それもない。

「僕の未来、お先真っ暗だよ！」

　その場から逃げるように彼は走り出す。その後を従者も追いかけ、庭には彼の兄２人だけになる。

　小さくなっていく弟の背を見ながら、ナイジェルは微笑ほほえんだ。

「ふふっ、焦ってるねぇ。そんなに僕が嫌なのかなぁ？　ふふっ、可愛い」

「ナイジェル、お前なぁ……」

　ダフナーは弟に歪ゆがんだ愛を抱くナイジェルを呆れた目で見た。










「……はぁ」

　２人の兄から逃げ出すように屋敷に戻ってきた。闇やみ雲くもに走って辿たどり着ついた玄関ホールには、丁度、人がいなかったこともあり、彼は人目を気にせず盛大にため息を吐いた。そんな彼に従者はずっと気になっていたことを聞いた。

「１つ聞きたいのですが……よろしいでしょうか？　貴方は結婚したいと本気で思っているのですか？」

　周りに流されて彼が結婚に焦っているのではないか、そう従者は懸念しているようだった。

「…………それは」

　彼は玄関ホールの片隅に目を向ける。

　２階まで吹き抜けになっているマイナスル公爵家の玄関ホールには歴代の当主の肖像画が並んでいる。

　そんな玄関の片隅、家族しか使わない生活スペースへの入口には、当主の肖像画ではなく、彼の曽祖父が描いた家族の絵画が並んでいる。

　幼い自分達三兄弟が描かれたものから、成長した今の三兄弟が１人ずつ描かれたものもある。その中にそれは飾ってあった。その絵に彼は歩み寄りながら、従者の問いに答えた。それは偽らざる本心だった。

「……僕、本当は、結婚とか婚約なんて考えたくないんだ」

　彼はため息を吐いた。

　周りが急せかすから、周りに後れを取っているようだから、焦ってしまう。そんな周りに流されて、彼は考えたくもないことを考えて……悩んでいた。

「つまるところ、僕は結婚したいんじゃなくて、みんなの言う通りにしてみんなに嫌われたくないだけ……だから、正直に話せば、婚約者とか結婚とかそういうのはちょっと考えたくないんだ……」

「……つまり、結婚は嫌だと？」

「うん。でも、これ以上世間から嫌われたくない。結婚するだけで回避出来るならやるよ。それに、幸せな結婚なんてもう諦あきらめてるんだ」

　そう話すと同時に、彼は絵の前に立つ。

　その絵は三兄弟の両親の絵だった。両親２人が結婚する少し前に描かれたその絵は、今の両親より若く、丁度彼と同年代くらいだった。

　曽祖父が描いた唯一の両親の絵だから、ここにそれが飾ってあるのだが、柔和に笑うあの人はともかく、絵の中の父は不機嫌そうに顔を顰しかめていた。おそらく、あの人がどうしても２人の絵画が欲しくて、嫌がる父上を宥なだめつつ、曽祖父に描いてもらったのだろう。この絵はそんな当時の状況がよく分かる絵だった。

　だが、絵でも分かるほど、２人の雰囲気は良かった。きっとこの頃から……いや、それ以前からずっと２人は相思相愛だったのだろう。この絵からそう窺うかがい知しれた。

　そんな２人に憧あこがれる……。

「僕ね、昔から両親みたいな関係になれるような人といつか出会えたらって思ってたんだ。あの２人はいつも２人で笑い合って楽しそうで……誰だれにでも分かるくらい愛し合ってて……僕は小さい頃からあの２人に憧れてた。けど……僕には魅力ないし、こんな容姿と性格だし、今まで生きててそんな願いが叶かなうこともなくて……諦めたんだ。なのに、婚約者探せってさ。僕なんかを好きになってくれる人なんていないのに……」

　彼は俯く。彼はとにかく自己肯定感が低かった。

　優秀すぎる兄２人と比べ続けられた結果だ。家族にはとても愛されているが、家族以外の人間達からは常に兄達と比べられ、最初は大事にされても美貌も才能もないと分かると見放され冷たくされた。その結果、彼は自分に全く自信が持てなくなった。

　そんな彼に従者は仮面の下で目を細めた。

「そんなことはないと断言させていただきます」

　その力強い言葉に、彼は肩を震わせた。

　従者はかつて重罪を犯し顔の半分も過去も消された人間だった。任務に失敗したのを機に、役立たずとして処分されるはずだった。

　しかし、それを彼が救った。彼の祖父や部下達の反対を押し切って引き取った。頑張っている人には生きて欲しい、そんな理由で。

「貴方の素晴らしさを理解してくださる方は私だけではないはずだ。いつかは見つかる。そう確信しております」

「ライネル、でも、僕は……」

　仮面越しに見えた、従者の目は愚直なまでに真まっ直すぐだった。しかし、従者に背中を押されても、どうしてもあと一歩踏み出せない。諦めが先に来てしまう。彼は俯いた。




　その時、カツン、と誰かの靴音が鳴った。




　彼がそちらに顔を向ける。音は吹き抜けになっている玄関ホールの２階から聞こえた。見上げるとその人と目が合い、彼は目を見開いた。

　茶色い髪に緑の目、何処にでもいる容姿だ。だが、その雰囲気は洗練された高貴な人間のそれで、マイナスル公爵家の当主らしい風格を漂わせていた。

　その人はゆっくりと玄関ホールの２階から階段を下りてくる。従者はすぐさま彼から離れると、場所を空けるように彼の後ろに立った。そして、彼の目の前にその人はやってくると笑った……酷ひどく優しい、いつも彼に向けてくれる穏やかな笑顔だった。




「アーシェ……」




　彼は思わず、その人の愛称を呼ぶ。アーシェル・マイナスル。もう一人の父、その人が目の前にいる。

　そんな彼に、アーシェルは申し訳なさそうに告げた。

「ナイジェルから連絡があってね。探してたんだ。だけど……ごめん。立ち聞きするつもりはなかったけど、聞いちゃった」

「……う」

　つまり、両親に憧れていたというあの話を聞かれたということだ。彼の顔が恥ずかしさで紅潮する。

　不意にアーシェルは絵画の方に足を向ける。曽祖父の絵の中のアーシェルと、今、目の前にいるアーシェル。同じアーシェルなのに雰囲気はまるで違う。経た年月分、アーシェルが成長し、当主としての自覚と品格をそなえたからだ。

　アーシェルは少年だった自分と今も昔も変わらぬ愛を抱くその人との絵を前に、その深緑色の目を彼に向けた。

「さっき、諦めたんだって言っていたね？」

　そう聞かれて、彼は思わず目を逸そらしてしまう。そんな彼の頭をアーシェルは撫なでた。まるで、大丈夫だと言うように。

「僕もね、昔、同じようなことを思っていた。この容姿だし、性格もマイペースで頑固だし、魔術も苦手だった。取り柄なんて何もなくて……だから、分かるよ、その気持ち」

　語り聞かせるようにアーシェルは話し始めた。

「でも、そんな僕をテオドアは愛してくれた。テオドアこそ、何でも出来て、何でも持っていた。恋人だって選びたい放題だった。今も昔もモテるからね、テオドアは。でも、僕を好きになってくれた。今でもその理由はよく知らないけれど、僕がいいと思ってくれた」

　それは初めて聞く両親の馴なれ初そめの話だった。彼は撫でられ続けながら、アーシェルの話を聞いた。

「でも、僕ね、そのテオドアの想おもいに気づくのがちょっと遅かったんだ。まだ若かった頃ころ、僕は結婚とか婚約とかは政略でいいって思ってた。公爵家の利益になるのなら、自分の人生すら天てん秤びんにかけていいと思ってたんだ。その結果、友人を助ける為ために友人の婚約者候補になったこともあった。それは解消前提ではあったけど、もし何かあれば、そのまま婚約したかもしれない」

「それって、アーシェが父上以外と結婚する未来もあったってこと？」

「うん。そう。むしろ、テオドアと結婚する確率の方が低かった。テオドアの想いに気づけなかったし、自分で言うのもなんだけど、結構、僕は合理主義でね。家に利のある結婚ばかり考えてた。実はね、レオドール国王陛下と結婚する未来も僕にはあったんだよ。結局、父上……お祖父じい様が断ったけど」

「え？」

　レオドール国王陛下。今のヤンファンガルをその絶大なカリスマ性で統治する名君だ。その人とアーシェルが結婚……？　信じられないと首を振る彼に、アーシェルは苦笑した。

「今思えば、断ったお祖父様は英断だった。でなければ、僕は家の利益を優先して、陛下の王配になってたろうから。辛い人生になると分かっていてね。今はそうではないけど、陛下は当時、僕を救世主か何かと勘違いしていた。あのままだったら、僕は一生閉じ込められて息も出来ない生活だったと思う。でも、そうなる前にテオドアが僕を変えてくれたんだ……策謀ではなく愛に生きていいということを、他の誰でもないテオドアが教えてくれた」

　そう言ってアーシェルは絵の中にいるその人を見て微笑む。

「……あぁ」

　いいなあと思う。

　アーシェルが浮かべる愛いとしいと物語るような恋人への笑みに、思わず、彼の口から吐息が漏れた。

　そんな彼の頭からアーシェルの手が離れる。

「ライネルの言う通りだと思う。まだ知らないだけで、君を愛してくれる人はいるはずだ。確かに、もう年齢的に婚約者を探さなくちゃいけないと思う。貴族だからね。でも、君を大切にしてくれるかどうかも分からない人と婚約して、それで幸せになれるとは思えない……実体験としてね」

「で、でも、アーシェ、ヤンファンガルのどこに僕を好いてくれる人がいるんだ」

　アーシェルが幾ら励ましてくれても、彼からは弱音が出てしまう。どうしてもそんな人と出会えるとは思えなかった。

　そんな彼に、アーシェルは笑みを浮かべた。

「それなんだけど……ちょっと相談していいかい？」

　相談？　首を傾かしげる彼にアーシェルは彼に提案をした。それは驚くべきものだった。




「レイナードルに行かない？」




　レイナードル……ヤンファンガルの隣にある世界有数の大国だ。彼は思わず瞠どう目もくする。そんな彼にアーシェルはこの突飛な提案の理由を話した。

「レイナードルで大きな商会をやってる腐れ縁と友人がいてね。彼らには子どもがいるのだけど、彼の通っている学園が今、留学生を募集しているんだ。で、腐れ縁に留学生の紹介を頼んできたんだよ。それで僕に話が回ってきた。レイナードルはヤンファンガルとは文化も価値観も違う。言語は同じだけどね。あの国には、マイナスル公爵家を知っている人も知り合いもいない。ねぇ、１年間だけの留学だけど得るものはいっぱいあると思わない？　どうかな？」

　間違いなく、そこに行けば待っているのは、新しい人生だ。今まで経験し得なかった世界、文化、人……出会いだってある。アーシェルは言う。

「レイナードルで婚約者を探せって言ってるわけじゃない。でも、ヤンファンガルにいたって息苦しいだけでしょう？」

　息苦しい……そうだ。ヤンファンガルではいつだって、彼は名門貴族マイナスル公爵家の出来損ないの三男だ。でも、レイナードルに行ったらきっと。

　考え込む彼に、不意にアーシェルが問いかけた。

「ねぇ、君の名前をつけたのは誰だと思う？」

「僕の名前？」

　突然の質問に、目を瞬いた。

　なんで今、そんなことを聞くんだろうか？　不思議に思う。でも、そういえば知らない。誰が名付けたんだろうか？

　そんな彼にアーシェルは微笑ほほえんだ。

「実はね、名前をつけたのはダフナーとナイジェルなんだ」

「え？　兄様達？」

「うん。天使みたいに可愛かわいいからって」




　だから、君の名前はミハエル。僕らの天使だから天使ミハエルなんだよ。




　アーシェルは彼……ミハエルを大切な宝物のように抱きしめる。

「ミハエル、世界は広いんだ。今はまだ自分の未来に自信が持てないかもしれない。僕にとってのテオドアのようなそんな人に出会えるなんて思えないかもしれない。けれど、幸せになることを諦めないで欲しいんだ。このままじゃミハエルは暗いままだ。だから、思い切って外に羽ばたいてみない？　ミハエルがどこへ行っても、僕達家族、そして、ライネル。みんなミハエルのことを愛している。そして、君の幸せを願ってるよ」

　アーシェルの言葉は魔法の言葉だ。

　いつも言って欲しいことを言う。そして……人生で迷まい子ごになった時、いつも導いてくれる。

　きっとテオドアがアーシェルに惚ほれたのは、アーシェルのそんなところだろう。そして、それはミハエルが好きなところでもある。

　……一歩、踏み出してみよう。

　こんな自分でも、そう思えるから。

「僕、行くよ。レイナードルに。婚約者は、見つからないかもしれないけど……」

「見つからなくても構わないよ。楽しんできなさい」

　アーシェルとミハエルが目を合わせる。そして、二人して笑い合った。










　同時刻。

　マイナスル公爵家の庭にはまだあの２人がいた。２人は彼が座っていたテーブルに座り、控えていた侍従に紅茶を用意させた。

「ナイジェル、程々にしろ。お前の愛は劇薬すぎる」

「良いじゃん。あの子は僕の駒こま、手札で玩具おもちや、そして、可愛い僕の弟だもの。あの子を虐めるのも泣かせるのも僕だけの特権なんだから。

　でも、あんなに落ち込んでるのを見ると、あの子への見合い話全部断ったのはダメだったかなぁ？　最近は断るのも面倒くさくなって、貴族どもに見合い持ってくんなって命令したし……もうちょっと上手うまくやるべきだったかなって反省しちゃうね」

「それを言うと俺も反省だな。アイツに来た釣書、全部燃やした」

「おや、兄様も似たようなことしてたの？」

「どうせ俺より弱い奴らからの釣書だ。認めるわけがない。あんな奴らにアイツは勿もつ体たいない」

「確かに。可愛い天使をその辺の路傍の石にやるわけないよね。ふふっ……僕らって本当、あの子が好きだよねぇ」

　兄２人、弟のことを大切に思う気持ちは本物だ。歪んでいたり過剰すぎたりしているが。だからこそ、兄２人は思う。彼には幸せになってもらいたい、と。

「ていうか……僕ら、どうせミハエルが誰だれと幸せになるのか知ってるでしょ？」

　そのナイジェルの言葉にダフナーは笑みを浮かべた。

　ミハエルが生まれたあの時から２人は知っている。ミハエルが悲観するほど、未来は暗くないと。

　ふと、ナイジェルは屋敷の方に視線を向けた。きっと今頃、あの子は大きな選択をしているだろう。

「あの子もお馬鹿さんだよね……確かにあの子は才能も容姿も僕らには及ばない。でも、僕らだってあの子に及ばない。そんなことも知らないでお先真っ暗だなんて。僕らの未来視には結構いい人生が視えるのにね」










　ミハエル・マイナスル。

　マイナスル公爵家の三男で、ネガティブで卑屈で泣き虫な性格。兄達のような才能も容姿もなく、周りには冷たい目で見られている。

　しかし、家族や従者には愛され、認められ、その幸せを願われている。彼らの誰一人として、彼を不出来だと言わない。

　知っているからだ。

　彼にはアーシェルやテオドア、兄達とは全く違う、彼だけの輝かしい未来があることを。そして、それは近いうちにやってくる。彼の人生はまだ始まったばかりだ。

　ミハエルは自身のアメジストのような紫色の目を輝かせ、微笑んだ。







　あとがき







　初めまして、こんばんはこんにちはおはようございます。パルメです。私の作品をお読みくださりありがとうございました。ここで少々過去語りをさせていただきます。どうかお付き合いください。

　時は２０２０年１月。

　私は近所のケーキ屋にふらっと立ち寄りました。目の前にはケーキのショーケース、色とりどりの高そうな豪華なケーキが整然と並ぶ中、ふとそのケーキが目に入りました。

　ソイツはかなり地味なケーキでした。濃厚そうな明るい茶色のしっとりとしたマロンクリームの上に、焼いたメレンゲがのっているだけの実にシンプルなケーキ。

　ソイツの名前はモンブラン。煌びやかなケーキ達の中で、もっとも大人しい見た目と色合いをしていて、しかも、栗がのっていない珍しいモンブラン。

　しかし、この店で１番人気のケーキはコイツでした。他のケーキ達はまだ幾つもあるのに、コイツは開店して30分経たつ頃ころには売り切れてしまいました。

　店もこの地味なモンブランを推しているようで、看板メニューと銘打って大々的に宣伝し、サイズも通常サイズだけでなくホールサイズも作っています。明らかに別格の扱いをしていました。

　この地味な見た目で飛ぶように売れるこのケーキは、まるで、このケーキ屋のボスのようでした。

　それから数日後、私はこのモンブランを基に最新作となる自分の作品の主人公を作り出しました。

　アーシェル・マイナスル。そうアーシェルはあのモンブランを擬人化させたものなのです。

　目の色以外の彼の容姿、性格も物語の立ち位置も全すべてあのモンブランがモデル。彼の実家があんなに物騒なのは、あのモンブランがケーキ屋のボスだったからです。アーシェルの腹黒さや計算高さもここからだったりします。

　しかし、彼を生み出したところで私は躓つまずきます。未だに攻めにあたるキャラクターが思いつかない。うんとキャラ立ちした攻めが欲しいのに。

　というわけで、ネタ探しに出かけ、たまたま立ち寄ったのが近所の大きなペットショップ。そこで血統書付きの子犬や子猫を眺めていると、私はソイツと目が合いました。

　売約済みのシベリアンハスキーの子犬。しかし、子犬にしてはやや大きすぎる犬でした。どうやら長い間売れずに大きくなってしまい値下げしてようやく最近売れたようです。その為ためか、この子犬は孤高な雰囲気を漂わせ、ちょっとひねくれた目でこちらを見ていました。……これじゃね？

　数日後、テオドアが爆誕しました。先に作っていたアーシェルに合わせ、容姿など多少弄いじったものの、生い立ちや性格はあの子犬から来ています。

　こうして主人公２人が出来ました。あとは２人が活躍するストーリーを考えるだけです。

　執筆を開始したその当時２０２０年３月。世の中は暗くなっていました。社会も経済も人も苦しい、我慢も制約も多く、嵐あらしが過ぎ去るのを待つように家に引きこもって身を守ることしか出来ない日々。

　なら、作品の中だけでも好き勝手やりたい放題しようと私は考えました。アーシェルもテオドアも芯しんがあってブレないキャラクターです。きっと我慢なんてしないし、制約なんて破ってしまう。多分悪役担ってって言われてもやらないし無視する。そして、自由に自分達のやりたい人生を歩むはず。

　そう考え、そして、出来たのがこの作品、『無視し続けた強制力曰いわく、僕は悪役らしい。』です。

　この作品はとても人に恵まれた作品でした。

　インターネットにこの作品を連載していた時には多くの皆さんがこの作品を読んでくださり、好きになってくださいました。更に、苦しい時も上手うまくいかない時も支えてくださる人達が常にいました。

　そして、書籍化が決まった際には、イラストを担当してくださった鈴すず倉くら先生を始め、担当編集者さん、出版社の方々や印刷所の方々、様々な方々が全力で関わってくださいました。

　未熟な私にとって、この１年で作品に寄り添ってくれる方々が沢山出来たことは何よりの幸せです。この作品を読んでくださった方々、この作品を支えてくださった方々、全ての方々に感謝致します。本当にありがとうございました。

　さて、余談ですが、つい先日、前述したケーキ屋でモンブランを買いました。

　茶色のマロンクリームの中にはフワフワの生クリームに濃厚な栗くり餡あん、サクサクのクッキー、そして、甘さも味も最高な栗が入ってました。何より生クリームと栗の相性がいい。栗のこってりした味を口当たりが軽く上品な甘さの生クリームが引き立てていて、ほっこりした甘さのマロンクリームや栗餡も一緒に食べるとモンブランというよりパフェを食べているような満足感を得られます。

　一見地味なモンブラン。しかし、その味は確かに主役級の味でした。

　……そして、食べ終わった後、そこにアーシェルがいたような気がしました。


パルメ









電子特別版特典

書き下ろしショートストーリー「雪の日、夢を見た。」







　早朝。

　外から小鳥の和やかな鳴き声が聞こえる。同時に、東側の窓から穏やかな光が差し込んでいるのに気がつく。ああ、朝日だ……。朝らしい少し冷えて澄んだ空気が心地良い。この空気の中、伸びをしたらそれだけで清々しい気持ちになれそう。でも、一晩温め続けた布団の温もりも愛おしい。ずっとくるまっていたいくらいぬくぬくして気持ち良い。今日は学院も休日だし、側近の仕事も公爵家の仕事もない。

　良い朝だぁ……。

　だけど、何故だろう。

　凄く布団が重い。

　動けないし、布団から抜け出すことも出来ないくらい重い。重量オーバーなんだけど。身を捩ってもダメだし、一体何事？

　パチッと目を開けると、目の前には……。




　美少年の御尊顔があった。




　ぎゃあああ！

　叫びそうになる口をどうにか抑える。朝イチでテオドアの寝顔とか心臓に悪すぎる！　ほんと顔良すぎなんだよ！　テオドアは！

　そのテオドアは僕を毛布ごと抱きしめて眠っている。道理で重かったはずだ。テオドアに抱きしめられているんだもん。どうやら昨日僕が寝た後にやってきて僕を抱きしめて眠ってしまったらしい。すごーく熟睡してるみたいで、全然起きる気配はない。

　でも、珍しい。僕達は基本別室で寝ているから僕がリビングで寝落ちしたとか一緒に寝る？　みたいな話になった時とかそんなことがない限り一緒に寝ることはない。

「なんかあったのかなぁ？」

　テオドアが熟睡しているのを良いことにテオドアの頬を指でつんつんしてみる。テオドアの顔が思いっきり顰められて、僕を抱きしめる力が強くなる。ちょっと待って、かなり力強くない？　ちょっ、あ、苦しい！

「おもーい！　くるしーい！　テオドアぁ！」

　現役騎士の身体は華奢な僕には重すぎるし力強すぎる！　思わず悲鳴を上げるけど、テオドアが起きる気配は全くない。すっかり寝入っている。これはちょっとやそっとじゃ起きないな……。

　そう思っていると不意に抱き寄せられる。

　苦しいのから解放される。けれど、同時にテオドアは僕の首筋に顔を埋めた。テオドアの綺麗な顔が近い！　それに寝息が、寝息が直で僕にかかってる！　心臓に悪い！

　視線を向ければ、間近にテオドアの顔がある。嘘でしょ、ドキドキが止まらないんだけど！　え？　僕、テオドアが起きるまでこの状態？　待って、新手の拷問では？　御褒美も過ぎれば拷問だよ！　誰か助けて?!




　　　　＊　＊　＊




　降りしきる白い雪。凍える冷たい空気。あまりの冷たさに手先や足先から身体が壊れていくようだ。口から出る吐息の白さと虚しさに俺は目を閉じた。

　ヤンファンガルに大寒波がやってきたその日。幼い俺は雪に埋もれて死にかけていた。

　ヤンファンガルは１年を通してあまり温度が変わらない比較的温暖な気候をしている。だから、雪は滅多に降らない。だが、その日は大寒波がやってきて、ヤンファンガルに何年かぶりの雪をもたらした。積雪は10cmを超え、このまま降れば、20cmくらいになりそうだった。

　その雪に俺は仰向けに倒れ込んでいた。

　クソ家族……エスパダの奴らが俺に薪を買わせる為に家から追い出したからだ。

　エスパダ伯爵家には暖炉で燃やす薪がない。普通の家なら常備されているそれがない理由はただ一つ。薪すら買えないくらい金欠だからだ。だが、寒波がやってきて暖を取るために薪を買わざるを得なくなった。でないと凍えてしまう。

　しかし、エスパダには薪を買いに行く人間がいなかった。金欠なため侍女を雇う金はなく、家事をする日雇いの女が１人いるが侍女ではなくただの手伝い。家事をしたらさっさと帰ってしまう。だから、薪を買いに行くのは自然と家族の誰かになる。

　その結果、俺がその仕事を押し付けられた。

　最初はクソ兄のライディがするようにと伯爵は命令していて俺ではなかったのだが、ライディが俺に押し付けていたのだ。そして、ライディは他の兄弟をまとめあげ、彼らに追い出されるように俺は外に出された。

　防寒着どころか上着もなくベストも持っていない幼い俺は薄着で放り出されたせいで凍えて、直ぐに倒れ込んでしまった。

　薪代だけはこの手にあったが、どうしようもなく凍えて全く動けない。息をするだけで身体が凍りつくようだった。

　真っ黒な空から白い雪が降っている。雪が身体に当たる度にあまりの冷たさに身体が死んでいくようだった。

　目を閉じれば、走馬灯のように今までの人生が脳裏に浮かぶ。だが、どれもこれもろくなものではなかった。

「貴様なんて生まれてこなければ良かった！」

　これは伯爵の声だ。

「全くいつ抱いた女から生まれたのかわからないが、子どもなんて金がかかるだけで一銭にもなりゃしない！　大人になったら売り飛ばしてやるからな！　なんだ、その目は！　不満ならお前を押し付けた女に言えよ」

　次に聞こえたのは義母の声だった。

「うわぁ、汚い。ハエが飛んでるじゃない。汚らしい目を向けないでくれないかしら？　旦那様の火遊びには困ったものだけど貴方は本当に要らない子だわ。近づくだけで吐き気を催すわ」

　やがて、兄弟の下品な笑い声が聞こえる。

「要らない子！　要らない子！」

「阿婆擦れの子！」

「お前なんて誰が好きになるかよ」

「おい、その生意気な目を向けるな」

「不快でたまらないわ、その目」

「お前なんて死んでしまえばいいのに」

　そして、家族全員の卑しい声が重なった。




「そうだ。テオドア、お前なんて死んでしまえばいいんだ！」




　……うるさい。

　うるさい、うるさい！　うるさいっ!!

　お前らみたいなクソったれな奴らの願いなど叶えてやるものか！　お前らが俺の死を望むなら生き抜いてやる！　生きて、生きて、しがみついて、そして、俺は……お前らに言ってやる。

　お前らこそ……！

　そう思った時だった。




「ねえ、君、生きてる？」




　頭上から声がして、ふっと意識が浮上する。

　目を開けると、そこには明らかに俺よりも小さい子どもがいた。

　明るい茶色の髪に、深緑色の大きな瞳、雪みたいに白い肌……。ソイツが地面に膝をついて倒れ込んでいる俺の顔を覗きこんでいた。

「こんな道の真ん中で寝ていたら、馬車に轢かれて死んじゃう。それに凍死しちゃうよ？」

　そう言って、ソイツは俺に手を差し出した。起きろということか……ソイツの手を借りて起き上がる。

　改めてソイツを見る。ソイツは見るからに上等な服を着ていた。きっと俺では想像も出来ないような金持ちな貴族の坊ちゃんなんだろう。不意にソイツは自分が着ていた上等そうなコートを俺に着せた。

「あげる」

「……いいのか？」

「サイズが小さかったから捨てるとこだったの。もらってくれた方が嬉しいよ」

　……その言葉が真っ赤な嘘だとすぐに分かった。コートは俺でも余裕で着れるほど大きかったし、買ったばかりかと思うほど真新しかった。

　だが、その感謝を俺は伝えることが出来なかった。

　……学がない俺はありがとうという言葉すら知らなかったから……。

　だが、ソイツは礼の一つも言わない俺を気にした様子はなく、冷たい俺の汚い手を躊躇いなく温かな柔い手で掴んだ。

「道の真ん中は危ないからあっち行こう？」

「……」

　ソイツは近くにあった民家の軒先に俺を連れていって、そこにあった木箱に俺を座らせ、隣に座った。そして、亜空間収納から魔法瓶を取り出した。

「ねぇ、ミルクティー飲んだことある？」

「……なんだそれ」

　そう聞くと、ソイツは魔法瓶を掲げて熱弁した。

「寒い時飲むと幸せな気持ちになる至高の飲み物！紅茶の香ばしさとミルクのほっこりさ、砂糖の絶妙な甘さ、それが全て集まって奇跡を起こした一品！　冬といえばやっぱりこれ！　ほっこり温まるし！　味も最高！　それがミルクティーだよ！」

　目を輝かせてそう語るソイツは随分幸せそうだった。そして、収納から取り出したコップに魔法瓶からそのミルクティーとやらを注いだ。注がれた茶色い液体を見て泥水じゃないかと疑ったが、渡されたコップに触れて、その温かさと甘い香りに気づいた。泥水ではないらしい。

「あ、そうだ。これもあげる」

　そう言ってソイツが俺に渡したのは焼き立てのソーセージが挟まれたパンだった。

「ブラートヴルスト。ナチェイルにカランザラの料理が食べられる屋台があってね。もらったんだけど、僕、シュトゥルーデルでお腹いっぱいになっちゃってて余っちゃったの。だから、あげる」

　肉とパン……こんな温かく固くもなく腐ってもいないものを食べるのはいつぶりだろう。いや、もしかしたらこんなちゃんとした飯を食うのは人生で初めてかもしれない。

　……あぁ、そもそも誰かからこうして優しくされたのは……これが初めてだ。

　無言で渡されたものを食べる。物心ついた時からろくなものを食べていなかったせいか。格別に美味しく感じる。ただミルクティーだけは甘すぎて口に合わなかった。それでも残さずに飲み干す。

　あっという間に食べ物はなくなった。だが、心も身体も満たされた気持ちになる。

「お前なんで俺にここまでしてくれるんだ」

　家族でも何でもない赤の他人だ。優しくする理由が分からない。俺に優しくしても、何の意味も見返りもないはずだ。

　そう聞くとソイツはぱちぱちと目を瞬かせて、考え込んだ。

「なんでだろう？　あそこに君がいたからかな？」

「……それだけか？」

「うん。倒れているから放っておけなかったんだ。ねぇ？　美味しかった？」

　そう言って微笑むソイツを見ていると、胸が高鳴るような不思議な心地がする。

　しかし、助けた理由があそこに俺がいたってだけか……コイツは随分、お人好しらしい。

　不意にソイツは聞いた。

「ねぇ、君はどうして雪の中に倒れていたの？」

「薪を買ってこいと言われて……」

「こんな薄着で!?　凍えて死んでしまうよ！　しかも、子どもが１人で薪を運べるわけないじゃん！　あれ、一つ何キロだと思っているんだ！　魔術が使えない人は普通荷馬車を使うか家族全員で買いに行くんだぞ。その上、君は手袋もしていないじゃないか！　薪は素手で握ると怪我しかねないのに。怪我して病気になったら苦しいのに」

「……親も兄弟も俺なんか死んだっていいと思ってる連中だからな」

「酷い！」

　そう聞いてソイツは自分のことのように怒った。

「死んでいいわけないじゃないか！　君にだって人生があるのに！　なんて家族だ」

　真っ白な世界でソイツは顔を真っ赤にして怒る。

「……フッ」

　他人事だろうに自分のことのように考えて俺以上に怒るソイツがおかしくて、つい笑ってしまう。すると、ソイツは頬を膨らませた。

「笑うことないじゃんかぁ！　僕は本気で怒ってるのに！」

「悪い」

「……まぁ、いいか」

　ソイツは俺の手を取った。俺の手には渡された薪代が握られている。ソイツは金を数えると表情を曇らせ俺に言った。

「薪、何個買ってこいって言ってた？」

「３日分は買えって」

「あぁ、これだけじゃ薪なんて１日分も買えないよ」

「そうなのか？」

「薪ってそう高いものじゃないけど。君の家、薪の値段を舐めすぎ」

　ソイツは難しい顔で考え込むと、やがて、閃いたように手を打った。

「そうだぁ！　薪代くすねてしまいなよ！」

「は？」

　くすねる？　だが、バレたら折檻をくらってしまってしまう。折檻なんて日常茶飯事だから、今更何も思わないが面倒だ。

　だが、そんな俺の思いに反して、ソイツは悪役のような悪い笑顔を浮かべた。

「タダで薪を手に入れるんだよ！　近くに木工家具屋さんがあるんだ！　毎日、あそこは端材や廃材が出る。その端材を拝借して薪として君の家族に渡すのさ。そして、薪代をくすねる。きっとその薪代があれば、君は７日くらい毎日焼きたてのソーセージもパンもミルクも買えるはず。コートは買えないけどね」

「……」

　手にある金を見る。これで１週間、俺は飢えることはなくなる。腐ったゴミを漁らなくていい、満腹になるまで美味しいものを食べられる。

　だが。

「お前は買えないのか？」

「ん？」

　首を傾げるソイツ。無理もない。だが、紛れもない俺の気持ちだった。

　……誰かと食べる温かい飯は驚くほど美味しかった。きっとコイツがいなきゃ腹は満たせても虚しいだけだと思うくらい。




「……あんなクソ野郎共じゃなくて、お前が家族なら良かったのに」




　存在を否定して俺を邪険にするアイツらより、一時の関係でもこうして躊躇いなく優しくするコイツの方が良い。

　びっくりしたように目を瞬くソイツと目が合う。ソイツはやがて顔を真っ赤にした……怒りではなく照れから。両頬を手で押さえてソイツは取り乱した。

「そ、そう言われると困っちゃう……。いや、君が嫌なんじゃなくて、光栄というか嬉しいというか……。ぼ、僕も君みたいな家族がいたら、屋敷にいても寂しくないかも……。」

　ふとソイツは空を見上げた。

　真っ黒な雪雲からはまだ雪が降っている。見ているだけで寒い。だが、ソイツに目を向けると不思議と暖かくなる。

　ソイツは白い息を吐きながら言った。

「僕ね、雪が降ってきた時、砂糖が降ってるみたいで嬉しかったの」

「……」

「でも、嬉しかったのを誰かに伝えたくても、聞いてくれる人なんて僕にはいなくて君がいたら良かったな……。

　僕の家ね、父上はお仕事で忙しいし、最近、母上が出て行って、祖父様も死んでしまったんだ。だから、僕、ひとりぼっちになってしまって……こうして外に１人でいても誰も止めないんだ」

　……確かに、ソイツは明らかに何処かのお坊ちゃんなのに、護衛もお付もいなかった。護衛もつけずに１人で出歩いて止められないなんておかしい。学のない俺でも分かる。

「僕、本当にひとりぼっちなんだ。屋敷でも何処でも。友達はいるけど頻繁に会えるものではないし、僕専門の侍従はいるけど主従関係でしかない。だから、君の気持ち分かるよ。僕も君みたいな家族がいたら、誰もいない屋敷も独りのティータイムも楽しいんだろうな」

　不意にソイツが俺の方を見た。

「きっと僕ら、仲良くなれるよ」

「……」

　家族に要らないと言われて独りで生きている俺と家族に放置されて独りで過ごしているソイツ。訳は違えど似た者同士。仲良くなれると聞いて、そうだろうなと思う。きっとコイツとは気が合う。

　まあ、そもそも毎日汚いと詰られる俺の手を躊躇いなく握り、タダでコートと飲み物と食い物を渡すようなお人好し。嫌いになる人間がいるだろうか、いや、いないだろう。それに。

　ふと、ソイツは何か気づいたらしい。

「あ、君、綺麗な目してるんだね！」

　身を乗り出してソイツは俺の間近に迫る。あまりの近さに息を呑むと、ソイツは目を輝かせて、俺の瞳を覗き込んだ。

「まるで宝石みたいな目だ！　キラキラしてる！」

　ああ、思う。

　きっと、この馬鹿正直で純粋で俺が出会った今までの人間達とは全く違うコイツと一緒にいたら、一生飽きないだろうな……。

「近い」

「あ、ごめん」

　ソイツは俺から離れて、立ち上がった。そして、俺に向けて笑みを浮かべた。

「お金なんていらないよ。タダで友達になれるからね。家族は要検討かな」

　手をソイツは俺に差し出した。

「とりあえずさ、友達第一歩目記念にさ。一緒に端材を貰いに行こうよ！　ここからすごく近いんだよ！」

　その柔く温かな手に、俺は自分の手を重ねる。そして、ソイツと目が合って、自然と笑い合う。

「僕、君に会えて嬉しかった」

　俺もそう……そう言いかけた瞬間、俺の夢は唐突に終わりを告げた。




　　　　＊　＊　＊




「……っ」

　目を開けると眩しい光が目に飛び込む。朝というより昼のようだ。随分俺は眠っていたらしい。すっかり日が高くなっていた。

　ヤケにリアルな長い夢を見ていた。そう思ったのと同時に随分大きなものを自分が抱きしめていることに気づいた。見れば、目と鼻の先に。




　頬を紅潮させ涙目でこちらを見る愛しい人がいた。




　今にも泣きそうだ。

「やっと！　やっとテオドア起きたー！」

　俺が抱きしめているせいで動けず、ずっと俺の腕の中で俺が起きるのを待っていたらしい。

「テオドアったら揺すっても呼んでも全然起きてくれないんだもん！　僕、どれだけ大変だったか！」

　大粒の涙をその深緑色の目に湛えて、そう告げるアーシェルは可哀想になるほど顔が真っ赤になっていた。少し申し訳なく思い、頭を撫でると「子ども扱い禁止！」と怒られた。

　……しかし、それにしても……。

　妙な夢を見た。細かいことはもうぼんやりしてしまって忘れたがリアルで温度も湿度もある不思議な夢を見た。しかも、あの夢は……多少差異はあれど、俺がガキの頃に本当にあったことだ。

　昔、寒波がヤンファンガルを襲って、雪が降ったことがあった。そして、俺は薪を買って来いと言われて薄着で外に出されたことがある。

　だが。

　そこでアーシェルに会った記憶はない。

　あの日、ガキだった俺は寒さに凍えながらも、どうにか薪を買ってきて伯爵家に帰った。薪代を少し盗んで、安い固いパンを買って空腹を満たした思い出はあるが、誰とも会った記憶はない。

　……あの夢は何だったんだろうか？

　朝からどっとした疲労を感じた。

「はあ……」

　思わず、ため息が漏れる。

　そんな俺をアーシェルが不思議そうに見る。

「テオドア？　どうしたの？　何か疲れてるみたいだけど？」

「何でもない」

　誤魔化すようにアーシェルの額にキスすると、ぶわりとアーシェルは茹でダコのように真っ赤になり、逃げるように布団の中に引っ込んだ。

「不意打ち禁止！　僕をショック死させる気か！」

　キス程度で恥ずかしがって逃げるアーシェルに思わず口角が上がる。

　あぁ、アーシェルといるだけで気分が晴れる。

　アーシェルを抱きしめていた手を離して、起き上がる。俺が起き上がるとアーシェルが布団から頭を出した。ソイツに俺は手を差し伸ばした。

「飯にしよう」

　そう俺が言うと、アーシェルはぱあっと目を輝かせて、俺の手を取った。

「アップルパイがいい！」

「朝から食うもんじゃねえだろ……」

「もう昼だもん！　見てよ、この燦々と太陽が輝いている外！　テオドアが寝坊助だったからお腹が空いてたまらなかったんだ！　断固アップルパイ！」

「はいはい。分かった。好きにしろ」

　俺はホットドッグでも食べるかな……。

　アーシェルと２人、階にあるキッチンに行った……あの夢がどうにも気がかりだったが無視した。

　しかし、俺は知らなかった。

　まさか、この日を皮切りに数ヶ月、あの夢を見続けることになるなんて。
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　数ヶ月後。

　ヤンファンガルに冬の季節がやってきた。しかも、大寒波を連れて……。

「わあ……！」

　アーシェルは窓の外を見て、目を輝かせていた。

　外は真っ白な銀世界。雪がしんしんと降っている。アーシェルは降り積もる雪を見て子どものようにはしゃいでいる。そんな様子を横目に俺は眠い目をこすりながら暖炉に焚べる薪を用意していた。

　数ヶ月前から連日、あの夢ばかり見るようになった。別に悪夢でもないし気にしないが眠った気がしない。思わず出そうになった欠伸を噛み殺す。そんな一方でアーシェルは外の雪に興奮していた。

「雪なんて初めて～！　わぁ、砂糖が降ってるみたい！」

　意外だな。アーシェルは雪が初めてなのか。

「本当か？」

「うん、小さい頃に寒波が来た時は風邪ひいちゃって寝てたんだ。テオドアは雪初めてじゃないの？」

「あぁ。クソ寒い中、薪を買いに行った嫌な思い出しかないがな」

　しかも、このところ毎日夢の中とはいえ雪のせいで凍えている。はっきりいって好きになれない。あと見飽きた。

「そうなんだ……」

　アーシェルには夢のことは話していない。だが、勘づくものはあったのだろう。俺の言葉を聞いて、アーシェルは考え込み始めた。そして、やがて閃いたように両手を打つと俺に駆け寄ってきた。

「テオドア！　デートに行こう！」

「……はぁ？」

　そんな唐突すぎる提案に俺は呆気を取られた。










　アーシェルに連れ出されたのは、平民向けの店が並ぶナチェイルの通りの一つだった。

　通りには様々な屋台が所狭しと並び、どこの屋台にも人集りが出来ていた。焼いた肉やパンの香りが食欲を唆る。

　手が悴むような寒空の下でもナチェイルはいつもと変わらず人が多い。とはいえ、平民しかここにはいない。俺はともかく、控えめではあるが貴族らしい服装のアーシェルは浮いて見えた。

　だが、アーシェルは楽しそうだ。

「見て！　テオドア！　みんな美味しそう！」

　熟したイチゴに飴をかけたものにアーシェルは飛びつき、かと思えば、メープルシロップと生クリームがしこたま載ったドーナツに目移りし、焼きたてのクロワッサンの山に涎を垂らす。

「全部食べたい……」

「……夕飯が入らなくなるぞ」

「うっ、辛い」

　物欲しそうにスイーツの屋台を見るアーシェル。選べなくて困っているらしい。

　アーシェルは悩みに悩んでワッフルを買った。粉砂糖を大量にまぶし、溢れるほどキャラメルソースをかけた円形のワッフル。見ているだけで胸焼けしそうなほど甘そうなスイーツだ。

　それをアーシェルは嬉嬉として食べる。幸せそうに頬を緩ませ笑顔で食べるアーシェル。

　……あぁ、見ていて飽きないな……。

「本当に美味そうに食べるよな、アーシェルは……」

「うん、美味しいよ！　食べる？」

「いらない」

　そして、雪がちらちらとまた降り始めたそんな時だった。




「……っ!?　テオドア!?」




　突然、名前を呼ばれ、そちらに顔を向けるとそこには女がいた。中年くらいのおばさん……薄汚れているが小綺麗な格好したその女に見覚えがあった。

「……第２夫人……」

　思わず、俺の隣で何事かと目を瞬いているアーシェルを守るように俺の後ろに追いやる。

　この人は第２夫人……エスパダ伯爵家の３人の妻の１人……俺の義母だった人だ。

　義母は媚びた笑みを浮かべて俺に近づいてきた。

「やあね！　そんな他人行儀な呼び方をしなくても良いじゃない」

　よく見ると下卑た笑みを浮べる義母の後ろには平民のような薄汚い格好をした俺と同じくらいの歳の男と女がいる。

「テ、テオドアだと？」

「まさか本当に……？」

　その２人とも信じられないという顔をして俺を見ていた。ライディにサリー、俺の兄弟だった奴らだ。

　思わず、顔を顰めてしまう。

　義母もソイツらも見ているだけで不快な気分になる。一刻も早く彼らから離れたかった。

「……お久しぶりですね。では、さよなら」

「ちょっと待ちなさい！　久しぶりじゃない！　せっかくこうして会ったのだから！　お互い積もる話もあるでしょう。１度、我が家に来ない？」

「お断りします」

「そう言わないで。旦那様も他のお母様方、兄弟達もみんな貴方と会いたがっているのよ？　ねぇ、ライディ、サリー？」

　義母が後ろにいる２人に問いかける。２人はすぐさま義母と同じようににこやかな表情を浮かべた。

「あぁ、テオドア。みんな会いたがっているんだ。あれから弟も妹も生まれた。見に来いよ」

「すっかり見た目が変わってびっくりしたわ。随分公爵家では良い暮らしをしているようね。話が聞きたいわ」

　だが、その言葉はどこか薄っぺらく聞こえ、何か含みがあるような気がした。どう考えても裏がある。

「特に話すことはないです」

「でも気になるわ、華々しい噂も聞いたし、仲の良いお友達も出来たのでしょう。家族としては気になるわ。貴方だって今の私達家族がどんな日々を暮らしているのか気になるでしょう？」

「いえ、別に。貴方達のことを家族だと一度も思ったことないですから」

「……え？」

　俺の言葉に３人は目を見開いた。そんな義母を、姉兄達を俺はわざと大げさに鼻で笑ってやった。

「俺を要らない人間だと詰ったのはどちら様でしたっけ？」

　とうとう絶句する３人。マヌケ顔を晒して固まるそいつらに言うだけ言って、アーシェルの手を握り、彼らを置いて俺は歩き出す。

　サリーが慌てて、俺を引き止めに駆け寄って来た。

「待って、誤解よ！　私達は貴方を大切な家族だとちゃんと思っていたわ！　ねぇ、待ってよ！　ねえ！」

「……」

「待って！　待って!!　待ちなさいよ！　このクズ！」

　立ち止まらない俺にサリーはとうとうブチ切れたらしい。近くを歩いていた子どもが持っていたミルクティーを奪い取ると俺に向かって投げつけてきた。子どもの悲鳴と同時にぶち撒かれたミルクティーの甘ったるい香りが辺りに広がる。

　俺にふりかかるはずだったそれを俺は魔術で弾く。ミルクティーは俺を濡らすことなく、地面に零れ落ちた。

　振り向けば、肩で息をしているサリーと、泣き喚いている子ども、騒然となる市井の人々の困惑した目と目が合った。

　サリーは俺を睨みつけ叫んだ。

「良い気になってんじゃないわよ！　アンタがいなくなってから私達がどれだけ不幸になったことか！　公爵家が伯爵家の主だった収入源を借金のカタに持っていったせいでウチは更に貧乏になった！　食べ物も着る物もない！　薪だって昔以上に買えなくなった！　学校にも行けない！　なのに、アンタは金持ちの家に行って世間様からチヤホヤされて！　こんなのおかしいじゃない！」

　お前は私達より下の人間だった癖に。

　サリーがそう言いかけたのをサリーの後を追ってきたライディがサリーの口を塞いで止めた。そのライディは引き攣った笑みを浮かべていた。

「……あ、あはは、こ、これは違う！　サリーの妄言だ！　事実じゃない！　俺達は確かにお前を家族だと……」

　妄言はどちらだろうか。聞く気もならず目を逸らす。すると、ふと心配そうにこちらを見つめるアーシェルと目が合った。気にするなと伝えたくてその手を握る。

　歩き出そうとすると、追ってきた義母の呟きが偶然聞こえた。誰にも聞こえないような小さな声。しかし。

「この恩知らず……こっちがわざわざ下手に出てやっているのに……！　私が欲しいのはお前が持っている金だけなのに」

　それは聞き捨てならないほど義母の憎悪と傲慢さが満ちていた。

　……そうか、コイツらは俺から金を巻き上げたかったのか。やっと目的が分かった。

　思わず、口角が上がる。

　義母に俺は言ってやった。

「恩知らずで悪かったですね？　恩なんてもの貴方達からかけてもらった記憶もないので俺にゴマをすらなくていいですよ。第２夫人？」

「……っ」

「聞こえる独り言はやめた方がいいですよ。あと……。」

　３人だけに聞こえるよう吐き捨てる。

「お前らに金なんて渡すわけがない。貧乏なのは自業自得だろ」

　そう俺が断言すると義母は目を釣り上げた。

「お前の、お前のせいだ！　お前が金を寄越さないからドレスもアクセサリーも買えない！　お前のせいで私達は貧しいんだ！」

　……は、馬鹿も極めるとこうなるか。

　俺があの家から出て数年。努力すれば普通に生きていけるだけの収入を得ることだって出来ただろうに。コイツらはあれだけ毛嫌いしていた俺の金をアテにしていたらしい。貧しい理由を俺に責任転嫁して。相変わらず他人を利用して搾取して楽に生きようとする奴らだ。クズはいつまで経ってもクズだな。

「貧しいのが俺の責任？　ハハ！　なら飢え死にでも凍死でもすればいい。知るか、勝手にしろ」

「な!?」

　義母は絶句し、ライディは悔しげに唇を噛み、サリーは血走った目で俺を睨んだ。

　そして、俺は３人に、俺を要らない人間だと詰ったソイツらに告げた。




「お前らみたいなクズ、心底どうでもいいんだよ。俺の家族はコイツだけだ」




　アーシェルの手を掴み、今度こそ去る。

　義母もサリーもライディも追って来なかった。俺から何も搾取出来ないとやっと悟ったのだろう。周囲の人間が騒然となっている中、義母は膝から崩れ落ち、サリーもライディも悔しげに俯いたまま動かなかった。

　アイツらとはもうこれっきりだ。

「要らない人間はお前らだよ」

　そう吐き捨てて、俺はその場を去った。
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「……っ！」

　遠くなるその背を見て、私は歯噛みするしかなかった。私の隣にいるライディも母上も同じように歯噛みしている。

　悔しくて、惨めで、情けない……！

　とうとうその背は私達を振り返ることなく消えていった。ライディは舌打ちして、周りに人もいるのに私の頬を打ぶった。

「お前のせいだ！　お前があんなことを言うから！　金が貰えるチャンスだったのに！」

　口の中に鉄の味が広がる。金が貰えるチャンス？馬鹿な兄貴。おべっかしてゴマすったってあのクズが私達に金をやるなんて絶対なかったわよ。

　だから、私はライディの股間を蹴り飛ばした。

「っっつ!?」

　ライディは呻き声を上げて倒れ込んだ。いい気味だわ。

「アンタこそ私に八つ当たりしないでくれる？　第一ライディが働いていれば、こんなことをしなくてよかったのよ！　アイツに媚びるなんて最悪！」

　テオドア。私はアイツが嫌いだった。

　父上がどこぞの阿婆擦れと作った子どもだ。出会った時から気に入らなかった。だから、兄弟全員で虐めた。食べ物も着る物も全て奪ってやった。暴力も振るったし、池に突き落としたこともある。

　だけど、アイツは……ムカつくことにどれだけ虐めても折れなかった。

　……あの目……私、そして兄弟達こそクソだと言わんばかりのあの目。あのクソ生意気な目を今でも強烈に覚えている。

　馬鹿ね！　正妻の子である私の方が偉いに決まってるじゃない！　お前は伯爵家の奴隷！　体のいいサンドバッグなのよ！

　……あの頃、そう思っていた。

　なのに。

　アイツは公爵家に引き取られた瞬間、私達とは別の世界を生きる恵まれた遠い人間になった。

　嘘よ！　嘘よ！　何でよ！　庶子の癖に！　笑われて当然の汚らわしい子どもだった癖に！

　毎日良い服を着て豪華な食事をして何で私より良い生活をしているのよ！　おかしいじゃない！

　私達はアイツがいなくなってから更に生活が苦しくなって毎日食べることも出来ないのに！　アイツは毎日良い思いをしている。正妻の子なのに苦労して生きている私こそそうあるべきでしょう!?

　アイツの生意気な目が頭から離れない。

　なんであんな奴が！　アイツなんて死んでしまえばいい！　そして、アイツの立場も私のものにしたい！　何度願ったことか！

　でも、神様はアイツに微笑んで私の願いを無視した。




　アイツは……どんどん幸せになっていった。




　風の噂でアイツは魔術師としても騎士としても成功して時代の寵児として持て囃されていると聞いた。引き取られた先の子どもと仲良くなって、内々で婚約しているとも……。

　アイツは地位も名誉も金も……幸せも手に入れた。私はお金がなくて学校にも行けず、まだ縁談もないのに……。

　アイツが世界に名を轟かせるようになると、テオドアという天才を手放したエスパダは様々な人間から後ろ指を指されるようになった。何故かアイツを虐げていたことがバレたのだ。金の卵を潰そうとした愚か者の家として嘲笑され、縁を切られた。

　父上と３人の母上は借金でテオドアを手放した後も借金をして今まで通り遊んで暮らそうとしたみたいだけど、縁を切られたせいで誰からもお金を借りれず、公爵家に領地の大半を借金のカタに持って行かれたせいで収入が減ったのもあって、日用品どころか食べ物すら買えなくなった。

　伯爵家はどんどん貧しくなっていった。

　なのに、相変わらず両親は無責任に子どもを作るし、ライディや他の兄弟は面倒だからと一向に働きに出ない。

　みんなクズだった。私達の家族は全員、性根が腐っていた。

　だから、誰かが言った。

　ムカつくアイツからいつか金を奪おうと。

　特に父上と母上達は乗り気だった。アイツが伯爵家に帰ってきたら、アイツを宥めすかして金を貰い、遊び暮らす計画を立てていた。育てた恩くらい返せと何度か手紙も書いたようだった。しかし、私達を毛嫌いしていたアイツが実家に帰ってくるはずがなく、手紙を送っても受け取り拒否されてしまうだけだった。

　そして、今。

　私達は完全にアイツに見放された。

　要らない、と。

　母上は未だ悔しそうに俯き、けれど、どこか呆然としている。子どもは親に従って生きて親を養うのが当然だと思っている人だから。アイツに拒絶され、勝手に死ねば？　と遠回しに言われたのが相当堪えたらしい。

　会わない間にアイツは変わっていた。

　昔のように生意気な目で私達を睨むだけの汚らしい人間じゃなくなっていた。

　私達より下の虐げられて当然の筈のアイツは痩せていなかったし、上等なコートを着て、アイツの隣にいた見るからに上位貴族のお坊ちゃんと並んでも見劣りしない人間になっていた。

　なのに、私達は痩せて惨めな姿で、服も薄汚れたボロ、どう見ても貴族とは言えない姿……。

　悔しい。悔しい！

　神様は馬鹿だ。どうして私を幸せにしないの！　私だって好きなだけ食べて、豪奢で綺麗な服を着て、誰もが羨む貴族になったっていいじゃない！　なのに惨めになるばかり！

　全部、家族のせいだわ！

　どいつもこいつもクズ！　私の足を引っ張っているのはコイツらよ！

　こんな家族、もう御免だわ！

「サリー？　何処に行くんだ……？」

　家とは真反対の方向に歩き出した私をライディが呆然と見ている。はっ、随分なアホ面。

「アンタらを捨てるのよ。じゃあね。私を幸せにしないお馬鹿さん達」

　降り出した雪が鬱陶しい。

　幸せになるべきなのは私よ。テオドア。お前じゃない。神様だってきっといつか分かって下さる。私が愛されるべきだって。

　私は雑踏の中を歩き出した。

　その時、小さな子どもが私の前に飛び出してきた。

「ミーシャちゃんに謝って！」

「は？　なんなのアンタ」

　子どもの近くには泣いている別の子どもがいる。あぁ、さっきテオドアに投げつけた飲み物を持っていた子ね。

「知らないわよ、退どきなさい」

「謝るまで私は動かないわ！　あれはミーシャちゃんが頑張って稼いだお金でやっと買えたものなのよ！　人に意地悪したら謝らないと神様は怒るわ！　さぁ、謝って！」

「うるさいわね、本当に邪魔」

　私は子どもを蹴飛ばした。少し鬱憤が晴れた。あぁあ清々した。

　だけど、謝ってと叫ぶ声が何故か頭から離れない。私は悪いことなんて全くしていないわ。していないはずよ……神様に怒られるようなことなんて一度も。

　あのテオドアの目が、私を詰る目が脳裏を過った。
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　あの３人と別れた場所からだいぶ離れたところに着いて俺はほっと息を吐いた。無意識に息を押し殺していたらしい。雪の冷たい空気が頭をスッキリさせる。自分の吐く白い吐息の向こうに、心配そうにこちらを見るアーシェルがいた。

「テオドア、大丈夫？」

「ああ。アーシェル、巻き込んですまない」

　まさかアイツらに再会するなんて思わなかった。思い出しても不快になる。くそっ、アーシェルとのデートを邪魔しやがって。

　苛立つ俺にアーシェルは俯いた。

「……思い出作りがしたくて外に出たのに、これじゃダメだね」

「アーシェル？」

「テオドアが雪の日に良い思い出がないって知った時、僕と一緒だなぁと思ったんだ。風邪をひいて寝てたって僕言ったでしょ？　僕ね、雪の日の記憶っていったら、死にそうなくらい苦しかったのに誰も見舞いにも来なくて寂しかった記憶しかないんだ……あんまり良い思い出じゃない。だから、テオドアと今日デートしたら、それだけでテオドアにとっても僕にとっても良い思い出になるんじゃないかと思ったんだ。でも結局テオドアに嫌な思いさせちゃった。ごめん」

　そう謝るアーシェルを俺は慌てて止める。

「謝るな。あれは事故みたいなものだ。普通にノーカンだろう。それに……あれで良かったんだ」

「テオドア？」




「ずっと言いたかったんだ。俺の家族はアーシェルだけだと」




　エスパダにいた頃、アイツらこそ要らない人間だと言いたかった。数ヶ月間あんな夢を見続けるようになってからはより一層。

　だから、これで良かった。ついでに、俺が成功したと知って、態度を変えて擦り寄ってきたアイツらに一泡吹かせられたのだから。

　そして、アーシェルだけが自分の家族だと言えた。

　それでよかった。

　アーシェルの方を見ると、俺を見てアーシェルは顔を赤くしていた。明らかに寒さではなく照れから。両頬を手で押さえてアーシェルは取り乱した。

「そ、そう言われると困っちゃう……。いや、嫌なんじゃなくて、光栄というか嬉しいというか……。ぼ、僕もテオドアが家族で良かったよ……。」

　ふとアーシェルは空を見上げた。

　真っ黒な雪雲からはまだ雪が降っている。見ているだけで寒い。だが、不思議と俺達の周りだけ暖かい気がした。

　アーシェルは白い息を吐きながら言った。

「……今日、どうしてここに来たのかっていうとね……昔、ここに一度だけ来たことがあったの」

「こんな平民しか来ないところに？」

「うん。小さい頃に１人で冒険しにきたことがあって屋台が並んでて楽しかったんだ。だから、ここに来たの」

「……だが１人？　公爵に止められなかったのか？」

　アーシェルは公爵家の跡取り……護衛の１人もつけずに行動するなんてそんなこと有り得るのだろうか？　しかし、そう疑問に思った瞬間、よくよく思い返してみると、アーシェルが護衛やお付を連れ歩いてる方が珍しいことに気づく。仕事以外は基本的にナチェイルも王宮も１人で行く。

　……何だか妙だ。

　俺の疑問にアーシェルは何でもないように答えた。

「僕、昔から独りが普通だったから。父上は仕事で忙しかったし、小さい頃に母上は出て行って、祖父様も天国に行った。だから、気づけば１人で過ごすのが普通になっちゃったんだ。１人で出歩いても何も言われなかった。屋敷にいても寂しいだけだったから、一時期は頻繁にナチェイルに行っていたなぁ……」

　懐かしそうにそう語るアーシェルが不意に俺の方を見上げる。そして、嬉しそうに笑った。

「でも、今はテオドアがいる！　テオドアは何処に行ってもついてきてくれるし、何でも付き合ってくれるから、毎日楽しいよ！　僕、テオドアが家族で良かった。」

　そして、ぽつりと漏らした。

「幸せだなぁ、僕」

　そう言ってアーシェルは幸せそうに笑った。

　それを見て、アーシェルの両手を握る。びっくりしたようにこちらを見るアーシェルに俺も告げた。

「俺も幸せだ」

　そう告げて抱き寄せた身体は心地良いほど温かった。




　数ヶ月前から見続けたあの夢はなんだったのか未だに答えはない。考えたって仕方がないのかもしれない。

　夢にしてはリアルすぎた。まさか別の運命を辿った可能性の世界でも俺は見たんだろうか？　いや、それは流石にバカバカしいか。でも、一つ言えることがある。




　あれは理想の世界だった。




　もっと早くアーシェルと出会えていたら、アーシェルと友人になっていたら……そんな夢見る世界。

　あのガキの頃の俺は真実、人生最悪の日々を送っていた。

　毎日、独りで戦っていた。誰にも必要とされず飯にもありつけず誰かの優しさも温もりも知らなかった。底意地の悪さだけは人一倍あったから、どうにか生きていけたが、あんな生活二度とゴメンだ。

　だが、あの時に、寒さと空腹に震えていたあのタイミングでアーシェルに出会えていたら……きっと俺はもっと早く幸せになれた。

　あれはそんな夢だ。決してありえない。けれど、あってほしかった世界。

　しかし。

　……そんな世界、俺は夢見ない。確かにあの夢は理想だったが……もう俺は幸せを手に入れている。これでいい。これ以上望むことはない。今が幸せならそれで十分だ。

　……あの夢はもう見ない気がした。
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　ナチェイルで僕とテオドアとデートしたその日の夜。

　テオドアが寝てしまったのを確認してから、僕はそっと自分の部屋から出た。手には自分の枕。そのままテオドアの部屋に入る。

　テオドアは眠っていた。その寝顔が穏やかに見えるのはきっと気のせいじゃない。

　……テオドアは何も言わなかったけど、ずっと何かに悩まされていたのは気づいていた。その上、今日、元家族に会った。あんまり良い関係じゃないのは知っていたけど、想像以上だった。本当は僕も彼らに怒鳴り散らしたかったけど我慢した。きっとあれはテオドアの問題だったから。心配で堪らなかったけど、事の成り行きを見守るしかなかった。

　でも……もう心配しなくても大丈夫みたい。

　テオドアのベッドに潜り込む。ふふっ、全然起きない。イタズラ成功かな？　明日起きたらテオドア、どんな顔するんだろう。楽しみだ。

　テオドアの隣に枕を置いて、テオドアの方に身体を向ける。そして、起こさないようそっとテオドアを抱きしめた。

　温かい。それとテオドアが息をする穏やかな音が眠気を誘う。うぅ、欠伸が出る。

　外ではまだ雪が降っている。明日、少し積もるかもしれない。子供っぽいけど雪だるまでも作って見ようかなぁ……きっとテオドアも手伝ってくれる。もしかしたら魔術でチャチャッと作ってしまうかもしれないけど、それでもいいかな。

　明日、楽しみだなぁ。

「……おやすみ。テオドア」

　起こさないように小さな声で僕はそう告げた。

　今日は良い夢が見れる気がした。
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